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ま` じ め に

近 年 の情報 処 理 技術 に み られ るハ ー ドウエ ア、 ソフ トウエ ア技 術 の革 新 は 、ダ
ウンサ イ ジング化 や ネ ッ トワー ク技術 、 オブ ジェク ト指 向技術 や マ ル チ メデ ィア

技術 へ と多彩 な発 展 が な され て きて い る。特 に、 ウ ィン ドウシステ ム を は じめ と

す るグ ラフ ィカル インタ フェー スの高度 化 によ り、 よ り知 的 で ヒュー マ ン ライク

な操作 性 を実 現 す るた めの さま ざまなエ ン ドユーザ指 向の技術 開発 が相次 いで な

されて い る。 これ は また デー タベー ス技 術 において も同様 で 、デ ー タ モデ ルの見

直 しを含 め、 画像 情報 や音声 情報 に いた る さま ざまな デー タ形式 を対 象 と した高

水準 デー タベー スモデル の構 築 や、 デー タベー ス周辺 を巡 るユー ザ イ ンタ フ ェー
スの開 発 に焦点 が 当て られ るよ うに な って きた。最近 で は、パ ー ソ ナ ルな レベル
で の コ ン ピュー タ の普及 が進 む とと もに、そ の コン ピュー タ利用 の環 境 にお いて

も統合 化 の傾 向が 強 く求 め られ てお り、 多種 にわた る デー タベ ー スの アクセ スか

ら、デ ー タの加 工 や図表 処理 、 ドキ ュメ ン ト作成な ど、一 貫 した利用 環 境 が望 ま

れ るよ うにな って きた。 これ らは各種 ソ フ トウエアにお け るデー タ構 造 や デ ータ

モデル の統一 、ユ ーザ イ ンタ フ ェー スの構築 により実現 されて きた。

しか しなが ら一 方 、AI技 術 にお け るよ うなユーザ が本 来求 め て い る知 識 その

ものに係 わ る処理 にっ いて はい まだ実現 は十分 ではな く、今後 の大 きな課 題 と し

て あげ られて い る。 これ はデ ー タベ ー スを巡 る応用分 野 に おいて も同 様 で、 格納

された デー タの定 型 的処理 に おいて はカ プセル化 な どの手 法 が確 立 され て きたが、
人 の多 様 な発想 や知識 の処理 を支援 す るた めには、か な らず しも これ ら定 型 的処

理 のみで実現 され る もの とは いえな い。 これ らを解決 す るた めの知 識 情報処 理 と

して、 エキ スパ ー トシステムや知識 ベー スの構築 な どが各方 面 で実 用 化 され て き

て いるが 、 自然 言 語処理 や認 知的処理 な どの高次の情 報処理 にお いて は未 だ概念

構 築の模 索段 階 に ある といえ る。今後 、 ます ますデー タベ ー スの利用 は拡大 して
い くもの とみ られ 、 デー タベー スにお け る知識 処理 を支援 す る高度 な情 報処 理技

術 の進 歩 に期 待 が か け られて い る。
この よ うな背 景 の下 で平成3年 度 よ り、デー タベー スに係 わ る次 世 代 に向 けた

技術 と して知 識情 報処 理技 術 を援用 した統計情報 の処 理 にっ いて調 査 を行 い、特
に統計 解 析文 の生 成 のた めの実験 システ ムについて検 討 を行 うこ とと した。 平成

3年 度 にお いて は 、デー タベ ー スを巡 る関連技術 を検 討 し、統計 デー タベー スに

おけ る次世 代 支援 技術 と して統計情 報 か らの解析文生 成 を行 うた めの 手法 分析 、知識
ベー スの モ デ ル構築 を行 い、自然言 語処理 による実験 シ ステ ムを 作成 した。

これ に続 いて平 成4年 度 では、 よ り高度 な解析文表現 の生成 に向 けた 検討 と利用

システ ム と して の イ ンタ ーフ ェイス環境 に係わ る検討 を行 い実験 シス テムの高度

化 を図 って きた。 さ らに平成5年 度 と して は、統計 解 析文生 成機構 の高 度化 と周

辺知 識 の融 合化 な らびに全体利 用 システ ムと しての高度化 を 目標 と してそ の実験

システ ムを構 築 した。

本報 告 書 は 、 これ ら3カ 年 計 画の3年 次 にあた る調査研 究 の成 果 を と りま とめ

た もの で、今 後 の政 策情 報 に係 わ るデー タベー スシステム の活用 推 進 のた め の基

礎 資料 と して、 さ らには次世 代 デー タベ ース システム の構 築 に向 けた 実験 的 提案

と して利 用 され れ ば、望外 の喜 び とす る もので ある。

なお、 本調 査研 究 は財団法 人 日本 システム開発研究 所 に委託 して 実 施 した 。

平成6年3月
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1.調 査研 究 の背 景 と目的

デー タベー ス技術 におけ る近年 の技 術革新 は、画像 や音 声 にい た る さま ざまな

デー タを対 象 と した マルチ メデ ィアデ ー タベー スの構 築や 、デー タベ ー ス周 辺 を'巡
るグ ラフ ィカルユ ーザ インタ フェー スの構 築 に焦点 が当 て られ て い る。特 に最

近 で は、パー ソナ ル コン ピュー タの利用 普及が進む につれ 、そ のデー タベー スの
ア クセ スか らデ ー タの加 工、 図表 や ドキ ュメ ン ト作成 などの一貫 した コン ピュー

タ利用 の環境 構築 が期待 され てい る。 これ ら作業利用 におけ る局面 にっ いて は、

よ りヒュー マ ンライ クな環境 が提 供 され るよ うにな って きて いる もの の、ユ ーザ

が元来求 めて いた知識 そ の もの に係 わ る処理技術 にっ いて は十分 な進 展 がみ られ

て いる とはい えず 、今後 の情報 処理技術 の大 きな課 題 として あげ られ る。 これ は

デ ータ ベー スを巡 る応用分野 におい て特 に顕著 で、格納 され たデ ー タの定 型 的処

理 やア クセ ス性 の高度 化 な どにおいて は技術進 展がみ られ る もの の、知識 処 理 そ

の もの を支援 す るため の周辺 技術や そ のデー タモデ ルの構 築 にお いて は、か な ら

ず しも ヒュー マ ンライクな知 識処理 が実現 されて いる とはいえな い状 況 にあ る。

なかで もこれ らを 解決す るた めの知 識情報処 理 として 、 自然言 語処 理 に基 づ く情

報処理 や知 識 の デー タモデル構築 にお いて は、未だ その概念 自身 の模 索段階 にあ

ると もいえ る。今 後 、デー タベー スの利 用 は一層 、拡 大 して い くもの とみ られ、

デー タベー ス にお ける知 識処 理 を支 援す る高度 な情報 処理技 術 の進 歩 に期待 がか

け られ て いる。

本調査 で対 象 と してい る統計情報 デー タベー スシステム と して 、政 策情 報 シス

テム(PPIS)は 、国民経済 計算 をは じめ とす る基 礎 的な経済 統計 か ら、生 産

動 態統計 や貿 易統 計 にい たる さまざまの統計情報 が格 納 され た もので あ る。 その

現状 のデ ータ ベー ス システムで は、 これ ら膨大 な統 計 デー タにつ いてPPIS上

で検索 を行 い 、そ れを加工 、編 集 しなが ら種 々の分 析 や資料作成 のた めの表 出力、

図 出力 を行 う もの であ る。 しか しな が らこれ ら統計 データ の利用 に おいて は 、そ
のデー タベー ス検 索 そ の もの に係わ る操作法 や統計 情報 の知識構 造 、 さ らに は も

との統 計 固有 の知 識 な どにっ いて、 あ る程度 の習熟が必要 とされ て い る。 ま た一

方 、恒 常 的な検索 と して特定 利用 を反 復 して行 お うとす る場 合 には、 その検 索加

工 の作 業 自身 が概 して煩雑 で あ ることか ら、最終的 な利 用 を鑑み た場 合 には その

検索処 理 やデ ー タ加 工 が 自動 化 もし くはよ り簡易化 され る ことが望 ま れて い る。
これ は一 般 の汎 用 デー タベー スシステム において も同様で 、 デー タの検索加 工 に

係 わ る機 能や そ のデー タ ベー ス構築 環境 にっ いては整 備 されて きて い るもの の、
エ ン ドユーザ の最 終的要 求を十分 に満 し うるまでには環境 整備 が な されて きて い

るとはい えな い状 況 にあ る。

本調査 で は、PPISを め ぐるデー タ ベー ス利用技 術 の向上 を 目的 と して 、平

成3年 度 よ り3カ 年 に渡 り新世 代デ ー タベー スシステムに関す る調査 と して 、特
にユーザ の最 終 的利用 を想定 した 「統計 情報解析文生 成 システ ム」構 築 の可 能性

について検討 を行 い、そ のプ ロ トタイ プ開発試 験を行 って きた。平 成3年 度 にお

い ては、統計 情報 の定 量 的特 徴抽出 を もとに統計情 報 の解 析文生 成 機 能 に係 わ る

調査研 究 を行 い、 これを プ ロ トタイプ システ ムと して実証 した。続 く平成4年 度

で はそ の操 作性 の 向上 の ため の知的 ユー ザイ ンタフ ェー スの作成 と グ ラフ表 示機

能 の開 発 、生 成文 の高 度化 を 目指 した定性 的表現 の可 能性 を検討 し、 プ ロ トタイ
プ化 を図 った。 本年度 調査 で は、 これ に引 き続 き統計 デー タベー ス と して支援 し

うる外 部 の時事 参照 知識 との斉合性 の検討 を は じめ、生成文 と統 計 図 を連 関 させ

た グラフ ィカル ユーザ イ ンタフ ェー スの拡 充 と、時事 フ ァイ ルデー タ の参 照 機能

付加 、 さ らには生成 文 の出力順位制 御 に よる生成文脈 構成 の検討 な どを行 い、そ
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の ア ル ゴ リズ ム 作 成 と と もに 、 事 例 的 プ ロ グ ラ ミン グを 行 い 、運 用 評 価 に つ い て

と り ま とめ を 行 っ た 。

2.調 査研究 実 施 内容 概要

(1).デ ー タ ベ ー ス を 巡 る技 術 動 向

現在 、実用 化 も し くは研究段 階 にあ るデー タ ベー ス システム及 びそ の周辺 技術

について サー ベ イ調査 を行 い、デー タベー ス技 術 を巡 る次 世代 に向 け た動 向 を と

りまとめた。 特 に、本 調 査で は統計情 報 の解析 加工処 理や解析文 生成 処 理 にお い

て有用 とな る自然言 語処 理技 術 の動 向 、 デー タ モデル の相違 によ る各 種 デー タベ
ー ス機 能 の調 査 を行 い 、統計 情報 デー タ ベー スへの応 用 について検 討 した。

[調 査 分 野]

①.デ ー タ ベ ー ス方 式 、 デ ー タ ベ ー ス シ ステ ム構 成 、

②.デ ー タ ベ ー ス 支援 関 連 分 野 の 動 向

③.次 世 代 デ ー タ ベ ー ス シス テ ム の 利 用 分 野

④.統 計 情 報 デ ー タベ ー ス シ ス テ ムへ の 応 用

(2).統 計 情 報 に係 わ る参 照知識 の検 討

統計 デー タベ ー スを用 いた統計情 報 の利用 で は、一 般 にその検 索 ・加工 を した

後 に、 さ らにユ ーザー 自身 に よ りさま ざまな角度 か ら 「外部 知識 」 との関 係 にっ
いて検討 を加 え る必要 が あ る。 その ため 、よ り高度 な支援機 能 を実 現 す るに あた

って 、最 終的 な統 計 の利 用 目的 にお いて有用 とな る周辺知 識 との参 照 比較 の で き

る ことが望 まれ て い る。 ここで は統 計 世 界の知識 構成 と して 、時 事 フ ァイル情報

の参照 機能 にっ い て と りあげ た。

[次 世 代型 外部 知識構 成]
・統計 世界 の知識 表現 機能

・時事 デー タ参照 機能

等

(3).自 然 言語 処理 に よる生成 文構 成 の検 討

平成3、4年 度 まで に実施 した統計 情 報解析 文生成 システムで は、時 系列 的記

述 に対 して構 文 解析手 法 に もとつ く自然 言語処 理 を行 って きたが 、 よ り表現 性 の

高 い統 計情報 解 析文生 成 を得 るた め に、生成 出力順序 の制御 を図 るこ とに よ り、

その生 成 文脈 の構成 に係 わ る可能性 を検 討 した。

特 に、経済 の循 環性記 述 や周辺外 部知 識 ・世 界 との係 わ りのあ る表 現 を得 るた

め に、 その 自然 言 語生 成処理 の動 向 を踏 まえ、文脈構 成 のた めの手 法 を検 討 し、

本 報告書 第3章 に とりま とめ た。
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[生 成文 脈 の構 成法 検討]
・生 成文 脈 の構成法 整理 検討

・文 節構 成/文 記述 順序 の検 討

・段落 構成 の検討

・時系 列 的表現 にお け る文脈構成

・階層 関 係、循 環/位 相表現 にお ける文脈構 成

(4).解 析 文生 成 機構 の総 括 的検 討

統 計情報解 析 文生 成機 構 の実現 のた めの総括 的検 討 として 、PPISデ ー タベ
ー スの概要 とデー タ構 成 、PPISに お けるデー タ出 力機 能 、 さ らには統計 デー

タベー スフ ァイル と して生 産動 態統計 デー タベー ス と国内 マ クロ経 済統計 ベー ス
ベ ー スの概要 につ いて と りあ げ、報告書 第4章 にお いて統 計 情報解 析文生 成 シス

テム システムの概 念 的接 続関係 にっ いて とりまとめ た。

これ まで に統計 情 報解 析文生 成 システムで は時系列 的変動 や前 期比 、前 年 同 月

比 な どの推移 にっ いて解 析文生 成機能 を構築 して きたが、本 年度 調査 と して系列

知識 ベ ー スに おけ る統計 系列 間 の階 層関係 を ベー スに、特 定時点 にお ける構 成比

内訳、寄与度 内訳 等 の階層関 係記述 機能 にっ いての実現 を図 った。 これ らを ベー
スにこれ まで の時 系列 的表現 と併せて 、生 成文型 、出 力制 御 系、指定 出力手 法等

につ いて検討 し、 報告 書第5章 にと りま とめ た。

(5).表 現 構造 体 の検 討及 び解析文生 成 アル ゴ リズムの作 成

ここでは(2)～(4)で 行 った統 計情報 に係 わ る外部 知識 の表現 法、関 係性 、

な らび に生成 文 の文 脈構 成法 等 の検 討 に もとづ き、 「統計 解析文 生成 システ ム」

と して の概 念構 築 を図 り、解 析文生 成 の プロ トタ イプアル ゴ リズムを作成 した。

(6).プ ロ グ ラ ミン グ な らび に運 用 評 価

、(5)に お い て 検 討 した 統 計 情 報 の 外 部 知 識 表 現 、 意 味 表 現 手 法 な どの 生 成 ア

ル ゴ リズ ムを も と に 、 統 計 情 報 解 析 文 生 成 シ ス テ ム に お け る事 例 的 プ ロ グ ラ ミ ン

グ を 行 い 、 こ れ に っ い て の運 用 評 価 を行 った 。

こ こ で はパ ー ソ ナ ル コ ン ピュ ー タ レベ ル で の ロー カ ル処 理 に よ る も の と し、 既

存 の 統 計 デ ー タ に つ い て の生 成 解析 文 の 妥 当 性 の検 討 、実 用 に際 して の 問題 点 の

抽 出 な ど を行 った 。

[PPISデ ー タ]
・デ ー タ ベ ー ス分 野 … … …SDB、PRDB

・分 類 部 門 等 … … …11部 門(大 分 類 ・小 分 類 項 目 含 む)

[時 事 デ ー タ フ ァ イ ル]
・日経 テ レ コム フ ァイ ル

… … …11分 野(国 民 経 済 、 卸 売 物 価 、 等)
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本調査研究における各実施年度におけ る主眼点 は下記 の とお りで ある。

(1).平 成3年 度:統 計情報 の解析文生成機能 に係わ る基礎的調査
統計情報 の定量的特徴抽出な らびに解析文生成機構 の作成
系列知識ベー ス体系構築
自然語辞書体系構築

(2).平 成4年 度:ユ ーザ イ ンター フ ェ イ スの作 成
統 計 図 、 グ ラフフ ィ ック機 能 の作 成
ハ イパ ー テキ ス ト処理 機 能 の作 成

大 局 的 ・定 性 的特 徴抽 出 に よ る解 析文 生 成 の高 度 化

(3).平 成5年 度:知 的 イ ンター フ ェー ス機 能 の拡 充

外 部 知 識(時 事 フ ァク トデー タ)と の リンケー ジ
生 成 文 脈 構 成 法 の検 討

表 『各年度調査主題 と統計情報解析文生成 システム(SIAS)機 能概要』

年 度 調査主題と整備検討項目 SIAS整 備(付 加機能)の 概要

平成3年 度 ・定量的手法による文生成検討

統計系列知識の整備
自然言語辞書の整備
統計解析機能の整備
文生成機能の検討
簡易編集機能の整備

・基 本 フ'ロトタイプ メニューの構 成

・統 計 的系列 テ㌧ タの特徴 抽 出 と中 間言 語 記述

・中 間言 語 表現 か らの 自然 語 定 量 表現 生 成

平成4年 度 ・定 性 的手 法 によ る文 生成 検 討

経 済 循 環 モデ ル の検 討

定 性 文 表 現 の検 討
・知 的 ユーザ インターフェースの検 討

ウィンド ゥ化 の検 討

統 計 図機 能 の整 備
ハイハ㌧ テキスト化 の検 討

・テ三 夕のEMS拡 張 メモ リ利 用

・中間 言 語表 現 か らの定 性 表 現生 成
・加 ンドゥ型 インターフェイスへ の移 行

・統 計 図(時 系 列 、 循環 グ ラフ)作 成機 能
・生成 文 か らの作 図 機能

平成5年 度 ・ユーサニ インターフェースの拡 充

周 辺 知 テ㌔ タとの 融 和
・生 成 文 出 力 構成 の検 討

文 脈 構 成 制 御 の 検 討

・棒実数値、構成比、寄与率グラフ機能
・フγ外(時 事)テ ㌧ タの知識化
・異分野 のテ㌧タ系列 の同時処理検討
・統計系列階層 出力の検討
・統計系列固有変動の知識化
・時系列分析機能 の高度化
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第1章 データベースを巡 る技術動 向





第1章 デ ー タ ベ ー スを 巡 る技 術 動 向

近 年 で は、 デ ー タ ベ ー スな らび に そ の周 辺 技 術 の進 展 と と もに 、 デ ー タ ベ ー ス

を利 用 した 応 用 分 野 が広 が りっ っ あ る。 従 来 の デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム で は デ ー タ

の 一 元 的 管 理 とTSS(TimeSharingSystem)に よ る共 同 利 用 を 目 的 と して 、

そ の基 本 原 理 に も とつ く直 接 的 利 用 が な され て きた が 、 現 在 で は そ の 役 割 が 拡 大

され 、 周 辺 の 応 用 シス テ ム を統 合 す るマ ネ ジ メ ン トシ ス テ ム と して 知 的 生 産 支 援

の 役 割 が 見 出 され て きた 。 こ の よ うな状 況 を もた ら した 技 術 変 化 と して 、 オ ブ ジ

ェ ク ト指 向 デ ー タ ベ ー スや 演 繹 デ ー タ ベ ー ス の よ う な デ ー タモ デ ル(デ ー タ を 格

納 す る枠 組 み)の 実 用 化 に よ る取 り扱 え るデ ー タ種 の 多様 化 、 ネ ッ トワ ー ク化 へ

の 対 応 、 ユ ー ザ イ ン タ フ ェー スの拡 充 、 さ らに は知 識 ベ ー ス シス テ ム と して の知

識 情 報 処 理 技 術 の 発 展 が あ げ られ る。

これ ら の技 術 動 向 にっ い て 、本 章 で は1.1主 な デ ー タ ベ ー ス方 式 の 動 向 、1 .

2デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム の 構 成 、 さ らに は 、1 .3に デ ー タ ベ ー ス支 援 関 連 分 野 、

1.4に 次 世 代 デ ー タベ ー ス シ ステ ム の利 用 分 野 に っ い て 示 し、1.5に 次 世 代

統 計 情 報 デ ー タ ベ ー ス シ ステ ム に求 め られ る要 件 を と りま とあ た 。

1.1主 な デ ー タ ベ ー ス方 式 の動 向

デ ー タ ベ ー ス に 格 納 され る 情 報 が 、 他 の情 報 と ど の よ う に関 係 して い る か を与

え る方 式 の こ とを デ ー タ モ デ ル と い う。 デー タ モ デ ル に は い くっ か の 方 式 が あ り、

そ れ が デ ー タ ベ ー ス の性 格 を決 定 す る要 素 と な って い る。

こ こで は デ ー タ ベ ー ス の 方 式 を典 型 的 なデ ー タモ デ ル に 区 分 し、 そ れ ぞ れ の 一

般 的 な特 徴 と現 在 用 い られ て い る状 況 、 今 後 の方 向 を示 す ア プ ロ ー チ に つ い て 示

した 。 分 類 は 、各 種 デ ー タ モ デ ル の うち理 論 的 に体 系 化 さ れ た 手 法 で あ る もの 、

ま た は 、 既 に 製 品 と して 利 用 され て い る もの と した 。

一 方 、 区 分 に 当 て は ま らな か った 比 較 的 新 しい デ ー タ ベ ー ス方 式 と して 、 高 水

準 デ ー タ ベ ー ス に つ い て と り あ げ た 。 これ ら の デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム の 比 較 を表

1.1に 示 した 。

(1).階 層 型 デ ー タ ベ ー ス

階層 型 デー タベ ー スに おけ るデー タモ デルの主 な特 徴 は、 デー タ とデー タが上

位 、下 位 の概 念 に よ って関連 づ け られて いる ことにあ る。 階層型 デー タベ ー スは、

これ らの上下 関 係 を木構 造 に編 成 し、デー タへの アクセ ス も、 その木 構造 に従 っ

て行 う もので あ る。 階層 型 デー タベ ー スは計算 機の物理 的 な記憶 構造 に即 して構

成 されて い るため 、管理 すべ きデー タが このよ うな木構造 を持つ場 合 に特 に効率

が よ く、定型 的利 用 に向 くもの とされてい る。 また、 この デー タベ ー スは物理 的

構 造 と論 理 的構造 の対応 が付 けやす い ことか ら、デー タベ ー スの概 念 的構 築 が容

易 で あ るた め多 くの利用 事例 がみ られ る。
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こ の 階 層 型 デ ー タ ベ ー スの 事 例 と して 、 専 用 に割 り当 て た 複 数 の 計 算 機 で シ ス

テ ム を構 成 し処 理 速 度 を上 げ た もの や 、 デ ー タ ベ ー ス の デ ー タ操 作 言 語(DML)

の うち サ ー チ や ソ ー トな どの 一 部 機 能 を 専 用 の ハ ー ドウ ェ アで 置 き換 え て 高 速 化

を 図 った もの な どが み られ る。

な お 、 図1.1に 階 層 型 デ ー タ ベ ー ス に お け る デ ー タ モ デ ル の 構 成 例 を 示 した 。

レ コ ー ド1

階層1

階層2

階層3

1/レ ・V・'一 … 一ド11

レ コ ー ド3レ コ ー ド2

.レ P㌔ … 一ド・レ ・Il デ ー… 一ド31

レ コ ー ド4 レ コ ー ド5

テ㌧ ル コード4 1・ ・帯 ド5

一一 ー ーー一→ 下の階層を指すポイ ンタ

図1.1階 層 方 式 に よ るデ ー タ モデ ル 構 成 例

(2).網 型 デ ー タ ベ ー ス

この デ ー タ ベ ー ス は デ ー タ と デ ー タ の概 念 的 っ な が りを 反 映 さ せ 、 デ ー タ を網

型 に編 成 して 管 理 す る方 式 の もの で 、 計 算 機 の物 理 的 な記 憶 構 造 と親 和 性 が 高 い

もの と な って い る 。 これ は階 層 型 デ ー タ ベ ー ス を一 般 型 に 拡 張 した もの で 、 各 デ

ー タ に対 して 上 位 概 念 と な る親 デ ー タ を 複 数 個 持 っ こ とが で き る点 に あ る 。 デ ー

タ 構造 の 対 象 と な る現 実 の関 係 に お い て 、 複 数 の事 象 か ら 同 じ事 象 が 参 照 さ れ る

もの が あ り、 網 型 デ ー タ ベ ー ス は こ う した 構 造 のモ デ ル 化 に 適 す る も の と い わ れ

る。

網 型 デ ー タ ベ ー スの 規 格 化 や機 能 検 討 につ い て はCODASYL(theCOnfer

enceonDAtaSYsternsLanguage)協 議 会 が 行 な って お り、 この 中 のDBTG(D

ataBaseTaskGroup)グ ル;プ1こ よ っ て1969年 と1971年 に 発 表 され た

仕 様 が 現 在 の 網 型 デ ー タ モ デ ル の 標 準 と な って い る。

網 型 デ ー タ ベ ー スや 階 層 型 デ ー タ ベ ー スで は 、 デ ー タ の 保 管 が ハ ー ドウ ェ ア に

依 存 し た もの に な るた め 、網 の 構 成 が 変 わ る よ うな デ ー タ の操 作 は 一 般 に難 しい

もの と な って い る 。 階 層 型 も同 様 で あ る が 、 そ の必 要 が生 じた 場 合 に は、 デ ー タ

ベ ー ス の再 編 成 に よ って 構 成 を変 え る必 要 が あ る。 ま た こ の と き これ ら2っ の タ

イ プの デ ー タ ベ ー ス を参 照 す る プ ロ グ ラ ム は 、 固定 的 な デ ー タ構 造 に 依 存 して 作

られ て い る場 合 が 多 い の で 、 同 時 に これ らプ ロ グ ラ ム の 修 正 も必 要 と な る こ とが

多 い。
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(3).リ レ ー シ ョ ナ ル デ 一 夕 ベ ー ス

リ レー シ ョナ ル デ 一 夕 ベ ー ス は表 と表 の集 合 関係 を デ ー タ モ デ ル と した も の で 、

そ れ ま で の階 層 型 、 網 型 と異 な り論 理 的 な デ ー タの 構 成 と物 理 的 な 保 管 の 仕 方 が

独 立 して い る。 こ の た め 、階 層 型 、網 型 と比 べ て保 守 性 に 優 れ る こ と や 、 デ ー タ

の操 作 に 関 して 、 よ り概 念 的 に捕 らえ られ る とい う特 徴 が あ る。

リ レー シ ョナ ル デ ー タ ベ ー ス に関 わ る標 準 化 の動 き の一 つ と して 、1981年

にIBM社 が 発 表 したSQL/DSに 検 討 を加 え たSQLが 標 準 デ ー タ ベ ー ス言

語 に制 定 され た こ とが 挙 げ られ る。SQLは リ レー シ ョナ ル デ ー タ ベ ー ス の 操 作

に関 す る論 理 的 完 全 性 を もっ 簡 潔 な 言 語 体 系 を持 ち 、 そ れ ま で は別 々 で あ った デ

ー タ ベ ー ス定 義 用 言 語 と
、 ア ク セ ス用 言 語 を 一 体 化 した もの で あ る。

リ レー シ ョナ ル デ ー タ ベー ス は大 型 か ら小 型 まで の 計 算 機 に対 して 製 品 化 が 進

ん で お り、 これ ら製 品 の 展 開 の方 向 と して 、 オ ブ ジ ェ ク ト指 向 と ワー ク ス テ ー シ

ョ ン環 境 へ の対 応 な どが 見 られ る。

リ レー シ ョナ ル デ ー タ ベ ー ス は表 形 式 の デ ー タ構 造 を 扱 う こ とが 基 本 で あ るが 、

よ り多 くの現 実 の デ ー タ構 造 とデ ー タ タ イ プ を 扱 う必 要 が 生 じて き た た め 、 オ ブ

ジ ェ ク ト指 向 デ ー タ ベ ー スの 機 能 を取 り入 れ る方 向 に あ る。 こ の こ とを 反 映 して 、

リレー シ ョナ ル デ ー タ ベ ー スの 標 準 デ ー タ ベ ー ス言 語 で あ るSQLは 次 期 仕 様 に

あ た るSQL3(1995年 に仕 様 確 定 予 定)で オ ブ ジ ェ ク ト指 向 言 語 に必 要 な

機 能 が 全 て取 り入 れ られ る予 定 とな って い る。
一 方 、 メ イ ン フ レー ム上 の リ レー シ ョナ ル デ ー タ ベ ー ス を 多 くの ベ ン ダ(開 発

・販 売 業 者)が 、UNIXと い うワ ー ク ス テー シ ョ ン環 境 向 け に移 植 を行 な って

い る。 そ こで は メ イ ン フ レー ム の デ ー タ 資 源 をUNIX環 境 に そ の ま ま 引 き継 が

せ る こ とが考 慮 さ れ て い る。 ま た 、 当初 か らUNIX向 け に開 発 され た リ レー シ

ョナ ル デ ー タ ベ ー スで は 、 そ れ まで 主 に メ イ ンフ レー ム の 仕 事 で あ っ た大 規 模 オ

ン ライ ン シ ス テ ム へ対 応 す る た め 、 並 列 処 理 機 能 や トラ ンザ ク シ ョ ン処 理 性 能 の

強 化 が 進 め られ て い る。 この ほ か 、 メ イ ン フ レー ム の デー タ ベ ー ス と共 存 す るた

め の 接 続 ソ フ トも提 供 され て い る。

な お 、 図1.2に リ レー シ ョナ ル デ ー タベ ー スに お け る デ ー タ モ デ ル の構 成 例

を示 した 。

テーブル1

要素1

テーブル2

テ ーブル3

要 素1 要 素a

要 素a 要素A

ノ

/
『 一→ 参 照のステ

ップ

図1.2リ レー シ ョナ ル方 式 に よ るデ ー タ モ デ ル構 成 例
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(4).オ ブ ジ ェ ク ト指 向 デ ー タ ベ ー ス

(1)、(2)、(3)の 従 来 型 デー タベ ー スは主 に事 務 デ ー タ処 理 分 野 を 中

心 に発 展 して きた 。 一 般 に事 務 デ ー タ処 理 の 特 徴 は大 量 の デ ー タ と少 量 の 計 算 、

そ して 頻 度 の高 い トラ ン ザ ク シ ョン(ひ と ま と ま りの 処 理 要 求)に あ る 。 一 つ の

トラ ンザ ク シ ョ ン の 内訳 も数 回 の デ ー タ 検 索 、 そ れ に対 す る単 純 な演 算 、 結 果 の

格 納 と い った 単 純 処 理 が 多 い 。 この よ う な処 理 は一 度 に 使 用 で き る計 算 機 資 源 が

少 な か った時 代 に お い て も効 率 よ く行 な う こ とが で きた 。 こ う した な か で 、19

80年 代 にお い てCAD/CAM(ComputerAidedDesign/Manufacturing)デ

ー タや マ ルチ メ デ ィ ア デ ー タ を デ ー タ ベ ー スで 扱 う研 究 が 始 め られ た 。 これ らの

デ ー タ 処 理 と従 来 の 事 務 デ ー タ処 理 と の違 い は 、 デ ー タ の 構 造 や そ の 操 作 が 複 雑

な こ と に あ る 。 お お ま か な処 理 の流 れ と して は 、計 算 に必 要 な大 量 の デ ー タ を読

み込 み 、 それ に対 して複 雑 な 計 算 や 処 理 を ほ ど こ し、 結 果 を格 納 す る とい う ス テ

ップ を 踏 む。 ま た 、格 納 に関 して もデ ー タ の変 換操 作 が 必 要 にな る こ とが 多 く、

これ らの こ とを 行 な う に は一 度 に比 較 的 多 くの 計算 機 資 源 を 必 要 とす る。 そ の た

め 従 来 型 の デ ー タ ベ ー ス で こ の よ うな デ ー タ を 扱 お う とす れ ば、 デ ー タ の運 用 や

管 理 の面 で 問 題 が 生 ず る こ と と な る 。

この 問 題 を 解 決 す る一 つ の 手 法 と して 生 まれ た の が 、 オ ブ ジ ェ ク ト指 向 技 法 を

デ ー タ ベー ス に 応 用 した オ ブ ジ ェ ク ト指 向 デ ー タベ ー ス で あ る。 オ ブ ジ ェ ク ト指

向 デ ー タ ベー ス は こ の よ うな 比 較 的 複 雑 な 対 象 を モ デ ル化 す る こ と と 、 そ の 操 作

を容 易 か っ効 率 的 に行 な う こ とを 目 的 と して い る。 しか し、 い ま だ オ ブ ジ ェ ク ト

指 向 デ ー タベ ー ス の定 義 は不 明 確 で あ り、 理 論 的 基 盤 も リ レー シ ョナ ル デ ー タベ
ー ス に比 べ る と弱 い 。

こ こで い う オ ブ ジ ェ ク ト指 向 デ ー タベ ー スの 特 徴 は 、 次 の よ うな 機 能 を 合 わ せ

持 つ も ので あ る。

・抽 象 デ ー タ型

抽 象 デ ー タ 型 と は 、 扱 うデ ー タの 具 体 的 な 構 造 や 、 そ の 参 照 法 に 束 縛 さ れ る こ

とな く取 り扱 う こ とが で き る型 で あ る。 これ は カ プ セ ル化 と い うデ ー タ と手 続 き

(メ ソ ッ ド)を 一 体 化 させ る 手 法 に よ って もた ら され る。 な お 、 こ の デ ー タ と手

続 きが 一 体 化 され た もの を オ ブ ジ ェ ク トとい う。

・情報 隠蔽機能

メッセー ジパ ッ シング と呼 ばれ る抽象 度の高 い計 算 メカニ ズムによ り個 々 のデ

ー タ構造 に立 ち入 るこ とな く必 要 な処理 を行 な う。 このた め、デ ー タ内部 にあ る

当面 の処理 に不必 要 な情 報 は隠 され、 これ らが不用意 に変更 され ない こ とが 保証

され る。

・継承 機構

クラスと呼 ば れ るオ ブ ジェ ク ト内構造 の ひな形 の間 には、概念 の階層 性 が持 た

されて いる。 ク ラ スは この関係 か ら上位 ク ラスのデ ー タ構造 や手続 きの定 義 を参

照 、 または、手 直 しして 利用す るこ とがで きる。 この よ うな上下 関係 で の定 義 の
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参 照 メ カ ニ ズ ム を 継 承 機 構 とい う。 これ に よ り、差 分 プ ロ グ ラ ミ ン グ や プ ロ グ ラ

ム の部 品 化 が 容 易 に な る。

・多様 性(ポ リモ ル フ ィズム)

対象 とな るオ ブ ジェク トの種類 によ って手続 きの動 作を変 え るポ リモ ル フ ィズ

ム機能 と、手 続 き名 とそ の本 体 を実行 時 に決定 す る遅 延束縛 の機 能 に よ り、汎 用

的な プ ログラ ムの部品 を作成 す ることが で きる。 また、 こう した部 品 を使 うこ と

に よ りプ ログ ラム の高 寿 命化が期待 され る。

な お 、 図1.3に オ ブ ジェ ク ト指 向 デ ー タ ベ ー スに お け るデ ー タ モ デ ル の 構 成

例 を示 した 。

クラス1

オ ブジェク ト間の関連 ポイ ンタ

図1.3オ ブ ジ ェ ク ト指 向 方式 に よ るデ ー タ モ デル 構 成 例

(5).演 繹 デ ー タ ベ ー ス

演繹 デー タベ ー スにつ いて はデー タベ ー スの高機能 化 と人工 知 能 システ ム にお

ける知識 の扱 い の2っ の方 向か ら研究 されてい る。 リレー シ ョナ ル デー タ ベー ス

な どで は検索 の際 、一 般 に規則 の扱 いが苦手 で あ り、特 にデー タか ら別 の デー タ

を導 出す るよ うな演繹 機 構の実現 が困難 であ る といわれて い る。 一方 、述 語 型 プ

ログラ ム言語 は以 前 か らデー タベー ス検索用 言語 と して の性 質を 持 つ こ とが 知 ら

れて いたが、 効率 の面 で 多量 のデー タを扱 うこ とは難 しく、なん らか の形 で デー

タベー ス技術 が必 要 で あ った。演繹 デー タベー スは このよ うな背 景 か ら生 まれ た

方 式で あ る。 しか し現 在 は、 まだ理 論的研究 や実験 システ ムの試 作 が行 な われ て

い る段 階で 、実用 化 はあ ま り進 んで いない。
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[演 繹 デ ー タ ベ ー ス の 研 究 の方 向]

・ リ レー シ ョ ナ ル デ ー タ ベ ー ス の機 能 拡 張

・論 理 学 の 立 場 か ら リレー シ ョナ ル デ ー タ ベー ス 機能 の再 構 築

・エ キ ス パ ー トシ ス テ ム に よ る デ ー タ ベ ー スの利 用

この 他 の演 繹 デー タベ ース にお け る課題 と して、 デー タ構 成 を単 にデー タの列

挙 にと どま らせず 、 デー タか ら別 の デー タを取 り出す導出 ルー ルを蓄 積 し、 柔軟

な アクセ スを可能 とす る点 が挙 げ られ る。一 方 、デー タベー スに対す る問 い 合わ

せ には、完全 性 や停止性 の保 証 が常 に必要 で あ るが、 この点 で論 理 プ ログラ ミン

グの機 構 に加 えて別 の機 構 も検討 され な くて はな らな い。 また 、単純 なデー タの

他 に複 雑 な構 造 を持 つデ ータ を扱 う手法 も検 討 が必 要 と され る。

こう した こ とか ら特 に最近 で は、 オブ ジェク ト指 向 デー タベー ス との統 合 と大

規模 デー タベ ー スにお け る知 識(導 出 ルー ル)獲 得 の2点 の研究 が主 に行 なわれ

て い る。

(a).演 繹 デー タベー スとオ ブ ジ ェク ト指 向 デー タベー ス との統 合

演繹 デー タベー スは一 般 にオ ブ ジ ェク ト指 向 デー タベー スに比 べ形 式 的基 礎 と

推論能 力 に優 れ るが、複 雑 なデー タ を扱 うときの記述 力に劣 るといわ れ る。 両者

の統 合 は これ らの問題 を解決 す る 目的で 、次 の観点 によ り検討 されて い る。

[演 繹 デ ー タ ベ ー スの オ ブ ジ ェ ク ト指 向へ の拡 張 点]

・デ ー タ構 造 の 拡 張:集 合 構 成 子 、 タ プ ル構 成 子 の 導 入

・オ ブ ジ ェ ク トの共 有 化:オ ブ ジ ェ ク ト識 別 子 の導 入

・ク ラ ス、 継 承 の導 入:集 合 の 定 義 、差 分 に よ る表 現

・カ プ セ ル 化:メ ソ ッ ドの導 入

この よ うな演繹 オブ ジェク ト指 向 デ ー タベ ー スは、 その表現力 の高 さか ら知識

表現 の観点 か らも注 目されて い る。

(b).デ ー タベ ー スに おけ る知識 獲得

システ ム自身が デー タ ベー スか ら導 出 ルー ル を獲 得 し、 これを蓄 積 させ る研究

であ る。

人工 知 能で研 究 され て いる多 くの機 械学習 に くらべ 、デ ー タベ ー スか らの学習

は デー タの質 に対 す る問題 が加 わ る。 す なわ ち、大量 であ る こと、時 間 と共 に変

化 す る こと、 重要 で ない デー タや属 性 が混在 す るこ と、デ ー タの正 確 性が不 均一

で ある こ とな どで あ る。 この よ うな課 題 を解 決す る導 出規則 にっ い て は研 究 が始

ま った ばか りで あ る。 こ う した規 則 が知識 デー タと して蓄積 され る こ とに よ り、

さ らに柔軟 な アク セ スが可能 にな る と期待 され てい る。
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(6).高 水 準 デ ー タ ベ ー ス

こ こで は(1).～(5).に 当 て は ま らな か った方 式 の デ ー タ ベ ー ス に つ い

て 述 べ る。 こ れ らは 研 究 者 の 間 で も コ ンセ ンサ スが で きて い る と は い い難 い 面 が

あ る。 そ こで 、 こ う した デ ー タ ベー スが 従 来 の デ ー タ ベー スの ど の よ うな 点 を 問

題 視 して い る か を述 べ 、 そ れ ぞ れ の 解 決 の方 策 を示 した。 な お 、 こ こで述 べ るデ

ー タ ベ ー ス は い ま だ 研 究 が 主 体 で あ り実 用 化 は され て い な い 。

(a).意 味 デ ー タ ベ ー ス

意 味 デ ー タ ベ ー スの 基 本 と な る意 味 デ ー タ モ デ ル と は、 デ ー タ 表 現 の枠 組 み が

実 世 界 と対 応 して お り、 デ ー タ の意 味 が デ ー タ の構 造 に反 映 で き 、 か つ 、 形 式 的

な 体 系 を持 つ モ デ ル で あ る。 こ こで は 、意 味 デ ー タ ベ ー ス に つ い て オ ブ ジ ェ ク ト

指 向 デ ー タ ベ ー ス と対 比 させ て 説 明 す る。

オ ブ ジ ェク ト指 向 デ ー タベ ー スで は対 象 とす るデ ー タ の構 造 を 直 接 的 に 表 現 で

き る半 面 、 そ の た め に デ ー タ ベ ー ス 内 に 内 部 構 造 を 持 つ オ ブ ジ ェ ク トの持 ち 込 み

を 許 して い た 。 こ の 内 部 構 造 を デ ー タ ベ ー ス の 利 用 ユ ー ザ は見 る こ と が で きず 、

ユ ー ザ が これ らの 構 造 を 分 解 した り、 新 た な構 造 と して再 構 築(汎 化)す る こ と

は で き な か っ た 。 従 って 、 デ ー タ ベ ー ス の設 計 の時 点 で 扱 うオ ブ ジ ェ ク トの 構 造

は決 定 され て お り、 そ れ 以 外 の 構 造 を持 つ オ ブ ジ ェ ク トは一 般 に扱 う こ と が で き

な い。 この こ と は 、 汎 用 デ ー タ ベ ー ス構 築 に 必 要 な デ ー タ の 構 造 定 義 の 独 立 性 に

反 す る こ とで あ る 。 さ ら に、 オ ブ ジ ェ ク ト指 向 デ ー タ ベ ー ス の デ ー タ 操 作 は 基 本

的 に手 続 き 的 で あ り、 リ レー シ ョナ ル デ ー タ ベ ー スの 適 用 され た 分 野 が 求 め る 、

デ ー タ 構 造 の 独 立 性 、 宣 言 的 デ ー タ操 作 が満 た され て い な い。

意 味 デ ー タ モ デ ル もデ ー タ の 構 造 を 重 視 す るが 、 そ の 際 「もの 」 に複 雑 な 内部

構 造 を 持 た せ るの で は な く、 「もの 」 同 士 の対 応 付 け を 自 由 に 行 な え る よ う に し

て複 雑 な構 造 に対 応 させ るよ うに して い る。 一 般 に意 味 デ ー タモ デ ル は次 の よ う

な 性 質 を 持 つ 。

[意 味 デ ー タモデル の性 質]

・現実世 界の 「もの」 に対 応 した主体(entity)を 蓄積す る。

・主体 は 内部構 造 を持 たな い。

・主体 の集 合 の 間 に2項 演算 を導入 し、そ れ以上 複雑 な対 応付 けを考 え ない。

・対 応付 けに よ って定義 した構 造 が検索 言語で扱 える。

この よ うな 条 件 を 満 た す 意 味 デ ー タ モ デル と してE-Rモ デ ル 、関 数 型 デ ー タ

モ デ ル 、SDMの3っ が 代 表 的 で あ る。

①.E-Rモ デ ル

E-Rモ デ ル(Entity-Relationshipmodel)は もと も と リ レー シ ョナ ル デ ー

タ ベー スな ど の 論 理 設 計 の前 段 階 で 、 対 象 と な るデ ー タの 情 報 の 成 り立 ち ゃ っ な

が りを文 書 化 す る た め の道 具 と して 発 案 され た もの で あ る 。E-Rモ デ ル に 基 づ
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くデ ー タ ベ ー ス の 議 論 は ほ と ん どな され て い な い が 、 他 の意 味 デ ー タ モ デ ル の 出

発 点 と な った モ デ ル で あ る。

②.関 数型 モデル

E-Rモ デ ルは主体 間 の関 連 が主 な着 目点 で あるた め、関連 が ま と ま り、 グル

ー プ化 した と して も、 それ と別 の主 体 との関連 を持 たせ る ことはで きなか った。

関数型 モ デルは この点 を考 慮 し、主 体間 の関 連 を多 値関数 で表 わ し、値 につ いて

も主体 と して扱 うよ うに した もので あ る。 この ように関数 型 モデ ル は主体 と主体

集 合間の関数 定義 だ けで対象 とな る デー タをモ デル化 す る物 であ り、 この手 法 に

よれば汎化 や抽象 化 も特別 な手法 を用 い る ことな く表 現 され る。 関数 モデル に基

づ くデ ー タベ ー ス システ ムにDAPLEXやGENESISな どが あ り、他 に も

図形、 画像 な どのハ イパー メデ ィア間 の関連 を処理 す る試 み もあ る。

③.SDM

SDM(SemanticDatabaseMode1)で は共 通 の 意 味 を 持 つ 主 体 の 集 合 で あ る

ク ラス と、 ク ラ ス ま た は ク ラ スの 要 素 が 共 通 に持 つ属 性(関 数)を 中 心 に モ デ ル

を構 成 す る。SDMに は デ ー タの 構 造 化 の た め に数 多 くの 構 成 子 が 用 意 さ れ て い

る こ と と、 ク ラ ス の 部 分 集 合 を サ ブ ク ラ ス と して 定 義 した り、 共 通 の 性 質 を 持 つ

主 体 を 集 め て 動 的 に ク ラ スを 作 り出 せ る こ とが 特 徴 で あ る。SDMに 基 づ い た 製

品 にSIM(1987Unisys社)が あ り、 これ が現 在 の と こ ろ意 味 モ デ ル で 唯 一 っ

の商 品 化 した デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム で あ る。

(b).能 動 デー タベー ス

現在 のデー タベ ー ス システム はいずれ も受 動 デー タベー スで あ り、外部 か らの

指示 に したが って対 応す る処理 を行 な うもので あ る。 しか しデー タベ ー スの応用

分野 の拡大 に伴 な って 、 デー タの能 動性 が要求 され る利用 形態 も見 られ る よ うに

な って きた。 デー タの能 動性 とは、 内部 の状態 や外部 の状 況 によ って デー タが 自

ら対応す る処 理 を選 んで実 行す る もので あ る。
一般 的 に能動 デ ー タベー スに おけ る能動 デー タに は次 の こ とが定義 され る。 こ

れをECA機 構 と呼 ぶ。

[ECA機 構]

事 象(E):こ の事 象が起 きる と条 件 を検 査す る。

条 件(C):検 査 す べ き条件

動 作(A):条 件が満 足 された ときの動 作

この機 構 によ りデー タベー スへ の外部 か らの アクセ スが な くと も、事 象 が発生

す ると自動 的 に能 動 デー タが呼 出 され、 こ こで定義 されて い る条 件 を調 べて処理

が進め られ る。
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(c).分 散 デ ー タ ベ ー ス

分 散 デ ー タ ベー ス は 、 大 規 模 シ ス テ ム を作 る実 際 的 な方 法 で あ り、 使 用 中 に シ

ステ ム の 変 更 が で き る こ とや 、他 の 方 式 に比 べ 耐 故 障 性 、 安 全 性 に 優 れ る と い っ

た点 に特 色 が あ る 。 同 じ方 式 、異 な る方 式 の デ ー タベ ー ス の 分 散 に つ い て 研 究 が

行 な わ れ て い るが 、 現 在 は異 種 の 、 よ り弱 い 統 合 を 目指 して お り 、 特 に こ れ を連

合 シス テ ム とか マ ル チ ・デ ー タ ベ ー ス ・シス テ ム と呼 ぶ こ と もあ る。

分 散 デ ー タ ベ ー ス は 次 の よ うな点 で 種 類 が 分 け られ る。

[分 散 デ ー タ ベ ー ス の種 類]

・構 成 シ ス テ ム の均 質 性

・シ ス テ ム の 統 一 性

・シ ス テ ム の 設 計 方 法

・分 散 の範囲

・通 信方 式

・分 散 の形式

=異 種 のデー タベー ス と混 在す るか

:全 体 と して一 つの デー タベー スに見 え るか

:一 つのデー タベー スを分 け る方 向 で設計 した

か 、複数 を統 合す る方 向 で設 計 したか

:広 域 的か、 同一地 所内 か 、そ れ らの混在 か

:通 信 規約 、 同報機 能 のの有無 な ど

:構 成 要素 は同格 か 、主 従関係 があ るのか

商用 デー タ ベー スの多 くは ク ライ ア ン トサー バー型(主 従 関係 を持 つ型)の 分

散 を実現 して お り、他 システ ムか らのSQLに よ る遠 隔 ア クセ スにつ いて も標準

が で きて いる。 このよ うに、す でに他所 に存 在 す るデー タ資源 を生 か す 目的 で、

ネ ッ トワー ク化 の方 向 に多 くの商用 システムは向か って い る。 しか し、 よ り一般

の分散 システ ムを 目指 す場 合 、同時 参照 、非 同期更新 等 の実 現上 困 難 な課題 は多

いo
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表1.1主 な デ ー タ ベー ス シス テ ムの 比較

システム概要
・機 能

・操作性

システム内部データ関係 システム操作性関係 利用環境

形式 スキー マ設計

データ構造
実世界との関係 ス ピー ド 言語 保守性 データベースの

周辺分野 との関

連

適合分野
(実用化例)

デ ータペ ースシステ・ ＼

網型
階層型

レコー ド間をポ

イ ンタで繋 いだ

もの。

(物 理 ア ドレス

を用い る)

記憶装置の物理
的構造に対応 し
たデータ構造を
持つ

ネッ トワー クや

階層構造 を持つ
データを直接表

現する。

デー タ構造 に従

ったデータに関

してのみ高速

手続 き的 データ構造に係
わる変更には全
体の再構成と参
照ソフトの変更
が必要(劣 る)

ガイダンスツー
ル、統計解析 ツ
ールなど

事務処理
ビジネス分野

統計DB

オ ンライン業務

リ レ ー シ ョナ ル 型

デ ー タ ベ ー ス

⑯

複数の テー ブル
と、その属 性値

で テーブル間の

関係をっけた も
のo

正 規化理論に基

づ き、集 合 と し

て テーブルの組

み合わせによ る

o

テーブルの形 を

していないデー

タ も無理にテー

ブルの形にす る

ため対応は複雑

多 くのテーブル

を結 合(ジ ョイ
ン)し て の検索

は非常 に遅 くな

る。

非手続き的
論理的表現を取
るため操作言語
との親和性に欠
ける。

デー タ構成が操

作言語 と独立 し
てお り、概 して

保守性 はよい。

エ ン ドユーザイ

ンターフ ェイス

として表計算 ソ
フ トを持 つこと

ができる。

事務処理
ビジネス分野
統計DB

オブジェク ト指向

型 データベース

オブジェク トと
呼ばれる現実の
対象を自然に表
した形式

オ ブジェク ト間
の構造 的な関 係

に よる。

現実の対象 と対
応 でき、関連す

る手続 きも一体

化 して定義でき
る。

複雑 なデー タの

操作 は他 のデー

タモデル よりも
速い。

オ ブジェク ト指

向言語 と親和性
が高 い。

デー タと手続 き

が一体化 してい
るので修正は局

所的で済む。保

守性 はよい。

ウイン ドウシス

テム、GUI環

境 などオブ ジェ
ク ト指向 の もの

CAD・ エ ン ジ

ニ ア分 野

マ ル チ メ デ ィ ア

演繹 デー タベース

.

述語論理 により

データ間の関係
を表 した もの。

論理学の一階述
語論理に基づい
た関係による。

対象と対象の関
係をもとに演繹
し明示されてい
ない事実の導出
が可能。

再帰検索 に関 し
ては他のデー タ
モデルに比べ高

速。

論理型言語、ま
たは関数型言語
と親和性が高い

デー タ検索の停

止性 の保証な ど
DBと しての必

須要 件が安定 し
てい ない。

エキスパ ー トシ

ステム等 、知的

システムの知識
ベー スと して期

待 されて いる。

エキスパー トシ

ステム

知的CAD

知 的CASE

意 味 データベー ス オブ ジェク トの

構成要素で ある
主 体の構造 を記

述 した もの。

主体間の構造的
な関係を2項 演
算子で表現する
ことによる。

現実の対象が持
つ意味的なもの
の操作が可能。
(汎化、抽象化
など)

オブ ジェク ト指

向モデル に準 じ
る。

オブ ジェク ト指

向言 語、論理型

言語 、関数型言
語 な どが用い ら
れ る。

デー タ構成 が操

作 と独立 してお

り、概 して保守

性 は よい。

設計支援 など、
データの内容が

構造的変化をす
る分野で期待さ

れている。

CASE

CAD・ エ ン ジ
ニ ア 分 野

能動データベース データにプロセ

スと起動条件を

持たせたもの。

事象、条件、動

作 か らなる表現
を定義す ること

による。

ある事象からな
る条件をみたす
とき動作する事
物が表現される

オブ ジェク ト指

向モデル に準 じ
る。ただ し、起

動 プロセ スは高

速 に実行 。

オブ ジェク ト指

向言 語との親和

性 が高い。

起動 されたプ ロ
セス によ る操作

に関 して、安全

性 が十分 といえ
ない。

オブ ジェク ト指

向
マルチメディア

制御

マルチメデ ィア

制御

分散デー タベー ス 同種 または異種

DBを ネ ッ トワ
ークで結合 した

もの。

ネ ッ トワー ク上

で の分散に統 一

的 な主体を持 た
せ ることによ る

o

分野の異 なるデ
ー タベース間を

弱い結 合で結ぶ

o

個 々のDBの ア
クセス速度 によ

るが、並 列動作

により全 体速度

が改善 され る。

並列処理の関係
から、非手続き
型言語が向く。

耐故障性、安全
性が他方式より
優れている。

ネッ トワーク

分散処理

並列処理

大規模 システム

グループウ ェア



1.2デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム の 構 成

計 算 機 シス テ ム の小 型 化 や ネ ッ トワ ー ク化 等 によ り、 デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ムの

構 成 も一 様 で な く な って い る。 こ こで は 、 そ の よ うな 計 算 機 環 境 上 の 、典 型 的 な

デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム の 構成 に つ い て 特 徴 を述 べ た 。

な お 、 現 在 、 商 品 化 され て い る主 な デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム を表1.2に ま とめ

た 。

(1).ス タ ン ドア ロ ー ン環 境 にお け る構 成

パ ソ コ ン、 ワー ク ス テ ー シ ョ ンな どの 小 型 計 算 機 が ス タ ン ドア ロ ー ン(単 体 構

成)で 用 い られ る 場 合 の デ ー タ ベー ス利 用 時 の構 成 に つ い て 述 べ る。

①.統 合 ソ フ トウ ェ ア

これ は デー タ ベ ー ス と そ の 応 用 ソ フ トが1本 の プ ロ グ ラ ム を な す 構 成 で 、 シ ン

グ ル タ ス ク の パ ソ コ ン に よ くみ られ る。 リ レー シ ョナ ル デ ー タ ベ ー ス と表 計 算 ソ

フ トを組 み合 わ せ た も の が一 般 的 だ が 、 ハ イ パ ー テ キ ス トの よ う な新 しい タ イ プ

の デー タ ベ ー ス も この 構 成 を 取 る も の が 多 い。

②.組 み込 み型 デ ー タ ベ ー ス

これ は デ ー タ ベ ー ス ソ フ トが ア ク セ ス用 ラ イ ブ ラ リを 提 供 し、 ユ ー ザ ー 自身 が

そ れ を 用 い て ア プ リケ ー シ ョ ン プ ロ グ ラ ム を書 く もの で あ る。 利 用 時 は統 合 ソ フ

トウ ェ ア と同 じ く一 本 の プ ロ グ ラム構 成 とな る。

この タ イ プ に は 、 デ ー タ ベ ー ス ソ フ トが高 度 な ユ ー ザ イ ン ター フ ェ イ ス を 用 意

し、 メ ニ ュー の 選 択 に よ って ア プ リケ ー シ ョ ンを 自動 生 成 す る もの や 、 同 様 に イ

ン ター フ ェ イ ス部 の み の ソー ス コー ドを 生 成 す る もの 、 ア ク セ ス の た め の 関 数 を

提 供 す る もの 、 専 用 の マ ク ロ言 語 を用 意 して い る もの な どが あ る 。

③.協 調 型 デ ー タ ベ ー ス

これ は ア プ リケ ー シ ョ ンと デ ー タ ベ ー スが 別 々 に並 行 して 動 き 、相 互 に連 絡 を

取 り合 って処 理 を 進 め る もの で あ る。 そ の 仕 組 み は 、 オ ペ レー テ ィ ン グ シ ス テ ム

の デ ー タ リ ン ク機 構 を 利 用 して 、別 々 に 開 発 され た デ ー タ ベ ー ス と ア プ リケ ー シ

ョ ンを 連 携 して動 か す もの が 一 般 的 で あ る。 計 算機 の 能 力 が あ る一 定 以 上 な い と

実 現 は 困 難 で あ る が 、 パ ソ コ ンで こ の構 成 を取 る もの も現 わ れ て きた 。

(2).ネ ッ トワー ク環 境 に お け る構 成

ダ ウ ンサ イ ジ ン グ と呼 ば れ る大 型 機 を 複 数 の ワー ク ス テ ー シ ョ ンで 置 き換 え る

計 算機 環 境 の変 革 に よ り、一 般 の オ フ ィ スな ど に も情 報 機 器 の ネ ッ トワー ク(L

AN:LocalAreaNetwork)が 見 られ る よ う に な うて きた 。 こ の た め 、 ネ ッ トワ
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義1.2主 な汎 用DBMS

製品
システムの利用環境

シ

システムの操作環境
備考

開発/販 売 データモデル 主な駆動環境 アクセス言語 分散/オ ープン化対応

汎

用

機

DB2,SQL/DS IBM リ レ ー シ ョ ナ ル MVS,VSE,VM SQL89 分散テーブルの更新 XAト ランサ'クション処 理ifに 対 応

XDM/RD 日立制作所 リ レ ー シ ョ ナ ル VOS3 SQL89 分散テーブルの同時参照 データー貫性保証機能装備

RDBH 富士通 リ レ ー シ ョ ナ ル MSP SQL89 分散テーブルの同時参照 XAト ランザ クション処 理ifに 対 応

RIQsn 日本電気 リ レ ー シ ョ ナ ル ACOS-2,-4,-6 SQL89 分散テーブルの同時参照 トリガー機能装備

RDBMS1100 ユ ニ シ ス リ レ ー シ ョ ナ ル OS1100 SQL89 分散テーブルの同時参照 データー貫性保証機能装備

ADABAS ソフトウェア・エージ .リ レ ー シ ョ ナ ル MVS,VSE,MSP,VOS3,VMS SQL89 分散複製テーブルの非同期更新 UNIXに も対応

ワ

ー

ク

ス

テ

ー

シ

。

ン

パ

ソ

コ

ン

,

Rdb DEC リ.レ ー シ ョ ナ ル VMS SQL89 Windo聡NTに 対 応 トリガー機能装備

ALLBASE/SQL ヒュ・・レット・パ ッカード リ レ ー シ ョ ナ ル MPE,HP-UX SQL89 分散複製テーブルの非同期更新 XAト ランザ クション処 理ifに 対 応

lNGRES イ ン プレス リ レ ー シ ョ ナ ル UNIX,VMS,VM SQL89 分散テーブルの同時参照 X/Open動 的SQL準 拠

INFORMIX イ ン フ ォ ミ ッ ク ス リ レ ー シ ョ ナ ル UNIX SQL89 分散テーブルの同時参照 XAト ランサ'クション処 理ifに 対 応

02 02テ ク ノ ロ ジ ー オ ブジェク ト指向 UNIX C,C++,02C,02SQL 02Engineに よ る プ ラットホームを 用 意 第4世 代言語を用意

UniSQL ユ ニ シ ー ケ ル オ ブジェク ト指向 U旧X UniSQL/X 分 散 お トワークの}ラ ンザ クション管 理 第4世 代言語を用意

ORACLE オ ラ ク ル リ レ ー シ ョ ナ ル UNiX,VMS,MVS,VM,OS/2 SQL89 分散複製テーブルの非同期更新 パ ソコ ン環境 に統合
-

EmpreSS エンプ レス・ソフトウェア リ レ ー シ ョ ナ ル UNIX,VMS,OS/2 SQL89 水平分散 マルチメテ'イア対 応

SYBASE サ イ ベ ー ス リ レ ー シ ョナ ル UNIX,VMS,OS/2 SQL89 分散複製テーブルの非同期更新 異 なるRDBMS結 合 が可能

VersantODBMS '{一サントオプジェ外 テク加 ジ オブ ジェク ト指 向 UNIX,Mach,VMS,OS/2 ST,C,C++,0.SQL RDBと 共 存 さ せ る プ ラットホームを 用 意 マ艀 メテ'イア対 応

ONTOSDB オ ン トロ ジ ッ ク オブ ジェク ト指 向 UNIX,OS/2 C++ 外 部 とのゲー トウェイを用意 ユーザのDB機 能 拡張 が可能

Objectivity/DB オブ ジ ェ行 イピ ティ オブ ジェク ト指 向 UNIX,OSF/1,VMS.Win C++ OSF対 応.サ ード パ ーティ環 境 利 用 可 大 規 模(16‡10'18オ プ ジ ェクD可

GemStone セル ピオ オブ ジェク ト指向 UNIX,Mac.OS/2,Mn ST,C,C++,OPAL SYBASEと の インターフェイスを 用 意 CAD等 、設計分野向 き

Unify2000 ユ ニ フ ァ イ リ レ ー シ ョナ ル UNIX,MS-DOS SQL89 分散テーブルの同時参照 ストアド プ ロシージ ャ機 能 装 備

SQLBase グ プ タ・テクノロジ ズ リ レ ー シ ョ ナ ル OS/2,MS-DOS SQL 分散テーブルの同時参照 データー貫性保証機能装備

Access マ イ ク ロ ソ フ ト リ レ ー シ ョ ナ ル 胃in SQL 分散テーブルの同時参照 GUI、 表 計 算 ソ フ トと 一 体
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一 ク を 通 じて 他 の 計 算 機 上 の デ ー タ ベ ー ス を ア クセ スす る機 会 が 増 して きた 。 ま

た 、 デ ー タ ベ ー ス の形 態 も、 あ るサ イ ト(ネ ッ トワー クに 連 携 され た シ ス テ ム)

に デ ー タ を集 中 して 管 理 す る形 態 と 、 ネ ッ トワー ク全 体 に デ ー タ を散 在 させ る形

態 が あ る。 特 に後 者 は 分 散 デ ー タ ベ ー ス と して の性 質 を持 ち 、 そ の な か に は 、 ユ
ー ザ に デ ー タ が 一 元 管 理 され て い る よ う に み せ る工 夫 が な され た もの もあ る 。

ネ ッ トワ ー ク に ま た が る こ う した 処 理 を実 現 す る た め に 、構 成 シ ス テ ム 間 に主

従 関 係 を 持 た せ た ク ラ イ ア ン トサ ー バ型 の ネ ッ トワー ク管 理 手 法 が 多 く見 られ る

よ うに な っ て きた 。 これ は 、 ユ ー ザ が ネ ッ トワー ク の 一 端 に あ るサ ー バ プ ロ セ ス

に 要 求 を 出す もの で 、 そ の サ ー バ プ ロセ スが ネ ッ トの あ ち こち の 情 報 へ の ア ク セ

スを 肩 代 わ りす る もの で あ る。 これ に よ り、 ユ ー ザ は 複 数 の デ ー タ ベ ー ス を相 手

に しな くと もサ ー バ プ ロ セ ス と い う主 体 の み を相 手 に要 求 を 出す こ と に よ り同 等

の 処 理 を す る こ とが で き る。

ま た 、 ク ライ ア ン トサ ー バ とい う考 え 方 は ネ ッ トワー ク の管 理 に と ど ま らず 、

オ ペ レー テ ィ ン グ シ ス テ ム の 内 部 動 作 、 ア プ リケ ー シ ョ ン プ ロ グ ラム 相 互 の協 調

作 業 な ど に応 用 され るな ど、 概 念 の 汎 化 が 広 が って い る。

な お 、 図1.4と 図1.5に 従 来 の メ イ ンフ レー ム主 体 の デ ー タ ベ ー ス構 成 と、

ク ラ イ ア ン トサ ー バ シ ス テ ム の 構 成 の違 い を 示 した。
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メ イ ン フ レー ム
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:

ア プ リケ ー シ ョ ン 端末

DBMS:デ ー タベース管理 システム

図1.4ホ ス トが 主 体 の デ ー タ ベ ー ス 構 成 例

ネ,ト ワーク

図1.5ク ラ イ ア ン トサ ーバ シス テ ム の構 成 例
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(3).メ イ ンフ レー ム環 境 に お け る構 成

メイ ン フ レー ム に お け るデ ー タ ベ ー ス へ の ア クセ ス の仕 方 は、 従 来 の端 末 か ら

に よ る もの の 他 、 パ ソ コ ン等 が 持 つ 代 替 端 末 の エ ミュ レー シ ョ ン機 能 に よ る もの

が あ る。 パ ソ コ ン等 の端 末 エ ミュ レー シ ョ ン機 能 を 利 用 す る こ と に よ り、 パ ソ コ

ンア プ リケ ー シ ョ ンに よ る メ イ ンフ レー ムへ の デ ー タ ア ク セ スが 直 接 で き る よ う

に な る 。 この た め 、 そ う した ア ク セ ス に対 応 す るア プ リケ ー シ ョ ンや ア ク セ ス ツ

ー ルが 増 加 の傾 向 に あ る。

また 、 メ イ ン フ レー ム とLANの 接 続 も一 般 化 して き て い る。 この 場 合 、LA

Nの プ ロ トコ ル と メ イ ン フ レー ムの プ ロ トコル とを結 合 す る機 能(ゲ ー トウ ェ イ)

の 規 格 が 一 様 で な い た め 、 現 時 点 で はLANを 介 して の エ ミュ レー シ ョ ン機 能 に

制 約 が 生 まれ て い る。

また 、 メ イ ン フ レー ム の デ ー タベ ー ス管理 プ ロ グ ラ ム 自 体 を複 数 の 独 立 した プ

ロ グ ラ ム に分 け 、 処 理 効 率 を 高 め る手 法 が利 用 され る よ う に な って きた 。 こ の 手

法 に よ りデ ー タ ベ ー ス の基 本 操 作 モ ジ ュー ル を デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム 間 で 共 有 し

た り、 専 用 の ハ ー ドウ ェ アで 高 速 化 す る こ とが で き る 。 こ の 手 法 は モ ジュ ー ル の

交 換 が 容 易 な た め 、拡 張 、 メ ンテ ナ ン ス、耐 故 障 性 に優 れ る と され て い る。
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1.3デ ー タ ベ ー ス支 援 関 連 分 野 の 動 向

こ こで は デ ー タ ベ ー ス 支 援 分 野 と して 、 ハ ー ドウ ェ ア に よ る支 援 技 術 、 ソ フ ト

ウ ェ ア に よ る支 援 技 術 に っ い て 述 べ た 。 ま た 、 人工 知 能 技 術 が各 方 面 に浸 透 して

きた こ とか ら 、 こ の分 野 で デ ー タ ベ ー ス に有 効 と され る 自然 言 語 処 理 、知 識 ベ ー

ス シス テ ムの 各 分 野 に お け る デ ー タ ベ ー ス支 援 に っ い て も取 り上 げ た 。

(1).デ ー タ ベ ー ス 支 援 ハ ー ドウ ェ ア

直接 的 に デ ー タ ベ ー ス の 動 作 性 能 を 上 げ る支 援 技 術 と して デ ー タ ベ ー ス プ ロ セ

ッサ が あ る。 これ は 、 デ ー タ ベ ー ス の 速 度 を上 げ る 目 的 で 、 処 理 の一 部 を ハ ー ド

ウ ェア に よ り置 き換 え た もの で あ る 。 こ の ほ か 、 ハ ー ドウ ェア を 並 列 構 成 に して

速 度 の 向上 を 図 る方 法 もあ る 。

また 、 これ とは 別 に利 用 面 で の支 援 と して 、 ネ ッ トワー ク化 の 進 展 に よ る デ ー

タ ベー スの 多 様 化 が 促 され て い る。 以 下 に そ れ ぞ れ に っ い て述 べ る。

(a).デ 一 夕ベ ー ス プ ロセ ッサ

デ 一 夕 ベー ス プ ロ セ ッサ と は 、 デ ー タベ ー ス の 持 つ 基 本 処 理 を ハ ー ドウ ェ ア モ

ジ ュー ル で 構 成 し、 処 理 させ る もの で あ る。

デ ー タ ベ ー ス の 基 本 処 理 と は 、 サ ー チ、 ソ ー ト、 結 合 な ど の こ とで あ る が 、 こ

の処 理 を ハ ー ドウ ェ ア的 に実 現 す る に は次 の2つ の方 法 が あ る。

①.専 用 プ ロ セ ッサ 化

この 手 法 は 、 サ ー チ 、 ソー ト、 結 合 な どの処 理 の 基 本 操 作 を デ ー タ フ ロー 的 に

と らえ 、 そ れ を ハ ー ドウ ェア ロ ジ ッ ク で 置 き換 え る方 法 で あ る。 た だ し、 基 本 操

作 の範 囲 を ど の よ うに と らえ て ハ ー ドウ ェ ア に 置 き換 え る か 、 そ れ らを ど う組 み

合 わ せ るか は 一 意 で は な い。

②.周 辺 装 置 の イ ン テ リ ジ ェ ン ト化

この 手 法 は デ ィ ス ク の ア ク セ スの 時 点 で、 デ ィス ク装 置 自体 が サ ー チ や マ ッチ

ン グな どの判 断 処 理 を加 え る も ので あ る。 これ は二 次 記 憶 ア クセ スを イ ン テ リジ

ェ ン ト化 し、 フ ァ イ ル操 作 の段 階 で 高 速 化 す る。 この 場 合 、本 体 に よ る マ ッ チ ン

グ処 理 が デ ィ ス ク か ら何 回 もデ ー タ を読 み 出 す の に 比 べ 、 一 回 の ア ク セ ス に 短 縮

す る こ とが で き る 。

一 般 に デー タ ベ ー ス プ ロセ ッサ は リレー シ ョ ナ ル デ ー タ ベ ー ス を タ ー ゲ ッ トに

製 品 展 開 され て い る が 、 ②.の 方 法 は階 層 型 、 網 型 デー タ ベ ー ス な ど に も有 効 で

あ る。

(b).並 列 処 理 プ ロ セ ッサ

並 列 処 理 の 考 え 方 と して は 、 デ ー タ ベ ー ス シ ステ ム全 体 を分 散 シ ス テ ム と して
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構 築 す る方 法 、 あ る い は 並 列 コ ン ピ ュー タで 構 成 す る考 え 方 が あ る。 ま た 、 デ ー

タ ベ ー ス プ ロ セ ッ サ の よ うに一 部 の基 本 処 理 モ ジュ ー ル に っ い て そ れ を並 列 処 理

す る方 式 もあ り、 これ は 実 用 化 の レベ ル に あ る。

考 え 方 と して は 、 サ ー チ 、 ソー ト、結 合 な どを デ ー タ フ ロ ー 的 に と らえ 、 そ れ

を並 列 ハ ー ドウ ェ ア で 置 き換 え る もの で あ る。

(c)ネ ッ トワー ク

ネ ッ トワー ク に はLANの 一 般 化 、広 域高 速 デ ー タ網 の 推 進 の2っ の流 れ が あ

る。 これ らは デ ー タ ベ ー スの 構 成 法 、利 用法 に影 響 を 与 え て い る 。

①.LAN

LANと は 、 パ ソ コ ンや ワー ク ス テ ー シ ョ ン、 プ リ ンタ等 の情 報 機 器 を 通 信 回

線 で 接 続 した もの で 、 特 に そ の規 模 が 同一 建 屋 内 に収 ま る よ うな小 規 模 な 通 信 ネ

ッ トワ ー ク を い う。

LANは 、 デ ー タ や 周 辺 機 器 の共 有 、電 子 メー ル等 に よ る通 信 な どの 機 能 を 提

供 し、 オ フ ィ ス等 の 合 理 化 の 手 段 と して も発 達 して きた 。 現 在 は 、LANが デ ー

タ を高 速 に伝 送 で き る こ とか ら、LAN上 の 資 源 を 論 理 的 に 結 合 した 広 域 的 な 情

報 処 理 シ ス テ ムが 登 場 す るま で に な って い る。

LANの 提 供 す る機 能 は 、 デ ー タ ベ ー スの主 た る 目 的 で あ る デ ー タ の 統 一 的 な

管 理 と共 同 利 用 等 と も合 致 す る。 この た め 、LANと デ ー タ ベ ー ス接 続 し、 ユ ー

ザ が ネ ッ トワー ク上 か ら デ ー タ ベ ー ス を ア ク セ スす る 事例 も増 え て き た 。 こ の よ

うな 環 境 で は 、 次 の よ う に デ ー タ ベ ー ス を利 用 す る手 法 も顕 著 で あ る 。

[LAN上 の デ ー タ ベ ー ス の利 用 法]

・パ ソ コ ンを デ ー タ ベー ス にLANを 意 識 させ ず に接 続 す る。
・他 の情 報 機 器 の デ ー タ を 自動 的 に デー タ ベ ー ス に保 管 す る

。
・デ ー タ を ネ ッ トワー ク 内 に分 散 す る。
・デ ー タ ベ ー スを 共 同 作 業 の ベ ー ス にす る

。

ま たLANは 、LAN同 士 の 接 続 、 さ らに広 域 な ネ ッ トワ ー クへ の 接 続 に よ っ

て 情 報 ア クセ ス の 範 囲 を拡 大 す る こ とが で き る 。 しか し、一 般 に 広 域 ネ ッ トワー

ク ほ どの 伝 送 速 度 が 低 い の で 、現 状 で は 次世 代 デ ー タ ベー ス と、 そ れ が 扱 う よ う

な複 雑 な デ ー タ へ の対 応 は 困 難 で あ る。

②.広 域 高 速 デ ー タ網

都 市 や 全 国 規 模 の高 速 デ ー タ網 の こ とを い う。 現 在 実 用 化 して い る の は 、 全 国

規 模 のISDN(lntegrateedServicesDigitalNetwork)で 、 最 高 で1.5M

bit/s程 の 伝 送 速 度 が あ る。 こ の速 度 は 、 音 声 や 写真 を 伝 送 す る の に 実 用 的

な 速 度 で あ る 。 しか し、 動 画 像 やCADデ ー タ を送 る 場 合 に は十 分 と は い え ず 、

これ らの ニー ズ を もっ 分 野 で は次 のB-ISDN(Broad-bandISDN)に 期 待 が

もた れ て い る 。
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NTTのB-ISDN構 想 に よ れ ば 、150～600Mbit/sの 伝 送 路 が

1996年 か ら実 用 化 さ れ 、2015年 に は全 家 庭 を 光 フ ァ イ バ ー で 結 ぶ と され

て い る。 この よ う な社 会 的 な 情 報 基 盤 が 実 現 す れ ば 、 マ ル チ メデ ィア 、 高 速 コ ン

ピ ュー タ 、 人 工 知 能 な どの 比 較 的 大 量 の 情報 を必 要 とす る技 術 の 応 用 が 広 が る ほ

か 、多 くの 教 育 機 関 や 図 書 館 な どを 結 ん で これ らの 情 報 を 利 用 す る こ とが で き る

よ うに な る。

なお 、 こ う した 国 レ ベ ル で の高 速 デ ー タ網 計 画 は 、 他 に 、 米 国 のNREN(Na

tionalResearchandEducationalNetwork)、 シ ンガ ポ ー ル のIT2000計

画 な どが あ る 。

(2).デ ー タ ベ ー ス 支 援 ソ フ ト ウ ェ ア

ソ フ トウ ェ アの 面 で デ 一 夕 ベ ーーーース を支 え る も の と してGUI(GraphicalUser

Interface)と オ ー プ ン シ ス テ ム に っ い て 述 べ る。GUIと は計 算 機 の 操 作 性 を

向 上 さ せ る手 法 の 一 つ で 、 近 年 一 般 化 して きた もの で あ る。 一 方 、 オ ー プ ン シス

テ ム と は 、 ソ フ トま た は ハ ー ドウ ェ ア モ ジュー ル の 機 能 や 接 続 条 件 等 が 、 公 開 さ

れ て い る規 約 に合 わ せ て 構 築 さ れ る シ ス テ ム を い う。 オー プ ン シ ス テ ム は ソ フ ト

ウ ェア に 限 った 概 念 で は な い が 、 こ れ に よ り ソ フ トウ ェア を 部 品 に見 立 て た シ ス

テ ム構 成 が 顕 著 に な って きた た め、 こ こで は ソ フ トウ ェア 面 を 中 心 に 述 べ た 。
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(a).GUI

GUIと は 、 シ ス テ ム の操 作 を 図 形 や絵 文 字 等 の操 作 に置 き換 え 、 感 覚 的 に行

な え る よ うに した 入 出 力 の 技 法 で あ る。

GUIは パ ソ コ ン、 ワー ク ス テー シ ョ ンで 一 般 的 に な りつ つ あ るが 、 メ イ ンフ

レー ム の デ ー タ ベ ー ス シ ステ ム にお い て も、LAN環 境 を 得 てGUIに よ る操 作

の で き る シ ス テ ム が 広 が って い る。 一 方 、小 型 計 算 機 用 に新 し く開 発 され る オ ペ

レー テ ィ ン グ シ ス テ ム は一 部 の 例 外 を除 い て ほ ぼ全 て が な ん らか のGUI環 境 を

持 つ に 至 って い る 。 こ う した こ と もあ り、 新 し く開 発 され る デ ー タ ベ ー ス関 連 ア

プ リケ ー シ ョ ンパ ッケ ー ジの 多 くは 、GUIに 対 応 した操 作 が 可 能 と な って い る。

[主 なGUIプ ラ ッ トホ ー ム]

・Xwindow

・Motif

・Windows

・System7(Machintosh)

・PM(OS/2)

・NeXTSTEP

・BTRON

(b).オ ー プ ン シ ス テ ム

オー プ ン シ ス テ ム と は ソフ トウ ェ ア ま た は ハ ー ドウ ェア の仕 様 や 接 続 条 件 が 公

開 され た 枠 組 み に 合 わ せ て設 計 、構 築 さ れ た シ ス テ ム を い う。特 に 枠 組 み の ほ う

は オ ー プ ン標 準 と い う こ と もあ り、 これ に は 「規 格 に よ る標 準 」 と 「業 界 標 準 」

の2種 に分 け られ る。 規 格 に よ る標 準 とはJISやISOの よ うな 公 式 の 団 体 が

取 り決 め た規 格 に基 づ く もの で あ り、 業 界標 準 と は特 定 の 企 業 や 製 品 の 方 式 を他

社 が追 随 す る こ と に よ って事 実 上 の 標 準 にな る もの で あ る。

オ ー プ ン シ ス テ ム に は次 の5っ の 特 徴 が あ る。

[オ ー プ ン シス テ ム の特 徴]

・ベ ン ダ に依 存 しな い

・移 植 性 が 高 い

・異 機 種 間 の接 続 性 が高 い

・ス ケ ー ラ ピ リテ ィが あ る(計 算 機 の規 模 に よ らず 実 行 可 能)

・ リー ドタ イ ムが 短 い(通 常 用 途 な らア プ リケ ー シ ョ ンを市 場 購 入 で き る)

また 、 オー プ ン標 準 は 次 の8っ の 階 層 を構 成 す る 。
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[オ ー プ ン標 準 の階層]

・ネ ッ ト ワ ー ク 標 準

・オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム 標 準

・問 い 合 わ せ 言 語 標 準

・デ ー タ フ ォ ー マ ッ ト標 準

・開 発 標 準

・ア プ リ ケ ー シ ョ ン標 準

・カ ス タ マ イ ズ 標 準

・ユ ー ザ イ ン タ ー フ ェ イ ス標 準

:通 信 規 約

:オ ペ レ ー テ ィ ング シス テ ム

:デ ー タ ベ ー ス ア ク セ ス言 語

:デ ー タ の送 付 形 式

:シ ス テ ムの 開 発(プ ロ グ ラ ム)言 語

:プ ロ グ ラ ム モ ジ ュ ー ル の形 式 等

:マ ク ロ言 語 等

:GUI等

(3).自 然 言 語 処 理

人工 知能 の分野 で の 自然言 語処理 は 自然言語 理解 と自然言 語生成 に大 き く分 け

られ る。 自然 言語 理 解 の研究 とは、 ユーザ の言 葉 を システ ムが直 接処理 で き る内

部 構造 に置 き換 え 、必要 な らば対 応す るアク シ ョンを とらせ る研 究 で ある。 これ

らの研究 は分野 によ って は既 に実用化 されて お り、定型 の文章 や文法 の定 ま った

文章 に対 して は安定 的 に働 いて いる。 このた め現在 の研究 は、あ い まいな文章 や、

文法 的 に不適 格 な文章 にいか に対応 す るか に主 流が移 って い る。
一方 、 自然 言語 生成 の研究 とは、 システムが持つ 内部知識 の うち、 ユー ザ が求

め る情 報 を人 間の用 い る言葉 で出力す る もので あ る。単 に情 報だ け切 り出 して 自

然 言語化 す るだ けな らば、す で に実用 の段階 にあ るといえ る。 しか し、補 足 して

説 明 を付 け加 え よ うと した り、逆 に要 約 しよ うとした ときな ど、情報 の背 景 に関

わ ることが らを システ ムの言 葉 に付 加 しようとす る と困難 な問題 とな る。 そ の理

由は、 システ ムの持 つ知識範 囲 の うち、 どこまで を言 葉 に して説 明す れば よ いか

の判断 が難 しい こ とと、 どう説 明す るか の戦略 を立 て るルールが不 透 明で あ るこ

とによ る。現 在 の 自然言 語生成分野 の状 況 は、 「何 を説明す るか 」、 「どの よ う

に説明す るか 」 にっ いて の研究 が始 ま ったばか りで あ る。研 究が ある程度 の成 果

を出す よ うになれ ば 、ユ ーザ に わか りやす く接す るイ ンター フ ェイ ス も可 能 だ と

期待 され る。

自然 言語処 理 の応 用 は、 もと もと人 間 の言葉 が対話 の技術 であ るこ とか ら、計

算機 に よ る付加価 値 も対 話を補助 す る方 向 に向か って いる。 ここか ら、 自然 言語

処 理の応 用分野 を次 の3っ の タ イプに分 け、現 在 まで の主 な 自然 言語処 理 システ

ムを表1.3に ま とめた。

[自 然言 語処 理 の応 用 タイ プ]

・機械 との対 話 を補 助:自 然 言 語 イ ンターフ ェイス

・人 との対話 を補助:言 語変 換 、音声 処理

・自己 との対 話 を補助:文 章 処理
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壷1.3 主 な自然言語処理 システム

区分 名称 開発 機能/内 容 備考

自

然

言

語

イ

ン

タ

ー

フ

ェ

イ

ス

ELIZA(1966) MIT .(マ サチrセ ッツ工 科 大 学) 精神分析 カウンセ リングシステム

キー ワー ド照合で回答文を選択

開 発 者:J.Weizenbau田

記 述 言 語:SLIP(SymmetricListProcessor)

SHRDLU(1973> MIT 積 み木操作、質疑応答 システム

世界 モデ ルを持つ インター フェイスの草分 的 システム

開 発 者:T.Winograd

記 述 言 語:LISP,MICRO-PLANNER

LUNAR(1973) BoltBeranekandNew頂anlnc. 月の石テ㌔タペース用 自然言語検索 システム

ATN(拡 張 遷移 ネッ トワーク文法)に よる解析

開 発 者:W.Woods

lNTELLECT

(商 用 シ ス テ ム)

Artificia1lntelligenceCorP. メイ刀いム用テ㌔タペース用 自然言語 検索 システム

自然 言語 か らテニタへニスアクセス命令 を生成

駆動環境:IBM汎 用 機,PC-LAN

最 初 の商用 自然言語インターフェイス

ToR 松下電気産業 契約書作成支援 システム ー

話題提供 のヒェーリステ↓ックスを内蔵、質疑応答 を積極的に制御

稼 働 環 境:MicroVAX

記 述 言2吾:Q-Prolog

DUALS ICOT 談話 解析 システム

状況意味論 ベースに解析、それに基づ く質疑応答

稼働環境:PSl

記 述 言語:CIL,ESP

Quest 肝T電 気通信研究所 対話 システム

対象分野の知識を用い、話題の推移を把握 し発話を制御

記述言語:Pr。log

音

量

黍

＼

§

箋

ATLAS-1,H

(商 用 シ ス テ ム)

富士通 英語→ 日本語、日本語→英語翻訳 システム

中間表現方式を基本 と し、 トラ ンスフ ァ方式を併用

稼働環境:MSP

PlVOT

(商 用 シ ス テ ム)

日本電気 英語→ 日本語、日本語→ 英語翻訳 システム

中間表現方式による変換

稼 働 環 境:ACOS-4,ACOS-6

TAURAS,Astransac

(商 用 シ ス テ ム)

東芝 英語→ 日本語、日本語→英語翻訳 システム

トラ ンスファ方式 による変換

稼 働環境:UNIX

SL-TRANS ATR自動翻訳電話研究所 日本語→ 英語音声翻訳 システム

トラ ンスファ方式 による音声か ら音声への変換

稼 働 環 境:Alliant+Symbolics+MicroVAX

記 述 言 語:C+Fortran+CommonLisp

HearsayH(1976) Carnegie-MellonUniversity 文献検索 システム

複数のレベルの知識源を黒板モデルで統合
開 発 者:L.Er田an,V.Lesser

語 彙 数:1011語

HWIM(1976) BoltBeranekandNewmanlnc. 旅 行 費用 問合せシステム

ATN(拡 張 遷移 ネッ トワーク文法)を 用 い解析

語 彙 数:1097語

LUNARの 後 継 シ ス テ ム

Tangora IBMCorp, ,ビジ ネス文書認識 システム.

音 韻 レベルの他、単語 レベルの音 デー タも利用

語彙数:約5000語

ASP 大阪大学 小説(小 学校中 ・上級 レベル)理 解 システム

意味記憶 とエ ピソー ド記憶 を連想機構で代用

開発者:溝 口

語彙数:約3000語

SAM(1976) YaleUniversity 物 語要約 、質疑応答 システム

ズクリプ ト(内 蔵シナリわ とのマヲチング による要点抽出

開 発 者:R.Schank,R.Abelson

ス ク リプ トが 提 案 され た シ ス テ ム文

章

処

理

COGITO 沖電気工業 製品記事要約支援システム

曖昧回避、補間不能、意図伝達部分の判定による要点抽出
稼働環境lPS1-H

開 発 言語:ESP

ド キェメン}ワークステーション

(商 用 シ ス テ ム)

シ ャ ー プ 文書校正支援 システム

表記.構 文,意 味 レベルごとに、誤 り,欠 落,曖 昧部を指摘

稼働環境:U旧X

自然言語 によるテ㌔タへ㌔ス検索機能を嚇㌔ ト



(4).知 識 ベ ー ス シ ス テ ム

従来 の人工知 能分 野 で は知 識源 と してデー タベー スを ど う扱 うか とい う問題 が

あ った 。 かっ て の エキ スパー トシステ ムで は知 識 はす べて システ ム内 に納 め る も

の とされ ていたが 、 人間 が さま ざまな文 献 を参 照 して い くよ うに、外 部 の知 識源

を参照 す る機 構 も重要 で あ る。初 期 の人工知能 の研究 で は知 識操 作 に重点 が おか

れ、知 識 の抽 象化 や構築 の枠組 みを探 る研究 が 中心 で あ った。 そ の過程 にお いて

「常識 」 とい う知 的な決 定 をす る際 の、あ らか じめ持 って い る知識 の集 合 が重要

な役割 を担 うことが分 か って きた。 知識 ベー ス アプローチ とは、 この よ うな知識

の集合 を管理 す る手法 で あ り、現在 もな お知識 表現 、知識 利 用、 知識 獲得 な どの

各方 向か ら研 究 が進 め られて い る。

知識 ベー ス とい う言 葉 は、 もと もとデ ータベ ー スとの類推 によ り生 まれ た言葉

で あ り、知識 ベー ス シス テム とはそ の知識 をデ ータベ ース システ ム にお け るデー

タの よ うに利用 して い くもの と考 え られて きた 。知 識 をなん らか の統一 的 な方法

で表現 しよ うとす る知識 表現 の研究 分野 は、 その表現方法 を探 る もので あ り、計

算 機 に用 い るた めの記号 化 が研究 されて きた。 現在 、 この知 識表現 方 法 と して、

ルール ベー ス、述 語論 理 、 フ レー ム、意 味 ネ ッ トワー ク等 の手法 が提 案 され て い

る。そ の利用 につ いて は、知識 ベー スの効率 の よい推 論法 を探 る研究 がな さ れて

お り、現 在で は、 問題 が複雑 化 した場合 に、い かに速 度 や正確 さを落 とさず に処

理 で き るかが課 題 とな って い る。 ま た、計算 機 が利 用 で きる よ うにいか に組 織 的

にその知識 を獲得 す るか とい う知識 獲得 の研究 があ る。 この と き獲得 され る知識

は、既 に保有 された知 識 と独 立 した もので あ る ことが望 ま しい と されて い る。
一方 、現在 で は複数 の知 識表 現方式 を跨 ぐ利 用や 、 目的 の異 な る知 識 ベー スの

複 合的利 用、 同時利 用 な どの、 ネ ッ トワー クを介 した分散 知識 ベ ー ス システ ムな

どの研究 がす す め られて いる。

また、 この よ うな知識 ベー スを大規模 化 して い くと きの課 題 と して 、知識 の無

矛盾性 を保証 す る機構 や冗長 性 を除去 す る機構 などの構築 が あげ られて い る。特

に これ らを保証す るこ とによ り、現 在で は知識 ベー ス シス テムを デー タベー ス シ

ステムの概念 的延 長 として捉 え られ るよ うにな って きた。 デー タベー スシ ステム

において、 その デー タモ デル の構築 に、 より現実 的な実際 的表現 を と ろ うとす る

ほ ど、 この種 の知 識 ベー スア プ ロー チが必要 とされて い る。
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表1.4次 世 代 技 術 にお け るDB利 用

次世代技術分野 要素技術 DB操 作における
特徴点

DBモ デ ル構築

におけ る課題
典型的な適用例

マ ル チ メ デ ィ ア

・画 像 処 理

・音 声 サンプIlング

・映 像 処 理

・テ㌔ タ圧 縮

・GUI

・リアルタ仏 処 理

・データ自身が複雑 な

構造 を持つ。
・大量 で個 々の値 には

意味 のな いデータタ

イプ(音 声など)も

扱 う。

・データの内容 に関す

る検 索技術が未熟。
・データの規格が乱立

して いる。

・医 療 デ ー タ 管 理

(力師 、 レントゲ ン等)
・放 送 素 材 管 理

(ピ テ'オシーン等)
・CAI

・ゲ ー ム

ハ イ パ ー テ キ ス ト

・能 動 テ㌔ タ処 理

・リアルタ仏 処 理

・GUI

・マルチメデ ィア

・意 味 ▲ットワーク

・データ構造の動的変

更に対応す る。
・連想 的なデータの参

照を行 う。

・デー タの一括検索検

索技 術が未熟。
・情報 の整理が困難。
・DB協 同構築 の手法

が確 立 していない。
・保守 が困難であ る。

・私 的 情 報 の 管 理

・HELPシ ス テ ム

・ガ イ ド シ ス テ ム

EDM

・次 世 代CAD

・CAM

・CAE

・テ三 夕変 換

・CASE

・設計、製造 のような

異 なる分野 間でのデ
ータの共有 と変換を

補助する。

・分野 間のデー タ変換

は変換技術が多様 で

ある。
・高次 の変換は自動 で

は行 えない。

・工 業 製 品 の 設 計
、製

造 システム
・マ艀 メデ ィアテ㌔ タ交 換

システム

CASE

・履 歴 管 理

・ネットワーク

・グ ループ ウェア

・知 識 ベ ー ス

・分 散DB

・データの内容に関す

る操作 と、その履歴

を管理す る。

・CASEツ ー ル間の

デー タ規約が統一 さ

れて いない。

・ソフトウェアの 開 発 管 理

・ソフト製 品 の メ万 ナンス

・協 同 開 発 の プラットホーム

知識ベー ス

・知識表現

・演繹

・学習

、

・いったん得 られ たデ

ータを元 に、検索条

件 を動的に変更す る
o

・デー タベー スの停止

性、一貫性等の解決
が安定的ではない。

・エキスハ'一トシステム

・機 械 翻 訳

・電 子 化 辞 書

・知 的CAD

等 の 要 素 技 術

次世代CAD

・知 識 ベ ー ス

・エキスパ ートシステム

・GUI

・EDM

・CASE

・物理的、法的等の制

約を持 ち、データの

適正を判断す る。

・図形 の3次 元認識 と

制約条件 との対応 に

問題 を残 している。
・図面の修正履歴 の管

理な どCASE面 が

未成 熟である。

・適 法 性 判 定CAD

・シミェい ションCAD

・製 造 計 画CAD



1.4次 世 代 デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム の利 用 分 野

次 世 代 デ ー タ ベ ー ス の 利 用 分 野 と して 期 待 の 集 ま って い る もの に っ い て 述 べ る。

まず 、複 雑 な デ ー タ を扱 うと い う観 点 か ら マ ル チ メデ ィア デ ー タ ベ ー ス に つ いて

述 べ 、 次 に柔 軟 な デ ー タ ベー スの 枠 組 み を提 供 す る観 点 か らハ イ パ ー テ キ ス トに

つ い て 、 デ ー タ に 変 換 を ほ ど こ しな が ら設 計 か ら製 造 ま で 使 い回 すEDM(Engi

neeringDataManagernent)に つ い て 、 開 発 支 援 と して 求 め られ る デ ー タ ベ ー ス

と してCASE(ComputerAidedSoftwareEngineering)に つ い て 述 べ た 。

な お 、 これ ら次 世 代 技 術 に お け る デ ー タ ベ ー スの利 用 に つ い て 表1.4に ま と

め た 。

(1).マ ル チ メ デ ィ ア デ ー タ ベ ー ス

従 来 の デ ー タ ベ ー ス の 多 くは 、 数 字 や 文字 な ど にデ ー タ の 形 式 が 限 られ て い た 。

マ ル チ メ デ ィア デ ー タ ベ ー ス は 、 こ の 他 に図 形 や 音声 、 動 画 像 や プ ロ セ ス な ど の

多 様 な デ ー タ を 扱 え る よ うに した デ ー タ ベ ー スで あ る。 た だ し、 現 在 の と こ ろ マ

ル チ メ デ ィア に 対 応 した 単 体 の ア プ リケ ー シ ョ ンは増 えっ っ あ る もの の 、 マ ル チ

メデ ィア デー タ ベ ー ス と して の 製 品 は少 な い 。

(a).マ ル チ メ デ ィ ア デ ー タ ベ ー ス に 必 要 な 機 能

マ ル チ メデ ィア デ ー タ ベ ー ス は単 に デ ー タ の 種 類 が 多 い とい う だ け で は な く、

そ の デ ー タの 特 性 に応 じた ア ク セ ス法 を 持 つ 必 要 が あ る。 この 中 に は 、 時 間 的 、

空 間的 な デ ー タ の モ デ ル 化 が 必 要 と な る こ と もあ り、 デ ー タ 構 造 も複 雑 な もの に

な る。

マ ル チ メデ ィ ア デ ー タ ベー ス に対 す る操 作 は 、 デ ー タベ ー ス の動 作 中 に も リア

ル タイ ム で受 付 られ る必 要 が あ る。 ま た 、 画 像 や 音声 デー タ な ど に代 表 され る マ

ル チ メ デ ィア デ ー タ に は 、 デ ー タ の 圧 縮 技 法 、 サ ンプ リン グ な ど も構 築 す る うえ

で 基本 的 な技 術 で あ る 。

これ ら の機 能 を 満 た す た め 、 複 雑 な設 定 を簡 単 に行 な え るGUI環 境 で の 利 用

が が望 ま しい と され る。 ま た 、 オ ペ レー テ ィ ン グ シス テ ム の側 で もマ ル チ メ デ ィ

ア を意 識 した サ ポ ー ト(リ ア ル タ イ ム 、 マ ル チ タ ス クな ど)が 必 要 で あ る 。 この

ほ か マ ル チ メ デ ィ ア に 関 して は 、 デ ー タ に能 動 的 な属 性 を 付 加 す る点 で 、 オ ブ ジ

ェ ク ト指 向 デ ー タ ベ ー ス や オ'ブ ジ ェ ク ト指 向 言 語 と親 和性 が高 い と い わ れ る 。

(b).マ ル チ メ デ ィア デ ー タ の 規 格 化

マ ル チ メデ ィ ア を シ ス テ ム 間 で 共 有 す るた め に はデ ー タ形 式 の 統 一 が不 可 欠 で

あ るが 、 現 在 は い くっ か の 方 式 が 乱 立 して い る 状 態 で あ る 。 この よ う に方 式 の統

一 が望 ま れ る もの と して 、 画 像 デ ー タ 、 音 声 デ ー タ、 デ ジ タ ル ビ デ オ デ ー タ の各

フ ォー マ ッ トと 、 こ れ ら の圧 縮 方 式 な どが あ る。
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(c).パ ソ コ ン 、 ワー ク ス テー シ ョン の マ ル チ メ デ ィア 化

マ ル チ メデ ィア の利 用 分 野 はパ ソ コ ン、 ワー ク ス テ ー シ ョ ンに 限 る もの で は な

い が 、GUIが 進 んで い る とい う点 と、 現 在 は ス タ ン ドア ロー ン環 境 で の マ ル チ

メ デ ィ ア シス テ ム が 多 い こ と か ら、 これ らの小 型 計 算 機 に は マ ル チ メ デ ィ ア を支

援 す る ハ ー ドウ ェ ア の オ プ シ ョ ンが 出 そ ろ って きた。 また 、 これ らを 標 準 装 備 し

た 計算 機 も販 売 され る よ うに な って きた 。 こ の た め 、 この 規 模 の 計 算 機 シ ス テ ム

に はマ ル チ メ デ ィ アの 動 向 が い ち早 く反 映 され て い る。

そ う した動 向 の 一 つ と して 、 ソフ トウ ェ アの 開 発 面 でGUI操 作 を 簡 単 に 実 現

で き る よ うな 、 イ ンター フ ェ イ ス ビル ダ と呼 ば れ る ツー ル が 一 般 化 しっ っ あ る。
こ れ はGUIに よ って 開 発 す る ア プ リケ ー シ ョ ンのGUI部 分 を イ ンタ ラ ク テ ィ

ブ に構 築 す る もの で あ る。

(d).HMI(HumanMachinelnterface)

機 器 と ユ ー ザ の 接 点 と な る部 分 をHMIと よ び 、HMIは 使 用 す る機 器 の 種 類

に よ ってGUI系 とSUI系 、 そ の 他 に分 け られ る。

①.GUI

GUIは 、 文 字 や 図 形 が 自由 に表 示 で き る表 示 装 置 と、 そ の 中 を 自 由 に 指 し示

す こ とが で き る 指 示 装 置(ポ イ ンテ ィ ン グデ バ イ ス)の 組 み 合 わ せ で 構 成 さ れ て

い る。 ま た 、 一 般 に ポ イ ンテ ィ ング デ バ イ スを補 助 す る目 的 で キ ー ボ ー ド も併 用

さ れ る 。

GUIは 次 の よ うな 特 徴 を持 って い る。

[GUIの 特 徴]

・変 更 した い項 目を直接 指 し示 して設定 す る
。

・必要 な設 定 項 目だ け表 示 で き
、設定項 目の多 い利用 に適 して い る。

・図示 や補 助 的 な表示手段 によ って設定 の意味 をわか りやす くで き
、

複雑 な 内容 の設定 に適 して い る。
・表示装 置 を見 なが らの操 作が必要 で あ る

。
・電 源がOFFの 状態で は操作 がで きない

。
・多 くのパ ー ツに よ り操作 パ ネルが作 られ るので複数 の操作 が必 要 で あ る

。
・特 定 の項 目が常 時表示 されて い る保 証が ない

。

GUIは 上記 の よ うな柔軟 なイ ンター フェ イスを持 つが 、緊急 時 の操作 に は適

切 でな い ことが指 摘 されてい る。安 全性 や確 実性が求 め られ る操 作 で は次 のSU

Iを 併 用 す る ことが望 ま しい。

②.SUI(SolidUserInterface)

SUIは 、 専 用 の ス イ ッチ 類 、 専 用 の 表 示 機 を使 っ た物 理 的 な パ ー ツを 操 作 す

る方 式 で あ る。SUIの 特 徴 はGUIと 正 反 対 の もの とな って い る 。SUIは ス

イ ッチ 類 の種 類 と用 い方 に よ って さ らに次 の2っ に分 類 で き る。
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・メ カ ニ カ ルSUI

メ カ ニ カ ルSUIは 操 作 の 状 態 が ス イ ッチ の 形 状 や 位 置 の変 化 に よ って 判 断 で

き る もの で あ る。 通 常 は電 源 切 断 に よ って も状 態 を保 存 し、 か っ 操 作 も可 能 で あ

る。 例 と して 、 デ ィ ップ ス イ ッチ や ロー タ リ ス イ ッチ が 挙 げ られ る。

・ロ ジ カ ルSUI

ロ ジ カ ルSUIに お い て は ス イ ッチ は命 令 を 与 え る契 機 を 与 え る だ け で 、 ス イ

ッチ 自体 で は変 化 を 保 持 しな い もの で あ る。 表 示 はLCDな どの 電 子 的 な も ので

行 な う。 メカ ニ カ ルSUIと 異 な り、 電 源切 断 時 に は状 態 を読 む こ と も操 作 す る

こ と もで きな い。 この 例 と して 、 キ ー ボ ー ド、 タ ッチ パ ネ ル な どが 挙 げ ら れ る。

③.そ の他 の ユ ー ザ イ ンター フ ェ イ ス

この ほ か 、 音 声 イ ンタ ー フ ェー ス 、点 字 イ ン タ ー フ ェイ ス、VR(VirtualRe

ality)な どが 研 究 され て い るが 、 一 般 化 して 論 じ られ る ほ ど研 究 は 進 ん で い な

い 。 た だ し両 技 術 と も、 特 殊 な応 用 分 野 で は実 用 化 さ れて い る。

(2).ハ イ パ ー テ キ ス ト

こ こで は ハ イ パ ー テ キ ス トの デ ー タ ベ ー ス と して の 側 面 を述 べ る。

ハ イパ ー テ キ ス ト(あ るい は ハ イ パ ー メ デ ィ ア)は 文 章 や 図形 、 音 声 や ビデ オ

デ ー タ な ど を ひ と固 ま りの 情 報 と し て統 合 す る構 造 で あ る 。 ハ イ パ ー テ キ ス トシ

ス テ ム は 情 報 の 単 位 を表 わ す ノ ー ドと、 情 報 と情 報 の っ な が りを 示 す リン ク か ら

構 成 さ れ て い る。 な お 、 ハ イ パ ー テ キ ス トの 概 念 を 、 図1.6に 示 す 。

図 、 グ ラ フ

ム 【唖

【 … 】 ・

【 … 】 ・・

ン
叉同 日

図1.6ハ イパ ー テ キ ス トの概 念
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従 来 の デ ー タ 処 理 で は デ ー タ の枠 組 み に従 って処 理 が 定 め られ て い た が 、 ハ イ

パ ー テ キ ス トの 場 合 、 デ ー タ の 内容 に よ って 枠 組 み が 変 え られ る。 ハ イ パ ー テ キ

ス トも静 的 な ノー ド間 の リン ク を み る限 り、 そ の ポ イ ンタ を た ど る こ とで 処 理 は

事 足 り る。 しか し、 何 か の処 理 を 引 き起 こす よ うな能 動 的 な デー タが リ ン ク され

て い る場 合 、 そ の 処 理 に よ って は ノー ドの っ な が りに変 更 の 生 じ る構 造 変 化 もハ

イパ ー テ キ ス トで は あ り う る こ とで あ る 。

ハ イ パ ー テ キ ス トと従 来 の デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム は 、情 報 を管 理 す る と い う点

で は 同 じで あ る が そ の 目 的 が 異 な る。 デ ー タベ ー ス シ ステ ム で は 、 多 くの 情 報 を

一 つ に ま とめ 、 安 全 に保 管 し、 皆 で 共 有 しよ う とい う考 え が 基 本 で あ る。 そ の た

め に デ ー タベ ー ス へ の 操 作 は情 報 の枠 組 み に対 す る指 示 で あ る。 一 方 、 ハ イ パ ー

テ キ ス トで は 人 間 が 覚 え る よ う に情 報 を 格 納 して い く こ と が基 本 で あ る。 ア クセ

ス は 、 情 報 そ の もの に従 い、 連 想 の よ う に情 報 を た ど る こ と に よ る。

この よ うな 違 い の た め ハ イ パ ー テ キ ス トシ ス テ ム特 有 の 問題 もい くっ か 指 摘 さ

れ て い る。

[ハ イ パ ー テ キ ス トの 問題 点]

・非 線 形 な リ ン ク に よ って 現 在 位 置 が わ か らな くな る。

・雑 多 な情 報 の 詰 め 込 み に 歯 止 め が な く、混 乱 を 招 く。

・共 同 利 用 、 共 同 開 発 の枠 組 み が で きて い な い。

・デ ー タ の 一 括 検 索 の 手法 が確 立 され て い な い。

ま た 、 ハ イ パ ー テ キ ス トに よ って 構 築 され た 既 製 の ハ イ パ ー テ キ ス トデ ー タ を

製 品 化 す る例 もあ り、 これ を 新 しい ソ フ トウ ェ ア の形 態 とす る見 方 もあ る。

(3).EDM

設 計 、 生 産 、 制 御 の各 工 程 をEDMと い うデ ー タベ ー ス を 中 心 に お い た シ ス テ

ム で 有 機 的 に結 合 しよ う とす る動 きが あ る。 こ こで はEDMの 目 的 に っ い て 述 べ、

この デ ー タ ベ ー ス 機 能 と して 必 要 とな る デー タ の変 換 にっ い て ふ れ る 。

EDMと は主 にCAD/CAMの 分 野 で の技 術 デ ー タ利 用 シス テ ム で あ る 。 こ

こで い う技 術 デ ー タ と は 、 あ る機 械 製 品 の設 計 か ら製 造 ま で に生 成 され る情 報 を

い う。 例 と して は 、 製 品 コ ン セ プ トの ドキ ュ メ ン ト類 、完 成 予 想 図 の イ メ ー ジデ

ー タ 、 設 計 図 のCADデ ー タ 、 シ ミュ レー シ ョ ンの数 値 デ ー タ 、CG(コ ン ピュ

ー タ ・グ ラ フ ィ ッ ク ス)画 像 の プ リ ミテ ィブ デ ー タ ま た は ラ スタ ー イ メー ジ 、 そ

れ を作 る工 作 機 械 の制 御 デ ー タ な ど で あ る。

EDMで は これ らの 種 々 の 形 式 の デ ー タを 統 一 され た シ ス テ ム で 扱 い 、 設 計 、

製 造 の 過 程 を 通 して一 度 入 力 され た デ ー タを 有 効 に利 用 して い く こ と を 目指 して

い る。 例 え ば 、一 度 作 られ た 設 計 図 のCADデ ー タ はCG画 像 の 作 成 に も、 シ ミ

ュ レー シ ョ ンの設 定 に も、 工 作 機 械 に与 え るデ ー タ作 成 に も利 用 す る こ とが 可 能

で あ る。 しか し、 現 在 は それ ぞ れ シ ス テ ムが 異 な って い る た め に 、 全 く新 し くデ
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一 夕を作 り直 す こ ともめず らし くな い。

この よ うに、 デー タベー ス と して のEDMで 重要視 され てい るの はデー タ相互

の変換 についてで あ る。 同 じ製品の 形状 に関 わ るデー タで も、 その製作 フ ェー ズ

では様 々な形 式 で要求 され る。場合 に よ って は 、デー タの意 味 を損 なわず に全 く

別 の形式 のデー タ に変 換(翻 訳)す る必要 もあ る。

また、CADに ついて はイ ンテ リジ ェン ト化 の研 究 も盛 ん であ る。従来 のCA

Dは 図面 の清書 ツール と して の要素 が大 きか ったが 、知識 処理 技術 の応用 に よ り、

もっと積極 的な開 発支援 ツー ルにす る ことが で きる。 研究例 を挙 げれ ば、CAD

システム 自身 に空 間把握 な どの実世 界 を モデル化す る能力 を もたせ 、図面 の適 合

性 の判断 な どを行 なわせ る ものな どで あ る。 こ う した システムで は作 図 の初 期 の

段階 で、3面 図 な どか ら3次 元物体 像 を合成 す るよ うな設 計支援 が行 なえ る。 ま

た 、実 世界 モデル の持 たせ方 に よって は図面 の適法性(建 築基 準法 、道路 交 通法

な ど)の 判定 、最適 設計(カ メ ラレ ンズの光学 シ ミュ レー シ ョンな ど)に も適用

で きる。

(4).CASE

共 同 開 発 環 境 に あ る デ ー タ ベ ー スで は、 デ ー タ を生 産 し世 代 管 理 す る と い う要

件 が 他 の 分野 に対 して 大 きな 割 合 を 占 め る。 ソ フ トウ.エア の 自動 生 成 を 目 標 に掲

げ るCASEに っ い て 、 そ の 中核 と な る リポ ジ トリと呼 ば れ るデ ー タ ベ ー ス に そ

の 要 件 が 適 用 され て い る。

ソ フ トウ ェ ア開 発 支 援 と して 、 ソ フ トウェ ア の ライ フサ イ ク ル全 般 を考 え るの

が一 般 的 で あ る。 支 援 は 、 ソ フ トウ ェ ア の企 画 か ら設 計 、 開 発 、 保 守 な ど の 工 程

に お い て コ ス トの 低 減 、 時 間 の短 縮 化 を 目標 に行 な わ れ る。 この うち 限 定 した 工

程 を対 象 と した 開 発 支 援 ツー ル はCASEツ ー ル と呼 ば れ て い る。 現 在 商 用 化 さ

れ て い るCASEツ ー ル は、 一 般 に 上 流CASEと 呼 ば れ る もの と、 下 流CAS

Eと 呼 ば れ る もの の2っ の フ ェー ズ に分 け られ る。 上 流CASEと は開 発 工 程 の

早 い段 階 で 、 分 析 、 要 求 定 義 、 設 計 、 プ ロ トタ イ ピン グ な ど を支 援 す る もの で あ

り 、他 方 の 下 流CASEは プ ロ グ ラ ミ ン グの 段 階 で 、 第4世 代 言 語 、 デ バ ッ ガ、

プ ロ グ ラ ムの 解 析 な ど 、 開 発 や 保 守 を 支 援 す る もので あ る。 この 他 、 全 工 程 に わ

た る ドキ ュメ ン ト支 援 ツ ー ル や エ デ ィタ な ど も商 品 化 され て い る 。 開 発 に あ た っ

て は、 で き るだ け 早 い 時 期 に 仕 様 を 固 定 し、工 程 上 の 後 戻 り を な くす こ と が コ ス

トの低 減 に有 効 だ とい わ れ るC上 流CASEは ソ フ トウ ェ ア の機 能 を 工 程 の 早 い

段 階 に 明 らか に す る こ とが 目 的 で あ り、 この た め に商 品 化 が 最 も進 ん で い る 。

CASEの よ うな シ ス テ ム 開 発 の 省 力 化 を 目 指 す 環 境 で 必 要 と な る の は 、 再 利

用 可能 な部 品 を 管 理 し、 的確 に取 り出 せ る デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム で あ る。CAS

Eで は これ を リポ ジ トリ と呼 び 、重 要 な 要 素 と して位 置 づ けて い る。 リポ ジ トリ

は 単 に デ ー タ の倉 庫 で は な く、 デ ー タの 加 工 、 デ ー タ の生 産 を行 な う こ と も考 慮

さ れ な けれ ば な らな い 。 また 、 加 工 に関 して 必 要 に な る概 念 と して バ ー ジ ョ ン管

理 が あ る。 開 発 は時 に後 戻 りす る こ と が あ る の で バ ー ジ ョ ンの 履 歴 は木 構 造 とな

る 。 こ の他 に 、 リポ ジ ト リは 上 流 と下 流 の よ う に異 な るCASEツ ー ル間 を 取 り
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持 つ 共 通 の シ ス テ ム基 盤 とい う役 割 が あ る。
一 方 でCASE自 体 に 人工 知 能 技 術 を取 り入 れ た 知 的CASEの 研 究 も行 な わ

れ て い る。 この 場 合 、 人 工 知 能 技 術 を応 用 した ヒュー マ ン イ ン タ ー フ ェ イ ス 、 あ

るい は エ キ ス パ ー トシ ス テ ム の 部 分 がCASEに 期 待 され て い る。

人 工 知 能 技 術 に よ る ヒ ュー マ ンイ ンタ ー フ ェ イ ス のCASEへ の応 用 と し て 、

自然 言 語 に よ る仕 様 の 入 力 、 対 話 に よ る操 作 、 ドキ ュ メ ン ト類 の 自動 文 章 化 が期

待 され て い る 。 しか し、 ソフ トウ ェ アが 対 象 とす る分 野 に よ って 使 用 され る単 語

が大 き く異 な る こ と と、CASE利 用 に あ た って の 語 彙 や 表 現 な どの 十 分 な 検 討

が され て い な い こ とか ら、実 用 に な る に は ま だ 時 間 が 必 要 とみ られ て い る。

エ キ スパ ー トシ ス テ ム につ い て は 、 この うち分 析 型 、 合 成 型 の 利 用 が 期 待 され

て い る。 分 析 型 の エ キ ス パ ー トシス テ ム は要 求 の 定 義 、仕 様 の検 討 な ど に用 い 、

仕 様 の欠 落 や 矛 盾 を指 摘 させ る こ とが 望 ま れ て い る。 また 、 相 談 に よ り修 正 案 を

出 せ る よ うな シ ス テ ムで あ れ ば よ り有 用 だ と され て い る。 他 方 、 合 成 型 の エ キ ス

パ ー トシ ス テ ム は 解 の 探 索 、部 品 の 合 成 、結 合 な ど デ ー タ操 作 の 基 礎 的 な 局 面 で

有 効 と され る 。 こ う した 技 術 は プ ロ グ ラ ムの 自動 生 成 を究 極 の 目標 に 置 くCAS

Eに 必 須 の技 術 で あ り、 これ ら知 識 情 報 を蓄 え管 理 す る こ と もデ ー タ ベ ー ス で あ

る リポ ジ ト リの役 割 と い え る。
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1.5統 計 情 報 デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム へ の 応 用

こ こ で は、 次 世 代 に お け る統 計 情 報 デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム の 可 能 性 につ い て検

討 を 行 う。 以 下 、 統 計 情 報 デ ー タベ ー ス と して 研 究 され て い る い くっ か の 実 験 シ

ス テ ム の 事 例 を と りあ げ 、 そ こで の 研 究 課 題 と 問題 点 に よ り次 世 代 統 計 情 報 デ ー

タ ベ ー ス シス テ ム につ い て 展 望 す る 。

(1).実 験 シ ス テ ム に み る事 例

新 し い タ イ プ の 統 計 デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム と して 、 現 在 研 究 あ る い は 実 用 段 階

に あ る シ ステ ム の 方 向 性 を以 下 に と りま とめ る 。 こ れ らの シ ス テ ム は 汎 用 デ ー タ

ベ ー ス シ ステ ム に対 して 、次 の観 点 か ら問 題 解 決 な い し改 良 が試 み られ て い る も

の で あ る 。

[統 計 デ ー タベ ー ス改 善 の 方 向]

・ ヒュ ー マ ン イ ン タ ー フ ェイ ス強 化

・コ ンサ ル テ ー シ ョ ン機 能 拡 充

・デ ー タ モデ ル再 構 築

(a).ヒ ュ ー マ ン イ ン タ ー フ ェ イ ス 強 化 ア プ ロ ー チ

これ は 、統 計 デ ー タ ベ ー ス へ の ア ク セ ス手 法 にっ い て 強 化 を 図 る もの で 、 自然

言 語 入 力 に よ る ア クセ ス や 図 形 操 作 に よ る対 話 的 ア ク セ ス な どの ア プ ロー チ が み

られ る。 従 来 の デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム で は専 用 の デ ー タ操 作 言 語(DML)に も

とつ く特 殊 な 命 令 が 用 い られ て きた が 、 これ は 一 般 ユ ー ザ の 利 用 を 困 難 な もの に

して い た 。 そ の た め 従 来 よ り 、政 策 情 報 シス テ ム(PPIS)のWINGに み ら

れ る よ う な、 メ ニ ュ ー選 択 方 式 を 主 と した ガ イ ダ ン ス シス テ ム な ど の 補 助 的 手 段

が 実 用 化 され て きた 。 しか しな が ら こ の種 の 手 法 は 一 般 に 汎 用 デ ー タ ベ ー ス 操 作

を制 限 し、簡 易 化 した もので あ る た め 、検 索 加 工 時 に お け る制 約 が 多 く、 柔 軟 性

に欠 け た もの に な りが ち で あ った 。 最 近 の ヒュ ー マ ンイ ン タ ー フ ェ イ ス強 化 に よ

る対 話 シ ステ ム は 、 こ う した 問 題 を 克 服 す る た め の手 段 と して 研 究 さ れ て い る も

の で あ る。

・TSEXSY(自 然言語 入力)

デ ー タベー ス システ ムへ のデ ータ操 作指示 を自然言語 イ ンター フ ェイ

スを 介 して行 う もの で、デ ー タベー ス システムが 自然言 語入 力 を受 け付

け、 デ ー タア クセス用 の専 用命令 に内部翻 訳す る もので あ る。 この シス

テムで は一般 に文法 的 に不 完全 な 自然 言語入力 や あ いまいな入 力文 で も

受 け付 け られ るよ うに構築 されて い る ものが多い 。

・GRASS(有 向 グ ラ フ)

こ の シ ス テ ム はデ ー タ同 士 の 関 連 を 有 向 グ ラフ で 表 し、GUI環 境 を

用 い て デ ー タ ベ ー ス に対 す る操 作 を 全 て 図形 概 念 上 で行 な う もの で あ る。
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基 本 的 操 作 は、 グ ラ フ上 の 点 を 選 び、 ズー ム を繰 り返 す こ と で対 象 を取

り出 す も の で あ る。 こ こで は対 象 デー タ が 開 くメ ニ ュー を選 択 す る こ と

に よ り、 デ ー タ に対 す る操 作(サ ー チ 、 マ ー ジな ど)が 行 な わ れ 、 操 作

結 果 を表 示 され て い る グ ラ フの 変 化 と い う形 で ビ ジ ュア ル に 得 る こ とが

で き る も の で あ る。 問 題 点 と して は、 デ ー タ の関 連 が複 雑 な もの に 関 し

て は グ ラ フが 見 に く くな る こ と、 明 確 な概 念 関係 に対 応 した デ ー タ しか

関連 付 け る こ とが で き な い こ と、 な ど が あ る 。

(b).コ ン サ ル テ ー シ ョ ン機 能 ア プ ロ ー チ

統 計 デ ー タ ベ ー ス シス テ ム に お け るヘ ル プ や ガ イ ダ ンス機 能 を 強 化 し、 利 便 性

を上 げ る技 術 で 、 これ らの 表 示 に関 して ハ イパ ー テ キ ス トな どの 新 機 能 を 併 用 し

た もの な どが 提 案 され て い る 。 統 計 デ ー タ の利 用 に お い て は ユ ー ザ に 背 景 と な る

統 計 知 識 が求 め ら れ る こ とが 多 く、 こ う した 統 計 調 査 そ の もの に 係 わ る知 識 や 統

計 デ ー タ の 付 随 知 識 、 デ ー タ ベ ー ス ア ク セ ス に係 わ る操 作 知 識 な どを コ ン サ ル テ
ー シ ョ ンす る もの で あ る 。

・TAXSY(統 計 処 理)

統 計 デ ー タ ベ ー ス は 統 計 解 析 処 理 モ ジ ュー ル と併 用 して 用 い ら れ る こ

とが 多 く、 ユ ー ザ は検 索 対 象 と な る デ ー タ ベ ー ス の統 計 知 識 と同 時 に そ

の 処 理 に 係 わ る操 作 知 識 が 必 要 と され て い る 。TAXSYはSASと い

う統 計 処 理 パ ッケ ー ジ に組 み込 む ガ イ ダ ン ス シス テ ムで 、 エ キ ス パ ー ト

シ ス テ ム の機 能 を 合 わ せ 持 つ こ とに よ り、 パ ッケ ー ジの 利 用 と統 計 処 理

に関 して 助 言 を 与 え る もの で あ る。

・NONPARE(デ ー タ 、 分 析 方 法 の適 切 性 の 判 定)

統 計 デ ー タ の 利 用 に あた って は、 そ れ ら デ ー タ 由 来 に 添 っ た意 味 の あ

る統 計 処 理 と適 用 が 不 適 当 な処 理 とが あ る。 しか しな が ら、 一 般 に 従 来

の統 計 デ ー タ ベ ー ス で は、 そ う した デ ー タ 由 来 に係 わ る情 報 を 得 る こ と

はで きな い 。 この シ ス テ ム で は、 知 識 ベ ー ス機 能 を統 計 情 報 デ ー タ ベ ー

ス に組 み 込 む こ と に よ り、 デ ー タ操 作 の有 効 性 に つ い て 判 定 し、 ユ ー ザ

に助 言 を 与 え る もの で あ る。 また 、 得 られ た 結 果 に っ い て の 解 釈 を 与 え

る機 能 も合 わ せ 持 つ も ので あ る。

・ESTES(予 備分 析 のガ イダ ンス)

統計 デ ー タは その原 デー タによ り集計方 法 や集 計 時期 、 デー タベ ー ス

に登録 され る時 期や更 新時期 な どが一様 で はない。 この種 のデー タを用

いて複 合 的 な処 理 を行 うには、 あ らか じめ予 備分 析 と して前 処理 を ほ ど

こ して、分 析対 象 デー タの質 を そろえてお く必 要 が ある。ESTESは

この操 作 を行 うことので きる知 識 ベー スシス テムで ある。
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(c).デ ー タ モ デ ル ア プ ロ ー チ

統 計原 デー タの属す る 「世 界モデ ル」 に もとづ き、統計 情報 デー タベ ー ス のデ
ー タモ デルを再構 築 して いこ うとす るアプ ロー チで、対象 となる統 計 構造 を構成

しよ うとす る もの であ る。統 計 デー タは同 じ原 デー タに対 して集 計方 法 の違 いに

よ り異 な る表現 形態 を とる ことが多 いため、概念 が同 一の統計 デー タ につ い ては

同 じもの と して扱 う方 が便利 で あ る。 そのた め これ を反 映 してモ デル化 を行 お う

とす ると き、 これ を与 え るデ ータ構 造 は一般 に複雑 な もの にな り、従 来 の 木構 造、

階層型 な どの単純 なデー タモ デルで は知識表現 す る ことが 困難 な ことが多 い 。現

在 で は、 この よ うな複 雑 な構造 へ の対 応 として 、原 デ ータの集計等 の処 理 を も知

識 化 した オブ ジェ ク ト指 向 デー タモ デルな どを用 いた デー タベー スの構築 が 提案

されてい る。

・MULREG(オ ブ ジ ェ ク ト指 向)

こ の シ ステ ム は オ ブ ジ ェ ク ト指 向 デ ー タ ベ ー ス を 用 い て 統 計 情 報 を 編

成 した も の で あ る。 特 にデ ー タ構 造 か らの 回 帰 モ デ ル の 作 成 に関 係 す る

機 能 が 強 化 さ れ て い る点 に 特 徴 が あ る 。 ま た 、 モ デ ル の 作 成 、 結 果 の表

示 、 要 素 間 の依 存 関 係 な ど、 多 方面 で グ ラ フ ィ ッ ク表 示 に よ る ビ ジ ュ ア

ル化 が な さ れ て い る。

・LMG(ハ イ パ ー テ キ ス ト)

LMGはKENSと い う オ ブ ジ ェ ク ト指 向 を用 い た統 計 情 報 デ ー タ ベ

ー ス の 、 ハ イ パ ー テ キ ス ト機 能 を担 当 す るモ ジュ ー ル で あ る。 デ ー タ編

成 は オ ブ ジェ ク ト指 向 で あ る が 、 こ の シス テ ム は デ ー タ ベ ー スの 操 作 を

ハ イ パ ー テ キ ス トの 中 か ら行 うた め 、 オ ブ ジ ェ ク ト指 向 が 意 識 さ れ ず に 、

全 体 が ハ イ パ ー テキ ス トシ ス テ ム の よ うに見 え る 。

(2).次 世 代 統 計 情 報 デ ー タ ベ ー ス

前 節 の(1)で 取 り上 げた システ ムは、 どれ も研究 のた め の小規 模 な もの であ

り、実際 に実 用 シ ステ ムを構 築 した場 合 に、 これ らの特性 を維持 で きるか ど うか

は明 らかでな い。 また 、実験 システ ムで あ るた めに対 象 とす る応 用技 術 の適 応性

の検討 が狭 く、偏 った構 成 に'なって い る可能 性 もあ る。 しか しなが ら従 来 の シス

テムに対す る問題提 起 と、そ の解決 への アプ ロー チは次世 代統計 情 報 デー タベー

ス構築 へ の手 掛 か りにな る もの とい え る。(1)で 見 て きた統計 デー タベー ス構

築 の指 向性 に おいて 、下 記の 問題点 が浮 き彫 りにされた。

[統 計 デ ー タベー スの問題 点]
・デー タ ベー ス シス テムの操作 の複 雑性

・背景 知 識(デ ータ 由来、 シス テム構成 、統計知 識等)の 必 要性

・デー タ モデ ルの不適 合世
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こ こ で は 、 これ らの 問 題 点 を踏 まえ 、 次世 代 統 計 情 報 デ ー タ ベ ー ス に求 め られ

る要 件 に つ い て ま とめ た 。

(a).ヒ ュ ー マ ン イ ン タ ー フ ェ イ ス の 拡 充

統 計 情 報 デ ー タ ベ ー ス に お け るユ ー ザ イ ンタ ー フ ェ イ ス と して は、 そ の デ ー タ

モ デ ル が 一 般 に複 雑 で あ るた め に 、 ユ ー ザ に お いて は そ れ ら予 備 的 知 識 、 背 景 知

識 を必 要 と しな い もの 、 さ ら に は シ ステ ム機 能 にっ い て の 習 熟 度 合 に対 応 で き る

もの が 望 まれ て い る。 自然 言 語 イ ンタ ー フ ェイ スやGUIな ど に よ る支 援 機 能 の

拡 充 が 現 段 階 で は 考 え ら れ る が 、 自然 言 語 処 理 入 力 に よ る ア ク セ スで は 曖 昧 さが

残 るた め、 こ れ を 補 完 す る意 味 でGUIの 併 用 が考 え られ る。 ま た 、 マ ル チ メデ

ィア デ ー タベ ー ス な ど の 高 水 準 デー タ ベ ー ス を前 提 に した 場 合 で は 、 さ らに オ ブ

ジ ェ ク テ ィブ な 処 理 を 可 能 とす る処 理 が 必 要 とな るた め 、 知 識 ベ ー ス支 援 型 の マ

ン マ シ ンイ ンタ ー フ ェ イ スが 必 要 に な る と み られ る。

(b).知 識 ベ ー ス支 援 機 能 の 拡 充

一 般 に統 計 デ ー タ そ の もの や デー タ ベ ー ス シ ステ ム の利 用 にあ た っ て は
、 様 々

な 周 辺 知 識 、 背 景 知 識 が 必 要 と され る。 これ らの知 識 を補 うた め に 、 デ ー タ ベ ー

ス シス テ ム 自体 が 関 連 知 識 を 保 有 し、 適 宜 、 ユ ー ザ の レベ ル に合 わ せ て 提 供 す る

機 能 が 必 要 と され る。 これ らの 機能 は 、 い わ ば ユ ー ザ に対 す る統 計 情 報 デ ー タ ベ

ー ス シ ステ ム の教 育 シ ス テ ム機 能 と も見 て取 れ る
。 こ の種 の コ ンサ ル テ ー シ ョ ン

機 能 を 知 的CAI(ComputerAssistedInstruction)シ ス テ ム の技 術 を 参 考 に

ま とめ る と、 次 の3っ の機 能 ブ ロ ッ ク に分 け る こ と が で き る。

[コ ンサ ル テ ー シ ョ ン機 能 の 構 成 要 素]
・周 辺 知 識 、 背 景 知 識 の 知 識 ベ ー ス

・ユ ー ザ の 習 熟 度 合 モ デ ル

・ シナ リオ ベ ー ス デ ー タ ベ ー ス操 作

:周 辺背 景知識 の管理

:何 を補 うべ きか の決 定

:何 をす るべ きかの決 定

ここに見 られ る周辺背 景知識 や習熟補 間情報 、操 作 シナ リオ情報 な どを 、 自然

言語 に よる対 話方 式 の中 に含 ませ る場 合 と、 ユーザ の積極 的要求 に よ り提 示 す る

場合 とが考え られ る。前 者 の対 話方式 の場合で は、 自然 言語 処理 イ ンター フ ェイ

スの構 築が、後 者 の提示 の場 合 には、ユーザ にイニ シアチ ブ を取 らせ る目的 と情

報 の関 係性の複 雑 さか ら、ハ イパー テキ ス ト処理 の構築 な どが必要 にな る もの と

いえ る。

(c).デ ー タ モ デ ル の 見 直 し

一般 に、統 計 デ ー タで はデ ー タ系列間 の関連 が複 雑 で、 その統 計概 念 自体 をデ
ー タベー ス構 築 時 に的確 に構 造 化す る ことがで きない場 合 が多い

。 そ のた め、 デ
ー タ構造 に強 く依 存 した階層 型

、網 型 な どのデー タモ デルで は、 その後 の処 理加

一41一



工 を 踏 ま え た 場 合 に は 統 計 概 念 の構 築 が 未 だ 十 分 で は な く、 今 後 の統 計 情 報 デ ー

タ ベ ー ス シス テ ム と して は制 約 が 大 きす ぎる もの とい え る 。
一 方 、 演 繹 デ ー タ ベ ー ス や意 味 デ ー タ ベー ス は柔 軟 な ア ク セ ス が 可 能 で あ る が、

処 理 の停 止 性 や デ ー タ の 一 貫 性 な ど の さ らな る知 識 化 が 必 要 とさ れ 、 デ ー タ ベ ー

ス シ ス テ ム と して み た 場 合 に や や基 本 的 な問 題 点 が あ る。 また 、 リ レー シ ョ ナ ル

デ ー タ ベ ー ス は性 能 の安 定 した 方 式 で あ るが 、 デ ー タ の 構 造 化 に 硬 直 性 が あ り、

構 造 的 に離 れ た デ ー タ操 作 の 効 率 は 一 般 に低 い もの と な って い る 。 オ ブ ジ ェ ク ト

指 向 デ ー タ ベ ー ス に関 して は 、 これ らの 必 要 な 要 件 は 備 え て い る もの の 、 デ ー タ

ベ ー ス シ ステ ム構 築 面 で の論 理 性 が 不 十 分 な も の とな って い る。

これ らを 、 各 種 デ ー タ ベ ー ス機 能 を 合 わ持 つ こ とで 解 決 さ せ る ハ イ ブ リ ッ ド的

な ア プ ロー チ も検 討 され て お り、 リ レ ー シ ョナ ル デ ー タ ベ ー スに オ ブ ジェ ク ト指

向 的拡 張 を した デ ー タ モ デ ル や 、 演 繹 リ レー シ ョナ ル デ ー タ ベ ー スな どの融 合 型

な どの 検 討 が 進 め られ て い る 。

これ まで 見 て き た こ とか ら、 次 世 代 デ ー タ ベ ー ス シ ステ ム 構 築 の 要 素 技 術 と な

る もの に次 の も の が あ る とい え る。

[次 世代 デー タベー スの要 素技 術]

・自 然 言 語 イ ン タ ー フ ェ イ ス

・GUI(GraphicalU'serlnterface/Hyper-Text)

・知 識 ベ ー ス シ ス テ ム

・オ ブ ジ ェ ク ト指 向 技 術

・分 散 ネ ッ ト ワー キ ン グ 技 術

これ らの要素 技術 はデ ータ ベー ス分野 に限 らず、他 の分 野 の シ ステムに も導入

可能 な技 術で 、次世 代 の情報 システ ム間 の親和性 を高 め る技 術 とみ る ことが で き

る。 この よ うに次世 代統 計情 報 デー タベー ス システムで は、他 の次世代 シス テム

との相 互領域 を ア クセ ス しうる もの とな る可能 性が高 い。 そのた め 、固有 の デー

タ構造 、 デー タモデ ル に依存 した構 築 に は制 限が あ り、 自ず と高 次 の 「知 識 」 に

よ る統 合 が必要 と され るべ き もの といえ る。 これ まで見て きた よ うに、現 在 では

ネ ッ トワー ク化、 オー プ ン化 、分 散化 、知識化 等 の要 素技 術 の研 究 が進 みつ つあ

り、そ の結果 として 、次 世代 にお け る統計情報 デー タベー スは他 の汎 用 デー タベ
ー スや情報 システ ム と も統合 され、相 互 にデー タ共有 可能 な総体 的な知識 ベ ー ス

システム と して構 築 されて い くもの といえ る。
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第2章 統計情報に係わる参照知識の検討

2.1統 計 世 界 の知識 表現 機能

一 般 に 統 計 デ ー タ ベ ー スは
、 そ の管 理 さ れ るデ ー タ 自身 が 統 計 調 査 に も とつ く

統 計 デ ー タ か ら構 成 され る もの を 指 す が 、 そ の統 計 デ ー タ 自 体 は既 に現 実 世 界 を

捨 象 した 、 い わ ゆ るサ マ リー デ ー タ(Surnmarydata)と な っ て い る。 この 統 計 デ
ー タ ベ ー ス に お い て 構 成 され る 「世 界 」 と は

、現 実 の 実 在 的 対 象 を有 す る もの で

は な く、 い わ ば モ デ ル 化 され た 実 在 と して 、統 計 デ ー タ ベ ー ス上 に 固 有 の 世 界 が

構 築 され て い る も の と考 え られ て い る。

統 計 デ ー タ ベ ー ス につ い て の研 究 は 、1970年 代 前 半 ま で は単 に 汎 用 デ ー タ

ベ ー ス の 一種 とみ な され デ ー タ保 護 に 係 わ る もの が主 で あ っ た が
、 リ レー シ ョナ

ル デ ー タ ベ ー スの モ デ ル 化 が 進 め られ た70年 代 後 半 に な って 、 論 理 構 成 と して

列(column)方 向 に デ ー タ を レ コ ー ド化 し、 連 関 を っ け た 統 計 表 の イ メー ジ と し

て 研 究 が 進 め られ る よ う に な っ た 。 そ の 後 、1980年 代 前 半 に はデ ー タ を 記 述

す る た め の概 念 構 成 を論 じた デ ー タ モ デ ル の 検討 が 進 め られ た 結 果 、 メ タ 的世 界

と の 係 わ り方 が 問 題 と な り、80年 代 後 半 か らは 統 計DBの 論 理 構 造 の記 述 に お

い て 、DBが 対 象 と して い る現 実 世 界 の記 述 と、DBに 収 録 され て い る デ ー タ の

記 述 と を 分 け た ス キ ー マ ア プ ロー チ に も とつ く議 論 が な さ れ る よ うに な っ た 。 こ

の デ ー タ と い う数 値 ・記 号 の 集 りに 、 意 味 や 構 造 を 付 与 す る 「ス キ ー マ」 概 念 に

も と つ い て 、 現 在 で は統 計 デ ー タ ベ ー ス とそ れを 巡 る統 計 世 界 と の関 係 性 が 論 じ

られ る よ う に な って きた 。

こ の デ ー タ ベ ー ス スキ ー マ(databaseschema)を 用 い た デ 一 夕 ベ ーkア ー キ

テ ク チ ャ で は 、実 際 の計 算 機 上 で の デ ー タ の 物理 的 な 実 現 方 法 を 与 え る内 部 ス キ

ー マ(internalschema)と
、 さ ら に そ の デ ー タ ベ ー ス に対 す る ユ ー ザ の利 用 指

向 を 取 り入 れ た 外 部 ス キ ー マ(externalschema)と が 位 置 付 け られ て い る。 ユ

ー ザ は こ の外 部 ス キ ー マ を介 して デー タ ベ ー ス自 体 に ア ク セ スす る こ とに な る た

め 、 デ ー タ独 立 性 を 維 持 す る こ と が で き る と考 え られ て い る。 現 在 で は 、3層 ス
キ ー マ ア プ ロー チ と して 、 さ ら に デ ー タ ベ ー スを 包 含 す る概 念 世 界 全 体 を 対 象 に 、

忠 実 に そ の 世 界 を 表 現 し よ う とす る概 念 ス キ ー マ(conceptualschema)に つ い

て 議 論 が な さ れ る よ う に な り 、 こ れ らの ス キ ーマ 関 係 に つ い て 研 究 が 進 め られ て

い る。

統 計 デ ー タ ベ ー ス に お け る概 念 スキ ー マ と は、 現 実 世 界 に お け る統 計 的 実 在 を

対 象 世 界 と して概 念 上 考 え る もの で、 そ の デ ー タ モ デ ル の 構 築 の た め に は 統 計 的

世 界 を含 む世 界 知 識 との 係 わ り方 にっ い て の 論議 が な され な け れ ば な らな い。 こ

れ を 実 際 のPPISに お い て 提 供 され る 国 内 マ ク ロ経 済 統 計 デ ー タベ ー ス や 生 産

動 態 統 計 デ ー タ ベ ー ス に つ い て み た場 合 、 そ れ ら の概 念 ス キ ー マ は 「経 済 活 動 」

そ の もの を含 む 動 的 な 経 済 世 界 へ の理 解 や そ の統 計 調 査 手 法 に係 わ る知 識 な ど に

相 当 す る もの と な る 。PPISに お い て も こ の よ う な デ ー タ ベ ー ス を 包 含 す る世

界 を対 象 と した 概 念 ス キ ー マ を構 築 しよ う とす る こ と は 、 現 実 世 界 の 経 済 循 環 や

経 済 予 測 な ど を も可 能 と す る超 越 的理 解 を前 提 とす る もの で 、 これ らを 直 接 的 に

構 成 す る こ と は ほ ぼ 不 可 能 な もの とな って い る。

しか しな が ら、 部 分 的 に独 立 な 概 念 世 界 な い しは外 部 ス キ ー マ との 接 合 に つ い

て 検 討 す る こ とに は 意 味 が あ り、 本 調 査 研 究 で はPPISデ ー タ ベ ー ス に 関 連 し

た 外 部 知 識 と の連 係 に っ い て 検 討 す る こ と と した 。 特 に、 統 計 デ ー タ ベ ー ス は 計
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測時 点が明 瞭化 され て い るもので ある こ とか ら、時事 的記 述 によ り構 成 され るフ

ァク トデ ー タ とPPISデ ー タ との時 系列 的 関係 にっ いて と りあげ る こと と した。

また 、 この種 の他 の部分 的知 識 と して は、統計 系列 固有 の参照 情 報や 統計 解析 手

法 に係わ る知 識 な どが あ り、 これ らはい わゆ る計 算機 システ ムにお け るガ イダ ン

ス機 能、 ヘル プ機 能 と して提 供 され る類 の もので あ る。

2.2統 計 デ ー タ ベ ー ス外 部 知 識 の 知 識 表 現

統 計デ ー タはい わ ば現実世 界 を有限 の指 標 に よ って捉 えた情 報 の集 合 で あ り、

前節 に示 した よ うに一 般 に対 象世 界 の1断 面 を表す もの とな る。 これ らの統計 デ
ー タ をデ ー タベー ス と して知 識表 現化 した情 報体 と して構 築 す るため には 、デ ー

タベー スマ ネー ジメ ン トシステム によ る管 理規 則 の導入 が不 可欠 とな る。 この規

則 は デー タの構造 や関 係性 に応 じて決 定 され る もので あ り、 それ らデ ー タ と管 理

規則 全体 につ いて デ ー タベー ス スキー マ と して構成 され る。

このよ うに統 計 デ ー タベー スで はデー タが対 象世 界 その もの を表す もので は な

い こ とか ら、統 計 デ ー タの構 造 や関係 に基 づ くデー タベー ス スキー マ も現 実 の構

造 を取捨 した もの とな ってい る。 その よ うな性質 を持 つ統 計 デー タか ら現 実 の対

象分 野 の世界 を推 測す るため には 、よ り実 態 構造 に即 した デー タベー スス キー マ

を選 択す る と共 に、現 実 の対象世 界 とデー タベー ススキー マ との乖離 を可 能 な 限

り小 さくす る ことが必 要 とされ る。 そ のた めの一 手法 と して、知 識 ベー ス支援 に

よ る統計 デー タと対 象 世 界の関係 を補 間 す る ものが考 え られ る。 この知識 ベー ス

に よ る関 係性補 間 は 、対 象世界 か らみて有 限 の部分 的 な補 間 にす ぎない が 、運 用

上 はよ り現実 的 な手 法 で ある とい え る。

このよ うなデー タベ ー ス外部 におい て支援 す る知識 を、次 の よ うに知識 表現 対

象 を もとに分 類す る こ とがで きる。

[外 部知 識 の分 類]

知識分類 表現対象

フ ァ ク ト

ル ー ル

ネ ッ トワ ー ク

制 約

メ タ

単 一 の事象 を表 す(事 実 、属性 な ど)。

1対1の 事 象 間関係 を表 す(関 係式 な ど)。

多対 多の事 象 間関係 を表 す(波 及 、効 果 な ど)。

事 象 の適用 範 囲 を表 す 。

外部知 識適 用 の ため の知 識。

(1).フ ァ ク ト

事 象そ の ものを指 し示 す フ ァク トは、統計 デー タベ ー スにお いて単 独 に規定 さ

れ る もの で、統計 値 その ものや単 位 な どの属 性 、 さらには全 く対象世 界 と独立 な

事象 の表現 な どが あ る。 この フ ァク トの構成 にお いて は、単一 の知識 を用 いる場

合 と、あ る固有 の構 造 を 持 った知 識 を用 い る場 合 とが あ る。前 者 には単 位 のよ う

な統 計系列 固有 の属 性 に係わ る知 識 、 デー タの導 出過程 の よ うなデー タ由来 に係

わ る知識 、デ ー タベ ー ス構成 な どの スキー マに係 わ る知識 な どが あ る。一 方 、後

者 に は時 事情報 の よ うに時系列 的 に生 起 した フ ァク トや、国別 、地 域別 情 報 の よ
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うな複数 の関連 属 性 が対 応表 的 な構造 を もっ参照 テー ブル型 の知 識な どが あ る。

この種 の構 造 を持 つ フ ァク トの利 用 において は、 デー タと対 応す るフ ァク ト構 造

を動 的 に参照 す る こ とが必要 とな る。

以 下 に これ らの フ ァク ト型知 識 の例 を示す 。

ク
ト

ー

一
－
L

アプ ト

単 一 知 識 に よ る もの

E
デ ー タ の 属 性

デ ー タ の 由 来

知識例

単 位 、有 効 数 字 等 。

調 査 範 囲 、集 計 法 、 メ ンテ ナ ン ス 履 歴 等 。

スキ ー マ に関す る もの … 統 計 系列 間の リンク情報 等。

構造 知識 に よ る もの

L
時系 列 デー タ

参照 テ ー ブル

時事情報(社 会事件 、経 済事 件 等)。

地 域情報(通 貨、 関税 、為替 レー ト)等

(2).ノ レ ー ノレ

ル ール は2っ また は ご く限 られ た数 の事 象 に対 して 、そ れ らの関係 性 を知 識 表

現 した もので ある。 関 係性 の表現 には、関 数 によ る表現 や プ ロダ ク シ ョンルー ル

によ る表 現 な どが あ る。 プ ロダ ク ションルー ルで はその種 のル ール の集 合 を ま と

めて知識 表現 す る こ と も行 われ て お り、ルー ル集 合 を扱 うプ ロダ ク シ ョン シス テ

ムの研究 が別途 な され て い る。

ま た、 これ とは別 の分 類法 と して、定義 も しくは 自明な ルー ル と、暫 定 的、経

験 的 なルー ル とに大 別す る こと もで きる。前 者の例 と して は値 の換算 公 式 な どが

あ り、後者 の例 には 在庫 循環 に お ける生産数 量 と在庫 数量 間 の関係 に対 す るプ ロ

ダク ションルール 的 試行 な どが あ る。 経験 的なル ール利用 におい て は、特 にそ の

結果 の信頼 性 にっ い て評 価が 問題 とな るが 、 この よ うな知 識 と利用 に係 わ る信 頼

性評 価 は人工 知能 の研 究 で も議 論 の活 発 な分野 で あ る。

以 下 にルー ル型 知 識 の例 を示 す。

ル ー ル 関数表現 プ ロ ダ ク シ ョ ン ・ル ー ル 表 現

定義ないし自明

経験的規則

通貨換算等

相関関係等

自然法則 、因果 関係等

計 量 モデ ル等。

(3).ネ ッ ト ワ ー ク

ネ ッ トワー ク型 の知 識 表現 は複数 の事象 間 の関係 を示す もの にあた る。 ネ ッ ト

ワー クの基本 単位 は2っ の事象 と これを結 ぶ関係 にあ り、 これ はルー ル型 にお け

るプ ロダ ク シ ョンル ー ル に相 当す る。 ネ ッ トワー クは この連 鎖 と して捉 え られ る

もので 、比 較 的柔 軟 に知 識を表現 す ることがで きる。 実際 の ネ ッ トワー ク型 の知

識で は、事 象 間で関 係 が 閉 じるこ とは少 な く、大 きな関係構 造 の部分 を表 現す る

もの とな る。
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ネ ッ トワー クを構 成 す る事 象関 係 の信頼 性 はそ の関係 ご とにま ちま ちで あ り、

ネ ッ トワー ク型の知 識 を利用 した ときの一 般 的な信頼性評 価 の手 法 はみ られな い。

この よ うなネ ッ トワー ク型知 識 の例 と して は、統計 の対象世 界 に おけ る部 分 モ デ

ル の位置付 けなど に対 応 して い る。

(4).制 約

事 象 間 の関係 そ の もの を表 す知 識 に対 して 、事 象間 にそ の関係 が成立 す るた め

の条 件の知識化 が考 え られ る。制 約 とは、 このよ うに知識 を適用 す る条 件 や範 囲

にっ いて の知識 で あ る。統計 デー タベ ー スにおけ る例 と して、 デ ータの有 効桁 数

等 の 属性 に よる処理 制 限 、母 集 団 の大 きさによ る意味 の有効 性 の評価 、 ま たは 由

来 の 異 な るデー タの整 合 、各種 統計 処理 手法 の適 用範 囲 と妥 当性 の評 価 な どが あ

げ られ る。

こ こで述 べ た知 識 には誤差 伝播 のよ うに数 学的 に精度 の追跡 が 可能 な もの と、

単位 系の相違す る統 計系 列間 の演 算 の よ うに属性知 識 によ り形式 的 に可 否 の判 定

ので きる もの、由来 の異 な る同概 念 の統計 デ ータ間の演算 の よ うに解析 の 目的 に

よ り妥 当性 が決 ま る もの 、な どに分 け られ る。

次 に制約型 の知識 の例 を示 す 。

制約

E
数 学 的 な 追 跡 に よ る もの … …

型 式 的 な 判 定 に よ る もの … …

解 析 の 目的 に よ る も の … … …

知識例

誤 差伝播 、不良 デー タの処 理法 等 。

系 列属性 や スキ ー マ との整合 法等 。

デー タの由来 と利 用範 囲等。

(5).メ タ

メタ知識 とは、 これ まで に提 示 した(1)～(4)の 知 識表 現 な どを適 用 す る

際 に 、その性質 や使途 を高次 か ら表 した知識 にあた る。例 えば(4)の 制 約 表現

との大 きな違 いは、 デー タの利用 に関 しての知識 であ るの に対 し、 メタ知 識 は制

約知 識表現 の利用 に関す る知 識 とい う点 にあ る。統計 デー タベ ー ス システ ムで は

経 験則 な どに もとつ く知 識利 用時 の信 頼性評 価 や、そ の知 識 表現 に競 合 や矛盾 、

欠 落 があ る ときの解 決 にっい て、 メタ的知識 が必 要 とな る。 また メタ知識 自身 は

これ まで述 べた フ ァ ク トやル ール な どの知識表現 によ って記 述 され るが 、 デー タ

ベ ー ス システ ム内部 の制 御処理 手続 き と して 陰 に コー ド化 され、埋 め込 まれ る こ

と も多 い。

以 下 に メタ知識 の例 を示す 。

メタ

E
フ ァ ク ト型

ル ー ル 型

コー ド埋 め 込 み 型

知識 例

各知 識 ベー スの属性 、性質 等。

競 合、 矛盾 、欠 落時 の解決 ルー ル等 。

知 識ベ ー スの適 用制 御等 。

統計 デー タベー スか ら有意 な情 報 を取 り出す ため には、 これ まで示 した よ うな

外 部周辺 知識 の参 照 が不 可欠 であ るといえ る。
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2.3フ ァ ク トデ ー タ 、 時 事 デ ー タ参 照 機 能

PPISに お け る 統 計 デ ー タ 利 用 や 本 調 査 研 究 に よ る統 計 情 報 か らの 解 析 文 生

成 に 係 わ る外 部 周 辺 知 識 と して 、 フ ァ ク トデ ー タ 、 時 事 デ ー タ の 参照 機 能 に つ い

て 検 討 す る。 これ は 対 象 デ ー タ ベ ー ス の外 部 に フ ァ ク ト情 報 を 置 き、 参 照 させ よ

う と す る もの で 、 こ こで は 統 計 デ ー タ や生 成 文 の対 象 期 間 、 統 計 系列 名 や イ ンデ

ック ス に照 合 させ て 該 当 す る フ ァ ク ト情 報 を との 関連 づ け を行 う もの とす る。

統 計 デ ー タ ベ ー ス を支 援 す る フ ァ ク トデ ー タ と して 外 部 支 援 が 可能 な も の に は、

(1).時 事 的 記 述 に も とつ くフ ァ ク トデ ー タ 、(2).統 計 系 列 固 有 の属 性 フ ァ ク トデ
ー タ 、(3).構 成 デ ー タ ベ ー ス そ の もの の概 念 世 界 か ら の記 述 に よ る フ ァ ク トデ ー

タ 、 さ ら に は(4).統 計 調 査 原 情 報 に も と つ く背 景 フ ァ ク トデ ー タ な ど が あ る。 こ

こで 列 記 した(2).～(4).は 、統 計 時 系 列 デ ー タ に対 して い わ ば静 的 な 情 報 と し

て あ るた め 、 随 時 的 ヘ ル プ機 能 と して 実 現 が 可 能 で あ るが 、(1).の 時 事 的 記 述 に

も と つ く フ ァ ク トデ ー タ は 時 点 に応 じた 動 的 参 照 が主 体 に な る もの で あ る 。 そ の

た め 参 照 機 能 と して は、 時 点 照 合 の概 念 が必 要 と され 、 対 象 デ ー タの 時 間 間 隔 と

参 照 時 事 フ ァ イル の 時 間 間 隔 、照 合 対 象 とす る時 点 間 の整 合 性 な どが 問 題 と な っ

て く る。

本 調 査 研 究 で は 、 「統 計 情 報 解 析 文 生 成 シ ス テ ム 」 へ の付 加 機 能 とす る こ と を

前 提 に、 生 成 統 計 解 析 文 の記 述 内 容 へ の 参 照 デー タ と して 位 置 付 け られ る 時 事 フ

ァ ク ト情 報 を 構 成 す る もの と した 。 これ は統 計 時 系 列 デー タ と して得 られ て い る

デ ー タが 、経 済 ・社 会 的 、政 治 的 な影 響 の下 にあ る と い う こ とを 反 映 す る もの で

あ る 。

以 下 に時 事 フ ァ ク ト情 報 と して と りあ げ た フ ァ イ ル は、 日経 経 済 新 聞4誌(日

本 経 済 新 聞 、 日経 産 業 新 聞 、 日経 金 融 新 聞 、 日経 流 通 新 聞)に よ る見 出 し タ イ ト

ル 部 分 の フ ァイ ル で 、 商 用 オ ン ラ イ ンデ ー タ ベ ー ス か らの 検 索 結 果 に も と つ い て

作 成 した(資 料 編 参 照)。 な お 、 オ ン ラ イ ンデ ー タ ベ ー ス で 得 ら れ る デ ー タ形 式

に つ い て は個 々 に 仕 様 が 定 ま っ て い る た め 、 そ れ を そ の ま まASCIIフ ァ イ ル

と して ダ ウ ン ロー ド し、 変 換 処 理 す る もの と した 。

こ れ ら を用 い た フ ァ ク ト参 照 機 能 自身 は本 報 告 書5.7に と り ま とめ た 。

(例)オ ン ライ ンデ ー タ ベー ス情 報 検 索 結 果

日付 紙誌 表 ・写 ・絵

鉱 工 業 指 数 前 期 比 、生 産 、

931125-0040日 本 経 済 新 聞 朝 刊

景 気 動 向 指 数一 ー 一 致 指 数 の 上 昇 一 時 的 と の見 方
931122-0206日 本 経 済 新 聞 朝 刊

鉱 工 業 生 産 指 数(9月)一 一 中 間決 算 前 の 頑 張 り
931120-1106日 経 産 業 新 聞

9月 の 鉱 工 業生 産 指 数 、0.6ポ イ ン ト上 方 修 正 。

931117-0044日 本 経 済 新 聞 朝 刊
11月16日 一 一 政 府 税 制 調 査 会 総 会 、

931116-0035日 本 経 済 新 聞 朝 刊

紙面 文字数

7-9月 横 ば い一 一 年 内 回復 は 困 難 に。

有

有

5441

37384

9387

5508
9月 の鉱工 業生 産 な ど

有3412月 例経 済報告
、 消 えた 「回復 」景気 底割 れ水域一一 「弱 気 」が低迷 増 幅 。
931110-0052日 本 経済新 聞 朝 刊51309
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第3章 自然言 語処理 によ る生成 文構成 の検 討

自然 言語処理 の代表 的 な分 野 と して 自動機械 翻訳 は歴史 が古 く、情報処 理 技術

の黎 明期 にまで遡 る もので あ るが、未だ にその実用 的 な レベルで の成 果 は十 分 に

得 られ て いる とは いえな い状 況 にあ る。 また 、いわ ゆ るワー ドプ ロ ッセサ や文章

校正支 援 システ ムな どの部分 的 な自然言 語処理技術 において は成功 が み られ てい

るが、完全処 理 が望 まれ る機械 翻訳 や音 声認識 な どにおいて は、現在 で もまだ研

究段階 にあ る。 これ らの分野 は研究 開発 の面で も絶 えず活 発 な動 向の み られ る分

野で あ るが、 その対象 と して い る言 語世 界の深遠 さか ら、なか なか決 定的 な成果

が得 られ てい ない。 自然言語 処理 の中 では文字 認識 や音声認 識 を含 む 自然言 語理

解 の レベルか ら、近年 で は 自然言語 生成 にまで その研 究 テー マが拡大 しつ っ ある。

本 章 で は これ ら自然言 語処 理 に もとつ くv「統 計情 報 解析文 生成 機構 」を検 討す

るため の 、その手 法概要 にっ いて と りま とめた。

3.1自 然 言 語 生 成

一 般 に 、 自然 言 語 生 成 に係 わ る機 構 を 論 じる場 合 、 自然 言 語 理 解 の 機 構 と比 べ

て 入 力 とな る情 報 が 自明 で は な い と い う問題 が あ る。 機 械 翻 訳 の 場 合 に は 、 入 力

情 報 と な る原 文 を 他 国 語 表 現 の翻 訳 文 へ 変 換 出 力 す る もの に あ た り、 シス テ ム へ

の入 力 や 出力 の 情 報 が 明 瞭 で あ る。 自然 言 語 生 成 で は入 力 側 と な る情 報 発 信 点 と

して 、 近 年 で は 「話 し手 の意 図 」 や 「伝 達 ゴ ー ル 」 を用 い るべ き と考 え られ て い

るが 、 そ の話 し手 の 意 図 を与 え る知 識 表 現 に っ い て は 未 だ に 十 分 な 結 論 が 得 られ

て い な い 状 況 に あ る。 こ の よ うに発 信 点 が 不 明 瞭 で あ り、 ま た 「どの よ う に 表 現

す るか 」 の記 述 形 式 が 不 透 明 で あ る た め 、 自然 言 語 生 成 の 研 究 は非 常 に 困 難 な も

の とな って い る 。 特 に 、生 成 され た テ キ ス ト表 現 に お け る 「正 しい表 現 」
、 「良

い表 現 」 の意 味 が 明 瞭 で はな く、生 成 され た テ キ ス トと して 無 限 の表 現 の 可 能 性

が あ る こ とか ら、 ヒ ュー リス テ ィ ック な発 見 的 手 法 や 最 適 化 手 法 の適 用 が 困 難 な

もの と な って い る 。 一 方 また 、 従 来 よ り実 用 化 され て い る 自然 言 語 生 成 の 応 用 事

例 で は 、 あ らか じ め用 意 して お い た 文 を選 択 的 に 出 力 した り、 一 部 空 白 の テ キ ス

トに適 宜 、 単 語 を 埋 め込 む な ど の便 宜 的 手 法 が み られ る。 そ れ らの場 合 に は 生 成

文 法 や 辞 書 単 語 の 活 用 形 、 言 語 処 理 機 構 を持 た な い もの が 多 く、 自然 言 語 処 理 の

枠 組 に は入 ら な い もの と な って い る。

一 般 に 、 自然 言 語 生 成 にお け る処 理 で は 「what-to-say(何 を 言 うか)」 と、

「how-to-say(ど の よ うに言 うか)」 と に 、大 き く分 け られ る。 前 者 の 「what-

to-say」 の 決 定 で は 、発 話 者 と聞 き手 の 関 係 の モ デ ル化 に も とつ い て 出 力 内 容

が 決 め られ る 。 一 方 、 「how-to-say」 で は 、構 文 規 則 や 言 語 的 知 識 を 参 照 しな

が ら統 語 構 造 、 単 語 選 択 、文 脈 構 成 な ど に係 わ る決 定 が な され 、 出 力 され る 。1

980年 代 に提 案 され た 代 表 的 な生 成 シス テ ム で は 、 この 「what-to-say/how-

to-say」 モ デ ル に も とつ く もの が 多 く、 伝 達 項 目 を確 定 した 後 に、 表 現 を 決 定

す る方 法 が と られ て き た 。 しか しな が ら現在 で は 、 こ の決 定 順 序 さえ を あ らか じ

め 決 め て お く こ と が 困 難 で あ る とみ られ て お り、 た と え ば 「how-to-say」 の 単

語 の選 択 に依 存 して 、逆 に 「what-to-say」 が 制 約 を受 け る もの もあ る と考 え
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られ て い る。

本 調 査 研 究 に お け る 「統 計 情 報 解 析 文 生 成 機 構 」 は 、 そ の 第1の 目 的 と して 、

統 計 デ ー タに も と つ く数 量 的 ・解 析 的 事 実 を 特 徴 と して 自 然 言 語 表 現 で 記 述 す る

こ と に あ り、 こ の 「what-to-say」 に相 当 す る内 容 に お い て は、 こ の 種 の 問題

は少 な い もの と考 え られ る。 しか しな が ら、 統 計 情 報 か らな ん らか の 意 味 的 内容

を抽 出 し、 コ ン ピ ュ ー タ側 か らの 意 図 的 発 話 を 構 成 しよ う とす る場 合 に 、 上 記 の

同様 の 問題 を 生 じ る もの とな って い る。 これ らの こ とか ら 「what-to-say」 の

問題 は 、統 計 情 報 の 解 析 的特 徴 抽 出 処 理 と して 、 ま た 、 「how-to-say」 に 関 し

て は本 調 査 研 究 で と りあ げ た よ うな 日本 語 表 現 に よ る 自然 言 語 生 成 処 理 が 必 要 と

な る。

3.2自 然 言 語処 理 によ る生成文 構成

自然 言語処 理 にお け る自然 言語理 解 と生成 は、一般 に処理 の方 向 と して正 反対

の もの にあた る と考 え られて きた。 しか しなが ら近年 、認知 科学 的立 場 か ら言語

の理解 過程 で起 こ る様 々 な情 報参照 につ いて は 、その方向 が特定 で きない点 が指

摘 され て きて い る。 こう した 自然言 語 の理解 や生成 に は、文 法の よ うな言 語 体系

と して のみの閉 じた規則 だけで は論 理構 成す る ことがで きず、 「常識 」 の よ うな

多様 な知識 の導 入 が不 可欠 で あ るこ とが明 らか に されて きた。 また、 自然 言 語理

解 や生 成 にお け る これ らの外 部知識 の参 照 にお いて も、一 つの処理方 向が定 ま ら

ない もの もあ る。 このよ うな 自然言 語処 理 を行 うシステムで は、情報 の流 れ をで

きるだ け固定 化 しな い仕 組 みが必要 とされ 、線 形 アル ゴ リズムを避 け た、 ヒュー

リステ ィ ック な手 法 や制 約論 理 的な手法 、 ニ ュー ラル ネ ッ トワー クな どに よ るア

プ ロー チが提 案 されて きて い る。 しか しなが ら、生成 文機構 の構 築 に おいて も、

その基 本 的な言語 処 理段 階 で は 自然 言語 理解 で獲得 されて きた手法 が有用 とな る

とみ られてい る。 ここで は以 下 に、 自然 言語理 解 を中心 と した これ までの 自然言

語処理 手法 に もとつ く文 生成 機構 の概要 と、平 成3年 度 よ り進め て きた本 調 査研

究 の 「統計情 報 解析 文生 成 システ ム」機 構 との対応点 にっ いて と りま とめ る。

[命題 による生成 文 構成]

命題 とは、表現 しよ う とす る情報 を真 偽 の判 定が可能 とな る最小 の情報 の単位

で、正 しいか ど うかが既 に決 定 されて い る もの をい う。最小 単位 の文 章表 現 はこ

の命題 に もとつ い て、言 語処 理す る ことによ り生成 す るこ とがで きる もの と考 え

られ る。 命題 の構 成 は論 理学 をベー スに して い るた め、以下 に見 るよ うな意 味、

談話 の構成 、統語 構 成 、形態 素 によ る構 成 な どの各言語 処理 の基本 とな る もので

あ る。

本調 査研究 で と りあげて きた 「統 計情 報解析 文生 成 システ ム」 で は、 この よ う

な基本 命題 と して統 計系 列名 、統計 時点 、統計 値の組 を最小 単位 と して用 い る も

の と した。 国内 マ クロ経 済統 計SDBを 例 に とれば、 「国 内総資本形 成 」 、86年

第3期 、23.94兆 円 の よ うな3っ の情 報 を組 に した ものが命題 とな る。 これ は統計
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表 か ら抽 出 され る最 も基 本的 な情報 であ り、 これ らを組 にす るこ とに よ り、初 め

て真 偽 の判定 で き る単位 とな る もの であ る。

[意 味 によ る生成 文構 成]

これ は命題 等 の情報 構成 の単 位を用 い、それ らを意 図的 に並べ るこ とによ り

「意 味」 と呼 ばれ る構 造 を構築 す る ものを さす。 この よ うな議論 に、 モ ンテ ギ ュ
ー意味 論 、状 況意 味論 、 デ ィスコー ス表示意 味論、 メ ンタル スペ ー ス理論 等 が あ

る。意 味 によ る文 生成 で は、 自然言 語表現 にお ける文 の曖 昧性や 多様性 は現 わ れ

えず 、 この レベル にお いて も論理表 現 のよ うな確定 的で単一 の表現 が生 れ る こと

が多 い。 また、 自然言 語理 解 におけ る意味 の把 握 にお いて は周 辺外 部知識 や常識

に相 当す る前 提知 識 が必 要 と され ることが多 い。

本調 査研究 で と りあげ た 「統計情 報解析文生 成 シス テム」 にお いて は、統 計系

列名 を特定 した時 系列 的 な命題 の生起 順並 びや、時点 を特 定 した命題 の概 念 関係

(統 計 系列間 の上 位 一下 位概 念関係)を 「意 味構造」生成 の基本 形 と して い る。

[談 話 による生 成 文構成]

これ は通常 の発 話者 と聞 き手 の役割 関係 に もとつ いて、 「談話 」 に おけ る文 の

結合関係 を決定 す る もの で、生成文 の意 味的 な まとま りを構築 す るた めの手 法 と

な る。一 般 に、談 話 によ る情 報 の伝達 においては意 味構造 の全 てが表 現 され て い

るわ けで はな く、 常識 的 な情 報 や容易 に推論可能 な情報 は省 かれて い る ことが多

い。 そのため談 話 によ る構成 で は文章化 す ると きに、何 を取捨す べ きか の判断 、

文 生成 の順序 の決 定 な どが随 時行わ れて いる。文生成 にお け るこれ らの議 論 はプ

ラ ンニ ング問題 と呼 ばれ、現 在で は研究 の盛ん な分野 とな ってい る。 なお、 ここ

で述べ た よ うな談 話構成 の代 表的 な もの に、深層格構 造 、概念依 存関 係(CD)、

スク リプ ト等 があ る。

本調査研究 で と りあげた 「統 計情報解析文 生成 システム」で は、特 徴抽 出 系を

システム と して組 込 む ことに よ り、命題 の取 捨 に係 わ るプ ラ ンニ ン グを行 い 、命

題 の連 係 とそ の評 価情報 との置換、系列 間の依存構造 の導入 、系列 に付随 した知

識 情報 の挿入 な どを行 い、意 味表現 を拡大 す る もの と した 。 「統 計情 報解析 文生

成 システ ム」で は この構 造 を中間言 語表現 と して生成 し、統 語 レベ ル以降 の言語

処理 につ いて は この コー ド表現 を用 いる ことと した。

[統語 によ る生成 文構 成]

これ は語 、句 、節 な どの 自然言語 表現 の構成 要素 を用 い 、 これ らの組 合 せ によ

り表現 構造 を決定 す る もので あ る。 自然言語表現 の持 つ曖昧 性の ため に、一 般 に
一 つの意 味構造 に対 し、語 、句 な どの統 語構造 は一 意 的に は定 ま らな い。 そ のた

め、複数 考 え られ る統 語構造 に対 して どの表現構造 が妥 当 な もの かの評価 、 ない

しその選 択法 が問 題 とな る。 ここで述 べた統語構造 を表 わす理論 に は、文 脈 自由

形句構造 文法(CFG)、 一 般化句構造 文法(GPSG)、 拡 張遷移 文法(AT
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N)、 語彙機 能文 法(LFG)等 が あ る。 これ らの理論 は コン ピュー タによ る自

然言語 処理 と してだ けで はな く、言語 学 におけ る基礎論 と して も解 明 が進 め られ

て い る。 「統 計情 報解 析 文生成 シス テム」にお ける統 語 によ る生成 文処 理 は 、前

述 の中 間言語 表現 の生 成 段階 で行 って お り、文構造 を決定 す る際 の中 心 とな って

い る。

[形 態素 によ る生成 文構 成]

これ は意味 を担 う言葉 の最 小単位 と して形態 素を設定 し、その分類 、結 合 規則

に よ り意味 を表現 しよ うとす る もの であ る。 自然言 語生成 におい ては意 味 の表現

に応 じた単語 の選 択 とそ の活用変 化 な どを担 う もの とな る。 また一 方 で、音 声 に

よ る自然言語 処理 で は音響 面 か ら言語 表現 の体 系 を分析 し、その最 小単 位 で あ る

音 素 の設定 、結 合 の規 則 を研究 す る音 韻論 によ る議論 が み られ る。 これ は語 の区

切 りを感 じさせな い 自然 な話言 葉 の生成 な どに利用 され る と考 え られ る。

「統 計情報 解 析文生 成 システ ム」 で は、統 語 によ る構成 で決定 され た単 語 にっ

いて、 ここで取 り上 げ た形態 素 によ る生成機 構 を構築 した。 そ こで は助詞 ・副詞

等 によ る接続法 の考 慮 や 、 「～ であ る」 「～す る」 「～ となる」 の等 の述 部 表現

の機 構 、句読点 な どの判 別機 構 を整 備 し、最終 的に文 章表 現 と して の 出力 を可能

とす る もので あ る。

これ らの議 論 の いず れ もが もと もと自然言語 理解 の立 場 か ら発展 して きた ため、

処理 の非双方 向性 や、 その場 の各議 論 の接 合 に係わ る研究 は近年始 ま った ば か り

で あ る。 自然 言 語処理 に おけ るこれ らの議論 は単独機 能 と して応 用 され る もので

はな く、一つ の システム の内 で横断 的 に組 み込 まれ る もので もあ る。 そのた め こ

れ ら自然 言語生 成 の研究 は、 自然言 語理 解、機械翻訳 、音 声認識 等 の従来 の分野

に も発展 を促 す もの と考 え られ る。 また この他 に、 自然言 語生成 で は文生 成 を行

う情報 の範囲 、表 現 の深 さの決定 、生成 文 の意 味内容 の妥 当性評 価 な どの生 成機

構 固有 の課題 が あ る。

これ らの各 生成 文構 成法 に もとつ く 「統計情 報解析文生 成 システ ム」の機 構 に

つ いて は本報 告 書第5章 以下 に と りまとめた。

3.3自 然言 語処 理 に よる文脈構 成

初期 の 自然 言語 生成 に係 わ る研究 で は、 まず1文 を文法 規則 に従 い なが ら構成

す るこ とが 目的 とされ 、1980年 代後 半 にな って複 数 の文 か らな るテキ ス トの

生 成法 が中心 的課 題 とな りっっ あ る。 特 に、文 章の集 合体 が テキ ス トとな るため

の要件 として 、 そ の個 々の文章 間の 「結束性 」、 「結束構 造 」 とい う概 念 が新 に

提案 され た。 あ る命題 内 容 に もとつ いて テキ ス トを構成 す る場合 、 テキ ス ト記述

を時 間 的順序 で行 った り、原因 を提 示 した後 にその結 果を 示す な どの論理 的記述

順序 に従 った り、 聞 き手 に意 味内容 の伝達 を行 う必要性 が あ る。 これ ら伝 達 に対
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す る恣意 性 と して 「結束 性」 の高 い、意 味的っ なが りの強 い テキ ス トを如 何 に構

成 す るかが問題 とな る。

また現 在で は、 これ ら 「what-to-say」 を決 め る過程 を発 話者 の意 図 か らテ

ヰ ス トの 「談話 構 造 」 を決定 す る過程 と してみ る手法 が研究 され っ つ ある。 この

談話 構造 解析 に よ る構 成法 と して、聞 き手 に何 の話題 を提示 す るか を決定 す る

「話題 の収 集 」 と 、 どのよ うな順 序 で話題 を提 示す るかを決 定す る 「話題 の構成」

の2っ の処理 が必 要 とな る。 これ ら2っ の処理 を合 せて 「談 話 のプ ラニ ング」 と

呼 ばれ るが、事 前 に談 話構造 のモデ ルを用意 して お き、そ のモ デル に もとつ いて

プ ランニ ングがな され る ものが 多い。 この談話 構造 のモデ ル と して、 スク リプ ト

的談話 構造 モ デル と抽象 的談 話構造 モデルの2っ が あ る。

(1).ス ク リプ ト的談 話構 造 モデ ル

この談 話構造 モデル は、生 成 テキ ス トの談話構 造 をあ る程度 具体 的な

シナ リオ と して あ らか じめ定 義 して お くものにあた る。実 際 の人 の発話

す る(書 く)文 章 は、 テキ ス トの目的 や分 野 に応 じてあ る程度 、 固化 さ

れ た談話 構 造 が用い られて い る。 この実 際的 テキ ス トの談 話構造 か ら一

般化 され る部分 を抽 出 した ものが スク リプ ト的談 話構造 モデ ルで あ り、

実験 システ ムな どで は その スク リプ トを神話 や物語 構造 か ら談話 解 析 し

抽 出 した もの もあ る。 しか しなが らこの種 の モデ リング手法 では 、適応

分野 に よ り各 々別 の テキ ス トを準備 してお く必要 が あるた め 、談 話 構造

モ デル の記述 の システ ム側 の負担 が大 き くな るな どの欠 点 が あ る。

(2).抽 象 的談 話 構造 モデル
一 般 に テキ ス トを構成す る章

、節 、段落 な どの ブ ロ ックは 、 「原 因 と

結論 」 、 「概念 と説 明 」な どの意味 的 な関係 でっ なが って い る と考 え ら

れ る。抽 象談話 構造 モデルで は、 これ らの意 味的関係 を 表現 す る プ リ ミ

テ ィブ集 合 を準 備 し、各 ブ ロ ック間を これ らのプ リ ミテ ィブで関 係 付 け

るこ とに よ り談 話構 造 を決定 す る。抽象 的談話構 造 モデ ル を用 いた プラ

ニ ングは 、 この プ リ ミテ ィブを用 いて テキ ス トの談話 構造 を構成 す る も

ので あ るが、 どの よ うな関係 を プ リミテ ィブ とす るか は明瞭 で はな い。

一方
、 「how-to-say」 にお いて文章 間の 「結束構 造」 を高 め るた め に、代 名

詞 や指示 詞 な どに よ る 「参照 表 現」 や接 続詞 によ る 「接続 表現 」 が通常用 い られ

て いる。 前者 の 「参照 表現 」'には大 きく分 けて 、 「談 話内照 応 」 と 「談話 外 照応」

があ る。 談話 内照 応 とは、 テキ ス トの内 に既 に存在す る対象 を示 す もので 、談話

外照応 とは、 テ キ ス ト外 の外 部知識 を指 す もの にあた る。 また、談話 内照 応 には

既 に出て きた対 象 を指 す 「前 方照応 」 と、 これか ら登場 す るで あ ろ う予定 の対象

を指す 「後方 照応 」 があ る。 これ ら参照表現 を実現す るに は代名 詞 、指示 代 名詞、

語 の繰 り返 し、上 位語 、省略 な どの表現 を用 い られ る。談 話 外照 応 を扱 った もの

には、 ス ク リプ ト的談 話構造 モ デル と聞 き手 のモデ ルを用 い るこ とに よ り物 理的

対 象 を指示す る研 究 な どがみ られ る。 また、接続詞 を用 い た 「接 続表 現」 と して、

テキス ト中 で は節 と節 、文 と文 、 あ るい は段落 と段 落 な どの ブロ ック間 の意 味的
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関 係を 明瞭 にす るため の表現 が多 く用 い られて い る。一般 に接続 詞 を多用 す ると

テキス トが冗長 にな る もので あ るが 、意味 的連 係は維持 され るこ とが多 い。

一般 に これ ら 「結束構 造 」 や 「談 話構造 」 に従 って 自然 言語生 成機 能 の基 礎的

研究 が進 め られ て い るが 、本 調 査 に おけ るよ うな、実 際的 な 「統計 情報解 析 文生

成機構 」 を検討 す る場 合 、記述 対象 とな る統計 情報 の意味 的構成 を考 えて お かな

ければ な らない。 これ は、 「what-to-say」 を決 定す る過程 にあた り、 ど うい

う レベ ルの内容 を生成 機構 と して持 たせ るか とい う議 論 と同等 とな る。例 え ば、

国内マ ク ロ経 済統 計 デー タベ ー スに よ る平成4年 第3期 の国民経済 計算 デ ー タに

よ り、何 を ど こまで特 徴 と して表現 す るか とい う問題 に相 当す る ものであ る。高

度 な経済 展望 を示 す 文章 生成 を行 うに は当然 の ことなが ら、 マ クロ経 済 に係 わ る

知 識や経 済社会 の一 般常 識、 時事 的背 景知識 、経済統 計分 析 の知 識 、 デー タベー

ス知識 な どの さま ざまな知識 の援 用 が必要 とされ る。一方 、 これ ら意 味的 背 景を

排 除 した場合 に は、単純 な数 値 の列 記 された表 デー タの記 述 のみ に終 わる。

本調 査研究 で は、 これ らの中 間的 な レベル に あた る統計 デー タベー ス知 識 を維

持 し、数量解析 に おいて経済 統計 分 析 と して の価値を生 む特徴 抽 出系 を準 備 す る

ことで、入力 とな るデー タ自身 の意 味 的情報 を生成す るもの と した。 これ らの こ

とか ら、文脈 構成 法 と して は個 々 の統計 系列 間 の概念 関係 に もとつ く 「結 束 構造」

を基本 に、入 力 された デー タ系 列順 に接 続関係 をお さえて い くこ とと した。 ・

平成3年 度 調査 よ り作成 して きた 「統 計情報 解析文 生成 システ ム」 で は、 これ

ら統計 系 列の上位 一下 位 概念 にっ い ては生成 テキス トの段 落改行 と して、 ま た内

訳 表現 につい て は 「～ の内訳 と して」 な どの単 語 によ り接 続関係 を構 築す る もの

と した。

また 、本年度 調 査 にお ける 「統 計情 報解析 文生成 システ ム」の機能 拡張 と して、

アイテ ム順 や特 定 統計 系列指 定 、構成 比順 や寄与率順 な どによ る記述 文 の出 力順

序制御 を拡張 し、生成 文表現 を多 様 化す るこ とと した。 これ らについ ては本 報告

書5.5に とりあ げた。
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第4章 解析文生成機構の総括的検討

本章 で は、 これ まで検 討 して きた デー タベー ス技 術 の動 向 や 自然言 語処 理機 構、

知識情 報処理 の展 望 を踏 まえ 、統計 デー タを対象 と した解 析文生 成機 構 の総 括的

検討 を行 う。対 象 とな る統 計 デー タベー スは政策情 報 システ ム(PPIS)と し

て提供 されて い る もので 、 それか ら出力 され る統計 デー タ フ ァイルを もとに、次

世代 デー タベー ス支援 システ ムと しての統計解 析文 の生成 機 構を構築 す る もの と

す る。

なお、本調 査研 究 で は 、特 に生産動 態統計(PRDB)、 国内 マ ク ロ経済 統計

(SDB)に つい て検討 対象 とした。

4.1PPISの 概 要 とデ ー タ構 成

こ こで は、PPIS(政 策 情 報 シ ステ ム:PolicyPlanningInformationSyst

em)と して 支 援 され て い る統 計 デー タベ ー ス を 概 観 し、 そ の統 計 デ ー タ ベ ー スか

らの フ ァイ ル 変 換 機 能 に っ い て と り ま と め、 統 計 情 報 解析 文 生 成 の た め の 手 続 き

の要 件 とす る。

(1).PPISデ ー タ ベ ー ス の 概 要

PPISは 通 商 産 業 政 策 を 企 画 、 立 案 レベ ル か ら支 え る こ とを 目的 と して 構 築

され た デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム で あ り、 マ ク ロ経 済 統 計 や産 業 動 向 に係 わ る統 計 な

どを 中 心 と した 統 計 デ ー タが 蓄 積 さ れ て い る。 通 商 産 業 省 内 か ら は生 産 動 態 統 計

や 鉱 工 業 生 産 指 数 な ど の統 計 デ ー タ が 、 また 大 蔵 省 や総 務 庁 統 計 局 な どの 他 省 庁

か らは通 関 統 計 や 物 価 指 数 な ど、 さ らに は民 間 情 報 サ ー ビス機 関 提 供 フ ァ イ ル ま

で を総 合 的 に 収 集 し、 統 合 統 計 デー タ ベ ー ス シ ス テ ム と して管 理 され て い る。 そ

の代 表 的 デ ー タ ベ ー ス フ ァイ ル の構 成 につ い て 示 す 。

(1).マ ク ロ経 済 動 向:『 国 内 マ ク ロ経 済 統 計(SDB)』

『世 界 マ ク ロ経 済 統 計(IFS)』

(2).ミ ク ロ経 済 情 報:『 商 品 市 況(MARKET)』

『大 規 模 企 業 財 務(KIMS)』

『企 業 台 帳(KIGYO)』

(3).設 備 投 資:『 設 備 投 資 動 向(GAIS)』

(4).製 造 業 動 向:『 生 産 動 態 統 計(PRDB)』

(5).貿 易 関 連 情 報:『 日本 貿 易 統 計(HSTRADE、TRADE)』 、

『各 国 間 貿 易 依 存 統 計(DOT)』

『貿 易 統 計(JETRO)』

(6).産 業 構 造:『 産 業 連 関 表(10DB)』

(7).地 域 統 計:『 商 業 統 計 』 、『工 業 統 計 』

『県 民 経 済 計 算 』 、 『工 業 立 地 動 向 』(各 々AREA)

(8)、資 源 エ ネ ル ギ ー:『 鉱 物 資 源 統 計(MRS)』 、『IEAエ ネ ル ギ ー 統 計 』

(9).技 術 情 報 他:『 特 許 技 術 情 報(TEC)』 、『通 産 法 令(LAWS)』
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これ らを収 録 した デ ー タ ベ ー スに 対 してPPISで は汎 用 検 索 言 語(MEU)

に よ り全 て の 検 索 加 工 処 理 が 基 本 的 に 可 能 と な って い るが 、 同 時 に 、 簡 易 検 索 シ

ス テ ム と して の ガ イ ド機 能(WING)や 特 定 デー タ ベ ー ス に対 す る編 集 加 工 機

能 を有 す る専 用 シ ス テ ム も準 備 され て い る。 ユ ーザ が これ らデ ー タ ベ ー ス シ ス テ

ム を利 用 す る場 合 、統 計 デ ー タ ベ ー ス の 検 索 キ ー とな りう る項 目 と して 、 デ ー タ

ベ ー ス フ ァ イ ル名 、 統 計 系 列 名 、 ア イ テ ム 名 、 統 計 値 の種 類 や 項 目 、 期 間 が あ り、

こ れ らが コー ド化 され て い る。 この よ うに デ ー タベ ー ス構 築 に際 して のIDに 相

当 す る、 格 納 され た 統 計 情 報 そ の も の の イ ン デ ック ス類 は完 備 して お り、 デ ー タ

の 独 立 性 が 保 証 され て い る。 しか しな が ら格 納 され た 統 計 デ ー タ ベ ー スの 外 延 と

して の 、 統 計 調 査 に係 わ る情 報 な ど は一 般 に は 構 成 さ れ て お らず 、統 計 解 析 文 の

よ うな ア プ リケ ー シ ョ ン機 構 を 検 討 す る場 合 に は、 付 随 的 な外 部 情 報 、 外 部 知 識

を 別 途 構 築 して お く必 要 性 が あ る。 特 に 、 ユ ー ザ か ら みた 場 合 に 必 要 と され る統

計 情 報 に 係 わ る外 部 知 識 と して は 、 原 統 計 に 関 す る情 報(統 計 調 査 仕 様 な ど)や

統 計 系 列 概 念 の規 定 内 容 、 デ ー タ更 新 期 間 な ど が あ げ られ る。

(2).ロ ー カ ル ・フ ァ イ ル へ の 変 換 機 能

PPISシ ス テ ムで は デ ー タ ベ ー ス検 索 結 果 に っ い て 、 ユ ー ザ フ ァ イ ル と して

これ を ロ ー カ ル ・フ ァイ ル に 変 換 す る機 能 を有 して い る。 シ ス テ ム は 基 本 的 に は

汎 用 検 索 言 語(MEU)に よ り全 て の デ ー タ ベ ー ス フ ァイ ル に対 し、 任 意 の 検 索 、

加 工 、 フ ァイ ル変 換 出 力 が 可 能 で あ る が 、 ユ ー ザ に と って は ガ イ ド機 能(WIN

G)に よ る方 法 が 最 も簡 便 な も の と な って い る。 検 索 結 果 を ユ ー ザ が 固 有 の ユ ー

ザ フ ァ イ ル と して ダ ウ ン ロー ドす る際 に は 、 ロ ー カ ル 側 へ の 転 送 シ ス テ ム と して

PCNVを 経 由す る必 要 が あ る。 現 在 は この シ ステ ム に よ りLANFILEフ ォ

ー マ ッ トの デ ー タ フ ァ イ ル が 作 成 さ れ 、 グ ラ フ処 理 や テ キ ス ト処 理 が 可 能 と な っ

て い る。 また さ ら に パ ー ソナ ル コ ン ピュ ー タ レベ ル で の他 の ア プ リケ ー シ ョ ン と

の 互 換 を とる た め に は 、ASCIIフ ァ イ ル等 へ の 変 換 を 行 わ な け れ ば な ら な い。

本 調 査 で は 「統 計 情 報 解 析 文 生 成 シ ス テ ム 」 に お い て利 用 す る た め の 入 力 デ ー

タ と して 、PCNV出 力 に よ るLANFILEフ ォー マ ッ トをASCIIフ ァ イ

ル に変 換 した もの を用 い る こ と と した 。 た だ し、PCNV転 送 シ ステ ム で は1度

に ダ ウ ン ロー ドで き るデ ー タ フ ァ イ ル の 大 き さ に制 限 が あ る こ と 、統 計 系 列 名 や

統 計 概 念 に相 当 す るID情 報 を 引 き 継 ぐ こ と が で きな い こ と な ど の 問 題 が あ る。

(3).統 計 情報 利用 の ため の条件

ユー ザ におけ る統計 デ ー タベー ス利 用 とは、デー タベー スに蓄積 された情 報 を

検 索 し、統計値 加工 を施 しなが ら目的 とす る統 計表作成 や グ ラフ作図 な どを行 う

ものであ る。 しか しな が ら、そ のた めの検索 に係わ る十分 な シス テム知識 や統計

知識 を もたない場 合 には 、 目的 とす る統計 系列 名 や統 計項 目のみ を手 がか りにデ
ー タベ ニ ス検 索 を試行 す るこ とにな る。 この よ うに現 時点 で は、詳細 な レベ ルで

の デー タベー ス間 の相 互関連 がユー ザ にかな らず しも明瞭 化 され て はお らず 、い
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わ ば格納 された統 計 値 を引 き出す だ けの利用 に とどま るこ とが多 い。 これ は 、統

計調査結 果 を格納 した デー タベー スと して本質 的な問 題で あ り、 デー タ収 集 作 成

時点 の固有 の知識 情 報 が欠落 してい る こ とによ る ものであ る。そ のた めユ ー ザ は

統計調 査 に係 わ る知 識 や デー タベー ス システム にっ いての知識 を事前 に修 得 して

おかな ければ な らな い こ とが多 い。 これ はまた、本調 査研 究 で実 施 した統 計 情 報

解析文 生成 シス テ ムにデー タが引 き継 がれ る場 合 に も、同様 な問題 が生 じる もの

とな る。

4.2統 計 デ ー タ ベ ー ス フ ァ イ ル 概 況

(1).生 産 動 態 統 計 デ ー タ ベ ー ス(PRDB)

通 商産業 省調 査 統計部 が調査 した生産 動態統 計 を収 録 した生産動 態統 計 デ ー タ

ベー ス(PRDB)は 、鉄鋼 、機械 、繊 維 をは じめ とす る品 目生 産 、 出荷 、 在庫

等 の金 額 、数量 を格納 したデー タか らな る。 この生産 動態統 計調査 は我 が 国 の鉱

工業生 産 にお け る商品 の生産 、出荷 、在 庫 、原 材料 の消費 や在庫 、労務 状況 な ど

を迅速 に捉 らえ る こ とを 目的 と して毎 月実施 して い る調査 で、生 産 活動 の動 的変

化 を把 握 す る ことが で き る。調 査品 目数 は約3,000品 目に上 るため、 我 が国

の鉱工 業生 産活 動 の集 成 として産業動 向 、景気 動 向を分析 す る上 で の重要 な 統計

とな って いる。生 産動 態統計 には、生 産 ・出荷 ・在庫 などの 「鉱工 業 生産 動 向」

な らび に主要産 業 別 の 「鉄鋼統 計」 、 「機械統 計」 、 「繊維 統計 」、 「紙 ・パ ル

プ統計 」 、 「雑 貨 統計 」 、 「化 学工業 統計 」、 「ゴム製品統 計」 、 「プ ラス チ ッ

ク製品統 計」 、 「窯業 ・建材統 計」 、 「資源統 計」 な どの統 計が あ り、PPIS

デー タベー ス上 に おいて も調査 票 コー ドによ って各統 計 の識別が 可能 とな ってい

る。 また毎年 、品 目分 類 な どの見直 しが行 われ 、調 査 の一 部が改 正 され て い るた

め、生 産 動態統 計 デー タベー ス(PRDB)に おいて も品 目 コー ドの連結 性 が か

な らず しも維持 されて いない。 そのた めPRDBの 利用 に おいて は品 目 コー ドの

連結性 に係わ る知 識 の情報化 が必要 とされて い る。 また現 在 、 この生 産動 態 統計

デー タベー ス(PRDB)は 日本貿 易統計 デー タベー ス(HSTRADE)と 接

続 され 、国内 の生 産 ・出荷 の動 きと貿易統計 との関 連づ けが可能 とな って い る。

この生 産動 態統 計 デー タベー ス(PRDB)に お けるデー タは、統 計年 次 ごと

に特定部 門 の調査 票 ベー スと して整 備 されてお り、例 えば 『電子 管 、半導 体 素子

及 び集積 回路 』 は 「機 械統計(資 料 コー ド:02)」 にお ける調 査票 コー ド2370、

『電子応 用装 置』 は同資料 コー ドの調査票 コー ド2380と して指 定 され る。 また、

検索可能 なア イテ ム は調査票 ご とに異 な り、例 えば次 のコー ド形 式 で表 され る。

生 産 第1数 量:A10、

販 売 第1数 量:D11、

在 庫 第1数 量:F10

生 産 金 額:A30

販 売 金 額:D13

等
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ま た 、PPISで は こ れ ら統 計 表 と して 表 示 させ る デ ー タ と して 、 月 次 に よ る原

デ ー タ の 他 、 歴 年 、 歴 年 四 半 期 、 歴 年 半 期 、 さ らに年 度 形 式 な ど を 選 択 指 定 す る

こ とが で きる 。 ま た さ ら に そ の 指 標 形 式 と して 原 統 計 の 実 数 値 の 他 に 、 ガ イ ド機

能 よ り前 期 比 や 前 年 同 期 比 、前 期 差 、前 年 同 期 差 、指 数(基 準 時 点 ベ ー ス)、 累

計 値 な ど を選 択 指 定 し、 出力 す る こ とが 可 能 で あ る。

こ こで 生 産 動 態 統 計 デ ー タ ベ ー ス(PRDB)の ガ イ ド機 能 に よ る検 索 ・出 力

方 式 の 概 要 を と り ま と め て お く。

検 索 項 目:時 点 、 資 料 コ ー ド、 調 査 票 コー ド、 品 目 コー ド、 ア イ テ ム コ ー ド

表 示期 間 、 統 計 値 形 式 な ど

出力形 式:
出力方法(表 種別) [表 題]表 顕 表側

方 式1(マ トリックス表) [時 点]ア イテム 品目

方式2(時 系列表) [品 目]ア イテム 時点

方 式3(時 系列 表) [アイテム]品 目 時点
・ユ ー ザ フ ァ イ ル 出 力 作 成 で は これ らの 転 置 形 式(表 頭 、 表

側 の転 換)が 可 能 とな って い る。

この方 式3は 、生 産 ・出荷 ・在 庫 数量 な どの統計 ア イテ ムを特定 の もの に 限定

して検索 し、複 数 品 目にっ いて の時 系列 デー タ を表 に した もので あ る。品 目ベー

スの生 産額 や生 産 数量 な どの時系列 的動 向把握 、品 目比較 に適 して い る形式 であ

る とい え る。 また出荷 や在庫 な どの他 の アイテ ム との関係 をみ る には、検 索 を別

の アイ テ ムで再度 繰 り返 しフ ァイル接 合 を図 らなければな らな い。

なお 、本調 査研 究 で は この方式3に よる統 計表 を転 置 した もの を、 「統 計 情報

解析 文生成 システム」 の基本 入力 デ ー タ とす る ことと した 。

(2).国 内 マ ク ロ経 済 統 計 デ ー タ ベ ー ス(SDB)

国 内 マ ク ロ経 済 統 計 デ ー タ ベ ー ス(SDB)は 約80の マ ク ロ経 済 統 計 と して

産 業 ・企 業 活 動 、 物 価 、 雇 用 、 国 際 収 支 に係 わ る約32,000系 列 の時 系 列 デ

ー タ が 収 録 さ れ て い る。 専 用 編 集 シ ス テ ム と してSDBREADが 提 供 さ れ て お

り、 必 要 な デ ー タ をPPISユ ー ザ フ ァイ ル に編 集 し 、共 用 分 析 シ ス テ ム(EA

ST、MATE)で 加 工 、 分 析 す る こ とが で き る。 な お 、 本 調 査 研 究 で は 国 内 マ

ク ロ経 済 統 計 デ ー タベ ー スの 諸 部 門 の う ち、 特 に 「国 民 経 済 計 算 」 、 「消 費 ・家

計 」 、 「設 備 投 資 」 、 「輸 出 入 ・国 際 収 支 」 、 「鉱 工 業 指 数 」 、 「物 価 」 、 「人

口 ・労 働 」 に 係 わ る統 計 系 列 を 対 象 と して 検 討 す る こ と と した 。

この 国 内 マ ク ロ経 済 統 計 デ ー タ ベ ー ス(SDB)は 各 省 庁 に お い て 調 査 集 計 さ

れ た統 計 デ ー タ を 統 合 化 した もの で 、 こ れ らは 英 数 字 組11桁 に よ る コー ドパ タ

ー ンを もつSDBコ ー ドと して 整 理 され て い る。 コー ド体 系 は索 引 コ ー ド表 と し

て 別 に 用 意 さ れ て い るが 、統 計 調 査 ご と に統 計(収 録)期 間 や分 類 体 系 、 概 念 構
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成 が異 な るた め、実 際上 の利用 に際 して は個 々 の統計 調査 その もの の概念 を把 握

して お く必要 が あ る。

SDBコ ー ドの コ ー ドパ タ ー ン に っ い て 以 下 に 示 す 。

(例)SDBコ ー ド 鰭 書辞 一ド

仁仁
仁
藁筆調
r

コ
目
前別
藷き

NqMO4321DlA

ーー

麟 期
(2).季 節 調 整 コ ー ド

嚢鰯 蓼済:

摩 隻

¥潮 纏lI闇 闇

統合 デ ー タベー スで あ るSDBデ ー タベー スは各統 計調 査 ごとの公 表期 間 、収

録 期間 が異 な るた め、四半 期 、月次 、年次 ベー スの配 慮や季節 調整 の有無 、 原 デ
ー タ、指 数 の区別 な どの統 計系列 固有 の知識 が必要 とされ る。そ のた めデー タベ
ー ス支援 システム を構 築 す る場 合に は、統計 系列知識 ベー ス と して それ らを整 備

して お くことが不 可欠 とな る。特 に、 「生産動 態統計 」 と比 べて収 録 デー タがか

な らず しも単 純 な上 位 一下位 概念 のみで構成 され る もの とは限 らず 、 知識 ベ ー ス

に おいて経済 統計 自身 の階層 概念 を具現化 して おか な けれ ばな らな い。本調 査 研

究 で は統 計解 析文 生成 システ ムの構 築 にあた り、第5章 に とりま とめた統 計 系列

知 識 ベー ス と して木構 造 に対 応 した階層 フラグ、拡張 コー ド体 系 を準 備 した 。

4.3統 計 情報 の解 析文生 成処理 の検討

ここで は前 節4.1～4.2に 示 したPPISデ ー タベ ー スによ り提供 され る

統 計 デー タにっ いて 、統計情 報解析 文 の生成 を可能 とす る概念 機構 にっ いて検 討

を行 う。本調 査研 究 で実施 、 と りま とめた 『統 計情報 解析 文生 成 シス テム(SI

AS)』 は統 計 デー タフ ァイ ルを入 力 と し、その統計 的特 徴 を踏 ま えた記述 文 生

成 の 自動 化 を 目的 とす る もので ある。 これは統 計解析 的特 徴抽 出機 構 と 日本 語 記

述 に もとつ く自然 言語生 成機 構 を合 せ もっ ものであ るが、同 時に前 節 まで に示 し

た よ うなで統 計概 念 の知識 ベー ス化 や、統計 的特徴 を内包 す る自然 語 辞書 の構 築

を図 る必 要が ある もので ある。
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PPIS

政 策 情 報 シ ス テ ム

iMEU,WING
l

lPCNV転 送 シ ス テ ム1
」

iASCIlフ γイル変 換i

平

SIAS
統計 情報 解析文
生成 シ ステ ム

1〈 〉 系 列 知 識 ベ ー ス

・特徴抽 出系
・中 間言 語生成 系
・自然言 語生成 系

自然言語辞書〈 〉

一ー ーー ー 一く 一一,

:

1「 、

時事参照 デ ー タ

図4.1統 計 情報解 析文生 成 システム位置 づ け

PPISシ ス テ ム に よ り引 き渡 さ れ る検 索 デ ー タ フ ァイ ル は任 意 の ユ ー ザ 指 定

系 列 名 、 お よ び時 点(西 暦 年 下2桁+月 も し くは期)コ ー ドの 付 加 さ れ た デ ー タ

列 で あ る。 こ の指 定 系 列 名(コ ー ド)と あ らか じめ準 備 して お く 「系 列 知 識 ベー

ス」 と の対 応 が と れ る こ とが 前 提 と され る。 こ れ ら統 計 デ ー タ系 列 固 有 の 知 識 と

して前 提 と さ れ る もの に は、 カ テ ゴ リ属 性(系 列 名 、 時 点 情 報)、 カ テ ゴ リ階 層

知 識(統 計 概 念 の 階 層 性)、 統 計 数 値 情 報(実 質 値 、 名 目 値 、指 数 な ど)、 統 計

値 単 位 な どが あ る 。

PPIS出 力統 計表 概念

9401 9402 9403i
HAOO1 120000 125000

オ

130000i

HAOO3 123 186 1991 →

HAOO2 5000 6000 7000i
1

-
▲
T
ー

〈照 合 〉

系列 知識 ベ ー ス 概 念

一 夕ーー ー ー－

HAOO1電 子 装 置XAOOO11億 円

HAOO2備 品aXAOOO22億 円

HAOO3備 品aXAOOO32千 個

図4.2系 列 知 識 ベ ー ス との 照 合概 念
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系列 知識 ベ ー ス と照 合 され たPPIS出 力 デー タは、 「統計情 報解 析文 生 成 シ

ステ ム」上 で概 念 的 な木構造 に よる知識構造 に展開 される。 これ に も とづ き解析

文生成 に至 るプ ロ セ スと処理 機能 は、次 の とお りで あ る。

表4.1解 析文生 成処理 プ ロセ スおよび機能

(1).原 統 計 表 の再 構 成 ①.検 索 結果加 工 、表 成型

[対 象 テー ブル作成] ②.系 列 知 識 ベ ー ス付 与

(カテゴ リ属 性(表 顕 、表 側 知 識))

(カテゴ リ関 係 知 識 、階 層,単 位)

(2).統 計情 報 特徴 抽 出 ①.基 本統 計量算 出

②.各 種統 計指標 算 出
・解 析 的特 徴抽 出

③.バ ックグ ラウンド 計 量

・変 動 特徴 抽出 ④.解 析 的特徴情 報抽 出
・系 列 階層 間特徴 抽出

⑤.実 数値,前 年同期 比.年 平 均値

固有特徴抽出

⑥.2時 点連続 変 動特徴 抽 出

⑦.全 期間変移 特 徴抽 出

⑧.階 層間構成 比 、寄与率 抽 出

(3).中 間 言 語表 現生成 ①.特 徴情報記 述

②.中 間 コ ー ド化

(4).関 連 知 識 ベ ー ス準 備 ①.統 計 系列知 識準備

②.自 然 言語辞 書準備

③.支 援 リンク知識準 備

(5).自 然 言 語 処 理 ①.時 制(プ ロセ ス)表 現 選 定

②.自 然言 語照 合記述

③.文 構造 生成 ・出力

④.生 成文 脈整 理

(6).生 成 文 表 示 ①.生 成文 表示 ・外部 出力
・統計解析文表示

②.テ キ ス ト表示 情報生 成
・ハ イ パ ー グ ラ フ 表 示

③.テ キ ス トー グ ラ フ 呼 出
・外部知識参照表示 ⑤.参照時事情報時点照合

④.参 照 時事情 報 準備
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第5章 統 計情 報 解析文 生成 システ ムの概要

本 章 で は 、 これ ま で 検 討 して きた 統 計 情 報 解 析 文 生 成 シ ス テ ム(SIAS-T

G:StatisticalInformationAnalyzeSystem-TextGenerator)に つ い て

と りあ げ 、 そ の構 成 な らび にPPIS支 援 シ ス テ ム機 能 と して の 必 要 な条 件 、要

素 ア ル ゴ リズ ム を 明 らか に し、 プ ロ グ ラム処 理 の全 体 概 要 を 示 す 。

本 年 度 調 査 で は 、 これ まで の 時 系 列 変 動 の 解 析 機 能 に加 え 、 統 計 系 列 間 の 上 位 、

下 位 概 念 に よ る階 層 構 造 に合 せ 、 あ る一 時 点 に お け る各 統 計 系 列 の 各 最 上 位 系 列

に対 す る構 成 比 、 寄 与 率 の解 析 機 能 を 導 入 した 。 こ こか ら生 成 文 は 、 階 層 構 造 と

構 成 比 順 位 、 寄 与 率 順 位 を文 の 並 び に反 映 させ る こ と に よ る 、文 脈 表 現 を 検 討 し

た 。 ま た 、 そ れ に 合 せ て グ ラ フ機 能 も構 成 比 、 寄 与 率 表 示 が 必 要 とな り、 これ を

拡 充 し た 。 この 他 、 外 部 知 識 と の連 絡 機 能 の 検 討 例 と して 、 対 象 期 間 に お け る時

事 情 報 の 参 照 機 構 を 設 け た 。

本 章 で は 、 は じめ に統 計 情 報 解 析 文 生 成 シス テ ム全 体 フ ロ ー に つ い て説 明 し、

そ の後 、 表 現 の 設 定 、特 徴 抽 出 、解 析 文 生 成 、 グ ラ フ表 示 、 時 事 参 照 処 理 と順 に

概 要 を 示 す 。

5.1統 計 情報 解析文 生成 システ ム全 体構成

こ こ で は統 計 情 報 解 析 文 の 生 成 に 対 す る シス テ ム処 理 の 要 件 と 、 そ の 処 理 要 素

の 全 体 構 成 に つ い て と りま と め る。 本 シ ス テ ム で はPPISに よ る デ ー タ ベ ー ス

の 検 索 結 果 と して 、表 形 式 に 従 った 統 計 デー タ 系列 が 、 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ

へ の 入 力 フ ァ イ ル と して 読 み 込 み 可 能 な 環 境 に準 備 が な さ れ て い る こ と を前 提 と

して い る。 こ の入 力 フ ァイ ル は 、PPISか ら ロー カ ル に フ ァイ ル を ダ ウ ン ロー

ドし、型 式 の 変 換 操 作 を 行 う こ と に よ り得 られ る。

解析 文生成 まで の処理 ステ ップは、統計 デー タベ ー ス検索 によ るフ ァイ ルの作

成 には じま り、対 象 テー ブル の作成 、解析文生成 の ための特 徴的 な統 計情 報 の抽

出、解 析文生 成 の ため の諸 知識 の準備 とその リンク、特 徴抽 出情 報 か ら文 型 表現

へ の整 理(中 間言 語 表現 への変 換)、 自然言語 処理 に よる文 生成 とそ の表 示 な ど、

これ らの各段階 で の処理 が必要 とな る。解析文 生成 まで の概 略 フ ロー を図5.

1に 示 す 。
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「

L

PCNVロ ー加 ファイルよ り 変 換 ・入 力

(1).原 統 計 表 の作 成 ・再 構 成

[対 象 テ ー ブ ル作 成]

一 ・一 ・一

特徴抽出系

1

(2).統 計情 報 特 徴抽 出

(3).中 間 言語 表 現生 成

1
」

解析文生成系i

(4).関 連 知 識 ベ ー ス準 備

…

↓

(5).自 然 言語 処 理
[統 計 解析 文生 成]

[工 程内処 理]

①.検 索 結 果 加 工 、 表 成 型

②.系 列 知 識 作 成 ・付 与
(カテゴ リ属 性(表 顕 、表 側 知 識))

(カテゴ リ関 係 知 識 、階 層,単 位 等)

[解 析 的特徴抽 出]
①.基 本統 計量算 出
②.各 種統 計指標 算出
③.バ ックグ ラウンド計量
④.解 析 的特徴情 報抽 出

[大 域 的特徴抽 出]
①.実 数値,前 年 同期比,年 平 均 値 に
固有 の特徴 を抽 出
②.2時 点 連続変 動特徴 抽 出
③.全 期 間変移特 徴抽 出

[系 列 階層間 特徴抽 出]
①.系 列階 層間構 成比 ・寄与 率 抽 出
②.構 成比 、寄与 率順位

①.特 徴 情 報 記 述

②.中 間 コー ド化

①.統 計 系列知識 準備((1)一 ②)
②.自 然言 語辞書 準備
③.支 援 リンク知 識準備

①.時 制(プ ロセ ス)表 現 選 定
②.自 然言 語照 合記述
③.文 構造 生成 ・文脈(文 順 序)構 成

」 ④ .生成 文 出力

図5.1解 析文生 成処 理概念 フロー
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パ ー ソ ナ ル コ ン ピュ ー タ環 境 へ の原 統 計 表 の作 成 ・再 構 成 に お いて は、PPI

Sに よ る デ ー タ ベ ー ス検 索 で は 、 ガ イ ドシス テ ム(WING)、 汎 用 検 索 シ ス テ

ム(MUE)等 を 経 由 して 行 う こと が で き、PPISホ ス トサ イ ドで の 検 索 結 果

をPCNVに よ り ユ ー ザ ロー カ ル フ ァ イ ル と して作 成 出 力 が 可 能 で あ る。 しか し

な が ら、 現 シ ス テ ム に お いて は ロー カ ル フ ァイ ル と して 出 力 変 換 され る際 に 、表

頭 ・表 側 な ど の 「表 」 と して の 関 連 情 報 の欠 落 が生 じ る。 さ らに また 、 実 際 的 な

「表 」 と して の 認 識 に必 要 な 統 計 調 査 の 前提 知 識 や 、 表 の読 み方 に相 当 す る知 識

な ど に お いて は関 連 シス テ ム側 で 支 援 せ ざ るを 得 な い 状 況 に あ る 。

そ の た め 、 統 計 情 報 解 析 文 生 成 シス テ ムで は 「系 列 知 識 作 成 処 理 」 と して 事 前

に整 備 で き る よ う に した 。

照合付与における必要な知識処理

①.カ テ ゴ リ属 性(表 顕 、表 側 識 別)

②.カ テ ゴ リ階 層 知 識

③.カ テ ゴ リ数 値 部 表 示 知 識(種 類 コー ド)

④.カ テ ゴ リ ・ア イテ ム別 単 位

①.入 力 され た表形式 デー タの表顕 、表側の識別 と表形 式 デー タの
チ ェ ック
②.項 目名 が縦(表 側)に 並ぶ と して、項 目のカ テ ゴ リ間 の関 係知 識 、
階層 知識 の付与
③.後 述 す る 「解析文 生成 系処理」 に おいて数値 表示部 の基本 出 力文
型 に係 わ る知識 を連結
④.解 析 文生 成 の際 に引 き渡 され る 「単位 」情報
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表5.1系 列 知 識 作 成 シー ト項 目

系列知 識作 成 シー ト項 目 概 要

(1).登 録 フ ァ イ ル 名 保 存 フ ァイル名 。
「登録 系列 辞書 一覧 」 に表記 されて い る もの
は登録 ・修 正 と もに可能。 ユー ザ登 録辞 書 は
2種 のみで あ るが 、 フ ァイル名 を変 更 して登
録 す れば数 に制 限 はな い。

(2).対 象分 野 解析文生成 の際 に、冒頭文 に引用記 述 され る。

(3).ユ ー ザ 系 列 コー ド(名)
お よび 連 番

本 シ ス テ ム で は ユ ー ザ コー ドの うち 上 位 桁 の
ア ル フ ァベ ッ ト部 分 が 「ユ ー ザ 系列 コー ド名 」

下 位 の 番 号 部 分 が 「連 番 」 と して表 示 さ れ る 。

合 成 した もの が ユ ー ザ 系 列 コ ー ドと な る 。

(4).統 計 辞 書 コ ー ド 統 計 名 コー ド、 統 計 調 査 票 コ ー ド。

(5).系 列 名 称 品 目、分野等 の統 計項 目の系列 名。

(6).コ ー ド 系列 名 に対 応す る汎用 コー ド。
SDBコ ー ド体系 を拡 張 して採 用 し、全12

桁 で下4桁 が統計 種別 を識別 す るた め の 「種
類 コー ド」 に相 当 して い る。
[基本 出力文型 を参考]

(7).ア イ テ ム 名 系列概念 の属性名 。

(8).単 位 系 列 概 念 の 単 位 。
単 位 が 鈴null"の と きに は表 示 され な い 。

(9).階 層 系列概念 間 の上位 、下 位 の相 対階層 を表 す 。
通常 は、1を 統計 グルー プの最上位 階層 と し、
そ の概 念構成 の内訳 の レベル に応 じて階層 番
号 を順 次増加 させ る。一般 に 、登録 時 に は階
層 の上 位概念 一下位概 念 の順 に 設定 す る もの
と し、数値 の大 きい もの ほど階層 は深 く、概

念 的 に狭 い もの を対 象 とす る。

注意)
・系 列名 の先 頭 に 「別 が っ き、かっ系列 コー ドが無記 入 の と きは、

続 く内 訳 カ テ ゴ リに対 す る修飾語 となる。
・階 層知 識 につ いて誤 りの あ る場合 、知識 フ ァイル との照合 が正常

に行 われ な い。
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5.2統 計 情 報 解 析 文 生 成 シ ステ ム メ ニ ュ ー

こ れ ら の 処 理 手 続 き に っ い て 、 統 計 情 報 解 析 文 生 成 シ ス テ ム(SIAS-TG

:StatisticalInformationAnalyzeSystem-TextGenerator)で は メ ニ ュ

ー 方 式 に よ る シ ス テ ム を 構 成 し た
。

全 体 の シ ス テ ム は 図5.2に 示 し た と お り で 、 トッ プ メ ニ ュ ー か ら の 処 理 手 続

き(パ ス)は 図5.3の と お り と な る 。

この統計情 報解 析 文生成 システム(SIAS-TG)に よ る解 析文 生成 は、 メ

ニ ュー一画面 の 「2 .検 索 結果加 工処 理」 も しくは 「4.自 動解析 文生 成処 理 」を

選択 して実行 す る ことに よ り得 られ る。 パ ス4の 自動解析 文生成 処理 」 で は シス

テ ム内部 に固定 化 した文 法規 則、用 語 に より一 定の解析文 生成 が行 われ る。 また、

パ ス2の 「検 索 結 果加工 処理 」で は、 ユーザ指 示 によ る解 析文 の生成 条件 に よ り

文生 成 が行わ れ る。 また この時 、パ ス5で 作 成 され る支援 リンク知識 にっ いて の

併 合が行 われ る。
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1.フ ァ イ ル 一 覧

1).カ レ ン ト ト ラ イ ブ 内 フ ァ イ ル の 表 示

1).対 象 フ ァイ ル の 読 み 込 み
2).系 列 辞書 付 加

3).対 象 テー ブ ル表 示

「
変 更[対 象 期 間 、対 象 統 計 系 列 、 表 示 型 式]

対 象 テ ー ブ ル 出 力

[TEXT型 式 、CSV型 式 、 テニ タファイル型 式]
支 援 リ ンク知 識 付 加

統 計 図 表 示 ・出 力

解 析 文 生 成 ・表 示

E
表 現型式設定[時 系列 文 、特定 時点 文]
統 計 図表示 ・出力
時 事参照 ・時事 フ ァイ ル変換

1).系 列 辞 書 作 成

2).系 列 辞 書 修 正

3).系 列 辞 書 登 録

4).系 列 辞 書 印刷 出 力

4.自 動 解 析文生 成処理

1).対 象 フ ァ イ ル の 読 み込 み
2).系 列 辞 書 付 加

3)'対象巳 露 鑑 嘆繁 ぽ轟 霊:
,饗甥 訂欝 列)

L 統 計 図表示 ・出力
時事参照 ・時事 ファイル変 換

支援 リンク知識処理

1).支 援 リン ク知 識 作 成

2).支 援 リン ク知 識 修 正

3).支 援 リン ク知 識 登 録

4).支 援 リン ク知 識 印 刷 出力

自然言語辞書作成処理

1).自 然言語 辞書修 正
2).自 然言語 辞書登 録
3).自 然言語 辞書 印刷 出力

図5.3ト ッ プ メ ニ ュー 画 面 の 構 成 お よ び 機 能
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5.3解 析 文生 成機 能 と設 定法

統計 情報解 析文 生成 システム(SIAS)で は、 自然言 語 によ る解 析文生 成 の

前 に文 の記述 対象 や記 述 範囲 、表現 レベ ル、文生成順 序 の よ うな表現 型式 を設定

してお く必要 が あ る。本 節で は、 この と きの設定項 目や生 成 内容 の制 限 を、SI

ASの 操作 にお け る表現 型式設定 の段 階順 に述 べ る。

SIASの 生 成 す る解 析文 で は、統 計表 デ ー タの時 系列 動 向や 、統 計 系列 間 の

上 位下位 概念 に基 づ く構 成比/寄 与率 が 表現 され る。 また、 これ らの文 か らな る

文章 は、文脈 に よ り文 間 の系 列階層 関係 、 アイ テム、構成比 、寄与 度 に よ る結 び

つ きの大 きさが表 現 され る。
'
SIASに お け る生 成文 の表現型 式 の設定処 理 は、複数 の設定 メニ ュー を順 次

開 くことで行 い、一 つ前 の メニュー の指 示内容 によ り次 に開 くべ きメ ニュー を決

定 す る ことで、複 数 の指 定間 の競合 や必 須 の指定 の欠 落が起 こらない よ うに して

い る。

これ らの設 定指 示 を 、生成処理 で必 要 とな る段 階別 に図5.4に 示 す ステ ップ

に分 けた。
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表現型式設定
設定項目

記述対象設定 生成文内容設定
実数値 によ る記述
前年 同期(月)比 によ る記 述
大域的記述
特定時点 によ る記述

記述範囲設定 期間設定
期間設定
開始時点
終了時点

特定時点
系列設定
直接指定
主要系列
全系列
選択系列
限定系列

階層指定
特定階層の系列
特定階層以上の系列

構成比/寄 与率設定
構成 比15%以 上
構成 比25%以 上
寄与 率15%以 上
寄与 率25%以 上

表現 レベ ル設定 比較値省略
次点値省略
連続期間制限

文生成順序設定 デ ー タ順

構成比順
寄与率順
ア イテム設 定

設定

図5.4表 現 型 式 設 定 の概 念 フ ロー
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5.3.1生 成 文 の 種 類

本調 査 にお いて は時 系列文 に加 え 、特 定時点 におけ る統計 系列 間 の構成 比 や寄

与率 を解析 す る特 定時点 文 を導入 した。 ここで は、 これ ら生 成文 の種 類 によ る、

文 の特徴 と記述 内容 の制 限につ いて述 べ る。

SIASの 時系列文 で は、統計 表 デ ー タの値 であ る実数 値 をそ の ま ま文生 成 の

対 象 にす る実 数値 の記述 文 と、その 値 で は得 られない種 々 の特 徴 を記 述す るため

に、実 数値 を加工 して文 の記述 対象 に用 いる前 年同期(月)比 の記 述 文 、大 域的

記述文 を取 り上 げた。 また特 定時点 文 に おいて は、統計 系列 間 の構成 比 と寄 与率

に着 目 した記 述 を行 う。

このよ うな生 成文 の種類 の違 い によ る記述 内容 の差 異 を表5.2に まとめ た。

(1).文 記 述 内 容

SIASに おけ る文 生成 系で は、記述 対象 デ ータの種類 に対応 し、時 系列 文 が

3種 類 、特定 時 点文 が1種 類生成 され る。 ここでは、 それ らの生 成 文 の記述 内容

の違 いを述べ る。

①.時 系列 文

時 系列 文 は一 つの統計 系列 の経時 変化 にっいて 、抽 出特徴 を記述 す

る。 この とき、 ユー ザ は3種 類 の記 述対象 デー タ(実 数 値 、前 年 同期

(月)比 、年(期)平 均値)に 対応 して、次 の3種 類 の時 系 列文 の選

択が さ らに必 要 とな る。

[時 系列 文 の種 類]

:実 数値 の経時 変化 を解説 す る文・実数値 の記 述文
・前年 同期(月)比 の記 述 文:前 年 の同時期 との比 を解説 す る文
・大域 的記 述文:年(期)間 動 向 の傾 向 を解説 す る文

②.特 定時 点文

特 定時 点文 は、統 計 系列 間の上位 、下位概 念 に よる階 層構 造 に合 せ 、

あ る一 時点 に おけ る各統計 系列 の実数 値 と各 最上 位系列 に対 す る構 成

比、寄 与率 を表現 す る文で あ る。 また 、 こう した階層構 造 や構 成比 順

位、 寄与率順 位 を文 の並 び に反 映 させ ることで、文章 に次 に示す意 味

で の文脈 を持 たせて い る。

[文 脈要 素]

・統計 系列 間 の階 層上 下関 係
・最上 位系 列 に対 す る構成 比順
・最上 位 系列 に対 す る寄与 度順
・同 アイ テム
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一 方 、時 系列 文 において も、統計表 データ の系列 の並 び は階層 関 係

を反 映 させた もの とな って お り、そ の文脈 に は系列 階層 が表 され て い る。

(2).記 述 対 象

時系列 文 は、実 数値 、前年 同期(月)比 、年(期)平 均値 の3種 類 の デー タの

いずれ かを記述 対 象 とす ることで生 成 され る。 ここで は、 それぞ れの記 述 対象 に

っいて特 徴 を述 べ る。

①.実 数 値

実数 値 は、統計 系列 ごとに次 に示 す よ うな種別 を持 つ。

[系列 種 別]

・期 別 種 別:月 次 、 半 期 、 四 半 期 、年 度 、歴 年 の 種 別
・季 節 調 整 種 別:季 節 調 整 済 、 季 節 指 数 、 原 デ ー タ の 種 別
・名 目 ・実 質 種 別:名 目、 実 質(、 指 数)の 種 別

この他 、統 計 系列 固有 の取 り扱 いが必要 な もの に、実 数値 の単位 、 ア

イ テムが あ る。 また 、統計 系列 の中に は時系列 的 な推移 とは独立 した概

念 によ る系列 もある。

②.前 年 同期(月)比

前 年 同 期(月)比 は着 目す る時点 の実数値 デー タ と、 その1年 前 の

同期(月)、 同系列 の実数値 デー タ との比 を取 る もので あ る6

騰 鷺1灘ll灘 難]
前 年 同期(月)比 は、前 年 と異 なる変動 が ある場 合 に、 そ の違 い の

大 きさを表 す。

③.年(期)平 均値

これ は実 数値 デー タの年 また は期 ごとの平均値 で ある。

〔離離1灘;峯 灘 螂
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表5.2生 成文 の種 類

生成文 記述内容 抽出特徴

統計系列データについて特徴抽出を 統計系列値、 連続変化期間、

行ないミその表現と抽出時点、値を記 最大値、 最小値 、

実数値の記述文 述す る。 期間第2位 、 期間第3位 、

最大変化率、 最小変化率、

前年同期(月)比 、 前期(月)比

連続2時 点の同方向変化、

前年同様の変化期間

時

系 統計系列データの前年同期(月)比 前年同期(月)比 連続変化期間、

列 について特徴抽出を行 ない、その表現 最大値 、 最小値 、

文 前年同期(月)比 の と抽 出時点、値を記述す る。 期間第2位 、 期 間第3位 、

記述文 一
最大変化率、 最小変化率、

一

統計系列データが類別の場合は前 連続2時 点の同方向変化、

年同期比、月別の場合は前年同月 前年同様の変化期間

比を用い る。 一一

統計系列データの年(期)平 均値に 年(期)平 均値 連続変化期間、

っ いて特徴抽出を行 ない、その表現 と 最大値 、 最小値 、

大域的記述文 抽 出時点、値を記述す る。 期間第2位 、 期間第3位 、

最大変化率、 最小変化率、
一

一

統計系列データが期別の場合は年 変化(幅)の 方向、方 向の反転数、

平均、月別の場合は期平均を用い 連2時 点の同方向変化、

る 。 前年同様の変化期間一
一

時点を固定 し、各系列の値、構成比 統計 系列値、 構成比 、

特 、寄与率を記述 する。 寄与率

定 特定時点の記述文

時

点

文



5.3.2記 述 範 囲

SIASに お け る生成 文 の記 述範 囲 の指定 には、記述対 象 とな る統 計表 の期 間

を制 限す る方 法 と、統計 系列 を選ぶ方 法 の2っ を取 り上げ た。 また、 これ らの、

さらに細 か い範 囲指定 の種類 にっ いて を表5.3に ま とめ た。

(1).期 間 設 定

期 間設 定で は、統計表 時系列 デー タの期 間 に制限 が加 え られ る。 この設 定 の方

法 には 、特定 時点 文 の記 述指定 の際 に設定す る特定時点指 定 と、時 系列 文 記述 の

場合 に指 定す る連 続期 間指定 とが あ る。

①.特 定 時点 指定

これ は特定時 点文 を生成す る場合 にのみ指定す る もの で、記 述 対 象

に特定 時 点 を選 んだ時 に設定 す る。 また特定 時点 指定 は 、事前 に統計

表 デー タ に対 して期 間 指定 がな されていて も、そ の範 囲 に係 わ らな い

指定 を行 う。

②.期 間指定

期 間指 定 は、 統計 表 デー タの2時 点 間を設定す る もの であ る。 この

とき、期 間の最小設 定 幅 は隣 り合 う2時 点、最大 幅 は統 計表 デー タ全

域が設 定 範囲 とな る。 ただ し、期間無指 定 の場合 は統計 デー タの期 間

全 域 にわ た り指 定 され た もの とみなす ことと した。

(2).系 列 に よ る設 定

系列 によ る指 定 は、直接統 計 系列 を指 示す る方法 の他、 統計系 列 の階 層構 造 に

よ って 制 限を加 え る方 法 、 さ らに導 出 され る構成比 や寄与 率 の値 によ り制 限 を加

え る方 法 があ る。次 にこれ らの概要 を述 べ る。

①.直 接指 定す るもの

これ は記述 対象 とな る系 列 をユーザが ピックア ップす る指 定 方法 で

あ る。 この方 法 は、 さ らに次 の指定 方法 に分 ける こ とと した。

[直接指定法]

定

定

指
定
指

列
指
列
定

系
列
系
限

要
系
択
列

主
全
選
系
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表5.3記 述 対 象 の指 定

期間指定

系列指定

生成文 系列選択

(追 加 、削除) 直接指定 階層指定 構成比/寄 与率指定

(主要 、全、選択 、限定) (特定、特定階層以上) (各15%,25%以 上)

統計系列値の記述期間 ・系列追 加 ・主要系列 ・特定階層の指定 ・構成比15%以 上

を設定範囲に制限する。 指定統計系列を記述 最上位階層の系列を 選択系列中、指定階 選択系列中、最上位系
実数値の記述文 対象に追加する。 記述指定する。 層の系列を記述指定す 列に対する構成比の最大

る 。 値が15%以 上の系列を
・系列削除 ・全 系列 記述指定す る。

`

指定統計系列を記述 系列選択によ らず 、 ・特定階層以上の指定

対象 か ら削除す る。 全ての系列を記述指定 選択系列中、最上位 ・構成比25%以 上

時 前年同期(月)比 の記述 一_ す る 。 階層か ら指定階層まで 上記と同様に構成比量
系 期間を設定範囲にする。 記述対象の初期状態 の系列を記述指定する 大値25%以 上の系列を
列 前年同期(月)比 の

一 一
は全統計系列が選択 ・選択系列

o 記述指定す る。

文 記述文 期間開始の1年 前の統 状態 にある。
一 一 系列選択で選ばれた

計系列データがない場 系列を記述指定する。 ・寄与率15%以 上

合、 データの存在 する 上記と同様に寄与率最

時点から開始する。一 一

・系列限定 大値15%以 上の系列を

系列選択 によ らず、 記述指定す る。

期(年)平 均の記述期 記述する系列を独立 し

間を設定範囲にする。 て指定する。 ・寄与率25%以 上

大域的記述文 一 一 上記と同様に寄与率最

期(年)の 途中か ら開 大値25%以 上 の系列を

始または終了する場合 記述指定す る。

、そ の期(年)は 指定

期間か ら除外す る。一 一

制 限な し。 時系列文と同様に、指 時系列文と同様に、指 時系列文と同様に、選 時系列文と同様に、指定
特 定統計系列を記述対象に 示された系列を記述指定 択系列中、指示された系 時点の構成比または寄与率
定 特定時点の記述文 追加 または削除す る。 す る 。 列を記述指定する。 が、指示した値以上の系列

時
一 一 を記述指定す る。

点 選択の初期状態は全

文 統計系列が選択状態

に あ る 。
一 一



②.階 層指 定 す る もの

これは 統計 系列 デー タの階層 構造 に条件 付 ける こ とに よ り系列 を選

び出す 方 法で あ る。 この指定 に よ り、統計 表 デー タの系列 の うち、 階

層の表 層 にあ る系列 の みが記述 され るよ うになる。 これ は、 さ らに次

の指定 方 法 に分 ける ことと した。

[階 層 指 定法]

・特 定階層 の指定
・特 定階層 以上 の指定

③.構 成比/寄 与 率指 定 をす る もの

これ は関連統 計系列 の最上位 階層系列 に対す る構成比 、 あ るい は寄

与率 に よ って記 述系列 に制 限を加 える方法 で ある。

統計 系 列 を記 述す るか否 かの判定 は、特 定時点 記述文 で は対象 時 点

の値 に よ って決 定 し、時系列文 で は対象期 間中 に条件 を満 たす デ ー タ

が あ るか ど うか で決定 す る。 この指定 に よ り文 は、関連 系列 ご とに、

最上位 系 列 に大 きな影 響 を与 え る系列順 に記述 され る。

(3).記 述範 囲 指定処 理

記述 範囲 の設 定 は、記述対象 や表現 レベルの設定 な どに応 じて適宜 指定 メニ ュ
ー を開 くことで行 う。 これに よ り、 これ らの指定 の間 に矛 盾 を引 き起 こす こ とな

く、異 な る範 囲指 定方 法 を重 ね られ る。

5.3.3表 現 の 省 略

SIASは 統 計 表 の解析 が終 わ り、生 成文 の構 成要素 の候補 が 出そ ろ った後 、

さ らに記述対象 の絞 り込 みを行 う。

この絞 り込 み に おけ る選択 基準 は、次 に示す ユーザ によ る表現 省略 対象 の指示

で決 め られ る。 そ れ ら絞 り込 み の対象 に っいて表5.4に 示 した。

(1).詳 細 度 の 設 定

実数 値 によ る生 成 文 は時系 列文 の記 述 の際 に抽 出特徴 と値 の他 、前期 比 、前年

同期比 な どの統計 情 報(比 較 参照値)が 括弧付 で併記 され る。 こ こで い う詳細度

の設定 とは、 この併 記 を省略 す るか否 か の設定 で ある。

一方 、特定 時点 文 で は、構 成比 、寄 与度 な どの情報 が括 弧 付で表 現 され て お り、

こ こでの詳細度 の設定 は、 この表現 の省 略設定 とみ な して い る。
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表5.4表 現 の 省 略

ー

。。
①
一

生成文 詳細記述 比較値省略 次点値省略 連続期間制限

表現の省略を行なわな 統計系列データに対する 期 間中、値 が2位 、3位 期間中、連続 して値が増

いo 前期(月)比 、 である特徴の記述を省略す 加(減 少)す る特徴の記述

実数値の記述文 前年同期(月)比 る 。 を省略す る。

v

の併記を省略する。

藤ぱ ξ当
実数値の記述文に比べ 期間 中、前年同期(月) 期 間中、前年同期(月)

1

前期(月)比 、 比価 が2位 、3位 で ある特 比値が連続増加(減 少)す

前年同期(月)比 の 前年同期(月)比 徴 の記述 を省略 する。 る特徴の記述 を省略する。

記述文 の併 記を省略す る。

匿已蕊当
実数値の記述文に比べ 期間中、年(期)平 均 値 期間 中、年(期)平 均値

前期(月)比 、 が2位 、3位 で ある特徴の が連続増加(減 少)す る特

大域的記述文 前年同期(月)比 記述 を省略す る。 徴の記 述を省略す る。

の併記 を省略す る。

麟とピ鞭劉



(2).表 現 の 省 略 設 定

統計表 の解 析 に よ り抽 出 され る特 徴 は、SIASが 競 合 を取 り除 い た後 で文 生

成 の対象 とな る。 この と き、何 も指 定が な けれ ば全 ての特 徴 が記 述対 象 とな るが、

あ らか じめユー ザ によ る省略 指定 がな されて いれ ば、 これ ら一部 の特 徴 を省 略 し

た ものが記述 対象 にな る。 その よ うな省略 可能 な特徴 を次 に示す 。 ま た、 この指

定 は時 系列文 で の み有効 であ る。

[省略指定特徴]

ーかかに定指のでここ
間
値
期
点
続
次
連

主部場の続運上以点次5

0

は
る

徴

れ

特

さ

間
述
期
記
続

に

連
帯
、
ず
お
ら
な
わ
ー

5.3.4記 述 の 順 序

本年 度 の調 査 に おいて 、解 析文 の記述順序 による文 脈表現 の検 討 を行 った 。 こ

こでい う文脈 とは 、記述 の順 序 や文 の並 べ方 を制御す るこ とで表 現 す る もの で、

主 に特 定時点 文 の 記述 の ため に導入 した。 この時、特 に記述順序 を指 定 しな い場

合 は、統 計 系列 デ ー タの並 び順 に文 が記述 され る。 これ は統計系 列 デ ー タが統 計

系列間 の階層 関係 を木構 造 と して反 映 させた並 びにな って い るた めで 、生 成 文 も

これ を表 す文 脈構 成 とな る。

なお、記述 の順 序指定 にっいて を表5.5に 示 した。

(1).表 現 項 目

生成 文 には、 あ らか じめ次 に示す項 目を設定す ると、統 計系列 間 の関係 を文脈

と して持 つ よ うに な る。

①.デ ー タ順

統計 系 列 デー タの並 び順 に記述 す る場合 で ある。 この並 びが統 計 系

列 間 の階 層構造 を反 映 して いる ことか ら、 この階層構造 を文脈 に表 現

す る。

②.構 成比 順位

統 計 系 列 を構 成比 の高 い内訳系列順 に表現 す る もので あ る。 これ に

よ り構成 比で見 た系列 階層 間の依存 関係 の強 さが文脈 と して表 現 され

る。
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表5.5文 生 成 順設定

ー

c。
。。
一

生成文 無指定 データ順指定 構成比順指定 寄与率順指定 ア イテム指定

統計系列データの並び 同 じアイテムの文を並

順に文を生成する。
べて生成 を行な う。

時系列文 _一
一 ←

統計系列データは系
一つのアイテムの中

列 とその内訳が再帰 の記述順序 は、統計

的に並 ぶ。 系列データの並 び順
_一

.
とする。_一

時系列文 と同様に、統 内訳系列 の記述順 を、 内訳系列の記述順を、最 内訳系列の記述順を、 同 じアイテムの文 を並

計系列データの並 び順 に 統計系列データの並び順 上位系列に対する構成比順 最上位系列に対する寄与 べて生成を行 なう。

特定時点文 文を生成す る。 と す る 。 と す る 。 率順 とする。 一一

一 つ の ア イ テ ム 中 の

謡㌘;三皇鋼
記述順序は他の指定

により指示する。_一



③.寄 与率順位

統 計 系 列 を寄与率 の高 い内訳 系列順 に表現 す る もので あ る。 これ に

より寄 与 率 で見 た系 列 階層 間の依存 関係 の強 さが 文脈 と して 表現 され

る。

④.ア イ テ ム

統 計 系 列 の う ち 同 じア イ テ ム を持 つ もの ど う しを 並 べ 、 文 生 成 を

行 う。

な お 、SIASは こ れ らの設 定 に っ い て 、 条 件 設 定 の 内 容 に応 じた メ ニ ュ ー を

適 宜 、 開 く こ と で 文 脈 表 現 と他 の競 合 す る設 定 を避 け て い る 。次 に 、 生 成 文 表 現

設 定 に 関 す る メ ニ ュ ー の 遷 移 を 示 す 。
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特定時点の記述
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特定階層
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/、
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全系列
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図5.5生 成 文 表 現 設 定 メ ニ ュ'一遷 移
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5.4特 徴 抽 出 系

ここで は統 計情 報 解析 文生成 システ ムにおけ る検索 デー タか ら特徴 を抽 出す る

までの処理 手順 に つ いて説明す る。特徴 抽 出系 は対象 とな る統計 表 が作成 され、

システム上 で 形式 知識 の整備 が行われ た あ と、系列 ごと時系列 に そ って特 徴 を抽

出す る働 きを持 つ。

特徴 抽 出系 の機 能 にっ いて次 に示す とと もに、 それ らの全体 の フ ローを図5.

6に 示 す 。

①.系 列情 報 取 得 系列 に付 随す る情報 を内部 にセ ッ ト。
(以 下 の②.か ら⑥.の 特 徴抽 出 の制御 に使 用)

②.系 列実 特 性 抽 出 期 間最大 値 や年(期)別 平均値 な ど、 値 そ の もの
や基本統 計量 に基づ く特 性。

③.系 列変 動 特 性抽 出 対 象系列 の前年 同期(月)と の一致性 や 、変 化 の
傾 向 の類 型化。

④.系 列対 比 特 性抽 出 前年 同期(月)に 対 す る値 の比 。

⑤.系 列変 移特 性 抽 出 前期 に対 す る値 の比 。

⑥.系 列推 移特 性 抽 出 連続 増加 また は減少 す る期 間。抽 出 は連 続期 の
開始 時点 と連 続時点 数。

ただ し系列 情報 取得 に おいて、形式知 識整備 の失敗 な どによ り系列 情報 が 得 ら

れない場 合、 そ の系列 全 体で特徴 抽 出は行わず 、そ の系列 の 自然 言語 表現 は な さ

れ ない。

また系 列変動 特 性抽 出で は、検索 結果 で ある実数 値 、そ の前年 同期(月)比 、

年(期)別 平均 値(大 域 的特 徴)の3指 標 うちの1っ を選 択 して、 そ の値 の時 系

列変化 に基 づ いた 特徴 を抽 出す る。 前年 同期(月)比 とは1年 前 の同時期 と値 を

比較 した もの で あ り、季節 的 な要因 によ る変動が取 り除か れ る。 年(期)別 平均

値 は年 間 また は期 間 を通 して平均 を と った もので 、大域的 な変動 傾 向 をみ る ため

に用 い られ る。
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前 期差 の変化率
連 続す る2時 点 の同 方 向変 化
前年 に沿 った変 化 を してい る期 間
全期 間を通 じた変化 方 向
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図5.6特 徴 抽 出 系 処 理 フ ロー
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(1)実 数 値 に よ る特 徴抽 出

ここで は実数 値 の時 系列変 化 に基 づ く特徴 の抽 出手順 につ いて説 明す る。

実数 値 に よ る特 徴 は統 計 的処理 を加 え ることで得 られ る統計量 と、時系 列 に置

ける推 移 に よ る もの とが あ る。実数 値 に よるこれ らの特徴 抽 出は下 に示す 手 順 で

行 われ る。 また 、抽 出 フ ロー を図5.7に 示す。

・ 統 計量 算 出

[算 出統 計量]

期 間初期 値 、期 間終 期値 、各 前期(月)比 、各前 年 同期(月)比 、

値 の昇順 の順 位 、前 期(月)比 の昇順 の順 位 、連 続変 化期 間 、

前 期(月)差 、前期(月)差 の変化率 、年(期)平 均

・ 特 徴 を順 に抽 出

(複 数 の特徴 を持 つ値 に関 しては、先 に見 つか った特 徴 が優先)

①.連 続 変化 期 間抽 出 3時 点以 上連続増加 あるいは減 少す る期間 。

②.最 大値 抽 出 期 間中最 も大 きな値 。

③.最 小 値抽 出 期 間中最 も小 さな値 。

④.期 間第2位 抽 出 期 間中2番 目に大 きな値 。

⑤.期 間第3位 抽 出 期 間中3番 目に大 きな値 。

⑥.変 化率 最 大抽 出 最 も増加方 向 に変動 した時点。

⑦.変 化率 最 小抽 出 最 も減少方 向 に変動 した時点。

⑧.連 続2時 点 同変化
特 徴抽 出

連続2時 点 が 同方 向に拡 大 して変 化す る時 点。

⑨.前 年 同様 変化 期間
抽 出

前年 の変化 に沿 った変化 を して い る期 間。

この他 、初 期 値 と終期 値 は必 ず特徴点 として抽 出 され、 そ の特徴 は随時 、 中間

言 語 コー ドに変 換 され る。
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実数値による特徴抽出

統計量算出

初期時点抽出

…羅欝 欝 ∋

連続変化期間抽出
抽出

最大値抽出
抽出

最小値抽出
抽出

期間第2位 抽出
抽出

期間第3位 抽出
抽出

変化率最大値抽出
抽出

変化率最小値抽出

連続2値 同方向変化
時点抽出

抽出

対前年同方向変化
期間抽出

終期検出

終期

終期時点抽出

戻 り

図5.7実 数値 に よ る特徴 抽 出 フ ロー
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(2)前 年 同期比 によ る特徴抽 出

ここで は前 年 同期 比 の時系列 変化 に基 づ く特 徴 の抽 出手順 につ いて説 明す る。

特徴 抽 出の手順 は、実 数値 の前年 同期比 をあ らか じめ求 めてお き、実数 値 によ

る特徴 抽 出 と同様 に、実 数値 を前年 同期(月)比 に置 き換 えて抽 出 した もので あ

る。た だ し、前年 同期 比 の前 年 に沿 った変化特 徴 は調 べな い。

前年 同期(月)比 によ る特徴 抽出 は下 の手順 で行 う。 また、 フ ロー を図5.8

に示す 。

・統 計量 算 出

検索 結果 のデ ー タか ら前年 同期 比 を算定 し、 この前年 同期比 を値 と して

次 の統計 量 を算 出す る。

[算 出統 計 量]

期間初 期 値 、期 間終 期値 、各前 期(月)比 、

値の昇 順 の順 位 、前 期(月)比 の昇順 の順 位 、連続 変化期 間 、

前期(月)差 、前期(月)差 の変 化率

・特 徴抽 出

前年 同期比 と統 計量 か ら特 徴 を以下 の順番 で抽出 す る。 ただ し、指 定 さ

れた期 間 の初 め の1年 分 は特徴 を調 べ ない。 また 、複数 の特 徴 を持 つ値

に関 して は、先 に見 つ か った特徴 が優 先す る。

①.連 続 変化 期 間抽 出 3時 点以上連続 増加 あ るいは減少 す る期 間 。

②.最 大 値抽 出 期 間 中最 も大 きな値。

③.最 小 値抽 出 期 間 中最 も小 さな値。

④.期 間第2位 抽 出 期 間 中2番 目に大 きな値。

⑤.期 間 第3位 抽 出 期 間 中3番 目に大 きな値。

⑥.変 化 率最 大抽 出 最 も増加方 向 に変動 した時点。

⑦.変 化率 最 小抽 出 最 も減少方 向 に変動 した時 点。

⑧.連 続2時 点 同変化
特徴抽 出

連続2時 点 が同方 向 に拡大 して変化 す る時点 。

この他 、初 期 値 と終期 値 は必 ず特 徴点 と して抽 出 され、 その特徴 は随時 、 中間

言語 コー ドに変 換 され る。
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前年同期比による特徴抽出

前年同期比の算定

統計量算出

選択期間における前年同期比を算出

構羅 瀞当
初期時点の抽出

連続変化期間抽出
抽出

最大値抽出
抽出

最小値抽出
抽出

期間第2位 抽出
抽出

期間第3位 抽出
抽出

変化率最大値抽出
抽出

変化率最小値抽出

連続2値 同方向変化
時点抽出

終期検出

終期

終期時点抽出

戻 り

図5.8前 年 同期 比 に よ る特 徴 抽 出 フ ロー
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(3)大 域的 特徴 抽 出

ここで は大 域 的 な時 系列変 化 の特徴 の抽 出手順 につ いて説 明す る。

特徴 抽 出の 手順 は、実 数値 の年(期)別 平均値 をあ らか じめ求 めて お き、 実数

値 によ る特 徴 抽 出 と同様 に、実 数値 を年(期)別 平均 値 に置 き換 えて 抽 出 した も

の にあ た る。 この時 、大 域的特 徴 による特徴抽 出は下 の手順 で行 う。

・ 統 計量 算 出

検 索結 果 のデ ー タか ら年(期)別 平 均値 を算 定 し、 この年(期)別 平均

値 を値 と して 、次 の統計量 を算 出す る。 また、 フ ローを 図5.9に 示す。

[統 計 量 算 出]

期 間初 期 値、期 間終 期値 、各前 年(期)比 、(各 前年 同期比 、)

値 の昇 順 の順 位 、前 年(期)比 の昇 順 の順 位 、連 続変 化 期 間 、

前 年(期)差 、前年(期)差 の変化 率

・特徴抽 出

年(期)別 平均 値 と統計量 か ら特徴 を以下 の順 番で抽 出す る。 た だ し、

指定 した 期間 の初 め と終わ りの1年 に満 たな いデー タは特徴 を調 べ ない。

また、有 効 なデ ータ は3時 点以 上必要。複 数 の特 徴 を持 つ値 に関 しては、

先 に見 つ か った特徴 が優先す る。

①.変 化 同一 方 向性 全期 間を通 じた値 の変 化方 向 の同一 性。

②.変 化 幅増 減方 向 全期 間 を通 じた値 の変 化幅増 減方 向の同一 性 。

③.変 化方 向 反転 数 全期 間 を通 じた値 の変 動 の極 地の数 。

④.連 続変 化 期 間抽 出 3時 点以上連続 増加 あ るいは減少 す る期 間。

⑤.最 大 値 抽 出 期 間中最 も大 きな値。

⑥.最 小 値 抽 出 期 間中最 も小 さな値。

⑦.期 間第2位 抽 出 期間 中2番 目に大 きな値。

⑧.期 間第3位 抽 出 期間 中3番 目に大 きな値。

⑨.変 化 率最 大 抽 出 最 も増加方 向 に変動 した時 点。

⑩.変 化 率最 小 抽 出 最 も減少方 向 に変動 した時 点。

⑪.連 続2時 点 同変 化
特徴 抽 出

連 続2時 点 が同方 向に拡大 して変化 す る時点 。

この他 、初期 値 と終 期 値 は必 ず特 徴点 と して抽出 され、 その特 徴 は随時 、 中 間
言語 コー ドに変 換 され る。
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大域的特徴抽出

年(期)別 平均値算定

統計量算出

初期時点抽出
騰 麟 辮::]

同一変化方向性検出

同一変化幅方向性検出

変化方向反転数カウント

連続変化期間抽出
抽出

最大値抽出
抽出

最小値の抽出
抽出

期間第2位 抽出
抽出

期間第3位 抽出
抽出

変化率最大値抽出
抽出

変化率最小値抽出

連続2値 同方向変化
時点抽出

終期検出

終期

終期時点抽出

戻 り

図5.9大 域 的特徴 抽 出 フ ロ一
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(4).特 定 時 点 文

こ こで は特定 時 点 にお ける統 計系列 の特徴 抽 出手順 につ いて説 明す る。

特定 時点文 で表 現 され る特徴 には、実数値 の他 、統 計系列 間の上位 下位 概 念 に

よる階 層関係 や 、構成 比 、寄与 率が あ る。SIASは 、 これ らの特定 時点 文 にお

ける特 徴 の抽 出 を次 の手順 によ り行 う。

・統計量 算 出

特定 時点 の各系 列 にっ いて次 の量 を算 出す る。 な お、算 出の フ ロー を図

5.10に 示す 。

[算 出統 計 量]

統 計 系列 の階層 構造 、(ア イテム、)各 統 計 系列 の特定 時点 値 、

各 統 計系 列 の最上位 階層 に対 す る構 成比 、同寄与 率

・特 徴抽 出

算出統計 量 と統 計系 列 の階層 関係か ら次 の順 に特 徴 を取 り出 す。 た だ し、

アイテ ム につ いて は、 アイ テムを持つ統計 系列 を選択 した場 合 にの み特

徴 と して取 り出す。 また、 アイテム、構成 比 、寄 与率 は、 これ らに よる

記述 順 が指 定 され た時 のみ抽 出す る。

①.ア イ テ ム 当 該 系 列 の ア イ テ ム 。

(ア イ テ ムを 持 つ 統 計 デ ー タ ベ ー ス選 択 時)

②.階 層 深 さ 当該統 計系列の階層 番号 。

③ 階層の下降、上昇 一 つ前 の統 計系列 に対 す る当該 系列 階層 の上 下 。

④.構 成比順 位 、
寄与率順 位

1つ 下 位の階層 の統計 系列 にお ける、構 成比 、

寄与率 の順 位。

これ らの項 目を取 り出す順 序 は、文の並 びや文中 の記述 順 序 に反映 され る。 こ

の とき、初 めに取 り出 され る項 目が文の並 びな どの大 きな順 序制 御 に用 い られ、

後 で抽 出 され る項 目ほ ど局所 的 な記 述順序 に用 い られ る。 な お、 この抽 出手 順④.

で は特 徴抽 出 に先 立 ち、構成 比順 、寄与率順 、デー タ入力順 のいず れか を指 定 し

て お く。
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特定時点特徴抽出

統計量算出

擁 §寵蓼纂㌫ 当
階層指定外時

階層番号取得

内訳系列取得

内訳系列構成比/
寄与率順位取得

対 象 テー ブル終端 検出

ア イ テ ム リ ス ト終 端 検 出

中間表現生成

データ順指定 時

ー計
時
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択
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図5.10特 定 時 点 特 徴 抽 出 フ ロt・・一
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5.5解 析 文 生 成系

特 徴 抽 出 系 の処 理 に よ り発 見 され た 特 徴 は 、 い った ん 中 間言 語 コー ドで 表 現 さ

れ る。 中 間 言 語 コ ー ドに は特 徴 フ ラ グ(MX、MN、M2な ど)の 他 、値 に 関 す

る情 報 、 系 列 に 関 す る情 報 な ど が含 ま れ る。 中 間言 語 表 現 の生 成 に つ い て 図5.

11、 図5.12に 示 す 。 ま た 、中 間 言 語 表 現 の形 式 に つ い て は 図5 .13、 図

5.14に 示 した 。 解 析 文 生 成 系 は この 中 間 言 語 コー ドか ら 自然 言 語 表 現 に 変 換

を行 う。 自然 言 語 表 現 へ は 「単 語 の 選 択 」 と 「自然 言 語 文 法 の生 成 」 の2っ の変

換 よ り行 う。 こ の 自然 言 語 文 法 の生 成 の 様 子 を 図5.15に 示 した 。
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時系列文中間言語表現生成

対 象 系 列 知 識 獲 得 一…' 統 計 系列 名:X1
ア イテ ム名:X2

階 属 性:H

対 象 期 間:初 期 、終 期 、 周 期

1系 列初臓 現生成 一
時 点情報:初 期 年月(期):Ts
値:初 期 値:Qs

系列 中間表 現生 成 一… 期間最大値
期間最小値
期間第2位 値
期間第3位 値
推移連続性
前期(月)比
前年同期(月)比
前期(月)差 変化率
年(期)別 平均値
寄与度

値、 時点
値 、時点
値 、時点
値 、時点
始期 、期 間
値 、時点
値 、時点
値
値
値

実数値特徴抽出

前年同期比特徴抽出

大域的特徴抽出

系 列 終 期 表 現 生 成 一一… 時点情 報:終 期年 月(期):TE
値:終 期値:QE
大 域的特徴

…

…

中 間 言 語 コ ー ドパ タ ー ン

D,H,XsTsMsQs,TIMlQ1,… …,T∈MEQE。

Xs=XlX2

自 然 語 辞 書 照 合 解 析 文

C,XIJX2JTsJVs(Qs,Ls),TIJV1(Q1,L1),
… …
,TEJV(QE,LE)。

図5.11時 系列文 中間言語 表現生成 処理 フ ロー
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特定時点中間言語表現生成

対 象 系 列 知 識 獲 得 一'… 時 点情報:特 定年月(期):T
順 位:寄 与率、 構成比 、階 層

「

特 徴 表現 生成 …一 統 計系列 名
ア イテム名

Xnl

Xn2

¥n
Qn

階層性
時点情報
値

内訳系列
特定年月(期)
実数値 、単位
寄与率 、構成比

一 特定時点特徴抽出

中 間 言 語 コ ー ドパ タ ー ン

DsHsXsTsMsQs,D'1HlXITIMIQt,

DnHnXnTnMnQn,… …,DEHEXETEMEQE。

Xn=XnlXn2

自 然 語 辞 書 照 合 解 析 文

C,XIJX2JTsJVs(Qs,Ls),TIJV1(Qs,L1),
… …
,TEJV(QE,LE)。

図5.12特 定 時点 文 中間言 語表現生 成処理 フロー
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中間言語表現

 

1

時系列文の中間言語表現

 

5

)　

ぷ

(

時系 列文 を記述 す る過 程で生 成 され る中間言 語表現 の形 式 を次 に示 した 。

〈生 成情 報概要 〉生成文表現構造体

デ ー タ ベ ー ス識 別IDな らび に統 計 系 列
の も と も と の階 層(絶 対)フ ラ グ 。

系列情報

レコー ド

表 現 対 象 系 列 の叙 述 に お け る相 対 的 階 層
フ ラ グ、 「内訳 」 表 現 等 の叙 述 コ ン トロ
ー ル フ ラ グ。

一… 統 計 系 列 名 や ア イ テ ム名
、単 位 情 報 な ど

主 語 に相 当 す る。

[基 本 構造]
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期

。

な

前
値

)

、列

系列値 情 報'… 一統計 系列 の評価 対象値(主 系列 値
びに前期比 、前 年 同期 比 、前期 差

差 の変化率 、寄与度 な どの従属 系

句 区切 り記 号]自 然 言語 表現の た めの句 点情 報。

時点情報
評価情報
系列値情報
句区切 り記号]

時点情報
評価情報
系列値情報
句区切り記号]

文章 の終 り情報 。

系　

時点情報

評価情報

2

2

2

T
M
Q

l
l
l
l
占
▼

l
l
l
l
l
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報
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情
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時系列文中間言語表現5.13
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(2).特 定 時点 文 の中 間言 語表現

特定 時点文 を記 述す る過程 で生成 され る中間言語表 現 の形式 を次 に示 した。

コ

ー

ド

生

成

順

生成文表現構造体

[基本構造]

Xs-

Ts-

Ms-

Qs　

ー
ユ

ー

1

1

旦

ー
エ

ー
へ

D

H

X

T
M

Q
ー

iii
T2-

↓
M2　

Q2一

↓

Dl≡-

HE-

XE-

TE-

ME≡

QE－

〈生 成情報 概要 〉

… … 系 列 情報 … …一一デ ー タ ベ ー ス識 別IDな らび に統 計 系 列

の も と も との 階 層(絶 対)フ ラ グ。

一一'一'一コ ン トロ ー ル コー ド

表 現 対 象 系 列 の 相 対 的 階 層 フ ラ グ

段 落 、 「内 訳 」 表 現 等 の に使 用 。

一… 一一系 列 コー ドー… 一統 計 系 列 名 や ア イ テ ム 名 、単 位 情 報 等 。

…… 時 点 情 報 一一…… 特 定 時点
。

'… 一一評 価 情 報 一… 一…NULL設 定
。

… … 系 列 値 情 報 ・…一統 計 系列 の 評 価 対 象 値(実 数 値)

な ら びに 構 成 比 、 寄 与 度 な ど の 値 。

[句 区 切 り記 号]自 然 言 語 表 現 の た め の 句 点 情 報 。

系 列 情 報
コ ン トロー ル コー ド

系 列 コー ド

時点 情 報

評 価 情 報
系 列 値 情 報

[句 区 切 り記 号]

系列 情 報
コ ン トロー ル コー ド

系列 コー ド
時点 情 報

評 価 情 報
系列 値 情 報

[句 区 切 り記 号]

図5.

系列情 報
コン トロー ル コー ド

系列 コー ド
時点情 報
評価値 情報
系列値 情報
[文 区切 り記号]

14特 定 時点文 にお ける中 間言語表現
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(3).中 間言語表現か ら自然言語表現へ の変換

①.生 成文表現構造体

[基本構造]

D(s)H(s)XsTsMsQs, (DlHlXl)TtMlQi, (D2H2×2)T2M2Q2, , (DEHEXE)TEMEQE。

Oは 特定時点文の表現時に付加する情報

一

一
〇
〇
ー

[生 成情報引 き渡 しパ ラメータ]

Di

Hi

Xi

Ti

:系 列情 報
:DB識 別ID

:絶 対 階層 フ ラ グ

:コ ン トロー ル コー ド

:叙 述(相 対)階 層 内訳 フ ラグ
:叙 述 コ ン トロー ル フ ラ グ

:系 列 コー ド

:統 計 系 列 名Slア イ テ ム名S2種 類 コー ド

:系 列 単 位U有 効 桁 数 メデ ィア ンf

:時 点情 報
:年 月(期)… …期 間初 期 、 中間 期 、終 期

変 化 率 最 大 ・最 小 時点
期 間最 大 ・最 小 時点

期 間第2位 ・第3位 時 点
連 続 生 起 点 ・終 期点

Mi:評 価 情 報

:様 相 情 報 … …

:連 続情 報 … …

:変 動情 報 … …

:期 間 変移 情 報

Qi:系 列 値 情 報

,

o

:主 系列値
:前 期比
:前 年同期比

… 変化率最大 ・最小 フラグ

期 間最大 ・最小 フラグ
期間第2位 、第3位 フラグ

… 連続増加 ・減少識別フラグ

連続期間
… 同変移 フ ラグ、周期性 フラグ
… 変化方向 フラグ、極地 フラグ

変化幅増減 フラグ

率
差
度

与
期
与

寄
前
審

[句 区切 り記号]

[文 終端記号]

構成比
前期差の変化率

②.自 然語辞書照 合解析文

C,XsJTsJVs(Qs,Ls),TIJVI(Q1,Lt), ,TEJVE(QE,LE)。

[照 合 解析 文 パ ラメー タ]

)(V
J
Q

:述 部関数
:助 詞
:系 列値情報(系 列値Qi+単 位U)

L

A

N

():名 詞 句(Li=Ai+N;)
:副 詞 ・形容 詞 … … 連 体 連 用修 飾 語 評価 関 数

:名 詞 … … 名 詞 評 価 関数

図5.15中 間言語 か ら自然言語 への変換

Ai(Mi)
Ni(Mi)



5.5.2解 析 文 生 成 関 連 知 識

ここまでの手 続 きによ り、統計情報 の検索結果 か ら解析 文 を生成 す るた め に、

統計系 列 の特 徴 抽 出結 果 に対 して中 間言語 レベルの表 現構造 体が作 成 され る。 こ

の中間言語 表現 レベル におけ る目的 は 「表現 したい特 徴情 報 のコー ド化」 に あ り、

これに続 いて 自然 言語表 現生 成 のた め に自然語 の辞書 引 き、動詞 ・形 容詞 の活 用

な どを含 めた いわ ゆる言 語処 理が必要 となる。 これを コン ピュー タ上 で行 うには

次 に示 す よ うな知 識 が問題 とな って くる。

[言語 処 理 で問題 とな る知識]

・統計 系 列 名 や専 門用 語 に対応 した用語知識

・文生 成 の た めの 自然語 辞書 、文法知識

これ らを整 備 して お く ことによ り知 識情報処理系 と して 知識 ベー ス と推論 機構 、

文法処 理機構 に基 づ いた文生成 を行 うことがで きる。SIASで は コ ンピュー タ

処理 が可能 な よ うに、次 のよ うに関係 情報 を知識 ベー ス化 して お くもの とす る。

[SIASに 導入 した言 語知 識]

系列知 識 ベ ー ス

自然言 語 辞 書

統計系列に係わる内包的知識関係

特徴情報の自然語による外延的表現条件

自然語間における概念の接続関係

自然語間の語用関係

これ らの知 識 ベ ー ス、 自然言 語辞 書 を参照 しなが ら中間言 語表現 に対 応 し、か

つ リンク適 合す る単語列 の自動抽 出 を行 い、 自然語 に よる記述 文生 成 を行 う もの

とす る。

一般 に知識 ベー スや辞 書構成 は、対象 とな るノー ドと して索 引語(見 出 し語)

にあた る 「項 目名 」 と 「定義 内容 な い し説明文」 とが1対1対 応 す る もので あ る

が 、同 時 に この項 目間 の リンク情報 として 「概念的関 係性 」を扱 う必要 が あ る。

[SIASの 言 語 処 理 関 連 リ ン ク]

リ ン ク名 知 識 ベ ー ス リ ンクの 対 象

IDリ ン ク

SDリ ン ク

RKリ ン ク

系列知識 ベー ス
自然言語 辞書
支援 リンク知識

統計系列情報
品詞情報、語用表現
統計系列間

統計 系列 に係 わ る 『系列知 識 ベー ス』 で は、 これ をIDリ ンク と して 「統 計 系

列 の知識 関係 」 が構築 され る もの とす る。 ここで は、その統計 系列 な らびに系列

間 にお ける さま ざまな外部 関係知識 が考 え られ るが、 本年度調査 に おいて は 、 こ
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の部分 は統 計 区分 の上 位 一下 位概念 な どの統計 本来の情報 について の みを検 討対

象 とす る。特 に、 マ ク ロ経 済 デー タに係 わ る統 計情 報 にお いては、社 会経 済 的環

境 を含 む広遠 な知 識 関係性 、経 済観測 量 の関係 性な どが背 景 にあ り、高度 な分析

や表現 が際限 な く広 が る知識構造 を有 してい る。その ため これ らの関係性 に係 わ

る リンク情報 は既 存知 識 と して構築 され る もの のみ な らず 、発見 的手 法 によ り連

係 され る性質 の もの と もいえ る。

また 、 「自然言 語 辞書 」で は自然言 語表現 の生成 のため に、品詞情 報 や語 用表

現 に対応 した 項 目ノー ド、統 計情報 の抽 出特 徴 に相当す る評価値 な ど に対応 した

知 識 ノー ドを考 え 、 これ らの間 をSDリ ンクと して ネ ッ トワー ク構 造 を考 え るも

の とした。

この他 「支 援 リンク知 識」 で は、別 の系列 名称 を参照 す る形 で生 成 文 の中 に他

系列 との リンクRKリ ン クと して表 現す る。

(1).系 列 知 識 ベ ー ス:IDリ ン ク

(統 計 系 列IDノ ー ドか ら各 項 目 ノー ドへ の リ ンク情 報)

現 行 のPPISで は 検 索 結 果 の ユ ー ザ フ ァイ ル作 成 時 に 、 ユ ー ザ 指 定 の 系 列 デ

ー タ名(連 番)がIDと して 付 与 さ れ るが 、 これ に対 応 した 本 来 の統 計 系 列 情 報

のIDコ ー ドと一 致 を と る必 要 が あ る。 統 計 知 識 の 基 本 とな るIDは この 系 列 コ

ー ドで 、 これ を ノ ー ド(見 出 し語)と して 系 列 名称 や ア イ テ ム名 、 階 層 情 報 、 単

位 な ど の 各 知 識 項 目 ノ ー ドへ と リ ン クが 張 られ る。 こ れ らの フ レ ー ム構 造 を もっ

系 列 知 識 の セ ッ トと統 計 系 列IDコ ー ドとは1対1対 応 を な す も の で あ る。

[系 列 知 識 の フ レー ム]

項 目, 系列情報

IDコ ー ド 統 計 系 列IDコ ー ド対 応 を取 るた め の コー ド

系列名称 統計項 目の系列名(品 目名、分 野名等)
系列別 種類 コー ド SDBコ ー ドを拡 張 した もの(統 計種 別 を表 す)

階層
r－

統計系列間の階層概念の階層番号
単位 統計系列概念の単位
ア イ テ ム 名 統計系列概念の属性

この系 列知識 ベー スは統計 系列 名(PRDBの 場合 はアイ テム名.との合 せて)が

生成文 の主語 と して参 照 され る。 また、系列知 識 フ ァイル*.IDと して作 成 さ

れ る系列 知識 ベー スでの 上位 一下 位 の概 念関係 は、 この系 列 コー ドの並 び順 と階

層情報 とによ って 意味 が 確立 され る(対 象 とな る統計系列 データ の親 子 関係 、兄

弟 関係 な ど)。

この系 列知識 ベー スにお け るIDコ ー ドは統計系列 の名称 のみ な らず統計 系列

自身の属 性情 報 を含 み、 統計 情報解析 文生成 システム にお け る検索 結 果 の加 工処

理 時 に も参照 され る。 さ らに解析文 生成 時にお ける 「内訳 表現 」 の識 別や 「寄与
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度 」 の 算 出 な どに 用 い られ る。

(2).自 然 言 語 辞 書:SDリ ン ク

これ は 自然 言語 表現 に係わ る辞書 と語用 に係 わ るノー ド間の リン ク情報 を もつ

もので 、統計 解析 文 に係 わ る自然言 語表現 の関係 や意 味関係 を表 す もので あ る。

この辞 書 は中間言 語 に よ る表 現構造 体か ら自然言語 表現 へ の変換 を行 う際 に参 照

され る もので、単 語 の品 詞や接続情 報(単 語 間の接続性 、活 用 型 な ど)、 前 期比 や

前 年 同期比 な どに対応 した数 値表現 条件、上位 一下 位概念 の 「内訳関 係」 、 改行

情 報 な どを表 現す るものであ る。系列知識 のIDフ ァイル とは異 な り、辞 書 引 き

を行 う順序 は 「中 間言 語 表現 」 の コー ド生起順 に行 わ れ、主 語 を系列 知識 か ら読

み込 ん だ後 、対応 す る 「時点 情報 」の表現 、述部 の名詞句(副 詞 ・形 容詞+名 詞)

の選定 、その動詞 型 の決 定が行 われ る。

この辞書構 成 は以下 の もの よ りな る。

[自然言語辞書構成]

主語系 統

時制系 統
助詞系 統
述部 ・動詞 系統
副詞 ・形容 詞系 統
名詞
統計用 語
コン トロー ル系

文 の主語 か ら他 の用語 に対す る接 続 を定 義
時点情報 の表現 を定義
単 語 間の語用 関係 に基 づ く動詞 との接続 を定義
名詞 、副 詞 ・形容詞 との接続 を定 義
中間 コー ドによる特徴 の大 きさの表現 を定 義
中間 コー ドによる特徴種 別 の表 現 を定義
特 徴 の対象 を定義
段 落制御 の定 義、句読点 、括弧 表 記 の定 義

こ こで は該 当す る述 部表現 におけ る名詞句 の決定 に 「副 詞 ・形容 詞 系統 」 と

「名詞 系統」 が品 詞指 定 によ り同時選択 され、 その接続条 件 において 「述 部 ・動

詞 系統 」 、 「助 詞 系統 」 の組 合 せが決 め られ る。 この ときの接続 関係 と して はF

接 続 、V、T接 続 が用 い られ る。F接 続 は副詞 ・形容 詞 と名 詞表現 との 「語 用 関

係:Friendly」 に よ る同 時生 起 グループを表わす。 また、V接 続 は動 詞系表 現 の、

「～ で ある型 、～ す る型 、～ とな る型 」の3表 現 を、T接 続 は動詞 表 現が 「初 期、

中間期 、終期 」時 点特 有 であ るか どうかを与 え るもの であ る。 また、 助詞 系統 は

これ らの組合 せか ら最 終 的に選定 され る。一方 、名 詞系統 にお いて前 期比 、前 年

同期比 、連続期 間 性 な どの数 値属性 に従 う用語 にっい ては 、 これ らの数値条 件 や

辞 書 の 「条件 」パ ラメー タに よ って指定 され る。
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[自 然 言 語 辞 書 の フ レー ム]

続
続
続
比
比

詞
接
接
接
期
期
件

品
V
T
F
前
同
条

品詞 指定 によ る接 続
～ で あ る型 、～す る型 、～ とな る型 によ る接 続
初期 、 中期 、終 期 によ る接 続
語用 関 係 に よる同 時生起接 続
前 期比 によ る中間 コー ドか らの条件接続
同期比 によ る中間 コー ドか らの条件接 続
中間 コー ドによ る同時 生起 接 続

この 自然 言 語 辞 書 はSDリ ン ク フ ァイ ル と し てSIAS-TGに 準 備 して あ り、

「6.自 然 言 語 辞 書 作 成 処 理 」 に お い て そ の修 正 加 工 が 可 能 で あ る。

(3).支 援 リ ン ク 知 識:RKリ ン ク

直接 的な辞 書 で はな いが、本 調査 で は統計 系 列(間)に おけ る外部 知識 関 係 を

与 える1っ の試 み と して 、支援 リンク知 識 フ ァイル によ る挿 入型 の解 析文 生 成 を

行 えるよ うに した。 この フ ァイルの記述 内容 部 において、変 数系列 名 口 、演算

子*、/、+、 一 に よ り数値 表現 を含 む文章が 決定 され、該 当す る主題 系列 名 の

前(一)、 後(+)に これが挿 入 され る。 ここで は変 数系列 名[]に つ いて統計 系 列名

よ り前方 一致探 索 を行 うため、統計 系列 間 によ る演算表 現 が可能 にな って い る。

[支 援 リ ン ク知 識 フ レ ー ム]

項目 リ ン ク条 件

ID フ レー ム識 別 の た め の連 番

前置/後 置符号 一:解 析 文 の前 に リ ンク

+:解 析 文 の後 に リ ンク

特定接続詞 記述内容の前につく接続詞表現
主題系列名 リ ンク対 象 とな る系 列名称
記述内容 リ ン ク知 識 本 体 、

口 、*、/、+、 一 を 含 む 表 現

これ らの辞書 にお いて各種 の知識 に係 わ るネ ッ トワー ク構造 を考 え る ことで、

統計情 報 の自然 言語 に よ る意 味 的表現 の生成 を行 うもの と した。(1).IDリ

ンクと して統計 系 列 自身 の概念 が位 置づ け され 、(2).SDリ ンクで 中間 言語

表現 か ら自然言 語 表現 へ の対応 づ けが、 さらに(3).RKリ ンクに おいて 若干

の拡 張記述 が可能 とな って い る。

一110一



5.5.3自 然 言 語 表 現 型 式

(1).基 本 出力 文型(数 値 表示部)

ここで は 『解析 的特徴 抽 出』処理 の後 に、最 終的 な 自然 言語表 現 に よる解 析文

生 成を行 う際 、文 中 の数 値表現 に係 わ る記述部 位の コー ドパ ター ンな らび にそ の

出力文型 にっ いて と りま とめて お く。

コー ドパ ター ン はr系 列知識 フ ァイル』 にお いて 、解析 文生成 処理 の前 に既 に

下 記の よ うにSDBコ ー ドの種類 コー ドに準拠 した形 で作成 登録 を行 うもの とす

る。 この数値部 の 表示形 式 に係 わ るパ ラ メー タは下記 の種 類 コー ド部 分(下 位4

桁)の みで、拡 張 コー ド(4)相 当 につ いて もユーザ が設 定登録 で きるよ うに した。

各統計 系列 ごとの解析 文生成 の際 に、数値部 表現 は以下 の よ うに中間処 理 が行

われ る。
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表5.6系 列別 種 類 コー ド処 理

[凡 例] ;… 種 類 コード ー1

SDBコ ー ド: AID12330 M O N口

(1)(2)(3)(4)

(1).期 別 コー ド:集 計 期 間 の種 別 を表 わす 。

コード 意味 挿入文字列 (3)、(4)の 文 型 内 の挿 入 位 置

M 月次 月 *】 の位 置

Q 歴年四半期 期
R 年度四半期 期
H 歴年半期 期
1 年度半期 期
C 歴年 年
F 年度 年

(2)季 節調 整 コー ド:季 節 調整 済 か を示 す 。

コード 意味 挿入文字列 (3)、(4)の 文 型 内 の挿入 位 置

A

S

O

季節調整済
季節指数
原データ

(季調済)
(季 節指数)

挿入 な し

*2の 位 置

(3)名 目 ・実 質 コー ド:名 目 ・実質 の種 別 。

コード 意味 種別 数値表現部文型(注 意を参照)

畏
金額 名目
実質

値*2(前*此%、 前年同*此%)
〈小数以下2位 〉 〈2位 〉 〈1位 〉

}
指数 名目
実質

値*2(前*1差 ホ'イント、前 年 同*此%)
〈小 数 以 下1位 〉 〈1位 〉 〈1位 〉

Q 数量 な し 値*2(前*1比%、 前 年 同*1比%)
〈小 数 以 下2位 〉〈2位 〉 〈1位 〉

(4)拡 張 コー ド:数 値 表 示 部 文型 が(3)と 異 な る ことを示 す 。

コード 意味 数値表現部文型(注 意を参照)

空白 拡張 な し (3)の 文型を用い る

X 最新期時点の
み表現する

値(前 年同*1比%)
〈小数以下1位 〉 〈2位 〉

K 寄与度表現
をとる

値*2(前*1比%、 寄与 度%)
〈小 数 以 下2位 〉〈2位 〉 〈2位 〉

注意:(3)、(4)記 述 におけ るカ ッコ付 きの部分は、時系列文の実数値 による
詳細記述指定 の場合だ け表示す る。 また、値には特徴抽 出時に選択 した実
数値、前年 同期(月)比 、年(期)別 平均値のいずれかの値が用 い られ る。
また特定 時点文 においては、系列別種類 コー ドによ らず に表記が行われ
る。
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(2).文 体表 現 型式(述 部 ・動詞 系統表現)

ここで は述 部 、動 詞 系統処 理 にっ いて 自然言 語表現 例を もとに類型 化 して お く。
一般 に、時 系列 的記 述 を行 う場合、初 期時点 か ら現時 点な い し終 期 時点 まで を時

間序列 順 に表 現 す る ことが多 い。 この と き複文 構造 と して読点 まで を句点 で繋 い

で表現 す る場 合 、下 記 の よ うな推移表 現 がな され る。

<文 頭:S> 〈文 中:R> <文 末:E>

一テ ー

.{⊃静態的表現 に 唯 的表現◎ 、

静態的表現

動態的表現

'動 態 的表 現

〔⊃⊥ 動態的表現]{」 ℃
1「 一一●'''''''''''''""'ll

『(静 態 的 表 現)ピ

図5.16時 系列文 におけ る表現推 移

ここで 、述 部 ・動 詞型 表現 は、～ であ る型 、～す る型 、～ とな る型 の3表 現 が

典型 で あ る。 慣例 的な表 現で は、 「～ で あ り、～ と漸 次増 加 し、～ とな った。 」

のよ うに、静 態表 現 か ら動態 表現 に文 中で変化 した場 合、 その後 の表 現 は一 般 に

動態 的表現 を とる ことが多 い。統計解析 文で み られ る述部 ・動詞 系 の表現 例 を下

記 に示 す。

一方 、特定 時点 文 にお いては、時点 を固定 した と きの統 計系列 間 の静 的 な状 態

を述 べ るため、SIASで は静態的表現 を全体 に用 い ること とした。

<文 頭:S> <文 中:R> 〈文末:E>

静態的表現
、

、 静態的表現 、 静態的表現 o

図5.17特 定時点文 にお け る表 現推移

また、SIASは この3表 現 に加 え表示文 の表題 に限 り 「～ します 型」 を導 入

した。 この型 は表 題文 の文生成 時、慣例 的な文型 を形成す るた め必要 とな った。

次 に、統計 解析 文生 成 におけ る述 部 ・動詞 型 の表 現方法 を表5.7に と りま と

め る。
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表5.7述 部 ・動 詞 型 の表 現 例

[静 態 的表現 例]'

～ で あ る 型(Existence型)の 述 部 表現 例 活用型

～ 時点 で は … で あ った 。

～ の生 産 金 額 は … 円 で あ った 。
あ っ た 。 → あ り 、

[動 態 的表現例]

～ す る型(Doing型)の 述 部 表 現 例

～ 時 点 で は …

～ 時 点 で は …
～ 時 点 で は …

～ 時 点 で は …

～ 時 点 で は …

～ 時 点 で は …

～ 時 点 で は …

と激増 した。
と漸 次増加 した。
と堅調 に推移 した。
と安定 的 に推移 した。
と好調 に推移 した。
と急成長 した。
と鈍化 した。

～ と な る型(Becoming型)の 述 部 表 現 例 活用型

～ 時点 に は … と な った 。 な っ た 。 → な り 、

～ 時点 に は … と期 間 最 大(小)と な った 。
～ 時 点 に は … と期 間 第2位(3位)と な った 。

(な る 一比 較 表 現)
～ 時 点 に は … と 、 引 続 き横 這 い とな った 。

(か ら一 な る表 現)
～ 時 点 か らXX期 連 続 して 横 這 い とな った 。

[能 動 的表現 例]

～ します 型(Making型)の 述 部 表現 例 活用型

… を説 明 します 。

… を 解 説 します 。

… を 解 説 しま した 。

し ま す 。 → し 、
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(3).特 徴 に基 づ く単 語選択(名 詞系統 、副詞 ・形容詞 系統表 現)

抽 出 された特徴 の うち、統 計解析 的特徴 と変 化 に関 す る特 徴 は文 中 の述 部 で表

現 され る。述 部 は 名詞 系統 の単 語 に よ り特徴 を言表 わ し、副 詞 ・形 容 詞系 統 の単

語 が特 徴 の大 きさを示す よ うに構成 す る。
一方 、統計 系列 間 の階 層概念 に基 づ く特徴 は、本節(4)文 脈表 現 型式 に後述

す る、文 の並 び順 な どの文章 の構成 で表現す る。

特徴 抽 出系か ら引 き渡 され る特徴 は、中間言 語で は評価 情 報 の中 の フ ラグ と し

て、 その定性 的 な 側面 を表現 す る。 名詞系統 と副詞 ・形容 詞 系統 の単 語選 択 は、

このフ ラ グと中 間言 語 中 の系 列値情 報 によ り、定量的 な特 徴 の度 合 を評価 して行

う。

この よ うに、 フ ラ グは特徴 の種別 を意味 して いる ものの 、 これ は単 語 に一 対一

に対応 す る もので はない。 フ ラグ とは一種 の特 徴 の概念 を表 わす もので 、述 部全

体 によ り表現 す べ き ことを示 す。 この よ うな概 念 を表現 す るた めに複 数 の単 語 を

用 いる場 合 もあ る。 システムで は、それ を名詞 系統 の単語 と副詞 ・形 容詞 系 統 の

単語 を組合 せ るこ とによ り行 う。

SIASは 名詞 系統 と副詞 ・形容詞 系統 の単 語選択 を、 中間言語 中 の評 価 情報

と系列 値情報 の う ち次 の条件 を評価 す るこ とに より決定 す る。

・評価 情報Mn

・系列 値情 報Qn

フ ラグ(統 計系列 特性)

前 期比 、前 年同期 比、前期差 の変化 率

自然 言語辞 書 に は単語 の性 質 を示 す項 目に、上記 の情報 に基づ く条 件 が あ る。

中間表 現 の情 報 が 、 この条件 を満た す ものが単 語 と して選 択 され る。 特徴 や 条件

によ って は、副詞 ・形容 詞系統 の単語 が選択 されな い こと もあ る。 また 、中 間表

現 が存在 して も、 それ を表現 す る名詞 系統 の単 語が見 つか らな い場 合 もあ りえ る。

そ の時 は述部 の生 成 は行 わな い。

時系 列文 は特徴 抽 出が実数値 、前年 同期比 、大域的特徴 の いず れ に基 づ くか に

よ り、評価情 報 の フ ラグの種類 が限定 され、 それ に応 じて使 用 され る名詞 系 統 、

副 詞 ・形容詞 系統 の単語 も限定 され る。 また、特定 時点文 に おけ る系 列 間 の特徴

は、単 語 によ らず に文 の構成 で表現 す る。

単語 と、それ が意 味す る特徴 、選択 す る条件 とフ ラグに っ いて 、時 系列 文 の次

の3つ の場 合 をそ れ ぞれ表5.8、 表5.9、 表5.10に まとめた 。

・実数 値 ベ ー スの記述 に おけ る単 語選択

・前年 同期 比 ベー スの記 述 におけ る単語選択

・大域 的特 徴 ベー スの記 述 におけ る単語選択

また 、 この 時SIASが 用 い る単 語 辞 書 の 例 を表5.llに 示 した 。

一115一



表5.8実 数 値 の記 述 に おけ る単語選択

単語 単語の表現する意味と条件 辞書単語の設定条件 フラグ

前期(月)比 CC

漸次増加 部分期間における実数値の漸次増加 +1,001

漸次減少 部分期間における実数値の漸次減少 一1
.001

系列の集計期間
～期連続 して 部分期間における3期 以上の連続増加/減 少 期別
～ ヵ月連 続 して 部分期間における3月 以上の連続増加/減 少 月別

統計量から求められる静的特徴 抽出特徴により対応す る単語を選択

(初期/終 期表現を除き、次の条件を満たす)
期間最大 最大値:次 点値 との比が0.5%以 上 MX

期間最小 最小値:次 点値 との比 が0.5%以 上 MN

期間第2位 期間第2位:非 隣接時点に期間最大が記述 M2

期間第3位 期間第3位:非 隣接時点に期間第2位 が記述 M3

前期(月)比 Rl

激増 実数値の増減の度合い +1,150

増加 (初期表現を除く) +1,030

激減 一〇.850

減少 一〇
.970

前期(月)比

著 しく 期 間中 、+方 向 もしくは一方向 への実数値変化 >0.250

大幅に の増大 >0.125

(な し) >0.075

若干 >0.030

前期(月)比 R2

続騰 実数値の2期 連続同方向変動 +1,050

続落
一〇
.950

変化の方向が前期(月)と 同様でかつ、変化幅 前期(月)差 の変化率

引続き が増大 〈0.05

前期(月)比:年(期)別 平 均値 R3

部 分期 間の推移パ ター ンの前年 との一 致性 の前年同(期)比

横這い (3期 以 上連続 デー タが対象) 〈0.030〈0.030

推移 〈0.100

年(期)別 平均値の
前年同期(月)比

好調に 他に特徴の無い期間における、年(期)別 +1,045

安定的に 平均値の前年同期(月)と の比較による修飾語 +1,040

堅調に (1年 と1期 分以上のデータが対象) +1,035

(な し) 〈0.030

低調に 一〇
.065

数値記号
以上記号

以下記号
内側 己号

外側 己号

十a

a

〈a

>a

a以 上

a以 下

(1-a)以 上 かっ

(1-a)以 下 または

(1+a)以 下[1.0基 準]

(1+a)以 上[1.0基 準]
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表5.9前 年 同期(月)比 の記述 にお け る単 語選択

単語 単語の表現する意味と条件 辞書単語の設定条件 フラグ

前年同期(月)比 の前期(月)比 CC

漸次増加 部分期間における前年同期(月)比 の漸次増加 +1,001

漸次減少 または減少(初 期表現または終期表現を除 く) 一1001

系列の集計期間
～期連続 して 部分期間における3期 以上連続増加/減 少 期別
～ ヵ月連続 して 部分期間における3月 以上連続増加/減 少 月別

統計量か ら求められる静的特徴 抽出特徴により対応する単語を選択
(初期/終 期表現を除き、次の条件を満たす)

期間最大 最大値:次 点 値 との比 が0.5%以 上 MX

期間最小 最小値:次 点値 との比 が0.5%以 上 MN

期間第2位 期間第2位:非 隣接時点に期間最大が記述 M2

期間第3位 期間第3位:非 隣接時点に期間第2位 が記述 M3

前年同期(月)比 の前期(月)比 R1

激増 前年同期(月)比 の増減の度合い +1,150

増加 (初期表現または終期表現を除 く) +1,030

激減 一〇
.850

減少 一〇970

前年同期(月)比 の前期(月)比
著 しく 期間中、+方 向 もしくは一方向 への前年同期 >0.250

大幅に (月)比 変化の増大 >0.125

(な し) >0.075

若干 >0.030

前年同期(月)比 の前期(月)比 R2

続騰 前年同期(月)比 の2連 続同方向変動 +1,050

続落 一〇,950

前期(月)差 の変化率
引続き 変化の方 向が前期(月)と 同 じでかっ、変化幅 〈0.05

が増大

数値記号
以上記号

以下記号
内側記号

外側記号

十a

a

〈a

>a

a以 上

a以 下

(1-a)以 上

(1-a)以 下

か っ(1+a)以 下[1.0基 準]

ま た は(1+a)以 上[1.0基 準]
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表5.10大 域 的特 徴 の記述 に おける単 語選 択

単語 単語の表現する意味と条件 辞書単語の設定条件 フラグ

全期間を通 じた年(期)別 平均値の伸びの勢い 年(期)別 平均 年(期)別 平均 G1

(変化率) 値の前年(期)値 の前年(期)
比 差の変化率

鈍化 増加(減 少)の 方 向が一定 でかつ、伸 び幅の絶 +1,000-1.00

低迷 対値が連続増加(減 少)す ること
一1
.000-1.00

急成長 +1,000+1.00

急落
一1
.000+1.00

全期間を通 じた年(期)別 平均値の変動幅の増 年(期)別 平均値の G3

減傾向 前年(期)差 の変化率

収束 伸び幅の絶対値が増加(減 少)す ること
一1
.00

発散 +1.00

全 期 間を通 じた年(期)別 平均値 の変動ハ'ターン 終年(期)の 前年(期)比 G2

山を形成 年(期)別 平均値の変動が極値を一つだけ持っ
一1
.000

谷を形成 こ と +1,000

部分期間で年(期)別 平均値が漸次増加(減 少 年(期)別 平均値の前年(期)比 CC

漸次増加 )す る こと +1,001

漸次減少
一1 、001

部分期間で3期 以上連続 して増加(減 少)す る 系列の集計期間
～期連 続 して こと 月別

統計量から求 められる静的特徴 抽出特徴により対応する単語を選択

(初期/終 期表現を除き次の条件を満たす)

期間最大 最大値:次 点値 との比 が0.5%以 上 MX

期間最小 最小値:次 点値 との比 が0.5%以 上
MN

期間第2位 期間第2位:非 隣接時点に期間最大値が記述 M2

期間第3位 期間第3位:非 隣接時点に期間第2位 が記述 M3

年(期)別 平均値の前年(期)比 R1

激増 年(期)別 平均値の増減の度合い +1,150

増加 (初期表現または終期表現を除 く) +1,030

激減
一〇
.850

減少
一〇
.970

年(期)別 平均値の別年(期)比

著 しく 期間中、+方 向 も しくは一方向への年(期)別 >0.250

大幅に 平均値変化の増大 >0.125

(な し) >0.075

若干 >0.030

年(期)別 平均値の前年(期)比 R2

続騰 年(期)別 平均値が2連 続同方向変動 +1,050

続落
一〇.950

変化の方向が前年(期)と 同じで、変化の幅が 目II年(期)差 の変化率

引続き 増大 〈0.05

数値記号
以上記号
以下記号
内側記号
外側記号

十a

a

〈a

>a

a以 上

a以 下

(1-a)以 上 か っ

(1-a)以 下 ま た は

(1+a)以 下[1.0基 準]

(1+a)以 上[1.0基 準]
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自然言語辞書
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表

V接 続:T接 続:F接 続:前 期 比:同 期比:条 件

自然言語辞書一覧

品詞

S

1

2

Q

X

X

X

X

X

E:S:J

E:S:N

E:S:J

EDB:SRE:NO

E:S:N

 

S

1

2

Q

X

X

X
X

X

1
2

K

L

5

6

7

A

B

C

D

E

F

G

H

3

4

0

P

8

9

M

N

I

J

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

W

A

W

A

H

T

T

T

N

N

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

D

D

D

D

D

D
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詞名

#500:&:副 詞 ・形 容 詞 系 統

#501:+:好 調 に

#502:+ に

て
統

加
少
大
小
2
3

的
に

に
き
に
く
に

し
系
い

増
減
最
最
第
第

定
調
/
調
続
様
し
幅
/
干
続
詞
這
移
増
加
減
少
次
次
間
間
間
間
騰
落
化

安
堅
/
低
引
同
著
大
/
若
連
名
横
推
激
増
激
減
漸
漸
期
期
期
期
続
続
鈍

+

+

+

+

C

+

+

+

+

+

&

+

+

+

÷

+

+

+

+

+

+

+

+

+

+

パ

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

0

1

2

3

4

5

6

8

9

0

1

2

3

4

5

6

0

0

∧
U
O

O

O

O

1

1

1

0

∩
U
O

O

O

O

O

O

O

1

1

1

1

1

1

1

5

5

5

5

5

5

5

5

5
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6

6

6

6
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#

#

#

#

#
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#617+

#618 十

#619 十

#620 十

#621+

#622 十

#623 十

&#900

#901+

#902 十

&#950

#951C

#952 十

#953 十

#954 十

#955 十

#956 十

&#999

＼#

(NULL)

(NULL)

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A
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N

N

N

N

N
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・
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N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N
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D
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R

R

R

R

R
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F

F

F

F
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G

G

G

G
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位
位

一

成
成

ロ
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形
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ト

化
速
成
落
葉
散
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ン
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谷

コ
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G

G

G

G

C

C

G

G
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●

E

E

E

E

E

E

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

E

E

E

E

E

E

E

E

〈0.030

+1.150

÷1.030

-0
.850
-0
.970

+1.035

〈0.030

-O
.065

<<0.05

<<0.05

+1.001:

-1 .001:

+1.050:

-0
.950:

:+1。000

3

3

3

3

3

2

2

1

1

1

1

C

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

C

内訳 改行段落)
/¥(内 訳:後 改行付 き)
/X(本 文:前 改行段落)
//(NULL)

一1 .000

+1.000

-1 .000

一1 .000

+1.000

〈0.030R3

〈0.100R3

Rl

R1,

Rl

Rl

CC

CC

MX

MN

:M2

:M3

:R2

:R2

H

H

1

2

(◎
4

H

H

H

H

H

H

E・

SR

－一1
.00:G1

--1 .00:G1

+・卜1.00:G1

++1.00:G1

--1
.00:G3

++1.00:G3

:G2

:G2

D

D

H

:H

:CH

:CX

数値記号

以上記号+aa以 上

以下記 号 －aa以 下

(1-a)以 上 か つ(1+a)以 内[1.内 側 記 号 くa

(1-a)以 下 また は(1+a)以 上[1.外 側 記 号>a

(同 期 比 欄 に同記 号 を2つ 重 ね る と前 期差 の変化 率 を対象 にす る)

(例)
8

8

2

ウ
∨
5

0

0

0

0

0

十

一

〈

〉

十十

一一一 〇.8以 上
一一 〇.8以 下
一一一 〇.8以 上and1.2以 内
一一一 〇.7以 下or1.3以 上
一一一 前 期 差 の 変 化 率 が

.0.5以 上

0基 準]
0基 準]

}
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(4).文 脈 表 現 型 式(文 頭(「 内 訳 」)表 現)

SIASに お け る文脈 とは、 自然 言語 表現 による生 成文 の並 びや記 述項 目の並

びを変 更 す る こ とによ る、統 計 系列 間 の順 位情報 の表 現で あ る。 この とき、SI

ASが 文 脈 に よ り表現 す る情 報 は、次 の ものが あ る。

[文脈表現情報]

・同 ア イテ ムの統計 系列(ア イテムを持 つデー タベ ー ス選択 時)

・統 計 系列 の上位下 位概念 による階層構 造

・系列 の最上 位階層 に対 す る構成比順 位

・系列 の最上 位階層 に対 す る寄与率順 位

また 、SIASが 文 脈表 現 のため に用 いる制御対象 を次 に挙 げ る。項 目の右側

にSIASの 自動 解析 文生 成処理 で生成 され る文章 にっいて 、そ れぞ れの制 御対

象 の用 い方 を例示 した。

[制 御対 象 と表現 例]

文脈制御対象 表現例

・同 ア イ テ ム系 列 ご と の記 述 … … 設 定 な し。

(ア イ テ ム を 持 つ テ㌧ タペ ース選 択 時)
・段 落 分 け(文 頭1マ ス下 げ)… … 階 層 的 っ な が り を 表 す 。

・句 読 点 … … 値 の 参照 が 変 わ る こ と を 示 す 。

・文 の 順 序 … … 統 計 系列 の順 位 を デー タ順 に表 す 。

・記 述 項 目の 順 序 … … 時 系 列 に よ る推 移 を 表 す 。

・ 「～ の 内 訳 と して 」 表 現 … … 階 層 的 に直 下 の 統 計 系 列 を 表 す 。

た だ し、 これ らの文脈 制御対 象 に よる表現 は、時系列文 と特定 系列 文 の場 合、

表 現設 定 、 自然 言 語辞書 の コン トロー ル系 の設 定 によ り表 現 す る事 柄 が異 な る。

また 、次 にSIASに おけ る文章構 成 と、文 脈表現手法 に よる制 御 対象 の対応

を示 した。
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文章構成

(ア イ テ ム1)

}(段 落1)
_.1

「 一'一"

已(文 ・)
一

(文2)

(文3) lll

～ の 内 訳 と して 、 × ×、○ ○ 、 △ △ 。
llll

一

:

(文1)
一

文脈 表現 手法

(ア イテ ム ご との記 述)

一・一 段落 分 け

文 の順序

記述 項 目の順位

句読 点

内訳 表現

r-"(段 落m)
t

(ア イ テ ムn)

睡 裏嬬 述はアイテムを持つヂ タベース]

図5.18SIASに お け る文脈 表現手 法 と文章構 成
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5.6グ ラ フ表 示 機 能

SIASの グ ラ フ表 示機能 は統計表 デー タを統計 系列 ご とにグ ラフ化 し、 統計

値 の時系 列変動 や他 の統計 系列 との循環 を表示す る機能 で あ る。
一般 に、統計表 か ら情報 を得 よ うとす ると き、複 数 の観 点 か ら検討 を加 え る こ

とが必 要 で ある。 このた めデ ー タベー ス システムに データ の処 理 ツー ルを持 たせ

る ことが利用 の幅 を広 げ るこ とにっ なが る。SIASに お け る自然 言語 に よ る文

生成機 能 もこ う した機能 の一 つで あ るが 、複数 の機能 間の結 びつ きを考慮 す る こ

と も必要 で あ る。SIASの グ ラフ表示 には、 この よ うな生 成文機 能 とグ ラフ表

示 機能 を相互 に間連 付 け る手 法 を用 いて いる。

ここで は、 こ う した グラフ表 示機能 の概要 について述 べ る。

5.6.1グ ラ フ 種 類

本年度 のSIASに は時系列 グ ラフ と循環 グラフに加え 、実数 ・構成 比 グ ラフ

を導入 した。 これ ら3種 の表示 形式 は、いず れの表示 形式 か らもサ イ ク リ ックに

切 り替 え られ る。

〉 実 数 ・構 成 比 グ ラ フ

'

循環 グラフ 時系列 グ ラフ

.A

図5.19グ ラ フ表 示 の 切 り替 え

こ こ で は、 こ れ ら3種 の グ ラ フの 違 い にっ い て述 べ る。

(1).実 数 ・構 成 比 グ ラ フ

実 数構 成比 グ ラ フは、 時系列 によ る実 数値 の変動 と、そ の内訳 とな る統計 系列

を共 に表 示す る棒 グ ラフであ る。 こ こで い う内訳 系列 とは 、統計 系列 におけ る上

位 、下位 概念 を持 つ系列 の うち、階層 を1っ 下 った と ころに位置 す る統 計系 列 を

い う。 また、実数 構成 比 グラフ による内訳系列 の並 び順 は 、統計 系列 に対す る内

訳 系列 の構成比 、 も しくは寄 与度 の大 き さによ り並 べ られ る。 ここで 、構成 比 と
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は統計 系列 の値 に対す る内訳 系列 の値 が 占め る割合 を表 す量 、寄 与度 は値 の伸 び

に対 す る割合 を表 す量 で ある。 この他 、指定 時点 にお け る実数値 の値 を水準 値 と

して、実数値 の変 動 を水 準値 との差 で表 す実 数差 によ る表示機能 と、 これ らにっ

いて期別変換 を行 い表 示 す る機能 を持 つ。

(2).時 系 列 グ ラ フ

時 系列 グラフは横軸 に時間軸 を と り、値 の時 系列 におけ る変動 を表 示す る折 れ

線 グラフであ る。 時 系列 グ ラフは3系 列 までの実数 比 、前 年 同期(月)比 、移 動

平均 か ら選択 した もの を重ね 合せて表 示 す る。

統 計 系列 デ ータ は系列 によ り絶対 値や 変動 幅 が異 な るた め、 これ らの変 動 を視

覚 化す るの に指 定時 点 の値 との比 で ある実数 比 を用 い るこ とと した。 また、 年周

期 変動 や特殊 要 因 に よ る不規 則 な変 動 を軽減 した推移 を見 るた め、前年 同期(月)

比 表示 機能、移 動 平均 表 示機 能 を用 意 した。特 に移動 平均表 示機能 は、年 間 を通

じて移 動平均 を取 る他 、3期(期 別 デー タの と き)、3ヵ 月、4ヵ 月(月 別 デー

タの と き)間 の移 動平 均 を取 ることで、 それぞ れに よ る傾 向線 が表示 され る。

(3).循 環 グ ラ フ

一方 、循環 グ ラフは、 任意 の2統 計 系列を縦 軸 と横 軸 に と り、 そ の平面 に実数

比 、前 期(月)比 、前 年 同期(月)比 の いず れ かをプ ロッ トす る プロ ッ ト図 で、

統計 系列 間の経済 循環 を表示 す るた め に導入 した グラ フで ある。 この表示 を用 い

る と、2っ の統計 系列 間 に循環 が あ る場合 、 グ ラフ面 に特 徴 的な図形 と して現 わ

れ る。特 に系列 間 に よ る位相 のず れ は、 グラフ面 の象 限の違 いに よ り明確 に区別

され 、象 限を移 り変 わ る様 に よ り2統 計 系列 間 の時間 遅れ の関係 を表す 。

循環 グ ラフに は通 常 の表 示 の他 に、時 系列 にそ って一点 ずつ プ ロ ッ トす る ステ

ップ実 行機能 を設 けた。 これ は プロ ッ トのタイ ミングをユーザー が コ ン トロー ル

す るもので、時系 列順 に座 標面 を推移 す る様子 が示 される。

5.6.2グ ラ フ表 示 方 法

グ ラフ表示機 能 へ の移行 は2つ の方法 があ り、一 つ は対象 テー ブ ル表 示画 面 か

ら スイ ッチを選 択 して移 るグ ラフ指 定 、 もう一 つ は自然言 語表現 の表示 画面 か ら

文 中の系列名 を選 択 して 移行す るハ イパ ーグ ラフ指定 であ る。 それ ぞれの場 合 に

つ いて特徴 を述 べ る。
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(1).グ ラ フ 指 定 (メ ニ ュー か らの グ ラ フ移 行 法)

グ ラ フ 指 定 は 、 グ ラ フ描 画 処 理 へ 移 行 す る た め の 指 示 で あ り、 こ れ は統 計 表 の

表 示 画 面 か ら画面 下 部 の スイ ッチ を選 択 す る こ とに よ り行 わ れ る。

これ に よ る グ ラ フ処 理 へ の移 行 で は 、 スイ ッチ に よ る指 定 か ら グ ラ フ の 表 示 ま

で の 間 に 、 メ ニ ュ ー とパ ネ ル に よ る表 示 条 件 の設 定 を 行 うた め 、 必 要 な設 定 の グ

ラ フが 一 連 の 操 作 で 得 ら れ る 。 また 、 グ ラフ指 定 は 画 面 下 の他 ス イ ッチ と同 様 に

統 計 表 の 表 示 機 能 の 一 つ で あ り、 統 計 表 の選 択 や他 ス イ ッ チ に よ る統 計 表 の 制 限

指 定 を 確 認 す る用 途 に も向 く。

(2).ハ イ パ ー グ ラ フ指 定(生 成 文 か らの移 行 法)

ハイパ ー グ ラフ指 定 は、 自然言 語表示 機能 とグラフ表示 機能 の2つ の機 能 を結

ぶ機構 と して導入 した。SIASに お けるハ イパー グ ラフ指定機 能 は、 自然 言 語

表現 の作成 後 に生 成 文 中 の系列 名称 を直接指示す るこ とで 、 その統計 系列 に つ い

ての グ ラフを表示 させ る機能 であ る。

この よ うな文 中 の情報 をキー に、別 の情報 を引 き出す方式 を一 般 にハ イパ ー テ

キ ス トとい う。 ハ イパ ー テキ ス トで は表 示上 の統計 系列位 置 の取 得機 構 およ び、

そ こで得 られ る表 示 位置 情報 とシステム内部表現間 の整合 を取 る機構 が必要 とな

る。SIASで は 、位置 取得 にマ ウスに よる系列名 の指示 、位置 情報 の整 合 に系

列名位 置情 報 フ ァ イルを導入す るこ とでハ イパ ーテキ ス ト機 能 を実現 した 。

この他 、ハ イパ ー グ ラフ指定 で は、画面表示中 の生 成文 の再 レイア ウ トと グラ

フ表示 サ イ ズの縮 小 によ り、文 とグ ラフが重 な らない よ うに して いる。 また 、 こ

れに関 連 して グ ラ フの表 示位 置の移動 や拡大 な ど、表 示 その もの に対 す る操 作 機

能 も必 要 とな った 。

(3).グ ラ フ 操 作 (グ ラ フ モ ー ドの 操 作 法)

SIASの グ ラ フ表 示 に関 す る指 示 項 目 に は、 グ ラ フ を表 示 す る前 に あ ら か じ

め指 示 して お くタ イ プ と、 グ ラ フ表 示 中 に指 示 を行 う タ イ プ の2種 類 が あ る 。 前

者 は、 主 に一 枚 の グ ラ フ を描 画 す る上 で必 須 の 情 報 を 設 定 す る た め の もの で あ り、

後 者 は 表 示 され た グ ラ フ に対 す る操 作 の た め の もの で あ る。 これ らの グ ラ フ制 御

項 目 を 表5.12に 示 す 。

また 、 これ らの 指 示 に用 い る メニ ュ ー とパ ネ ルの 遷 移 を 図5.20に 示 す 。
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表5.12グ ラ フ制 御 項 目

ー

」
ト。
O

ー

グラフ設定 グラフ操作

グラフ 表示 データ 基準変更/ 表示 期間 目盛 ス ク ロ ー ル プ ロ ッ ト 変換 基本操作
水準値指定

実数 ・構成比 ・実数値 水準値指定 ・基 線
期別:1,3,5年 ×.2 ← 古 時系列 グラフ

グラフ ・実数差 ・ハ ッ チ ン グ ×.5 → 新 へ移行
・構成比

・寄与率

・期別変換値 騰灘]
月 別:1,2,3年 ×1

×2

×5

↑

↓

大
小

時系列 グラフ ・実数比 基準変更 ・基 線 類別:1,3,5年 ×.2 ←1古 循環 グラフへ ・選 択

・前期(月)比 ×.5 →:新 移行 ・設 定

・前年同期(月)比

・回帰直線
・移動平均値 鰍雛]

月 別:1,2,3年 ×1

×2

×4

・印 刷

・拡 大

・左 〈 〉右

循環 グラフ ・実数比 ・転 置 ×.2 ・ ス テ ッ プ 実数 ・構成比
・前期(月)比 ・日 付 ×.5 ・ リ セ ッ ト グラフへ移行
・前年同期(月)比 ・マ ー カ ー X1 ・参 照

・基 線 ×2
×4



〔グ・フ指定 〕 (・ イパ ー グ・ フ指定)

w

グラフ種 類

'

、

、

K表示系列選択 、

」

、

'

'

r、

'

〉実数 ・構 成比 グ ラフ設定 謝実数 ・構成比 グ ラフ表 示 挺

↓
〉時 系列 グ ラフ設定 ∋時 系列 グラフ表 示 ※

ノ

、'

㌧ ヨ循 環 グ ラ フ設 定
う循 環 グラフ表 示 匡

L ノ

図5.20グ ラ フ ・メ ニ ュ ー/パ ネ ル の 遷 移
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次 に 、 グ ラ フ ・メ ニ ュ ー お よ び グ ラ フ ・パ ネ ル に よ る指 示 項 目 に つ い て 述 べ る。

①.表 示 デ ー タ 項 目

グ ラ フ に表 示 す る デ ー タを 選 ぶ 選 択 項 目で あ り、

ラ フ化 を 選 択 す る。

SIASで は 次 の デ ー タ の グ

・実 数 比

・前 期 比

ー

ー
ノ
の
ー

のもたし表で率分百を比るす対に値準基の値数

初
う
間
扱
は

期
が
値

は
S
大

定

A
最

指

1
の

無

S
値

。
に
対

定
合
絶

指
場

、

で
の
%

内

こ
1

間

、
』

期

た
0

の
ま
が

表

。
度

計
価
精

統
等

、

は
と
は

点
定
囲

。

時
指
範
%

の
の
の
9

値
点
率

』

準
時
分

19

基
期
百

3

もたし表で率分百を比るす対に値の前　月(期一の値数

　るめ求を比月前ら

。

な
る
別
じ
月
準
、
に

比
比
期
数
前
実
ら
は
な
囲
別
乾
期

の

が
値
値

、

数
お
実
な

実
rー

実
rー

・前 年同 期比:実 数 値の一年前 の同時期値 に対 す る比 を百分 率 で表 した もの

・回帰 直線

鋤酬纏 数罐 ⌒ ⇒
:実 数 比 の時系列 変動 の最 小2乗 法 に よる回帰 直 線

均平動移の比数

へ
期

。

4
か

は

れ

た

ず

ま

い

期

の

3
月
は

力

間

2

期

1

均

、

平

月

動

力

移

4

は

、

ら

月

な

力

別

3

期

ば
が
ら

値

な

数

別

実

月

実

.・ー

値均平動移

・実 数 値

・実 数 差

・構 成比

・寄 与率

・期別変 換

:統 計表 の値

:実 数値 の水準値 に対 す る差
コン

L

]

櫟灘 麟 』 一⇒
=内 訳 系列 か ら構成 比順 に上位5系 列 を表示

:内 訳 系列 か ら寄与 率順 に上位5系 列 を表示

:統 計 デー タを期 別→年別 、 月別→期別 、年別 へ変換 して表示
プ へ

L変 換は統計系列が指数系列なら1坪 均・その他 は合計・〕

②.基 準値 変 更/水 準 値 指定項 目

実数 比 また は実 数差 の基準 値(水 準値)を 統 計表 の期間 内 の実 数比(値)か ら

選 ぶ指示 であ る。 この選 択指示 がな けれ ば、SIASは 期 間初期 時点 の値 を基準

値(水 準 値)に 用 い る。
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③.表 示項 目

ここで は、 グ ラ フを見 やす くした り、表示上 の曖昧 な点 を明 らか にす るた めの

補助 的 な表示機能 を設 定 す る。

・基 線

・転 置

・ 日付

・ マ ー カ ー

:背 後 の 目盛 線 の 表 示 、 非 表 示

:循 環 グ ラ フ のX軸 とY軸 の入 れ替 え

:循 環 グ ラ フ の プ ロ ッ ト位 置 の近 傍 に時 点 値 表 示

:循 環 グ ラ フ の プ ロ ッ ト位 置 に マ ー カー 表 示

・ハ ッチ ング:実 数 ・構 成 比 グ ラ フ に お け る内 訳 の 網 か け表 示

④.期 間項 目

グ ラフ表示枠 の 期間 を設定す る項 目であ る。 この期 間 は グ ラフ表示 上 だ けの制

約 で あ り、グ ラフ化す る期間 は統計 系列 の期 間設定で指 示 され た範 囲が そ の まま

用 い られ る。

なお 、統計系列 が期別 デー タの場 合 は、期 間範囲 は1,3,5年 の いず れ か よ

り選 び、月別 の場 合は1,2,3年 の中 か ら選 び指定す る。

⑤.目 盛 項 目

この項 目はグ ラ フの縦軸 の倍率 を指定す るために設 けた。

⑥.ス ク ロ ー ル 項 目

この 項 目は 、 表 示 枠 を 外 れ た グ ラ フを 参 照 す る時 に用 い る。 ス ク ロー ル に は時

系 列 方 向 の横 ス ク ロー ル と値 方 向 の縦 ス ク ロー ル が あ る。 こ の 時 、 横 ス ク ロ ー ル

の 範 囲 は統 計 系 列 の期 間 に制 限 され る。

⑦.プ ロ ッ ト項 目

こ の 項 目は 、 循 環 グ ラ フ に お け る値 の プ ロ ッ トを制 御 す る た め に設 け た 。

・ ス テ ッ フ

・ リ セ ッ ト

・ 参 照

:時 系 列順 の一点 プ ロ ッ トごとに描 画を一 時停 止

:ス テ ップ描 画時 のグ ラフ面 の初期化

:循 環 グラフにお ける3系 列選択 時 、表 示 す る2系 列 を変 更

⑧.変 換 項 目

これ は、現 在 の グラフ型式 か ら別 の グ ラフ型式 に移行 す るた めの項 目で あ る。

⑨.基 本操 作項 目

この項 目に よ り、 グラ フ表示 機構 に対す る操作指 示 を与 え る。

・選 択

・設 定

・印 刷

・拡 大

・左 〈 〉右

:表 示 統 計 系 列 の 再 指 定

:グ ラ フ設 定 パ ネ ル へ 移 行

:グ ラ フ の ハ ー ドコ ピー

:ハ イパ ー グ ラ フ指 定 時 の 全 画 面 表 示 へ の 切 り替 え

:ハ イ パ ー グ ラ フ指 定 時 の半 画 面 表 示 位 置 の左 右 切 り替 え
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5.6.3系 列 名 位 置 情 報 フ ァ イ ル

ここではハ イパ ー グ ラフ指定 に関 連す る系列 名位 置情報 フ ァイル につい て 、そ

の説明 と管理 方法 につ いて述 べ る。

ハイパー グ ラフ指定 を行 うた めに、 自然言 語表現 に基 づ く生成 文中 の統 計 系 列

名 の位 置情報 が必要 とな った。 そのた めの管 理情 報 と して 、生成 文中 の統 計 系列

名 の表記 位置(先 頭 文字 位 置)の 他 、系 列名称 の文字列長 、系列 知識 デー タベー

スにお ける対象 系 列 の登録順 番 を示 す シー ケ ン シャル番号 が必 要で あ る。SIA

Sは 、 これ らの情 報 に基 づいて生成 文 中 に表示 され る統 計 系列名称 の マ ウス指定

を読み取 り、反転 表示 させた後 、 グ ラフ表示 の ためにデー タを参照 す る。 この時 、

管 理情報 であ る系列 名位 置情報 は、一 時 フ ァイル と して外 部 に生成 す る。 この系

列 名位置情報 フ ァイル は、生成 文か らグ ラフ表 示機能 へ の情報伝達 に用 い られ る。

この系列 名位置情 報 の構 造 を図5.21に 示 す 。
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1 ).系 列名位置情報構造体

[基本構造]

Ys PsKsY1 PlK↑Y2P2 K2 YEPE KE

[位 置情報 引 き渡 しパ ラメータ]

Yi :系 列 シー ケ ン シャル番 号

Pi :文 中におけ る系列名の先頭位置情報
Ki :系 列名文字列 の長 さ

2).系 列 名位 置 情 報 フ ァイル レコー ド

[基 本構造]

BYs BPsBKs BYIBPIBKIBY2BP2 BK2 BYE BPE BKE

(1レ コ ー ドは8バ イ ト固 定)

[位 置情報引 き渡 しパ ラメー タ]

BYi :系 列 シー ケ ン シャル番 号 (2バ イ ト表 現)
BPl: 文中における系列名の先頭位置情報 (4バ イ ト表 現)
BKi: 系列名文字列の長さ (2バ イ ト表 現)

図5.21系 列名位置情報構造体 とフ ァイル



5.7時 事 テ キ ス ト表 示 機 能

今年度 のSIASに は、 自然 言語 表現 に基 づ く生成 文 と対象分 野 の周辺 知 識 を

関係 付 け る事 例 と して 、時事 テキ ス ト表示機 能 を導入 した。 これ は、外部 に時事

(フ ァク ト)情 報 を持 ち、生 成文 の対象 期間 に合せて該 当す る時 事情 報 を表 示 さ

せ る機能 であ る。

統計 に よって得 られ るデー タは外 部要 因 によ る影響 を受 けてい るた め、 このよ

うな外部 の周辺 知識 を関連 づ ける機 能 が必要 で ある。

ここで は、 時事 テキ ス ト表 示機能 にっ いて 、 その概要 を述 べ る。

5.7.1時 事 情 報

SIASに おけ る時 事 情報 は、 システムの外部 に フ ァイル として置 き、そ の内

部 には個 々の時 点 にお け る出来事 を記 した時事 データ を、時系列 とは逆順 の並 び

で登録す る。 ここでい う時事 デー タ とは、 日付 と出来事 を組 に して構 成 した デー

タで あ り、SIASに よ る時 事参照 の基 本単位 であ る。 またSIASで は、 この、

時事情報 を フ ァイル化 した ものを時 事 フ ァイル と呼ぶ。

自然 言語表現 に基づ く生成 文 と、 これ ら時事 デー タの関係 付 けは、生成 文 の対

象時点 と時事情 報 中 の該 当 日付 のデ ータ を結 びつ ける ことによ り行 う。 この時 、

時事 デー タは 日単 位 で管理 す るの に対 し、生成 文 の時点 情報 は期 また は月単 位 の

た め1対1の 対応 が取 れ ない。 この ため、時事 情報 の対応す る日付 は生成文 の対

象期 間範 囲の末 日によ り、時事情 報 との関係付 けを行 う。 こ こで期 間末 日を選 ぶ

理 由 は、それが一 般 に最 も現在 の状態 に影響 を及 ぼす と考 え られ るか らであ る。

また、参照 日付 が時事 情 報範 囲の中 にない場 合 には、時事 情報 中 の 日付 を越 え な

い最 も近 い時 点 の デー タ と関 係付 けを行 う。た だ し、時事 情報 が新 し く、全 て の

時事 デー タが参照 日付 よ りも新 しい場合 には、最 も古 い時 事 デー タ との関係 付 け

を行 う。 この よ うに して関係 付 けた時事 デー タを、生 成文 表示 画面 の半 面 を用 い

て表示 す る。

なお時事情報 は、系列 に よ って対 象分 野が異 なるた め、複 数の分 野 ごとに用意

し、 これ らを時事参 照 時 に選 択指定 して用 いる こと と した。

5.7.2時 事 テ キ ス ト表 示

時事 テキ ス トの表示 は、生 成文 の期間 と関 係付 け られた対象時 事 デ ー タを 、テ

キ ス ト情 報 と して前 後 の時事 データ と合 せて画面 の半面対 して行 われ る。生 成文

を画面 に残 した まま にす るの は、時 事 デー タ との比 較 を行 うことを考慮 した ため

で ある。 この比 較 、参照 用 の ために生成 文 と時 事 テキ ス トを別 々に ス クロー ル さ

せ る機能 を導入 した。 また、 この ス クロー ル機 能 によ り、 時事情報 のすべ て の範

囲 が参 照可能 とな って い る。 こう して参 照 され る時事 テキ ス トは、時 系列 の逆 順

に整列 される。 これ は、一 般 に対 象時点 に近 い時点 の情報 ほ どそ の時 の状 況 に影
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響 を及 ぼす とみ られ るた めで あ る。

次 にSIASに よ る生 成文 表示時 の参照指示項 目を示 す 。

[時 事 参 照方 法]

参照設定 設定機能

自動 照 合:

時 点 指 定:

フ ァ イル 先 頭:

フ ァ イル 末 尾:

時 事 フ ァイ ル 選 択:

生 成 文 の 終 期 に合 せ 、 時 事 フ了イルの リンクを取 る。

指 定 す る 時 点 で時 事 フ ァイ ル の リンクを 取 る。

時 事 フ ァ イル の先 頭(最 新 時 点)で リンクを 取 る。

時 事 フ ァイ ル の末 尾(最 古 時 点)で リンクを 取 る。

別 の 時 事 フ ァ イ ル を参 照 す る。

また 、時事 デ ー タの表 示中 は次の スイ ッチによ り表示動 作 を制御 す る。

[時事表示制御]

ス イ ッチ ス イ ッチ機 能

時 事 ↑:

時 事 ↓:

時 事 参照:

時 事 テキ ス トを 半 ペ ー ジ ス ク ロ ー ル ア ップ

時 事 テキ ス トを半 ペ ー ジ ス ク ロ ー ル ダ ウ ン

参 照 再 設 定

5.7.3時 事 フ ァ イ ル

時事 フ ァイ ル は、時系列順 に発生 した出来事 をフ ァク ト情報 と して まとめ た も

ので 、SIASの 外 部知 識 フ ァイル といえ る。 この時事 フ ァイル は、 フ ァイ ルの

先頭 に フ ァイ ル 自身の情 報を持 ち、 それ以 降 に、個 々 の時 事 デー タを 日付 に よ り

逆 順 に整列 させ て管理 してい る。

SIASは 日付 をキー に、'時事 フ ァイルか ら該当す る時 事 デー タを対応 づ け る。

この時 、参照 す る 日付 が 時事 フ ァイ ル範 囲の中 にない場合 、時事 フ ァイル 中 の 日

付 を越 え ない最 も近 い時点 の データ と対応 づ ける。 ただ し、 ファイル 中の全 ての

時事 デー タが参照 日付 よ りも新 しい場合 には、最 も古 い時事 デー タ と対応 付 け る。

時事 デー タの表示 は、 このよ うに して対応 させたデ ー タを先 頭 に半 画面分 の対応

日以前 の デー タを取 り出 して表 示す る。 この時 、 フ ァイル終 端附 近 の デー タ と対

応 づ け られ半 画面 分 のデ ータ に足 りな い場合 、画面半分 の表 示 を確保 す るた め、

デー タを反画面 分 遡 って再対応 させ る。
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5.7.4時 点 照 合

こ こで は生成 文 の対象 期間 と、そ れ に対応 す る時事 情報 の関係 付 け の機 構 を説

明す る。

時点照 合 の機 構 は、生 成文 を代表 す る時点 の特定 と、時 事情報 内 の時点 の検索、

お よび対 応が1対1で は ない時 の処 理 によ り構成 され る。 このた め時 点照 合 は、

次 の6っ の処理 で構 成 される。

[時 点照 合 の処理]

①.生 成文 の代 表時点 特定 処理

②.生 成文 と時 事情報 の時単 位 の整 合処理

③.生 成文 と時 事情報 の時点 の検索 処理

④.時 事情報 の重複 時処理

⑤.時 事 情報 の欠 落時処理

⑥.時 事 フ ァイ ルの対 象期 間外処理

この うち ④.⑤.⑥.は 例 外 処 理 で あ るた め 、 こ こ で は ①.②.③.の 処 理 に

つ い て の み下 に説 明 す る 。

(1).生 成 文 の代表 時点特定 処理

特定時点 の記述 文 を除 き、SIASに よる生 成文 は、指 定 され た対象 期 間 によ

る時間 的な幅 を持 つ。 一方 、時事 フ ァイル内 の デー タを検 索 す るに は一 時点 を特

定 す る必要 が あ るた め、生成 文 を代 表す る時点 を抽 出す る必要 が あ る。

SIASで は これ を次 の もので置 き換 え る。

[生 成 文 を代 表す る時点]

・特定 時点 の記 述 文

・時系列記 述文
指 定 された期(月)

対 象期 間の終 期(月)

時系列 記述文 の場 合 、代表す る時点 に対象期 間の終 期(月)を 用 い るの は、 そ

れが最 も新 しい状況 を示 す ものだか らで ある。

(2).生 成文 と時事 情 報の時単 位 の整 合処 理

これ は、生成 文 の時点 情報 が期(月)単 位 で あ るの に対 し、時 事情 報 は 日単位

で あるた めに必 要 とな る処理 であ る。

SIASは 、時事 情報 の検索 を 日単位 で行 うため、生成 文 の代 表 時点 を 日単位

の値 に置 き換 える。 この時、最 終期(月)の 最 終 日を検索 に用 い る時点 とす る。
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(3).生 成 文 と時事 情報 の時点 の検索 処理

時事 フ ァイルを生成 文 の代 表 時点 で検 索す る処理 で ある。検索 時 間 の短縮 のた

め、最 初 に時事 フ ァイ ルの大 きさを調 べ、先頭か ら検 索す るか、末尾 か ら検索 す

るか を決 めて い る。

対応 す る時点 が1対1に 決 ま った場 合 には、画面上 の表 示領域 の先 頭 に対 応す

る時事 デー タを表 示 し、領域 のあ ま りの部分を時事 フ ァイ ル中の近傍 の時事 デー

タで埋 め る。 この時 、順 に過 去 のデ ー タとなるよ うに時事 デ ータ を並 べ て表 示す

る。

次 に文 生成 の対 象 とな るテーブル情報 と、時事 フ ァイル中 の これ に対応 す る時

事 情報 の例を示 す。

[対 象 テー ブ ルと時 事 デー タの対応例]

電子管、半
電子管
半導体素子
半導体素子

参照

最終 期(月)が 代表時点

期(月)の 最 終 日で検索

920917

920915

920905

404362000

67483000

4512142
57048000

企 画 庁 首 脳 、 景 気 「そ ろ そ ろ底 」
ナ、

8月 の 鉱 工 業 生 産 低 下 、 前 月 比3.7%… …

7月 前 年 比 、 製 造 工 業 稼 働 率 指 数 が8.… …

製 造 業 主 要13種4-6月 前 期 比 、0… …
7月 、 鉱 工 業 生 産 指 数 一 一 輸 送 ・精 密 機 … …

(対 象 テ ー ブ ル)

単位

千円 生産金額
千円 生産金額
千個 生産数量
千円 生産金額

(時 事 情報)

日本経済新聞

日本経済新聞
日本経済新聞
日本経済新聞
日経産業新聞

参照 デ ー タ近傍 のデ ー タを過去 に向か って表示
(時 事 情 報出典:日 経テレコム)

図5.22対 象 時点 と時事 データの対応 時 の参照例
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5.8対 象 テ ー ブ ル 出 力機 能

SIASの 解 析 文 生 成 処 理 は 、 シ ス テ ム内 で 生 成 さ れ た 対 象 テ ー ブ ル 上 の デ ー

タ に基 づ い て 行 わ れ る。 この 対 象 テ ー ブ ル は 、 統 計 情 報 の 格 納 され た フ ァ イ ル に、

対 応 す る系列 知 識 情 報 を 付 加 した も ので 、統 計 デ ー タ の確 認 と取 扱 い を 容 易 にす

る た め に シス テ ム が 内 部 で 作 成 す る。 ま た 、 対 象 テ ー ブ ル の生 成 時 に は 、 作 成 時

に対 象 期 間 に よ る テー ブ ル領 域 の 限 定 や 、統 計 情 報 の テー ブ ル追 加 を 行 う機 能 が

あ る。

この よ うに して 作 成 さ れた 対 象 テ ー ブ ル は 、 対 象 テ ー ブ ル 表 示 画 面 で 確 認 で き

るが 、 こ の他 にSIASは 、 フ ァイ ル と して 出 力 す る機 能 も持 つ 。 こ の 時 、 フ ァ

イ ル出 力 の形 式 は 次 の4種 類 が あ る。

[対 象 テー ブル出力 の型式]

出力型式 項目長
種別

区切
文字
統計値
付加

フγ件 名

制 限
備考

TEXT型 式 固定長 な し 可 な し 表示型式1に 準 ず る型 式

CSV型 式 可変長
.

,' 可 な し 文字列 は ⇔で括 られ る

データフ了イル型 式 固定長 な し 否 *.LN固 定 SIASへ の再入 可能型 式

プリンタ型 式 固定長 な し 可 プリンタの み レコード長 上 限200カ ラム

次 にそれぞれ の型式 にっいて説明 す る。

(1).TEXT型 式

この 型 式 は 、 対 象 テ ー ブ ル表 示 に お け る表 示 型 式1の テ ー ブ ル に お い て 、 罫 線

を 取 払 った イ メー ジで あ る。

フ ァイ ル は1系 列 に っ き1レ コー ドで 出力 す る固 定 長 フ ァ イ ル で あ る。 ま た 、

先 頭 レ コー ドに は 固 定 長 で表 頭 情 報 を 格 納 して お り、 この 表 頭 情 報 と 系列 値 情 報

の カ ラム を一 致 させ る こ とで 、 そ の ま ま表 イ メ ー ジ と して の 参 照 も想 定 して い る。

1レ コー ドに つ き、 次 の 出 力 項 目 を 次 に記 述 す る順 に 出 力 す る。
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[TEXT型 式 出力項 目]

・系列 名 称:統 計系列知 識ベー スを検 索 して得 た系列 名

・系列 値 情 報:同 様 に して得た系列別種 類 コー ド

・階層: 統計系列の階層番号
・単位: 統計系列値の単位情報
・ア イ テ ム: 統計系列 の アイテム名称

[統 計値付加時の追加出力項 目]

・最 大期(月):対 象期 間内で最 も大 きな統計 系列値 を持 つ時点

・最小 期(月):同 様 に最 も小 さい統計系 列値 を持 つ時 点

・平均値:対 象期 間内の統計系列値 の平 均

・標準偏 差:対 象期 間内の統計系列値 の標 準偏 差

・回 帰 係 数a:回 帰 直 線Y=aX+bで 表 す と き の 係 数a

・定 数項b:同 様 に定数 項b

・相 関係数r:同 様 に相関 係数r

この 中で系列 値情 報 は 、対 象期間 の時 点数だ け繰 り返 し表 示 され る。

次 にTEXT型 式 フ ァ イ ル の 出力 例 を 示 す 。

[TEXT型 式 フ ァイ ル 出力 例]

9001900290039004階 層 単 位 アイテ ム

電子管 、半導体素子 及び集 積 回路3251293583419110613608027593612805321千 円 生 産金額
電子管467790565348500557825145562023482千 円 生 産金額

半導体 素子42870284467024468762747974922千 個 生 産数量

半導体 素子511760445414922257570550574810312千 円 生 産金額
半導 体素子35547443708767393781139166982千 個 販 売数量

半 導体 素子479716725098037253817787531011512千 円 販 売金額

半 導体素子37582633717794368611037353652千 個 在 庫数 量
シ リコ ンダイオ ー ド14479241502813154524916436303千 個 生産 数 量

シ リコ ンダイオ ー ド59215465506375580699364617593千 円 生 産金 額

シ リコ ンダイオ ー ド9626141008521102122610969733千 個 販 売 数量

シ リコ ンダイオ ー ド43026944456104463127447866223千 円 販 売金 額

シ リコ ンダイオ ー ド14450741392437139889414125633千 個 在 庫数 量

シ リコ ン整流素子4505264684824991425035284千 個 生産 数 量
シ リコ ン整流 素子56348456050668646755863909224千 円 生 産金 額

シ リコ ン整流素子4245344449694679074567794千 個 販売 数量

シ リコ ン整流素子56454665872209607416160547914千 円 販売 金額

シ リコ ン整流 素子3565683599013710744047094千 個 在庫数 量

トラン ジス タ17642841832005194646719546373千 個 生 産数 量

トラン ジス タ193479342069637121485532224086373千 円 生産金 額

トラン ジス タ15557461616315177761717272463千 個 販売数 量

トラン ジフ'185351671997169720926442207692563千 円 販売 金額 、

トニ}"^¶R51312927126866012799343千 個 在声ヂ、`4695894895514975003二f『1日,'

'^414457893130099053千 「「↑

'm4只84271983
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(2).CSV型 式

CSV型 式 はTEXT型 式 に比 べ 、項 目長 を 可 変 に し、 各 項 目 を半 角 文 字 の コ

ン マ で 区 切 った 型 式 で あ る。 この 時 、数 値 情 報 は そ の ま ま10進 表 記 で 出 力 され

る が 、 文 字 列 情 報 は半 角 引 用 符 で括 って 出 力 す る。CSV型 式 とTEXT型 式 の

違 い は 、 この よ う な表 記 上 の違 い の み で あ り、 記 述 内 容 とそ の種 類 、 順 序 はTE

XT型 式 の フ ァイ ル に 準 ず る。

CSV型 式 は 、 市 販 の 表 計 算 ソ フ トウ ェ ア の 代 表 的 な物 が こ の 型 式 をサ ポ ー ト

す る た め 、SIASの 出 力 が これ ら の ソ フ トウ ェ アで 利 用 され る よ う に設 け た型

式 で あ る。 この ほ か に 、 出 力 フ ァ イ ル サ イ ズ はTEXT型 式 に比 べ て 少 な め とな

る特 徴 もあ る 。

次 にCSV型 式 フ ァ イ ル の 出力 例 を示 す 。

[CSV型 式 フ ァ イ ル 出 力 例]

9001900290039004階 層 単 位","ア イ テ ム"

電 子 管 、半 導 体 素 子 及 び 集 積 回 路",325129358,341911061,360802759,361280532,"千 円電

子 管",46779056,53485005,57825145,56202348,"千 円","生 産 金 額"

4287028,4467024,4687627,4797492,"『H匿1","撒"

51176044,54149222,57570550,57481031,"千 円","生 産 金 額"

3554744,3708767,3937811,3916698,"『FL¶ 固1",',貝 灰猷"

半 導 体 素 子"47971672,50980372,53817787,53101151,"千 円","販 売金 額"

半 導 体 素 子"37582633717794,3686110,3735365,"千 個","在 庫 数 量"

シ リ コ ン ダ イ オ ー ド"1447924,1502813,1545249,1643630,'"千 個","生 産 数 量"

シ リ コ ン ダ イ オ ー ド"5921546,5506375,5806993,6461759,"千 円","生 産 金 額"

シ リ コ ン ダ イ オ ー ド"962614,leO8521,1021226,1096973,"千 個","販 売 数 量"

シ リコ ン ダ イ オ ー ド"4302694,4456104,4631274,4786622,"千 円","販 売 金 額"

シ リコ ン ダ イ オ ー ド"1445074,1392437,1398894,1412563,"千 個","在 庫 数 量"

シ リコ ン 整 流 素 子",450526,468482,499142,503528,"千 個","生 産 数 量"

シ リコ ン 整 流 素 子",5634845,605nfiSRS467558,6390922,"千 円","生 産 金額"

シ リコ ン整 流 素¥"'"oq." 千個","販 売 数 量"

シ リコ ン 鮮 千 円","販 売 金額"

シ リ岬 千 個","在 庫 数 量"

千 個'∵'生 産 数 量" .

(3).デ ー タ フ ァ イ ル 型 式

デー タフ ァイル型 式 は 、統 計表 の対象 ファイル と同一 の型式 で あ る。 これ によ

るフ ァイル出 力 は、対 象表示 テーブ ルの対象 期 間 と統計 系列 に よ り制 限 した テー

ブ ルを保 存す るた め に必 要 とな った。

こ こに出力 され る情 報 は次 の ものが あ る。

[デ ー タ フ ァ イ ル 型 式 出 力 項 目]

・文 書 名

・表 顕 デ ー タ

・系 列 コー ド

・系 列 値 情 報

出力 フ ァイル名

統計 抽 出時点 情報

統計 系列知識 ベー スと対 応す るコー ド

統計 値
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この よ うに 制 限 され た テー ブ ル を 、系 列 知識 が参 照 され る前 の 状 態 で 出 力 す る。

こ う して 出 力 した フ ァイ ルを 、SIASは 通 常 の対 象 フ ァ イ ル と変 わ りな く取 扱

う。

次 にデ ータ フ ァイル型式 の 出力例 を示 す。

[デ ー タ フ ァ イル 型 式 出 力 例]

_文書名:電 子管 半導体 集積回路

HAOIOI
HAO102
HAO213
HAO214
HAO215
HAO216

HAO217
HAO218
HAO219
HAO220
HAO221
HAO222
HAopo^

90019002

325129358341911061

46779工}5653485005

42870284467024

5117604454149222

35547443708767

479716725e980372

37582633717794

14479241502813

59215465506375

9626141008521

43026944456104

1392437

468482
'q668

、n

90039004
360802759361280532
5782514556202348
46876274797492
5757055057481031
39378113916698
5381778753101151
36861103735365
15452491643630
58069936461759
10212261096973
46312744786622
13988941412563
499142503528

6467558.6390922
467907456779
607416160547nJ
?71074

(4).プ リ ン タ 型 式

プ リ ン タ型 式 は 、TEXT型 式 に よ る情 報 出 力 を プ リン タ に対 して 行 な う もの

で あ る 。 この た め 、 出 力 イ メ ー ジ、 出力 項 目 はTEXT型 式 に準 ず る 。 た だ し印

字 の都 合 上 、 レ コ ー ド長 の 上 限値 が 定 ま って お り、 これ を超 え る カ ラ ム に つ い て

の 処 理 を付 加 して い る。

出 力 デ ー タ が レ コー ド長 を 超 え る場 合 の 出 力 は、 ま ず 、 全 レ コー ドに つ い て レ

コー ド上 限 ま で の 情 報 を 通 常 通 り印 字 す る。 そ の あ と 、 レ コー ド長 を 超 え て 印 字

で き な か った 部 分 を全 レ コー ドにつ い て 印 字 す る。 こ れ を 次 に図 示 す る。

[対 象 デ ー タ イ メ ー ジ]

一－v

プ リ ン ト範 囲

対 象 デ_タi
Ai

I

B

、

[実 際 の印字]

図5.23レ コー ド長 を 超 え る 印字

対 象 デー タ
A
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第6章 プログラム運用評価結果

本 調 査研 究 で プ ロ トタ イ プ と して作 成 した プ ログ ラムで あ る、統 計 情 報解 析 文 生 成 シ ステ ム

(SIAS:StatisticalInformationAnalyzeSystem)に つ い て 、運 用評 価 を行 った。

本 章 で は 、 まず6.1節 にお い てSIASを 運 用す る と きの構 成 にっ い て述 べ る。 次 に、6.
2節 にお い てSIASの 持 つ 解析 文 生成 機能 にっ い て試 行 し、 これ を と りま とめた 。 ま た、6.

3節 で はSIASに お け る グ ラ フ表 示機 能 、時事 参照機 能 にっ いて 概 要 を述 べ 、 そ れ らの表 示

例 を示 した。

下 に本 章 の構 成 を示 す 。

[第6章 構成]

(b

6

6

1運 用時統計情報解析文生成 システム構成

1.1統 計情報解析文生成 システム実行 モジュール構成

1.2実 行 モ ジュール間の情報伝達

6

6

6

ハ0

2生 成文事例

2.1事 例使用 データ

2.2事 例統計系列 の階層構造

2.3解 析文生成事例

ク

ー

2

3

4

5

3

3

3

3

3

3

6

6

6

6

6

6

実数 ・構成比 グラフ表示概要

時系列 グラフ表示概要

循環 グラフ表示概要
ハイパー グラフ指定概要

時事 テキ ス ト表示概要

6.1節 で は、主 に実 行 モ ジュー ル に おけ る分 散 にっ い て、機 能 の分 割状 態 と実 行 モ ジ ュー
ル 間 の情報 の伝 達方 式 に っ いて述 べ る。5章 で はSIASの 機能 的構 成 を述 べ た が

、 これ らの

機 能 を単 一 の モ ジュー ル か らな るプ ログ ラムで構 築す る と、 巨大 な プ ログ ラム とな りパ ー ソナ

ル コ ン ピュー タで の利 用 に不都 合 が 生 じる。 そ こでSIASで は
、論 理 的 な単 一 性 を損 な わず

に 、 システ ム機能 や デ ー タを分 散 す る こ とで それ を回避 して い る。

また 、6.2節 で はSIASの 解 析文 生 成 時 に条 件 を変 え るこ とで 、 同一 の統 計 情 報 に つ い

て の生 成 文 表現 の違 い を示 す。

6.3節 で はSIASの グ ラフ機能 にっ い て、 その概 要 とSIASに よ る表 現 イ メー ジを示

した。
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6.1運 用時統計情報解析文生成 システム構成

こ こで はSIAS運 用 時 の構成 にっ い て述 べ る。

SIASは システ ムが 大 きい こ と と多 様 で大 量 の デ ー タを扱 う必 要 性 か ら、計 算 機 システ ム

内 に情 報 を分 散 して置 いて い る。 これ は、 運用 デー タ 、知識 ベー スを フ ァイ ル と して 格納 す る

デ ー タ の分散 の他 、 シ ステ ム の プ ロ グ ラムを複 数 の モ ジュー ル に分 割 し、処 理 の要 求 に応 じて

現 在 の モ ジュー ルを対 応 す るモ ジュー ル に交換 して実 行 す る実 行 モ ジュー ル の分 散 を 行 って い

る。 な お、 これ らの分 割 され た実 行 プ ログ ラ ム と、以 後 の節 で 例 示す る運用 事 例 に用 い るデ ー

タお よび知 識 ベ ー ス フ ァ イル等 、 運用 に必 要 な フ ァイ ル を本 節 の 終 わ りに一覧 と して ま とめ た。

この よ うにSIASは 実 行 モ ジュー ル が複 数 に分割 されて い るた め 、 これ らモ ジュー ル間 で

シス テ ムの状 態 を共 有 す る機 構 が必 要 とな った。 本節 で は次 に示 す節 構 成 によ り、 この機 構 を

説 明 す る。

[6.1節 の構 成]

6.1.

6.1.

(1).

(2).

(3).

1統 計情報解析文生成 システム実行モ ジュール構成

2実 行モ ジュー ル間の情報伝達

コマ ン ドパ ラメー タによる情報伝達

中間 ファイルによる情報伝達

共有EMS領 域 による情報伝達

6.1.1統 計 情 報 解析 文生 成 シス テム実 行 モ ジュー ル構成

SIASは 実 行用 計 算 機 の制約 か らSIASの 全 機能 を一 時 に計 算 機 の管 理下 に 置 くことが

で きな い。 このた め、SIASを5っ のモ ジュー ル に分割 し、処 理 の進行 に応 じて 、 これ らを

切 り替 えて用 い る方 式 を採 用 して い る。

次 にSIASに お け る実 行 モ ジュー ル を示す 。

[SIAS実 行 モ ジ ュー ル]

・SIAS .EXE

・SIAS-TG .EXE

・SIAS-RG .EXE

・SIAS-TV .EXE

・SIAS-ED .EXE

デ ー タベ ー ス選択 メニ ュー

メイ ンメ ニュー 、 グ ラフ表示 処理

文生 成 処理

生 成文 、 ハ イパー グ ラフ表 示処 理

エデ ィタ処理

ま た 、SIAS動 作 中 に お け る、 これ らの実 行 モ ジ ュー ル の状 態遷 移 と、 モ ジュ ー ル間 で 引

き渡 され る情 報 にっ い て 図6.1に 示 し、解析 文 生成 か ら生 成 文 表示 ま で の処 理 とモ ジュー ル

の対 応 を図6.2に 示 した 。
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[実 行 モ ジュ ー ル の状態 遷 移]

③.

[実 行 モ ジュー ル間の引 き渡 し情報]

①.SIAS-TG.
・統 計 表 選 択 情 報

・対 象 期 間情 報

EXEへ の 引渡 し情 報

:検 索 デー タ フ ァイル名 、 系列 知 識 フ ァイ ル名
:期 間指定 の範 囲

・生成文表現設定情報:リ ンク知識付加、生成文種類 、記述対象制限 、

・デ ィスプ レイ情報

・再 入 情 報

②.SIAS-RG.
・統 計 表 選 択 情 報

表現省略 、文生成順 の設定情報 フラグ
:デ ィスプレイ面、背景指示 フラグ
:呼 出元の識別 フラグ

EXEへ の引渡 し情報

・対象期 間情報
・生 成文 表現設定情報:リ ンク知識付加 、生成文種類 、記述対象制 限、

・デ ィス プ レイ情報

③.SIAS-TV.
・統 計表 選 択情 報

:検 索 デー タ フ ァイル名 、 系列 知 識 フ ァイ ル名 、

リンク知識 フ ァイル名
:期 間指 定 の範 囲

表現省略、文生成順の設定情報 フラグ
:デ ィスプ レイ面 、背景指示 フラグ

EXEへ の引渡 し情報

・対象期 間情報
・生成文 表現設定情報:リ ンク知識付加 、生成文種類、記述対象制 限、

・デ ィス プ レイ情 報

:検 索 デー タ ファイル名 、 系 列知 識 フ ァイ ル名 、

リン ク知識 ファイ ル名
:期 間指 定 の範 囲

表現省略、文生成順の設定情報 フラグ
:デ ィスプ レイ面、背景指示 フラグ

図6.1実 行 モ ジュールの状態遷移 と引渡 し情報
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iD・ 選択
lSIA&EXE
|爪

SIAS-ED.TXT SIAS-TG.EXE

Ψ ' '

①.検 索結 果加工、表成型
②.系 列知識 作成 ・付与
(表顕、表側知識)
(階層,単 位)

知 識 ベ ー ス修 正 原統計表作成 ・再構成
[対象 テーブル作成]

統計系列知識ベー ス

自然言語辞書 SIAS-RG.EXE

1 ①.基 本統計量算 出
②.各 種統計指標算 出
③.バ ックグラウンド計量
④.解 析的特徴情報抽 出

支援 リンク知識

「
'

統計情報特徴抽出

解析的特徴抽出

変動特徴抽出 ①.実 数値,前 年同期比,
年平均値特 徴を抽 出
②.連 続変動特 徴抽出
③.全 期間変移 特徴抽出

系列階層間特徴抽出

i
,1

■

1.①.構 成 比 、 寄 与 率 抽 出
中間言語表現生成

＼
'

①.特 徴情報記述
②.中 間 コー ド化

関連知識
ベー ス準備 ①.統 計 系列知識 準備

②.自 然言語辞書 準備
③.支 援 リンク知 識準備

' Ψ

自然言語処理
[統計解析文生成] ①.時 制表現選定

②.自 然言語照合記述
③.文 構造生成 ・出力
④.文 脈構成SIAS-TV.EXE

,1

生成文表示
!

巨
①.生 成文表示 ・外部 出力

統計解析文表示 l

i①.テ キ ス ト表 示情 報生 成
i②.テキスト→ グ ラフ結 合
1

ハ イパ ー グ ラフ表 示

外部知識参照表示
ト{① 時輔 報輔 、変換
i②.時 点 照 合 、表 示
`

‖

図6.2解 析 文生 成 処理 と実 行 モ ジュー ル
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6.1.2実 行 モ ジ ュー ル 間の情 報 伝達

この よ うに実 行 モ ジュ ー ル を分 割 した場 合 、 それ まで の処 理 過 程 の情 報 を 次 の実 行 モ ジ ュー

ル に引 き継 が せ る必 要 が あ る。 ここで はSIASが 採 用 して い る実行 モ ジュー ル 間 の情 報 の受

渡 し法 に っ いて述 べ る。

SIASに お け る情 報 の受 け渡 しは、次 の3っ の方 法 を併 用 して行 って い る。

[実 行 モ ジュ ー ル 間 の情報 伝 達手 法]

・コマ ン ドパ ラメー タ に よ る方 法

・中 間 フ ァイ ル によ る方法

・EMS領 域 の 共有 に よ る方 法

(1).コ マ ン ドパ ラ メー タ に よ る情 報 伝達

実 行 モ ジュー ル起 動 時 にMS-DOSの 機能 に よ り、 約128文 字 の情報 を持 た せ る こ とが で き

る。 この機 能 を利 用 し、次 の よ うなSIASの 内 部状 態 の情 報 を実行 モ ジュー ル 間 で 受 け渡 し

て い る。

[コ マ ン ドパ ラ メー タ で渡 す情 報]

・統 計 情 報 フ ァイ ル名

・系 列 知 識 フ ァイ ル名

・リンク知 識 フ ァイル名

・対 象 期 間

・状 態 フ ラグ類

(2).中 間 フ ァイ ル に よ る情 報伝 達

実 行 モ ジュー ルが 中 間 フ ァイ ルを作 成 し、そ こへ情報 を書 き込 ん で次 の実 行 モ ジュー ル に引

渡 す方 法 で あ る。SIASで は、次 の大量 か っ シー ケ ン シャル な情 報 が この手 法 で 引 渡 され る。

[中 間 フ ァイ ル で 渡 す情 報]

・生 成 文

・ハ イパ ー リン ク情報(系 列 名 位 置情 報)
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(3).共 有EMS領 域 に よ る情 報 伝 達

EMSはOSと は独 立 した メモ リ管 理 機構 で あ り、 これが管 理 す る メモ リ領 域 はOSの 状 態

に よ らず 内容 が保証 されて い る。 こ う したEMSメ モ リの参照 は、計 算 機 の メ イ ンメモ リの領

域 にEMSフ レー ム と呼 ばれ るEMSメ モ リを参 照 す る 「窓 」 を設 け る こ とで 行 う。 また 、E

MSが 比 較 的大 きな領 域 を扱 え る こと と参照 が高 速 で あ る こ とを利用 して 、SIASで は次 の

よ うな情 報 を実 行 モ ジュー ル間 で共 有 させ て い る。

[EMSで 共有 される情報]

・統計表データ

・選択系列情報

[各種情報の格納場所]

EMSメ モ リ

統計情報入力

表示装置

EMS_ム/ 対象 テーブル
(全部)

w 対象 テ ー ブ ル
(一 部)

＼

:

A

選択統計系列情報作業領域
管理情報
制御情報
中間 コー ド

グラフ
生成文
(出力) ＼L 外部記憶装置

印字装置

一 一$
Ψ

〉 各実 行 モ ジュー ル

中 間 フ ァイ ル

各 知識 ベ ー ス

対象テーブル
生成文

(出力)

/

SIAS<

一 ー 一$-

OS関 連情報

メ イ ン メ モ リ

← 情報の参照、移動

図6.3SIASに お け る情 報 格納 場 所
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統 計 情 報 解 析 文 生 成 システ ム(SIAS)お よ び運 用 評 価 デ ー ター 覧

(1).実 行 プ ロ グ ラ ム 名:SIAS.EXE-一 … メ イ ン部163.6KB

SIAS-TG.EXE… 一… ・サ ブ 部292.4KB

SIAS-RG.EXE-一 … サ ブ 部240.2KB

SIAS-TV.EXE-… 一 サ ブ 部287.7KB

SIAS-ED.EXE-… … 一サ ブ 部222.2KB

(た だ し、 各 サ ブ 部 は メ イ ン部 よ り内 部 呼 出 さ れ る 。)

実行 デー タ名

(2).評 価 用 デー タ

(

子張

〃

〃

〃

〃

〃

拡 *

*

*

*

*

*

AA?… … 一'画面 用 デ ー タ フ ァ イ ル

ID… … 一'系列 辞 書 フ ァ イ ル

SD-一 … 自然 言 語 辞 書(SIASDIC.SD:固 定)

RK-'… … 支 援 リ ン ク知 識(SDBO.RK:サ ン プ ル)

JST-… 一… 時 事 フ ァ イ ル デ ー タ

FON…'…'フ ォ ン トデ ー タ)

拡 張 子*.LN-一 ー 一'PPIS検 索 結 果

表 運用評価用データー覧

A.国 内マ如経 済 統 計(SDB)関 係 デ ー タ

SDB部 門 主 た る統計 系列辞書 検索 ファ仲 検索期間 系列数 容量KB

(1).国 民 経 済計 算 統合勘定 SDBO.ID SDBO.LN 8603～9302Q 19 9.4

(2).個 人 消 費 家計調査 SDB1.ID SDB1.LN 8907～9310 46 40.0

!, 消費水準 ノ, 〃

(3).住 宅設 備 新設住宅着工 SDB2.ID SDB2.LN 8907～9311 8 7.9

(4).民 間設 備投 資 機械受注実績 SDB3.ID SDB31.LN 8907～9310 35 30.7

ノ' 建設工事受注 ノ, 〃

〃 設備投資動向 ノ, SDB32.LN 8603～9302Q 3 1.9

(5).国 際 収支 国際収支統計 SDB4.ID SDB4.LN 8907～9306 18 15.0

(6).鉱 工業 生産 鉱工業生産指数 SDB5.ID SDB5.LN 8907～9310 31 27.3

(7).卸 売 物 価 指 数 卸売物価指数 SDB61.ID SDB61.LN 8907～9311 36 32.1

(8).消 費者物価指数 消費者物価指数 SDB62.ID SDB62.LN 8907～9312 33 30.1

(9).雇 用 情勢 労働調査 等 SDB7.ID SDB7.LN 8907～9312 10 9.8

た だ し、検 索 機関 にお いてQの つ い て い る もの は期 別 テt－夕

B.生 産動 態 統 計(PRDB)関 係 デー タ

PRDB部 門 系列辞書 検索フ7佃 検索期間 系列数 容量KB

(1).電 子官、半導体素子及 び集積回路
(2).同 前半(～ その他 の半導体素子)
(3).同 後半(集 積回路以降～)
(4).電 子応用装 置

PRDB1.ID

:
PRDB2.ID

PRDB1.LN

PRDB11.LN
PRDB12.LN

PRDB2.LN

8901～9310

8901～9310

8901～9310

8901～9310

267

};;
108

252.7

108.9

144.9

103.2
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6.2生 成 文 事 例

以下 では、統計情報解析 文生成 の出力事例 として生産動態統計(PRDB)の うち 「電子応

用装置」 をと りあげた。本節で はこの統計 を用 いて、次 の節構成 に示す よ うに生成 文の表現型

式 の違 いについて とりあげた。

[6.2節 構成]

2

2

2

)

)

)

)

)

)

)

1

2

3

4

5

6

7

6

6

6

(

(

(

(

(

(

(

1事 例使用データ

2事 例統計系列 の階層構造

3解 析文生成事 例

記述対 象 による表 現の相違

構成比 順、寄与率順 による表現 の相違

レベル設定による表現の相違

特定系列指定 による表現 の相違

アイテム別記述 による表現 の相違

特定階層以上の指定 による表現の相違

特定階層 の指定 による表現 の相違

6.2.1事 例 使 用 デ ー タ

次 に示す のは、統計情報 解析文生成 システム(SIAS)に おいて以下 の例文生成 に用 いた

統計系列知識 ベー スと統計デー タである。

[生成文例 に使用 した系列知識ベー ス]

Xprdb2.id電 子 応用 装 置

DEO101電 子 応用 装 置

DEO213電 子 計算 機 及 び関連 装置

DEO214

DEO215

DEO216

DEO217

DEO218

DEO219

DEO301

DEO302

DEO303

DEO304

DEO305

DEO306

DEO307

DEO308

DEO309

DEO310

DEO311

DEO312

DEO3}o

DFn

体

体

本

本

タ

夕

桜

機

タ

タ

=

算

算

タ

タ

一

一

ユ

ユ
タ

タ

計

計

一

一

ユ

ユ
ピ

ピ

一

一

子

子

ユ

ユ
ピ

ピ

ン

ン

ユ

ユ

電

電

ピ

ピ

ン
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[生成文例 に使用 したデー タ(生 産動態統計(PRDB)「 電子応用装置」 より)]
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体
体

置
置置本本タタ装装装機…機タタ一一クク器器運算算タタ一一ユユタタスス機機関計計一ーユユピピ一一置置イイ用用置置び子子ユユピピンンユユ装装デデ置応応器器装装及電電ピピンンココピピ置置ククルル装質質定定用用横形形ンンココルルンン装装ススブブ用置置物物測測応応算ルルココススナナココ置置憧憬イイシシ応装装計計用用緯線渡波計タタ用用イイソソ用用装装記記デデキキ子練緯用用射射射射昔者子ジジんんフフ=御御辺辺部部気気レレ電XX医医放放放放超超電デデははオオパパ制制周周外外磁磁フフ

それぞれの統計系列 に付与 されてい る階層番号は、本報告書第5章 に述 べたよ うに統計系列

の上位、下位概念 の構造 を示す もので、SIASで はこれに基づいて統計系列 の記述順序や内

訳表現 を決定 している。 この階層構造は統計構造に依存す るもので一般 に木構造 をな してお り、

最上位階層の統計系列 か ら階層を下 るに従 い次第に系列が枝分れ して い く。その状態 はSIA

Sで は、入力データにおけ る統計系列の並 びと階層番号によ って内部的 に知識表現化 される。

「統計系列知識ベー ス」 では階層番号1を 最上位階層 と して、階層 を下 るごとに順 に階層番号

が割 り振 られて いる。 しか しなが ら、現実 の入力データにおいてその全ての統計 系列 が検索 さ

れて いるとは限 らず 、また、統計調査概念 として全 てのア イテム上 で連続的な階層 があ るとは

限 らない。以下の事例 に用 いたPRDBの 『電子応用装置』では、統計系列知 識ベー ス上にお

いて も 「電子応用装置 」や 「電子計算機及 び関連装置」の系列で は生産金額の1つ の アイテム

しか存在 して いない。
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6.2.2事 例 統 計 系列 の階 層 構造

次 に、事例 に示 したデー タにっいて統 計系列 の上位、下位概念関係 にあた る階層構造を図に

示す。 この例では 「電子応用装置」が最 上位階層であ り、ここか ら統計系列が枝分れ し、第5

階層 まで分岐 してい る。 このようにSIASに おける生成文で は特 に指定がない限 り、この図

のように知識表現 化 され、入力 されたデー タの並 び順 に階層関係が再構成 され、生成処理 され

る。(こ の生成出力順 の構成法 にっいて 「5.3.4記 述の順序」 にとりま とめた。)

入

力

デ

ー

タ

並

び

順

第1階 層i第2階 層

{電子応用装 置}

X線 装置

第3階 層

L-一 －L医 用 計

放射用物質応用機器

放射線測定機

超音波応用装置

第4階 層

{電子計算機及び関連装置}

デ ジタル型電子計算機本体

第5階 層

は ん用 コ ン ピュ ー タ

オ フ ィス コン ピュー タ

パ ー ソナ ル コ ン ピ ュー タ

制御 用 コ ン ピュー タ

周 辺 装 置
L-一 －L外 部記 憶装 置

巳 磁 気 デ ィスク装 置

フ レキ シブ ル デ ィス ク装 置

(生 産金額 のみのアイテムの統計 系列 には{}を 付 けた)

図6.4事 例データにおける統計系列 の出力階層構造
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6.2.3解 析文 出力 事 例

この同一 の統計情報 に基づ き、表現型 を変えて解析文を生成 させ、それ らの相違 を表 した。

(1).記 述 対 象 によ る表 現 の相違

SIASに よ り生成 され る文 には、対象 データの動向をそのまま表現対象 と した 「実数値 の

記述」の他、その実数値 を加工 してか ら記述対象 とす る 「前年同期比の記述」、 「大域 的記述 」

がある。 また、 これ らに加 えて今年度か らは、特定時点 における各系列間の特徴を表現す る

「特定時点 の記述」を導入 した。

以下に、これ ら記述対象 の違 いによる生成文の表現の相違 を示す。

①.実 数値の記述(比 較値表現 、次点値表現、連続期間表現を省略)

電子応用装置にっ いて90年2月 ～92年3月 におけ る動向を解説 します。

電 子 計算 機 及 び 関連 装 置 の生 産金 額 は90年2月 の時 点で は4766.30億 円で あ り、90年3月 に
5960.29億 円 と続騰 し、91年12月 に は6779.78億 円 と期 間最 大 とな り、92年1月 に は363

0.45億 円 と期 間 最 小 とな り、92年3月 に は6216.84億 円 と な った。 デ ジタ ル形 電 子 計 算 機

本 体 の生 産 数 量 は90年2月 の 時点 で は27.46万 台 で あ り、90年6月 に28.50万 台 と続 騰 し

②.前 年 同期比の記述(次 点値表現、連続期間表現 を省略)

これは、時系列デー タの前年 同期(月)比 を求 め、その解析文 を生成す る。例文 中の下線部

に、実数値の記述 と表現 が相違す る部分を示 した。

③.大 域的記述(年 別変換後 、連続期間表現を省略)

これは、時系列データを年別 または類別 に変換 し、 これ による解析文 を生成す る。 なお、例

文中の下 線部 に実数値記述 とは異なる表現 を示 した。
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④.特 定時点 の記述(ア イテム別 、構成比順記述)

特定 時点文 は、系列知識ベー スで示 され る統計系列の階層関係 に従い、特定時点 における各

統計系列の実数値を記述す る。例文 は統計 系列がアイテム別に最上位系列 に対 す る構成比順 に

並ぶ よ う設定 してい る(こ のほかに、デー タ順、寄与率順が選択可)。 また、例文 中の下線部

に、 ここで記述 されてい る系列名称 を示 した。

電 子 応 用 装 置 に つ いて93年1月 に お け る":t'日 。

電 子 計 算機 及 び関連 装 置 の内訳 と して 、93年1月 に 一ジ ル 多=一 ■ の生 産 金 額 は

1623.91億 円(構 成 比47.6%、 寄 与 率54.2%)で あ り、周辺 装置 の生 産 金 額 は1354.

蟹 田籔 皆1…9・%%三繋 」g・ち雀≧墓㌶17㌶ 詣遷 識 瞥 ㌘ 薯聾
率76.7%)で あ り、93年1月 に パ ー ソ ル コ ン ピュ ー の生 産 金 額 は567.29億 円(構 成

フ ス コ ン ピ ュー の生 産 金 額 は249比34.9%、 寄 与 率22.0%)で あ り、93年1月 に

.75億 円(構 成 比15.4%、 寄 与 率1.3%)で あ り、卸 御 用 コ ン ピュ ー タ の生 産 金 額1ま8

8.93億 円(構 成 比5.5%、 寄 与 率0.0%)で あ った。周辺 装 置 の 内訳 と して 、外 部 記 憶

⑤.特 定時点 の記述(詳 細 メニュー設定な し)

特定 時点 の記述文 を詳細 メニュー設定 を行わず に生成す る場合、文章 の形式 は統計系列 ごと

に単文で表現 され る。

電 子 応 用装 置 にっ い て93年1月 にお け る状 況 を説 明 します。

93年1月 に電 子計 算 機 及 び 関連 装 置 の生 産 金額 は3408.09億 円(構 成 比86.3%、 寄 与

率98.1%)で あ った 。
93年1月 にデ ジタル形 電 子 計 算機 本 体 の生 産 数量 は20.93万 台 で あ った 。

93年1月 にデ ジタ ル形 電 子 計 算機 本 体 の生 産 金 額 は1623.91億 円(構 成比47.6%、 寄

与諸 諸 繍 ㌔ 尭
ユ一夕の生産数量1ま1.78千 台(構 成比 ・.9%、 寄 与率 一2.6

%1
3霞 緯 ん用 コンピュータの生蛭 額 は717.94億 円(繊 比44.2%、 寄与率76
・7
9舞1離 誇 ス,ン ピユ一夕の生産数量 は1.85万 台(構 成比8.8%、 寄与率 一3.
3%)で あ った 。
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(2).構 成 比 順 、 寄 与率 順 によ る表 現 の相 違

特定 時点文 は、 ユーザが指定す る時点 における各統計系列 の実数値 を記述す る。 この時 、統

計系列 を記述す る順 番 と して統計データの並び順 、最上位系列 に対す る構成比の大 きさ順、寄

与率順 のいずれかを指定 す る。 ここでは、 これ らの順序指定 によ り生成 された文の相違 を示す。

①.デ ー タ順

この並 び指定 は、統計 データの統計系列並び順 をその まま生成文 の記述順 に反映 させる。 な

お、次 に示す文例 には統計系列名 とアイテムの記述位置に下線を付 した。

電子応用装置 について93年1月 における状況 を説明 します。

電 子 計 算機 及 び関 連 装 置 の内訳 と して 、 一"ジ ル 多=一 ∋ の は1623.91

億 円(構 成 比47.6%、 寄 与 率54.2%)で あ り、周辺 装 置 の 生 産金 額 は1354.28億 円

(構 成 比39.7%、 寄 与 率39.0%)で あ った。 デ ジタ ル形 電 子 計 算 機本 体 の内 訳 と して
、 ん コ ン ビュ ー の は1.78千 台(構 成 比0.9%、 寄 与 率 一2.6%)で あ

は1.18千 台(構 成比O.6%、 寄 与 率
0.6%)で あ った 。 デ ジ タル形電 子 計 算機 本体 の内訳 と して 、 はん 用 コ ン ピュ ー タの年 産

金額 は717.94億 円(構 成 比44.2%、 寄 与率76.7%)で あ り、 オ フ ィス コ ン ピュー タ

Q生 産 金額 は249.75億 円(構 成 比15.4%、 寄与 率1.3%)で あ り、 パ ー ソナ ル コ ン

り、 フ ス コ ン ピ ュ ー の は1.85万 台(構 成 比8.8%、 寄 与 率 一3.3%)

で あ り、 パ ー ソ ル コ ン ピ ュ ー の は18,78万 台(構 成 比89.8%、 寄 与 率10

5.4%)で あ り、'コ ン ビュ ー の

ピュ一 夕の年 産金 額 は567.29億 円(構 成 比34 .9%、 寄 与 率22.0%)で あ り、制 御且
コ ン ビュー の は88 .93億 円(構 成比5.5%、 寄 与 率 一〇.0%)で あ った。 周

辺装 置 の内 訳 と して 、外 部 記 憶装 置 の生 産 数量 は268.29万 台(構 成 比69.0%、 寄 与 率

この時 の統計系列 の記述範囲 にっいて、その階層構造 とデー タの並 びを次に図示す る。

統
計
系
列
並
び
順

第1階 層 第2階 層

電子応用装置
1

第3階 層

電子計算機及び関連装置
デジタル型電

周辺装置

第4階 層 第5階 層

子計 算機 本 体
はん用 コ ン ピュー タ

オフ ィス コ ン ピュー タ
パ ー ソナ ル コ ン ピュー タ

制 御 用 コ ン ピュー タ

構麟1奇巖

(生 数量)

③
②
①
④

1

2

③
②
①
④

1

2

図6.5対 象 デー タの統計系列階層構造 と並 び順

上図 にお いて、統計系列名称の上か らの並びはデータによる順 番を表す。 また、図の右側 に

は生産数量の値 による構成比 と寄与率の大 きさの順位を示 した。

一155一



②.構 成比順

この指定は、同階層 の統計系列を記述す る際、その記述順序を最上位系列 に対す る構成比 の

大 きい順 にす る。 なお、次 に示 した例 には生成文中の統計系列名称 とアイテム名称 の表示位置

に下線 を、構成比 の表 示位置に点線を付 した。

電子応用装 置について93年1月 における状況を説明 します。

電 子 計 算 機 及 び 関 連 装 置 の 内 訳 と して 、93年1月 に デ ジ タ ル形 電 子 計 算 機 大 体 の 生 産 金 額

は1623.91億 円(構 成 比L4ユ.旦%、 寄 与 率54.2%)で あ り、 周 辺 装 置 の 年 産 金 額 は13

54.28億 円(構 成 比.-39.-7-一%、 寄 与 率39.0%)で あ った 。 デ ジ タ ル 形 電 子 計 算 機 本 体 の

内 訳 と して 、93年1月 に パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ の 生 産 数 量 は18.78万 台(構 成 比 一一89..8-一

%、 寄 与 率105.4%)で あ り、93年1月 に オ フ ィ ス コ ン ピ ュ ー タ の 年 産 数 量 は1.85万 台

(構 成 比 一一8"8..%.、 寄 与 率 一3.3%)で あ り 、93年1月 に は ん 用 コ ン ピ ュ ー タ の 生 産 数 量 は

1.78千 台(構 成 比 一－Q.-9-.206.、寄 与 率 一2.6%)で あ り、 制 御 用 コ ン ピ ュ ー タ の 年 産 数 量

は1.18千 台(構 成 比 比.Q..6.%.、 寄 与 率0.6%)で あ った 。 デ ジ タ ル 形 電 子 計 算 機 本 体 の

内 訳 と して 、93年1月 に は ん 用 コ ン ピ ュ ー タ の 生 産 金 額 は717.94億 円(構 成 比 一4-4..Z-.%.

、 寄 与 率76.7%)で あ り、93年1月 に パ ー ソ ナ ル コ ン ピュ ー タ の 年 産 金 額 は567.29億

円(構 成 比 一一34.-9..%、 寄 与 率22.0%)で あ り 、93年1月 に オ フ ィ ス コ ン ピュ ー タ の 年 産

金 額 は249.75億 円(構 成 比.15.-1-%、 寄 与 率L3%)で あ り 、 制 御 用 コ ン ピ ュ ー タ の

esll:eeeは88.93億 円(構 磁L,5.,5-一%、 寄 与 率 一〇.0%)で あ っ た 。 周 辺 装 置 の 内 訳 と

③.寄 与率順

この指定 は、同階層 の統計系列を記述す る際 、その記述順序を最上位系列 に対す る寄与率 の

絶対値 の大 きい順 にす る。 なお、次に示 した例 には生成文中の統計系列名称 とアイテム名称 の

表示位置 に下線 を、寄与率 の表示位置に点線を付 した。

電子応用装置 について93年1月 における状況を説明 します。

電 子 計 算機 及 び関連 装 置 の 内訳 と して 、93年1月 に デ ジタル形電 子計 算 機 本 体 の生 産金 額

は1623.91億 円(構 成 比47.6%、 寄身 率一一5.4.2-.%)で あ り、周辺 装 置 の年 産 全 額 は13

54.28億 円(構 成 比39.7%、 寄 与率 一一39.-O-一%)で あ った 。 デ ジタ ル形 電子 計 算 機 本 体 の

内訳 と して 、93年1月 に パ ー ソナ ル コ ン ピュー タの年 産数 量 は18.78万 台(構 成 比89.8
%、 寄 与 率.ユ0』.4,%)で あ り、93年1月 に オ フ ィス コ ン ピュー タの生 産 数量 は1.85万 台

(構 成 比8.8%、 寄与 率 一一=3..3-%.)で あ り、93年1月 に はん用 コ ン ピュ ー タの生 産 数 量 は
1.78千 台(構 成 比0.9%、 寄与 率 一ー二2.-6-.%)で あ り、制 御 用 コ ン ピュー タの 生 産 数量

は1.18千 台(構 成 比0.6%、 寄 与 率0.6%)で あ った 。 デ ジ タ ル 形 電 子 計 算 機 本 体 の

内 訳 と して 、93年1月 に は ん 用 コ ン ピュ ー タ の 年 産 金 額 は717.94億 円(構 成 比44.2%

、 寄 与 率,-Z6.-7-,%)で あ り、93年1月 に パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ の 生 産 全 額 は567.29億

円(構 成 比34.9%、 寄 与 率,22,.0,一%)で あ り、93年1月 に オ フ ィ ス コ ン ピ ュ ー タ の 生 産

金 額 は249.75億 円(構 成 比15.4%、 寄 与 率 一ユ.■%.)で あ り、 制 御 用 コ ン ピ ュ ー タ の

生 産 金 額 は88.93億 円(構 成 比5.5%、fill$..二 〇,-O-一%.)で あ っ た 。 周 辺 装 置 の 内 訳 と
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(3).レ ベ ル設定 に よ る表 現 の相 違

SIASに お け る レベ ル設 定 とは 、最上 位 統計 系列 に対 す る構 成 比 また は寄与 率 の大 き さ を

指 示 す る こ とで あ る。 こ こで は、 レベ ル設 定 によ る生 成 文 の表 現 の 相違 を示 す。 な お、 レベ ル

の設 定 は構 成 比 、寄 与 率 と も 「15%」 、 「25%」 あ るい は 「レベ ル制 限 な し」 の3っ か ら

選 択 す る。

①.構 成比15%以 上(構 成比順)

次 に示す生成文では、最上位系列 に対する構成比が15%以 上であ る統計系列 のみを記述 し

た。文中の下線部は構成比15%以 上25%未 満の統計系列 であ り、 これ は構成比25%以 上

の レベル設定 をす る場合 には表現 されない。なお、系列の記述順序が構成比順 になるよ う指示

している。

電子応用装置につ いて93年1月 における状況を説明 します。

93年1月 に周 辺装 置 の生 産 数量 は388.68万 台 で あ った。 そ の内 訳 と して 、外 部 記 憶 装

②.構 成比25%以 上(構 成比順)

次 の文 は上 と同 じデー タを構成比 による レベル設定を25%に 変 えて生成 させた。

電子応用装置にっいて93年1月 における状況 を説明 します。

電 子計 算 機及 び関連 装 置 の 内訳 と して、93年1月 に デ ジタ ル形 電子 計 算 機 本体 の生 産 金 額
は1623.91億 円(構 成 比47.6%、 寄与 率54.2%)で あ り、周 辺 装 置 の生 産 金 額 は13

54.28億 円(構 成比39.7%、 寄与 率39.0%)で あ った 。93年1月 に デ ジ タル形 電 子 計

算 機本 体 の生 産 数量 は20.93万 台 で あ った。 その内訳 と して 、 パ ー ソナル コ ン ピュー タ
の生 産 数 量 は18.78万 台(構 成 比89.8%、 寄与 率105.4%)で あ った。 デ ジタル 形電

子計 算 機 本体 の内訳 と して 、93年1月 にはん用 コン ピュー タ の生産 金 額 は717.94億 円(

構成 比44.2%、 寄 与 率76.7%)で あ り、パ ー ソナ ル コ ン ピュ ー タの生 産 金額 は567.2
9億 円(構 成 比34.9%、 寄 与率22.0%)で あ った。

93年1月 に周辺 装 置 の 生産 数 量 は388.68万 台 であ った。 そ の 内訳 と して 、外 部 記 憶 装
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(4).特 定系列指定 による表現 の相違

ここで は、生成文 の対象 とな る統計系列 をユーザが直接指定 した時の文生成例 を示 す。

①.特 定 系列 の動 向(デ ー タ順 、 レベル設 定 な し)

特定系列指定時 に統計系列 の記述順 や レベル設定 を行 った場合、生成文には指定系列中の レ
ベル設定条件を満たす系列 のみが表現 される。ただ し、ここで示す生成文は統計系列を以下に

示す ものに限定 した他 は、表現型 に関す る指示 は与 えていない。

已 ・籠醗 鴻 鵠鰍 §ぽ 購 竺 〕
電 子応用装置につ いて93年1月 における状況 を説 明 します。

93年1月 の時 点 で は電 正応 里 装置 の生 産 金額 は3949.18億 円 で あ り、 そ の内訳 と して 、
電 子 計 算機 及 び関連 装 置 の生 産 金額 は3408.09億 円 であ った。 その 内訳 と して 、遊
ル形 電 子 計賃 機 本体 の生 産 金 額 は1623.91億 円で あ った。93年1月 の時点 で は 一'"ジ ル 多

電 子 計 算 機大 体 の生 産 数 量 は20.93万 台で あ り、 そ の内訳 と して 、 は ん用 コ ン ピュー タ
の生 産 数 量 は1.78千 台 で あ り、 オ フ ィス コ ン ピュー タの生産 数量 は1.85万 台 で あ り、
パ ー ソナ ル コ ン ピュー タの生 産 数 量 は18.78万 台 で あ り、制 御 用 コ ン ピュ ー タの生 産 数

量 は1.18千 台 で あ った 。 デ ジタ ル形 電 子 計算 機本 体 の内訳 と して 、 はん 用 コ ン ピュ ー タ
の生 産 金 額 は717.94億 円 で あ り、 オ フ ィス コ ン ピュー タの生 産 金額 は249.75億 円で あ

り、 パ ー ソナ ル コ ン ピュ ー タの生 産 金額 は567.29億 円で あ り、 制御 用 コ ン ピュー タの生

産 金 額 は88.93億 円 で あ った。

なお、文中の下線部 に生成文中に現 われ る統計系列名を示 した。

また、このときの統計 系列 の階層構造 とデータ中の統計系列並 びを下 に図示す る。

統
計
系
列
並
び
順

第1階 層

電子応用 装置1

第2階 層 第3階 層 第4階 層 第5階 層

電 子 計 算 機 及 び関連 装 置
デ ジタ ル型電 子 計算 機 本 体

はん用 コ ン ピュー タ

オ フ ィス コ ン ピュー タ
パ ー ソナ ル コ ン ピュー タ

制 御 用 コ ンピュー タ

図6.6特 定系列指定時 の例 における指定統計系列

(5).ア イテ ム別 記述 に よ る表 現 の相違

統 計系列 データがアイテムを持つ場合、生成文 をアイテムごとにまとめて記述す ることがで

きる。次 に、時系列文、特定時点文のそれぞれにっいてアイテム別記述 の表示例 を示す。なお、
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両生成例 とも、統計系列 を下 の物 に制 限 し、文中のアイテム名称 を太枠で囲い示 した。

』一 ・籠罐 禰 難聴 荒鷲 舗 酬 ∋

①.ア イ テ ム別 記 述(デ ー タ順 、系 列 選択 、 レベ ル設 定 な し、特 定 時 点文)

電子応用装置につ いて93年1月 における状況を説明 します。

93年1月 の時点で は電 子応用装置の蹴 ま3949.18億 円であ り、その内訳 として、

電 子計 算 機 及 び関 連 装 置 の生 産金 額 は3408.09億 円 で あ った。 そ の内訳 と して 、 デ ジタ
ル形電 子 計 算機 本 体 の生 産 金額 は1623.91億 円 であ った。 そ の内 訳 と して 、 は ん用 コ ン

ピュ ータの生 産 金 額 は717.94億 円で あ り、 オ フ ィス コ ン ピュ ータ の生 産 金 額 は249。75

億 円 で あ り、 パ ー ソ ナ ル コ ン ピュー タの生産 金 額 は567.29億 円 で あ り、制 御 用 コ ン ピュ
ー タの生 産 金額 は88 .93億 円で あ った。

93年1月 の時点ではデ ジタル形電子計算機本体の蛭 ま20.93万 台で あ り、 その内
訳 と して、 は ん用 コ ン ピュ ー タの生 産数 量 は1.78千 台 で あ り、 オ フ ィス コ ン ピュ ー タの

生 産数 量 は1.85万 台 で あ り、 パ ー ソナ ル コ ン ピュー タの生 産 数 量 は18.78万 台 で あ り

制御 用 コ ン ピュー タ の生 産 数量 は1.18千 台で あ った 。

②.ア イ テ ム別 記 述(デ ー タ順 、系列 選 択 、 レベ ル制 限 な し、大 域 的 記述 文)

電子応用装 置にっ いて90年 ～92年 における動向を解説 します。

電子応用装 置の團 ま90年 の年合計が6.71兆 円であ り、91年 には6.85兆 円と期
間 最大 とな り、92年 に6.20兆 円 と山 を形成 した。 電 子応 用装 置 の内訳 と して 、 電 子計 算

機 及 び関連 装 置 の生 産 金 額 は90年 の年 合計 が5.81兆 円 で あ り、91年 には5.99兆 円 と期

間 最大 とな り、92年 に5.42兆 円 と山 を形成 した。電 子計 算 機及 び関連 装 置 の内 訳 と して
、 デ ジタル形 電 子 計 算 機 本 体 の生 産 金額 は90年 の年 合 計 が2.67兆 円で あ り、91年 に は2

.94兆 円 と期 間最 大 と な り、92年 に2.58兆 円 と山 を 形成 した 。 はん用 コ ン ピュ ー タの生

産 金額 は90年 の年 合計 が1.29兆 円で あ り、91年 に は1.46兆 円 と期 間最 大 と な り、92年
に1.07兆 円 と山 を形 成 した 。 オ フ ィスコ ン ピュー タの生 産金 額 は90年 の年 合 計 が3491.

27億 円 で あ り、91年 に は4191.01億 円 と期 間最大 とな り、92年 に3795.76億 円 と山 を

形成 した 。 パ ー ソ ナル コ ン ピュー タ の生 産金 額 は90年 の年 合計 が9068.86億 円 で あ り、9
1年 に は9232.67億 円 と期 間第2位 とな り、92年 に9878.21億 円 と急 成長 した。 制 御 用
コ ン ピュ ータ の生産 金 額 は90年 の年 合計 が1183 .42億 円で あ り、91年 に は1383.19億 円

と期 間第2位 とな り、92年 に1402.09億 円 と鈍 化 した。

デ ジタル形電子計算 機本体d互 葦藪亘1ま90年 の年合計 が329.23万 台であ り、91年 に3
30.85万 台 と著 し く激 増 し、92年 に324.01万 台 と山 を形 成 した。 デ ジタ ル形 電 子 計算 機

本 体 の内訳 と して 、 はん 用 コ ン ピュ ータの生 産 数量 は90年 の年 合 計 が13.92千 台 で あ り
、91年 には8.34千 台 と期 間第2位 とな り、92年 に8.09千 台 と低 迷 した。 オ フ ィス コ ン
ピュー タの生 産 数量 は90年 の年 合 計 が24.01万 台 で あ り、91年 に は24.19万 台 と期 間最

大 とな り、92年 に19.84万 台 と山 を形成 した。 パ ー ソ ナル コ ン ピュー タの生 産 数 量 は90

年 の年 合計 が301.83万 台 で あ り、91年 には303.39万 台 と期 間最 大 とな り、92年 に30
1.49万 台 と山 を形 成 した。 制 御用 コ ン ピュ ータ の生 産 数量 は90年 の年 合計 が2.00万 台

で あ り、91年 に は2.44万 台 と期 間 最大 とな り、92年 に1.87万 台 と山 を形 成 した 。
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(6).特 定階層以上の指定 による表現 の相違

SIASに よる文の生成では、時系列 文、特定時点文典 に統計 系列 の階層深 さにより、記述

系列 を制限で きる。 ここで は、特定階層 以上 の指定 によるこれ らの表現の相違 を示す。

①.4階 層以上 の指定(デ ー タ順)

下 に統計系列の階層構造 における上位4階 層 までを記述 した文 を示す。 なお、例文 中、第4

階層 に当た る系列 の記述文 を太枠で囲い示す。

電子応用装置にっいて93年1月 における状況を説明 します。

93年1月 の時点で は電子応用装置の生産金額 は3949.18億 円であ り、その内訳 と して、
X線 装置の生産金額 は121.83億 円であ り、放射用物質応用機器 の生産金額 は18.02億

円であ り、放射線測定器 の生 産金額 は12.68億 円であり、超音波応用装置の生産金額 は
127.06億 円であ り、電子計算機及び関連装置の生産金額 は3408.09億 円であ2た 。93年
1月 の時点ではX線 装置の生産数量は1、65千 台であ り、その内訳 と して、医用計 の生産

数量 は1.40千 台であ った。X線 装置 の内訳 として、医用計の生産金額 は113.25億 円で
あった。
93年1月 に放射用物質応用機器 の生産数量 は228.00台 であ った。93年1月 に放射線測定
器 の生産数量 は1.19千 台であった。93年1月 の時点では超音波応用装置の生産数量 は2.
31万 台で あり、デ ジタル形電 子計算機本体 の生産数量 は20.93万 台であ り、周辺装置 の

生産数量は388.68万 台であ った。電子計算機及び関連装 置の内訳 と して 、デジタル形電
子計算 の の
っLデ ジタル形電子計算機本体の内訳 と して、はん用 コンピュータの生産数量 は1.7

8千 台で あ り、 オ フ ィス コ ン ピュー タの生 産 数量 は1.85万 台 で あ り、 パ ー ソナ ル コ ン ピ
ュ ー タの生 産数 量 は18.78万 台 で あ り、制御 用 コ ン ピュー タ の生 産数 量 は1.18千 台 で

あ った。 デ ジタ ル形 電 子 計 算 機 本体 の内訳 と して 、 はん用 コ ン ピュー タの生 産 金 額 は717

.94億 円で あ り'、オ フ ィ ス コ ン ピュー タの生 産金 額 は249.75億 円 で あ り、 パ ー ソ ナ ル コ
ン ピュー タ の生 産 金額 は567.29億 円で あ り、制御 用 コ ン ピュ ー タの生 産 金額 は88.93

億 円で あ った 。周 辺装 置 の 内訳 と して 、外 部記 憶装 置 の生 産 数 量 は268.29万 ム っ
の 一 き の っ

②.3階 層 以 上 の指 定(デ ー タ順)

電子応用装置 について93年1月 におけ る状況 を説明 します。

93年1月 の時点では電子応用装置の生産金額は3949.18億 円であ り、その内訳 として、
X線 装置の生産金額は121.83億 円であ り、放射用物質応用機器 の生産金額 は18.02億

円で あり、放射線測定器 の生産金額 は12.68億 円であ り、超音波応用装 置の生産金額 は
127.06億 円であ り、電子計算機及 び関連装置の生産金額 は3408.09億 円であ った。93年
1月 の時点ではX線 装置 の生産数量 は1.65千 台であり、その内訳 として、医用計 の生産
数量 は1.40千 台であ った。X線 装置の内訳 として、医用計 の生産金額 は113.25億 円で
あ った。
93年1月 に放射用物質応用機器の生産数量 は228.00台 であった。93年1月 に放射線測定

器 の生産数量 は1.19千 台であ った。93年1月 の時点では超音波応用装置 の生産数量 は2.
31万 台であ り、デ ジタル形電子計算機本体の生産数量は20.93万 台であ り、周辺装置の
生産数量 は388.68万 台 であった。電子計算機及 び関連装置の内訳 として、デ ジタル形電
子 計算機本体の生産金額 は1623.91億 円であ り、周辺装置の生産金額 は1354.28億 円で
あ った。
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(7).特 定階層の指 定 による表現 の相違

ここで は統計系列の階層構造 において、特定階層 の指定 による文表現 の相違 を示す。例示す

る文 は第4階 層 の統計 系列を指定す るもの と、第2階 層 の統計系列 を指定 す るもので ある。

①.4階 層 の みの指 定

電子応用装置 について93年1月 における状況を説明 します。

②.2階 層 のみの指定

電子応用装置 にっいて93年1月 における状況を説明 します。

93年1月 に電 蓄 試算 機及 益関連 装置 の生 産 金額 は3408.09億 円で あ り、93年1月 に趣意

波応 用装 置 の生 産金 額 は127.06億 円で あ り、93年1月 に」&組装 置 の生 産 金 額 は121.83

億 円で あ り、93年1月 に放射 用物質 応用 機 器 の生 産金 額 は18.02億 円で あ り、放 射 線 測 定

器の 生 産 金額 は12.68億 円で あ った。93年1月 にX線 装 置 の生産 数 量 は1.65千 台 で あ っ
た。93年1月 に放射用.物 質応・、用機 器.の生 産数 量 は228.00台 で あ った。93年1月 に放 射 線測

なお、それぞれ の例文中の下線部は記述 される系列名を示す もので、下の図 と共 に下線 の種

類 によ り階層構造内の位置を表 した。

統
計
系
列
並
び
順

第1階 層 第2階 層 第3階 層

(電子応用装置)
躍
放射用物質応用機器
放射線1趾定機
詔書浦応用装置
電ヨ…一 連装置

第4階 層 第5階 層

(デ ジタル型 電 子計 算 機 本体)
はん 用 コ ン ピュー タ

盆 フ ィ ス コ ン ピ ュ 一 夕
パ ー ソ 之 ル コ ン ピュ ー .タ.
制 御 田 コ ン ピ ュー タ

(。 辺装置)i
外部記憶 装置

図6.7対 象 データの第2階 層、第4階 層 の統計系列

一161一



6.3グ ラフ表示 概 要

SIASに おけるグラフの表示機能 は、実数 ・構成比 グラフ、時系列 グラフ、循環 グラフの

3種 類 のグラフ機能 で構成 され る(表6.1)。 実数 ・構成比 グラフは、時系列 による実数

値の変動を棒 グラフによ り表す もので、 このグラフで は、内訳 となる統計系列の構成比 や寄与

率の時系列推移 の表示 も行 う。なお、 ここでい う内訳系列 とは、統計系列 にお ける上位 、下位

概念 を持つ系列 の うち1階 属下 に位置す る統計系列 のことをい う。一方 の時系列 グラフは、実

数値 か ら得 られる統計量 の時系列変化 を折れ線で示す グラフである。SIASで は、実数比 の

他、前期(月)比 、前年 同期(月)比 、回帰直線 、移動平均値 の表示が行 える。最後 の循環 グ

ラフは、経済循環を見 るためのプロ ッ ト図で、SIASで は任意 の2統 計系列 を縦軸 と横軸 に

とり、その平面 に実数比 、前期(月)比 、前年同期(月)比 のいず れかをプロ ッ トす る。

本 節で示 した グラフ表示例 は、主 に対象 テー ブル表示画面か ら統計図を呼 び出 した ものだが、

ハ イパー グラフ指定機能 において も同様 の グラフが得 られる。 この時、 これ ら2っ の グラフに

は、ハ イパー グラフ指定 による表示が小 さい他 は機能上の違 いはない。

ここでは、それぞれの グラフ表示概要を次 に示す節構成 に基づいて説明す る。

[6.3節 構 成]

6.3.1実 数 ・構 成 比 グ ラフ表 示概 要

(1).実 数 値 グ ラフ表 示 概要

(2).実 数 差 グ ラフ表 示 概 要

(3).構 成 比 グ ラ フ表 示 概 要

(4).寄 与 率 グ ラ フ表 示 概 要

6.3.2時 系列 グ ラ フ表 示概 要

(1).実 数 比 グ ラ フ表 示 概 要

(2).前 期 比 、前 年 同期 比 グ ラフ表 示概 要

(3).移 動 平 均 グ ラ フ表 示 概要

(4).回 帰 直線 グ ラ フ表 示 概 要

6.3.3循 環 グ ラ フ表 示 概 要

(1)、 前 年 同期 比 に よ る循 環 グ ラ フ表 示概 要

6.3.4ハ イ パー グ ラ フ指 定 概要

6.3.5時 事 テ キ ス ト表 示 概 要

(1).時 点 参照 表 示 概 要
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本節で は、グ ラフ生成事例 として生産動態統計(PRDB)よ り 「電子応用装置」を統計 デ
ータに用いた。 このとき表示対象 となる系列名称 とアイテム名称、及び これ らの並 び順 と階層

の深 さを次 に示す。

[グ ラフ例で取 り上 げた統計系列]

統計系列名称 ア イテ ム1 ア イテ ム2 階層

電子応用装置 生産金額 一 1

電子計算機及び関連装置 生産金額 一
2

デジタル型電子計算機本体 生産数量 生産金額 3

はん 用 コ ン ピュ ー タ 生産数量 生産金額 4

オ フ ィ ス コ ン ピ ュ ー タ 生産数量 生産金額 4

パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ 生産数量 生産金額 4

制 御 用 コ ン ピュ ー タ 生産数量 生産金額 4

周辺装置 生産数量 生産金額 3

外部記憶装置 生産数量 生産金額 4

(一:存 在 せず)

上のデー タにおける統 計系列の階層構造 を図示す る。

統
計
系
列
並
び
順

第1階 層 第2階 層i第3階 層 第4階 層

子応用装置 ll ※:
L-一 一←|電子計 篁機 及 び閑適 装 置li

1デジタル型電子計算機本体 ㎏
はん用 コ ン ピュ

オフ イス コ ン ピ
パ ー ソ ナ ル コ ン

制御 用 コ ン ピュ

外部 記 憶 装 置 ※

。 置 ・

撰 ■ul

※:内 訳 表示 系列

図6.8グ ラフ例で取 り上げた統計系列の階層構造
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6.3.1実 数 ・構 成 比 グ ラ フ表 示 概 要

経済統計で用い られ るグラフでは、金額や数量な どの絶対的な量 を表す ことに、 しば しば棒

グ ラフが用 い られ る。

SIASの 実数 ・構成比 グ ラフは、実数値の時系列推移 とその時 の内訳 系列 の構成比 また は

寄与率 を見 るための棒 グラフ表示機能で ある。 これは、実数値 もしくは実数差 の時系列推移を

棒 グラフによ り表す機能 と、各時点における内訳系列 の構成比 もしくは寄与率 を帯 グラフ状 に

表示す る機能 とを持 つ。なお、この時の内訳系列 は、構成比 もしくは寄与率順 に上位5系 列 ま

でを表示対象 としてい る。 この他、実数 ・構成比 グラフには、異な る期別でデー タの推移 を見

るための期別変換機能や、実数値 の水準 か らの変動 を見 る実数差 によ る表示機能を取 り入 れた。

なお、実数 ・構成比 グラフは3系 列 までの統計系列 の動向を同時 に表示す ることで、 これ らの

比較 が行 える。

次 に実数 ・構成比 グラフの指定項 目を示す。

[実数 ・構成比 グラフ指定項 目]

種類

期別変換

:グ ラフの選択。実数値 、実数差 、構成比、寄与率の各 グ
ラフを選択。
:デ ータを期別 もしくは年別 に変換す る。 この時 デー タが

指数表示 な らば平均操作、そ うでなければ合計操作 によ
り変換。

水準値指定:実 数差 の水準時点 を変更。種類に実数差選択時、水準値

基線
ハ ッチ ング

期間
目盛

とな る時点を指定。
グラフ背後 の目盛線(基 線)の 表示/非 表示。

棒 グラフの棒 の内側 の網パター ンによる塗 り潰 し。
横枠内 に一度 に表示 させ る期間を変更。
縦軸 の縮尺率 を変更。

これ らのグラフ機能 を以下 に述 べる。
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(1).実 数 値 グ ラ フ表 示 概要

ここでいう実数値 とは統計表に示 され る値の ことであ り、 これには名 目値 、実質値 、季節調

整値、指数があ る。実 数値 は、下 に示す ように 目的によ り多様な グラフ表示形態が取 られ る。

[実数値 グ ラフの主 な形態]

グ ラフ名

折 れ線 グラフ
棒 グラフ

レー ダ ーチ ャー ト:

色分 け図 表:

適 す る表示 の例

序列に沿った連続変化
変化の差と比を同時表示
序列に意味の無いもの同志の比較
季節変動の傾向を見る場合など
地図上の分布を見る場合など

SIASの 実数値 グラフは、3統 計系列 までの時系列 推移 を表示す る組合せ棒 グ ラフであ る。

この時、3つ の統計系列の区別 は、画面上では色の違で表現 され るが、例 では印刷上、 白黒の

2値 とな ってい る。

[実数値表示例]

`
o

⑳
,tU己(PRDB)

㌣器09)

電子計算機及び関連装置
デジタル形電子計算機本体
周辺装置

生産金額
、 生産金額生産
金額

円
円
円

千
千
千

にロ ユ ご わへ

)…三ゴ εロノヒ

ニ」昂lx-一

変 挽1

9006

4917335

17
1

1

12520Z8

1294

1

17

14
9571

28498

1
101

452887

1675

25911
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(2).実 数 差 グ ラフ表 示 概 要

実数差 グラフは、あ る水準値 に対す る実数値 の変化 の差を表示す る もので、グラフの形態 は

実数値 グラフに準 じる。

SIASは 水準値 に対象期間中の実数値 を用 いる事 とし、 これを対応す る時点指定 により選

択す る。 この時、特 に水準値 を指定 しない場合は、対象期間の開始時点 の実数値が水準値 に用

い られ る。また、グラフの形態 は実数値 グラフと同様 に、3系 列 までの時系列推移 を表示す る

組合せ棒 グラフである。なお、カ ラー リングの処理 も実数値のグ ラフに準 じる。

[実数差表示例]

o酬 理 言(PRDB)

駕8508)

1.50

1、DO

O.50

O、OO

O.50

一1 .oo

目,1鮎 鮎 遮i
一騨 lrIP

辿

"■

・ き1　 差

i4ナ'loT
90

電子計算機及び関連装置
デジタル形電子計算機本体
周辺装置

91

、

生産金額
生産金額
生産金額

円
円
円

千
千
千

〕劉 詑 疋

=埠1』 一

乏三{タ1

9106

4917335

17

1
1

1252ZZ8

1294

1

17
14

9571

28498
125

101
52887

3016757
25911

(3).構 成 比 グ ラフ表 示 概要

この グラフは内訳 の構成比 を示す もので、次 の様 な形態の グラフがよ く用 い られ る。

[構成比 グラフの主 な形態]

グ ラフ名

フラグ

フ

フ

ツ

フ
ラ

フ

ラ
ナ

ラ
ク

ラ

グ

ー
グ

角

グ

円

ド
棒

三

帯

適す る表示の例

内訳 の多 い もの
大分類、小分類 の同時表示
構成比 と量の時系列推移
内訳 が3っ の もの
構成比 の時系列推移
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SIASに お け る構 成 比 グ ラ フは、選択 した3っ まで の統 計 系列 にっ き、構 成 比 順 に上 位5

つ まで の内訳 系 列 を表 示 す る もので 、高 さが100%の 組 合 せ棒 グ ラフを構 成 比 に応 じ、 区 分

して表 現 す る。 な お、 ここで い う内訳 系列 とは 、統 計 系列 の概 念構 造 を階 層 関 係 に表 した と き、

一 つ下 の階層 に位 置 す る統 計 系列 で あ る
。 また 、 この内 訳 系列 に欠 測値 が あ る場 合 に は、 そ の

実 数 値 を前 後 の値 か ら線 形 補 間 した値 を作 り、 これか ら構 成 比 を求 めて表 示 す る。

この他 、構 成 比 グ ラ フで は 内訳 系列 の 、そ れ ぞれ の時 点 に おけ る構成 比 を 数 値 で見 るた め 、

ヘ ル プ表 示 機 能 を設 け て い る。 これ に は、 グ ラフに表示 され る内訳 系列 と対 応 す るハ ッチ ング

パ ター ンお よ び、 そ の構 成 比 を百分 率 で表 した 数値 が対 応 づ け られ る。 な お、SIASが 扱 う

こ とので きる構 成比 の範 囲 は 、絶対 値 で319 .99%ま で 、精 度 は0.01%刻 み で あ る。SIA

Sは 、構 成 比 が この範 囲 を超 え る とき、扱 え る最大 値 に値 を置 き換 え る。

[構 成比表示例]

0 カ.UJ言(PRDB)
⑳

も%
D
～

、
体
置
本
装
機
運
算
関
計
び
子
及
電
機
形
算
ル
置

計
タ
装

子
ジ
辺

電
デ
周

生産金額
生産金額
生産金額

円
円
円

千
千
千

疋川フ=一尾
」

一中

肌
=
一
』

た

'

r

－
ち

,

9006

4917335

17

ユ

ユ

1252108

1294

1

17

14
9571

28498

1
101

452887
23

1675

25911

[ヘ ル プパ ネ ル表 示 例]

[検索結果加興 醒]繍 ご 撒

`

、 o

一

言

三

陶..1

50・

0・

-50

一1」
'
ン ノ フ

。辺 衣 置

4
37.03

…

一 ー 一.一

、!

コノ ユ

ミーソナル コ'

フ ィスコン

1御用 コンピュ

.4
34.02
13.09
4.43

L

言

ii

5

ま

ま

§

;i

li

;、

1〔
墜

o

口: ・

9091

1電子言十算機及び関連装置

議 鍵 形電子言麟 本体 ・

生
生
生

洲 ・ロ ・口 固
表示:匝=コ囮[西 口
■ ■ ■ ■ ■ ■ ■.`
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(4).寄 与 率 グ ラ フ表 示 概 要

寄与率 グラフは、統計系列 の伸びにおいて、内訳系列 の伸びが寄与 した割合 を示す。 グラフ

の形式 は、値が負 に成 ることがあ るため、棒 グラフが一般的に用 られ る。

SIASに おける寄与率 グラフは、構成比 グラフと同様に寄与率順 に5つ までの内訳系列 を

表示す る組合せ棒 グラフであ る。 なお、内訳系列の欠測値は、構成比 グラフと同様 に前後の実

数値か ら線形補間 した値 により補 う。

この他、ヘルプに関す る機能 と寄与率の範囲と精度 も、構成比 グラフ と同 じであ る。

[寄与率表示例]

0 ,、:.J言(PROB)

　　

1《も

50

0

-50

n臨 1̀

　

‖

寄 与 率

…

_〔"⇔

一

il

■

1 ` `

1`llIllyl
91

lllll|v
92

電子計算機及び関連装置
デジタル形電子言十算機本体 、
周辺装置

生産金額
生産金額
生産金額

千円
千円
千円

逗]I」`印 閻

'菱 換
⊆

1

設定

〒

90Z6

917335

17

1

1

1252008

1294

1

ユ7

1435

9571

28498

1

101

452887

1675

25911

6.3.2時 系 列 グ ラ フ表 示 概 要

経済統計で用い られるグラフでは、比率 や指数 、 レー トの時系列推移 を表すのに折れ線 グラ

フが しば しば利用 される。

SIASに おける時系列 グラフは同時 に3系 列 までの統計系列の時系列推移 を表示す る。表

示 は、実数値 と基準値 との比であ る実数比ベー スで行 う他、前期(月)比 、前年同期(月)比

と、 これ らの回帰直線、移動平均を重合せて行 う。なお、 ここで の折れ線 グラフで は欠測値 を

プロ ッ トせず、折 れ線 は欠測値を無視 して次 のデータと結ばれ る。 この他、前期(月)比 と前

年同期(月)比 を求め る際に欠測値があ る場合、比 は求ま らず欠 測 となる。 また、移動平均値

は移動平均期間中の欠測時点 を省 いて求 め られる。

なお、SIASが 扱 うことがで きる百分率 の範囲 は、絶対値で319.99%ま での値 であ り、

精度 で0.01%刻 みまでである。 このため、実数比、前期(月)比 、前年 同期(月)比 と、 こ

こか ら求 める移動平均 、回帰直線の値 の範囲 もこれ に合され る。SIASは 表示す る値が この

範囲を超 える場合 、表現 で きる最大値に値 を置 き換 える。
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時系列 グラフにおける、 これ らの指定項 目を次に示す。

[時系列 グラフ指定項 目]

種類
回帰直線

移動平均

基準変更
基線
期間
目盛

:実 数比、前期比 、前年 同期比 の各値を選択。
:グ ラフの傾向線を回帰直線で表示。最小2乗 法 によ り回

帰直線を求 めグラフに重ね る。
:傾 向線を移動平均で表示。移動平均期間 と合せて指定
し、結果をグラフに重ね る。
実数比の基準値 となる時点を変更。
グ ラフ背後 の目盛線(基 線)の 表示/非 表示。

横枠 に一度 に表示 させ る期間。
縦軸 の縮尺率の変更。

これ らの グラフ機能 を以下に述べ る。

(1).実 数 比 グ ラフ表 示 概要

ここでい う実数比 とは、統計系列の実数値 と基準値 との比 を百分率 で表 し、現在 の水準 が ど

の くらいかを示す指数で ある。 このため、実数比 を表示す るグラフには、折れ線 グラフや棒 グ

ラフのよ うな時系列 に沿 う連続変化の表現 に向いた ものが用い られ る。

SIASに おける実数比 は、統計系列 の対象期間中か ら実数値を選 び、 これを基 準値 と して

求めた値であ る。 また、 これ らの値を表現す る実数比 グラフは、3統 計系列 までの実数比 を重

ねて表示す る折れ線 グラフの形態 をとる。 このグラフは、それぞれの実数比 に基 づ く前期(月)

比、前年同期(月)比 、及び これ らの移動平均、回帰直線の グラフを重ねた表示 も行え る。

ここで示すのは実数比 を3系 列同時に表示 させた例である。 ここで表示 されてい る3統 計系

列の折れ線 は画面上で は表示色 が異な り、下部 に表示 され る系列名称 の表示色 と対 応が取 られ

る。
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[実数比表示例]
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(2).前 期比、前年同期比 グラフ表示概要

前期(月)比 は基準 の時点 に前期(月)を とり、経済活動 の方向を見 る もので、最新 の情報

を見 るのに用 い られ る。 ただ し、前期比 の変化率 を見 る場合は、実数値 には季節 的な影響があ

らか じめ除かれてい る必要 がある。一方 、前年同期(月)比 では、あ る程度の季節性 が排除 さ

れ るので、季節調整 されていない実数値 に対 して も、おおよその変化率 を見 ることがで きる。

これ らを表す グラフは、時系列的な動 向を見 ることが 目的であるため、折れ線 グラフや棒 グ ラ

フで表現す るのが一般 的であ る。

SIASに おける前 期比、前年同期比 グラフは、3統 計系列 までの実数値 に基づ く前期(月)

比、前年同期(月)比 を、時系列 に沿 って表示す る折れ線 グラフで ある。 この時、実数値 が季

節調整 された ものか ど うか は特 に考慮せずに表示す る。

次 に、1統 計系列 にお ける前期(月)比 、前年同期(月)比 および実数比 を重ね合せた表示

例 を示す。表示は実数比が実線 、前期(月)比 が細点線、前年同期(月)比 が太点線で示 され、

他 の統計系列が選択 されて いる場合 は系列 ごとに同色 に統一 され る。
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[前期 比、前年 同期比表示 例]

1]E, 態 言十(PRDB)
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(3).移 動平均 グラフ表示概要

移動平均 は特殊要因 による不規則 な変動 をな らし、傾向線 を求 め る。一般 的に移動平均 は移

動平均期間 に等 しい周期 的 な変動 を除去する効 果 もある。移動平均 は、あ る時点 を中心 に移動

平均期間中の値 の平均 を過去か ら現在 まで順々に繰 り返 して求め る。 この時、移動平均期間 に

加重 を付 ける加重移動平 均法や、3次 曲線 を利用す るヘ ンダー ソン移動平均法 などが ある。移

動平均 のグラフは、傾 向線を表示す る目的か ら折れ線 グラフで表す のが一般的で ある。

SIASに おける移動 平均 は、重みな しで求 める手法 を用 いる。 この時 、統計系列が期 別デ
ータの場合は3期 または4期

、月別の場合 には3ヵ 月、4ヵ 月、12ヵ 月 の移動平均 期間を選

択す る。 ここで、移動平均期 間nが 奇数の場合には、次 の式か ら移動平均値Xtを 求 める。

[奇数期(月)の 移動平均]

Xt=

1

2k十1

　

ΣXt+i

i=-k

(た だ し、k=(n-1)/2)
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一方 、移動平均期間nが 偶数 の時の移動平均Xtは 次の式か ら求 める。

[偶数期(月)の 移動平均]

_1k

Xt=ΣWiXt+i
i=-kn

(た だ しkニn/2。wiはlil・kの 時0.5、1il〈kの 時1.0)

次 に示す表示例で は、前面 に表示条件を設定 したパネルを開いた もので、背景 とな ってい る

グラフが、その条件で表示 された移動平均の グラフで ある。 また、移動平均 の元の デー タには、

実数比 の他に前期(月)比 、前年同期(月)比 を用 いることもで きる。

[移動平均 とグラフ設定例]

[繍 課順 魍]繍 繍 繍 鱗 ㌔ デム 生産鍵 統言+(PRD8)
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杉'動平均

[互 亘コ日
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z4

璽 コi
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電子計算機及び関連装置 、 生

`1-1!■1」1

(4).回 帰直線 グラフ表示概要

回帰分析法 は統計系列 の振舞 に、あ る一定 の経済理論に基 づいたモデルをあてはめ、 どの程

度 そのモデルに戻す(回 帰)こ とがで きるか分析す る手法である。 この時のモデルは回帰式 と

呼ばれ、一般 に次のよ うに表す。
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[回帰式]

Y=f(x1,…,Xn)

Y:被 説 明変数

Xk:説 明 変数

この時、被説明変数 と説明変数の関係fOが1次 式 で示 される場合を、特 に線形 回帰 とい

い、それ以外 の ものを非線形回帰 とい う。 また、説明変数が複数 ある ものを重回帰 といい、一

つ のものを単 回帰 とい うことがあ る。

回帰直線は、 この回帰方程式 に線形で単回帰の直線の方程式 によるモデルで ある。 このよ う

な回帰方程式 のパ ラメー タを求め る手法に、最小2乗 法 が一般 的に用い られ る。

SIASの 回帰直線 グラフは、対象期間内のデータか ら最小2乗 法 によ り回帰直線 を求 め、

元の統計系列 のグラフに重 ねて表示す る。 また、 この時の回帰直線 のパ ラメー タは、ヘルプパ

ネルにて表示 され る。次 に示す例 で、前面に出ているのはヘルプパネルであ り、背景 とな って

いるグラフが、実数比 とその回帰直線の表示 を含むグラフである。 この他、回帰直線 も移動平

均 と同様 に、前期(月)比 、前年 同期(月)比 によるものを求 める こともで きる。

[回帰直線 とヘルプ表示例]
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6.3.3循 環 グ ラフ表 示 概要

経済統計 による分析の一 つに、経済循 環を見 るものがある。 これを図化す る手法 と して、用

い られ るのが循環 グラフであ る。

経済統計 において各統計系列 は、財貨 ・サー ビスの販売 と購入、生産 諸要素 の提供 と雇用 と

い う関係を主軸 に相互 に依存 している。 この相互依存関係 は複雑で錯綜 しているが、生産 と消

費 とい う2っ の経済活動か らみ ると、一定の秩序が成立す るといわれ る。 これは、生産活動 に

よ り形成 される所得、所得か ら生 じる消費支出、支 出によ り促 される生産活動 とい った循環現

象 の形で現 われる。

SIASに おける循環 グラフは、任意 の統計系列 を縦軸 と横軸 に とり、その平面 に実数比、

前期(月)比 、前年同期(月)比 のいず れかをプロッ トするプロ ッ ト図で ある。 この時 、元 に

なる実数値に欠測値があ る場合 、その時点 の比は求 めず、次の時点 のプロ ッ トに移 る。

以下 では、 ここまで使用 したデー タに換 えて、生産動態統計(PRDB)よ り 「電子管 ・半

導体 ・集積回路」 を用い る。 ここで例に取 り上げる系列名称 とアイテム名称を次 に示す。

[循環 グラフ例で取 り上 げた統計 系列]

統計系列名称 ア イ テ ム 単位 階層

集積回路
集積回路

生産数量
在庫数量

千個
千個 萎

ま た、 循環 グ ラフに お け る、指 定項 目 を次 に示 す。

[循環 グラフ指定項 目]

種 類
表 示 一転 置

日付
マーか

基線
モード ーステップ

モード ー一括

目盛

実 数比 、前期比、前年同期比の各値を選択。
縦 軸 と横軸 に対応す る統計系列 の交換。
プロ ッ ト位 置の近傍 に日付 を表示。
プ ロッ ト位 置にマーキ ング。
グ ラフ背後 の目盛線(基 線)の 表示/非 表示。

時点 ごとにプ ロッ トを停止。
対象期間を一度 にプロッ ト。
縦軸 と横軸の縮尺率を変更。

これ らの表示例 を以下 に示す。
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(1).前 年 同期比 によ る循環 グラフ表示概要

ここで は、SIASに よる在庫循環を表すグラフ例を示す。

企業 における在庫投資 は、企業が意図 した在庫 の増減、 と意図 しない在庫 の増減か ら成 り、

これ らは景気 の拡大 と後退で異 なる動 きをす るといわれる。 この、在庫 に関す る企業 の意 図を

計 るため、一般 に在庫 の伸 びと出荷の伸 びが比較 される。次に示すのは、伸 びの比 較 と景気 の

局面を対応 させた もので ある。

[在庫循環 の局 面]

出荷増加 出荷減少

在庫増加 景気拡大局面
(意 図 した)

景気反転局面
(意図 しない)

在庫減少 需要回復局面
(意図 しない)

在庫調整局面
(意図 した)

なお、 これ らの局面 は、一般 に景気拡大局面、景気反転局面、在庫調整局面 、需要回復局面 、

景気拡大局面の順 に循環 す るといわれる。

次 の表示例で は 「集積 回路」 における経済循環 を見 るため、在庫 の伸 びを表 す指標 と して

「在庫数量」の前年同月比 を、出荷 の伸びを表す指標 に 「生産数量 」の前年 同月比 を用 いてい

る。 ここで、前年同期(月)比 を用 いるのは、年周期の変動 を伸び率か ら除 くためであ る。従

って、年周期の変動 のない統計系列 な らば、前期(月)比 を用いて循環を見 ることもあ る。

[前年 同期比 の循環 とグラフ設定例]
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6.3.4ハ イ パ ー グ ラ フ 指 定 概 要

SIASに おけるハイパー グラフ指定 は、 自然言語表示機能 とグラフ表示機能 の2っ の機能

を結ぶ機構 である。

この機構 によ り、 自然言語表現作成後 に生成文表示画面内の統計系列名称を直接 マ ウスで指

定す ることで、その統計 系列 にっ いての グラフが表示 される。 この時 のグラフは、対象 テーブ

ル表示画面 か ら統計図を選択 して呼ばれ るグラフに比べ小 さく表示 されるが、機能面 、操作面

において同一 である。

ハ イパー グラフ指定 を行 うと、生成文 か らグラフへ情報の参照関係(リ ンク)が 生 じる。 こ

の時 、生成文か らグ ラフへ は直接結 び付 かず、対象 テーブルを通 じた りンクが張 られ る。ハ イ

パー グラフ指定 で対象 テー ブルは表示 されないが、SIAS内 部で は保持 されてお り、 この情

報 に基 づいて グラフが生成 され る。 この ような リンク構造のため、グラフ処理 に移 ると統計解

析文生成時 の設定条件 と独立 にグラフ表示条件 を設定 できる。 この、ハ イパーグ ラフ指定 によ

る リンク構造 を次に示す。

生成文 対 象 テー ブ ル グ ラフ

ト
磁
/
ノ

1系列 名1・ … … : : =

系列名1 ** ** ● ●

:::::
1系列名2
■ ●● ■●● ■● ● ●■ ■ ●●■

: : :

系列 名2 ** ‡* ■ ■ 系列 名1
系列 名2
系列名3

係列名31 系列 名3 ** ** ● ●〉

: : :

(マ ウ ス→系列名称)(系 列名称→実数値)(実 数値→解析値)

図6.9生 成 文 とグ ラ フの リンク

次 に生 成 文 、時事 テ キ ス ト表 示 画面 か ら、 ハ イパ ー グ ラフ指定 を行 った 例 を示 す 。

[ハ イパー グ ラ フ指 定 例]
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6.3.5時 事 テ キ ス ト表 示概 要

統計系列の実数値 の時系列変動 には、外部要因 による影響 も存在す る。 このため、外部 の事

象 にっいての知識 とそれ を参照す る機能が、統計情報解析 システムに必要 とな った。

SIASに は、自然言 語表現 に基づ く生成文 と、その対象統計系列における外部事象 の知識

を関係付 ける事例 として、時事 テキス ト表示機能を導入 している。 この機能 は、 日付 と事象 の

テキ ス トか らなる時事デー タを持 ち、生成文 の対象期間に合せて、該当情報 を表示 させる。

(1).時 点参照表示概 要

自然言語表現 に基づ く生成文 と、 これ ら時事データの対応付 けは、生成文 の対象時点 と時事

情報中の該 当日付のデー タを結 びつけることで行れる。 この時、時事データは 日単位で管理 さ

れ るのに対 し、生成文 は月、期 または年単位の時点情報 しか持たず、対応が1対1で はない。

このため、実際 に参照 され る時点 は、生成文が表現する範囲の最 も新 しい 日付 と している。た

だ し、該 当時点の時事 データが存在 しない場合 は、存在す るデー タの中で該 当時点 を超え ない

最 も新 しいデー タが参照 される。また、時事情報中 に同 じ日付が複数 あり、その 日付 を参照 す

る場合 は、記録順 の最 も新 しい時事 デー タが参照 される。

次 に上 で述べた 日付 と時事データの対応 を示す。

新

↑

時点

↓i古一

時点

新1
↑i
時事情報酬

1;

i生 成文表現期間{

ii時 事情報の期間外(新)
1↓

最新 日の時事 データ/

日付の時事データがある
:

日付:

最終働 の末日
日付の時事 データ〉

期間内だが 日付がない
:

生成文
日付 を超えない最新〉

時事情報の期間外(古)
:

ll

ll
ll
ll
ll

最古 日の時事 データ〉

↓ii古{
図6.10時 事 デ ー タ との 日付 の対 応
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また、参照す る時点を、生成文の対象期間 によ らず にユーザが指示す る場合 は、次 に示す参

照方法のいずれかで行 う。

[時点参照の設定項 目]

参照設定

自動照合
時点指定
フ ァイル先頭
フ ァイル末尾

時事フ ァイル選択

設定内容

生成文 の終期 で、時事 デー タを参照。
指定す る時点 で時事データを参照。
先頭 の時事データ(最 新 データ)を 参照。
末尾 の時事データ(最 古 データ)を 参照。
別 の時事 ファイルを参照。

次 に時事 テキス トの表示例 を示す。

[時事 テキス ト表示例]

0 、
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表6.1グ ラ フ表 示 機 能

ー

一
品

ー

表示 データ

グ ラ フ 表示内容 補助機能
種類 処理

実数値 、実数差 グ ラフ時:
・実数値 ・期別変換 ・ハ ッ チ ン グ

統計系列の実数値、実数差の大き 統計データの値。欠測値は非表示。 各種類のデータに対 して期別変換を行な 実数値、実 数差 グラフ時:

実数 ・ さの時系列推移を棒グラフにより表 (実 質 値、名 目値、季節調整済値、指数) う。 この時指数 系列 な らば平均操作 、その 統計系列ごとに異なる網
構成比 示す る もの。 他の系列は合計操作により変換。 パ タ ー ン 。

グラフ (統計系列は3系 列まで同時表示) ・実数差 変換の種類 構成比、寄与率 グラフ時:

実数値の水準値に対する差分。欠測値は 類別データ→年別 データ 内訳系列ごとに異なる網
構成比 、寄与率 グラフ時: 非 表示。 月別データ→期別 デー タ パ タ ー ン 。

統計系列の内訳系列による構成比 月別データ→年別 データ

、寄与率の時系列推移を表示す るも ・構成比 ・ヘル プ表示

のo 統計系列において、内訳となる統計系列 ・水準値指定 構成比、寄与率 グラフ時の

(統計系列δは3系 列まで同時表示) の実数値に占める割合を百分率で表したも 指示する時点の実数値を水準値に指定。 み、表示期間内の任意時点に
の。上位5系 列まで がグラフ化 の対象。欠

測値 は線形補間。

隣 黒磯織 泉㌶齢 弾 初]
おける内訳系列情報を表示。
へ」ルブ項 目 一

統計系列名称
・寄与率 単位
構成比 と同様に、統計系列の伸びにおい 構成比(構成比描画時)
て、内訳 となる統計系列の伸びが寄与 した 寄与率(寄与率描画時)
割合 を百分率で表 した もの。上位5系 列 ま 二対応す る網、色_

で がグラフ化 の対象 。欠測値は線形補間。

統計系列の実数比、前期比、前年 ・実数比 ・回帰直線 ・重ね合わせ

同期比による時系列推移を表す折れ 実数値の基準値に対する比。欠測値は非 各種類 のデー タに対す る最小2乗 法によ 実数比 、前期比、前年同月

時系列 線 グラフで表す もの。 表示。 る回帰直線。 比、移動平均、回帰直線 グラ

グラフ (統計系列は3系 列まで同時表示) フを3系 列 まで重ねて表示。
・前期比 ・移動平均

国議 茎抗騨 あ嚢]
実数値の前期(月)に 対する比。欠測値
は非表示。

各種類のデータに対す る移動平均。

移動平均期 間

月別データー◆3、4、12ヵ 月

・ヘルプ表示

表示期間内の任意時点に
おける選択系列情報を表示。

・前年同期比

実数値の前年同期(月)に 対する比。欠
測値は非表示。

期別データ→3、4期

・基準変更

指示す る時点 の実数値を基準値に指定。

麟耀 織 騰 識肥初]

ヘルプ項 目 一

関
計系列、アイテム名称

帰係数、定数項
応す 折れ 、色

麟 期比・薔㌶}
経済循環を表す プ ロット図。

・ 一 括

対象期 間のデータを一度 に

循環
一 一

対象期間のデータを一括 して表 プ ロ ッ ト。'

グラフ 示 させ る他、時 系列順 に1時 点

ず っ プ ロ ッ ト し て い く ス テ ッ プ
・ ス テ ッ プ

実 行がある。_ 時点 ごとにプロッ ト停止。
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統計情報解析文生成事例

時事ファイル





SIAS運 用 事 例

ここで は統計 解 析 文生 成 システム(SIAS)の 動作事 例 の1っ と して
、実 際

にSIASに よ り解 析文 を生 成す る過 程 の画面表示例 を示 す
。本 事例 で は、解析

文 を生 成 した後 、 関連 処理 で あるグ ラフ表示、時事 テ キス ト参照 も合 わせ て例示

した。

本事 例 はSIASの 運 用過程 で表 示 された画面 イメー ジを抽 出 し、処 理 の 流れ
に合せ て イメー ジ並 びを再構成 した ものである。

[国 内 マ ク ロ経 済 統 計(SDBO)解 析 事 例]

o

画 面 イ メー ジ 画 面 説 明

①.統 計 情 報 解 析 文 生 成
シ ス テ ムDBメ ニ ュー

②.処 理 選 択 パ ネ ル
③.対 象 フ ァイ ル読 み 込 み

④.対 象 テ ー ブ ル表 示

⑤.グ ラ フ表 示

⑥.グ ラ フ表 示 設 定

⑦.統 計 解 析 文 生 成 表 示

⑧.時 事 フ ァ イ ル参 照
⑨.時 事 フ ァイ ル設 定 変 更

⑩.ハ イ パ ー グ ラフ指 定

SIAS起 動時 の表示 メニュー

事例 で は、SDBを 選択
事例 で はf:2を 選 択
統計情報 と統計系 列知識 ベー ス選 択
系列知識 のリンクを張 る。下 のスイッチで処 理 選択
統計 図指定 時、表 示 は実数構 成 比 グ ラフ
グラ フ設定 の項 目

系列 名反転指示 時 、下 部スイヴチで処 理 選択
時事 フ ァイル表示 例。右 側が 時事 デー タ
参照 時点 の変更
生成文 中の系列名 称をスイッチと した系列 選 択

[生 産動 態 統計(PRDB2)解 析事例]

画 面 イ メ ー ジ 画 面 説 明

①.対 象 フ ァ イ ル 読 み 込 み

②.対 象 テ ー ブ ル 表 示

③.実 数 値 グ ラ フ

(1989.1～1991.12)

④.実 数 値 グ ラ フ

(1990.4～1993.3)

⑤.統 計 解 析 文 生 成 表 示

⑥.時 事 フ ァ イ ル 参 照

⑦.生 成 文 表 現 型 式 指 定

(記 述 対 象)
⑧.生 成 文 表 現 型 式 指 定

(詳 細 記 述 設 定)

PRDBの 解 析

表 示 は左 右 に ス ク ロー ル す る

多;;醸罐 驚 熟 繁 繁 ま省略
例 は スク ロー ル。 変換 に よ り時系 列 グ ラ フ、
循環 グラフに移行
PRDBの 時系列 によ る解析文

時事 テキスト、解析 文 の操作 は下 のスイヴチに よ る
メニューは選択項 目によ り適 す る ものを表 示
ここで のメニューは文 生成 前 に必 ず 設 定

主 に統計系列 の階 層概 念 に基 づ く指 定項 目
文 の並 び などに反 映
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①.統 計 情報 解 析 文生 成 シス テ ムDBメ ニ ュー

国 内 マ ク ロ経 済統 計

(SDBO)

Eiオ 貿易流言十

rH巳TPA[)E)

f:ヨ

工業統計

「APEAノ

勧

全力野対象

f:7

終 了

エ'ら1
.り

②.処 理 選 択 パ ネ ル

88㊨8-■@国
続欝備磯鴫斯文聖慮 シスデム

マ クロtl-L>言(SDB)

f:1フ ァ イル 一 覧

f:占 自動籏折方生成処理

f:5支 援 リンク短詩{i処理

f:fj自 芦言語辞書作成処理

一～
ク

.・

一/～

`

③.対 象 フ ァイ ル読 み込 み

、o理
.

シ77ム 国 マクロ'訓SDB)

デ}タ ファ ル囲
SDB2

SDB31

SDB32

SDB4

SDB5

SDB61

SDB62
SDB7

囲
ファイル⌒ ㎜
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対 象 テー ブ ル 表示
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⑦.統 計解析文生成表示
一

国 マクロ 上清 言(SDB)

国民経済計算について86年 第3期 ～93年 第2期 における動向を解説します。

一難
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⑧.時 事 フ ァイル 参照
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り
た羅

の
に

日[1]91

ll]、,t!=盟2㌔3%成 ㌔
日疋 して こ い 。o

⌒]唖 凹
(43)9Z年 脆
(44)9Z年Z5

(47)

(48)9Z年Zl

(49)89年12

(醐)8g年11

「
ノ
室
下

層気
軽
景
本

む
ノ
コノ

3

日
2

。

質

り

巨

ま

徽禦

ここ己ま20.3Zハ

21こ18.71

.刊
イ
備

3
朝

マ
設

、

り

、

し
聞
ぶ

%

通
新
年

6

見
済
3

◆利

府
経

、1
朝

政
本
P

－

華
日
N
率
閤

長

G
年
新

刊

成

。月

で
清

朝

度
整
9
減

経

年
調

一
需
味

聞
来
で
7
内
口

新

%

一

済

04
5

04

一

経

12

.
12
長
編

本

92
3

92
成
不

日霜崩れ景8ち込み
。

障0.5。
デナス。

3

,シン,・ ゾ ).J11⊃be-Stti.ii埼s=・'一 二
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⑩.ハ イ パ ー グ ラ フ指 定

i索0理
、

国 マクロ 土済統言(SDB)

欝 欝難i幾

鑛織撫
・'は の

藷粥難欝鰐雛
日 な り、2に18.71

に'、 無 口

く

　
　

ロ
ド

8
新
一
済
一
経薬

%
日
23

。
、も
字
れ

黒

割

常

ル

経

ド億
月

0
2
05

ぐ
・
目鼻1済一経一本

字
日
赤り

。

ぶ
す銭

6
を
裏罫常
造
§

ぐ

む

損嘉績望著、と
む
闘

詩
展
を

一

場

一

相
会
式
談隆

ぷ続月力93況好　告
刊
常
マ

墨
済

、連
コ
き
　

る
済
纏%
本
ら
　　ロ

a

。

2
ス

字

ナ

黒

イ

の
安
固
経
閏
年
も

月
門
新
例
新
9
と

3
専
融
月
済
8
」

＼金

経

曇
　カ経本目口滅字黒で割鍋中

コ

ゼ

フ

減

5
口

字
刊

3

黒
朝
減

も

半
八

月

間
字
縮

1
新
黒
い

ー
済
常
ぶ

、経
縫
目

支

本

㌔

収

日
比
4

易

年
生

貿

L
別
4

・
で
月

常
続

0
山

璽

-禰

㎜臨

竃

竃

晶
遍

燗曙
禦

一・ン ノ ・"'ル フ ノ 万 糸・ク1ニ ラ・`悟 埼r=埼r=・
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①.対 象 フ ァ イル 読 み込 み

生産動態統 計

(PRDB2)

o工 理
シスデム

生,。 言(PRDB)

1辛書ファイノレ0

「一 日凹
P§‖巳」L唯識 .幽
' ・'_・ 一 」㌔'品 到 一

②.対 象 テー ブ ル表 示

[繍 課 肛 処]里]繍 繍 闘 緯露 鵬 ズ弘 生産動態縮(PRDB)

9301930293〔 〕39304 9305 9306

1

2

3

4

5

6

7

ε

s

12

11

12

13

14

15

16

17

1ε

1s

22

灘 装置
…

暮簾

喜ll輪
予言1び 隊

誓う多膨 孝i:
はん用コン ユー
はん用コンピュー
オフィスコンピュ

オフィスコンピュ
ノて一ソナル コンピ
ノ雫一ソナルコンピ

39491800¢

1653

12183002

1396

11325000

22ε

1802002

119

1268002

23052

12706002

34080900E

20928区

162391000

178ε

7ユ7940殴

1848

24975002

187842

5672900

488295000

179S

1429600E

1665

13814000

57

22040舵

78ε

1096002

2729S

14193002

4209730殴

270267 一

6338970殴

2308

2199900¢

2063

2100800ε

7S

3004000

21四

371533002

1606

11314四2

1517

ユ0981000

3ε

ユ70000¢

855

687002

2087

214772

45593900〔

159〔

1053900〔

142≦

996300

3∈

135100∈

85'

126200∈

1515≦

ユ502500〔

40040600

27661F

18952500

40〔

7386500〔

1209'

2H1100〔

26179〔

8094000

37r5日 目

2ユ3ユ8

ユ9572002

446487002

2092

1473000¢

173E

13434002

44

2110002

431ε

2628002

ユ7077

11849002

38007900¢

24397¢

18259700ピ

487

227534

12633002

321911002

140116002

42

47526000

ユ140ε

1797300E

201212

6581800¢

19484000

766

6642100¢

16506

29783002

250776

8346700一

54地b3日 ∪

371845

26543400ε

683

71573000

21496

49794002

345314

7644600¢

14357

2132000E

755360021144r迎 切

ゴンじ:る2∫Ir:「d二)尼1ノ:診c:5三1ノ=己 ゴヲフ1-:リ ⊃クク1」承;;1フ:乞 κ言≡ ∠jllILl<「-r→1ノ!ノ れ1フヒ11'Alフ1二Ll

③.実 数 値 グ ラ フ(1989.1～1gg1.12)

o工 理 自
,u言(PRDB)

x10ED9)
1SO

電子応用装置
電子言十算機及び関連装置
パーソナルコンピュータ

生産金額 千円
生産金額 千円
生産金額 千円

〕…三撒・ ε,クノ|二

=」 巾'一 一

乏:.]夕1'

9306

1

15

14

1351

85

1

151

1

27661

4

1

1111

2617

一188一
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④.実 数 値 グ ラ フ(1990.4～1993.3)

?85D9)

1111

2617

⑤.統 計解析文生成 表示

⇔ ,法 言(PRDB)

電子応用装置についてge年2月 ～93年le月 における動向を解説します。

欝
灘

竃
覇

㌫
騰

晶
鷲

喘
、
離

郷㌘門一γ
'

㎞粥
''

.・ひ

⑥.時 事 フ ァイ ル参 照

責産緩目む展出VTドイワつ立目一一

、い菊一融一会
会
経
験
日
座家

。

門
も
轟霧相
で
式
智
覚月
、

O

機

-

電
4
煎
0
±
1

幕

間

10
銘

目
尺
ユ纏知日

る巡

。

を
る
界
す
業
望
ス
展
ク
を
二
策
ロ
対
ト
と

、ヒ
釜

か

日

定安

。
、視閨房を

の
異義

捕
り
技
よ
・
間

一
碧
一
業
%
産
5
経
7
日

l

o

の
も饗最懸

上
制覇

登
時
ス
合
の

ク
状

ス
調
働

ク
歩
費

レ
現
ク
別

労
二
定
消

工
の

一
一特

一
口
公
人

争

ロ

ー
ト

個

瓢
外
鰐
顕
機

、釜
.

額
日
貸投

。

内
%
国
8
の

.

社

8
0
ス
0
ナ
0
イ
ー
マ

業
び禽

要

一

主

一
笠

間

13
調

新

09
「

②9
社
業

09
が

/
ユ拷
ド
摩
一
り
コ
巡
レ
権、求

化
請
品
酬
商
報
R

－

一

－

D

Ｌ

C

l
・

用

1
・

庭

た

家

つ待
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⑦.生 成文表現形式指定(記 述対象)

緊結o理 JL、J言(PRDB)

エ
ノ
　　
　

　　

計
タ
タ
用

用

イ
イ
ソ
ソ
用
用
壮
蚕
衣
記
記

デ
デ

子
ジ

ジ
ん

ん

フ
フ

ー
一
御
御
辺
辺
郡
部
居書

風

電
デ
デ
は
は
オ
オ
パ
パ

。
・

磁

1

1

1

1

1

1

1

1

21

2

!三

三'、 、

9002

4766

9003

囲 -

(◎

Q

-
▲
'4

月

口

㎜

一 口

㊥
■輌‥一

ε

1
1

'4

(◎

0

3

4

81

51

701

フレキシブルディ
フレキシブルディ

1915451

1

7

1991

138Z341

9004

457

9005

400559561

90Z6

479571

日 、日疋 ロ

[至避 コ四四囚凹
(45)92年09

(46)92年11

(47)92年11

(48)12

(5Z)

e■

Z2

現レベル
⌒

口

㎜
1 罐認 可■■1

9007

48201

282551

21346〔 〕54

1

1

2012

2698071

25972

7377

14

989348

126717 13571 144

1
27

96555

44

622551

232668

156371

⑧.生 成文表 現形式指定(詳 細記述設定)

、士o工 理

き

ノ

計
タ
タ
用
用

イ
イ
ソ

ソ

チ
ジ
ジ

ん
ん

フ

フ

=

'

蚕

ア
デ

は
は

オ
オ
パ
パ
制

-

1

1

1

1

1

1

1

21

9002

47
ノ 三

、=囲

巳

、

9004

457

Ui言(PRDB)

9003

2

　纏

。
肥

一

述

タ
疋
向
述

記

狽
動
記

の
{

の
の
別

鞠講

微

音

蹴
鷺

ア
1

難 置
詔 日歩嚢

18

22781

104841

34294

2Z863781

241

11357

40

7411

199

1380

90Z5

400559561

90Z6

479571

ヨ⌒
口

囲
階層1.

1・ ・一

雛i

フレキソフルディ
フレキシブルディ

347371

1

371141

16471183654

9ZO7

48201

282551

21346054

1

1

2Z12

2698171

1

7377697

14

1915451

1

ロ

1

口栗]画
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統 計 系列
知識 ベー ス

こ こ で は、 統 計 解 析 文 生 成 シ ステ ム(SIAS)で 用 い た 統 計 系 列 知 識 ベ ー ス

を 例 示 す る。 統 計 系列 知 識 ベ ー スは 、 国 内 マ ク ロ経 済 統 計(SDB)と 生 産 動 態

統 計(PRDB)の 統 計 デ ー タ に合 わ せ 、下 に示 す もの を フ ァイ ル と して 用 意 し

た 。

・国 内 マ ク ロ経 済 統 計(SDB)よ り

SDB部 門

国民経済計算

個人消費

住宅建設

民間設備投資

国際収支

鉱工業生産指数

卸売物価指数

消費者物価指数

雇用情勢

系 列 知 識 ベ ー ス フ ァ イ ル

SDBO.ID

SDB1.ID

SDB2.ID

SDB3.ID

SDB4.ID

SDB5.ID

SDB61.ID

SDB62.ID

SDB7.ID

・生 産 動 態 統 計(PRDB)よ り

PRDB部 門 系 列 知 識 ベ ー ス フ ァ イ ル

電子 管 、半 導体素子及 び集 積回路 …PRDB1.ID

電子 応 用装 置PRDB2.ID

－191一



統 計 系列
知 識 ベー ス

円

円

円
円

円

円
円

円

円
円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

億

億

億

億

億

億

億

億

億

億

億

億

億

億

億

億

億

億

億

億

億

0

0
0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0
0

0

0

0

0

0

1

1
1

1

1

1

1

1

1

1

1
1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

帯

帯

世
人
人
歳
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
%

世
人
人
歳
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円

国 内 マ ク ロ経 済 統 計(SDB)よ り

(SDBO.ID)国民経済計算

辮
灘

騨
難

語融融

民

間

計

象

府

内

内

聞

間

間

的

庫

間

的

常

貨

貨

内
内

間

的

国

民

家

対

政

国

国

民

民

民

公

在

民

公

経

財

財

田

国

民

公

M

A
B

.1
5

5
5

6

7
8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

2

3

4

0

0
0

0
0

0

0
0

0

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

0

0

0

b

U
U

U
U

U

U
U

U

U

U

U

U

U

U

U

U

U

U

U

U

U

d

K

K

K
K

K

K
K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

S
O
O

O
O

O

O
O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

%

K
K

K
K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

済計算
国民総生産
支出
支出
営利団体最終支出
支出
成
本形成
本形成

投資
本形成

品増加
品増加

AID12330QORl
AIDI2010QORK2
AID12020QOR3
AID12120QOR3

AID12130QORK2
AID12140QORK2
AID12150QOR3

AID12160QOR4
AID12170QOR5
AIDI2180QOR5

AID12190QOR4
AID12230QOR3
AID12240QOR4
AID12250QOR4
AID12260QORK2

ス の輸出と海外からの要素所得AID12270QOR3
スの輸入と海外への要素所得AID12300QOR3

参考) AID12340QORl
AID12350QORl
AID12360QORK2
AID12370QORK2

(SDB1.ID)個人消費

O

CIA50020MOQXl
CIA50030MOQXI
CIA50040MOQXI
CIA50050MOQXI
CIA503geMON
CIA50400MON
CIA50810MON
CIA50860MON
CIA50910MON
CIA51010MON
CIA51190MON
CIA51230MON
CIA51300MON

CIA5134eMON
CIA51430MON
CIA51440MON

CIEIO3eOMOl

1
2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

3

1

0

CIB50020MOQXI
CIB50030MOQXI
CIB50040MOQXI
CIB50050MOQXl
CIB5006〔 〕MON

CIB50070MON

CIB50080MON

CIB50090MON

CIB5010eMON

CIB50140MON

CIB50150MON

CIB50160MON

CIB50260MON

CIB50370MON

CIB50380MON

1

2

3
4

5

5

5

4

2

1

2

出

入

 

　紺
蕪

　　欝
　
親難
　　

%sdb1.id

SHOHOIA
SHOHO2A
SHOHOll
SHOHO3A
SHOHO4
SHOHO5
SHOHO6

SHOHO7
SHOHO8
SHOHOg
SHOH10
SHOHll
SHOH12
SHOH13
SHOH14
SHOH15
SHOH16

SHOHOIB

SHOH17A

SHOH18A

SHOH19A

SHOH20
SHOH21

SHOH211

SHOH22
SHOH23

SHOH24

SHOH25

SHOH26
SHOH27

SHOH271
SHOH272
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円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
%
%

刑

㎜
凹
皿

m

皿

m

阻

方

方
方
方

平

平
平
平

戸

戸
戸
戸
千

千
千
千

CIB50390MON
CIB5040eMON
CIB50810MON
CIB50860MON
CIB50910MON
CIB51010MON
CIB51190MON
CIB51230MON
CIB51300MON
CIB51340MON
CIB51430MON
CIB51440MON
CIB51620MON
CIB51670MON
CIB51770MON
CIB51920MON
CIB51940MON
CIB51950MON
CIB52060MON
CIB11170MOI
C4A10010MOl
C4A20010MOI
C4A30010MOI
C4A40010MOI

3

4
4

4

4

4

4

4
4

4

4

5

3

2
2

1

2
3

1

1
1

2

3
2

EsAIOO20MOQ

EsAIOO90MOQ
E5A10100MOQ

E5AlO120MOQ
EsA20020MOQ

E5A20090MOQ
EsA201eOMOQ
E5A20120MOQ

1

2

3

3

3

1

2

3

3

3

一193

SHOH29消 費 支 出

SHOH30食 料

SHOH31住 居
SHOH32光 熱 ・水 道

SHOH33家 具 ・家 事 用 品

SHOH34被 服 及 び 履 物

SHOH35保 健 医 療

SHOH36交 通 ・通 信
SHOH37教 育

SHOH38教 養 娯 楽

SHOH39そ の 他 の 消 費 支 出

諸 雑 貨SHOH40
SHOH401非 消 費 支 出

SHOH402実 支 出 以 外 の 支 出

SHOH403繰 越 金

SHOH28可 処 分 所 得

SHOH42金 融 資 産 純 増

SHOH43貯 蓄 純 増

SHOH431平 均 消 費 性 向

SHOH432エ ン ゲル 係 数

SHOH44全 国 消 費 水 準 指 数

SHOH45非 農 家 世 帯 消 費 水

SHOH46勤 労 者 消 費 水 準 指

SHOH47 農 家 世 帯 消 費 水 準

数指

数

準
数
指準水費

(SDB2.ID)住宅建設

贈貯
野

新

研
持

貸

分

床
研

持

貸

分

M
・1

2

3

4

5

6

7

8

2

0

0

0

0

0

0

0

0

b

A

A

A

A

A

A

A

A

d

T

T

T

T

T

T

T

T

S
U

U

U

U

U

U

U

U

驚

J

J

J

J

J

J

J
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(SDB3.ID)民間設備投資

%sdb3.id民 間 設 備 投 資

%機 械 受 注 額 実 績
SETUOI機 械 受 注 額 合 計

SETUO2外 需

SETUO3内 需

SETUO4官 公 需

SETUO5民 需
SETUO6製 造 業

SETUO7食 品 工 業

SETUO8繊 維 工 業

SETUO9紙 ・パ ル プ 工 業

SETUIO化 学 工 業

SETU11石 油 ・石 炭 製 品 工 業

SETU12窯 業

SETU13鉄 鋼 業

SETU14機 械 工 業

SETU15自 動 車 工 業

SETU16造 船 業

SETU17そ の 他 製 造 業

SETUI8非 製 造 業

SETU19運 輸 業

SETU20建 設 業

SETU21電 力 業

SETU22鉱 業

SETU23農 林 漁 業

SETU24そ の 他 非 製 造 業

SETU25非 製 造 業(除 船 舶)

SETU26非 製 造 業(除 船 舶 ・電 力)

SETU27代 理 店

SETU28民 需 計(除 船 舶)

SETU29民 需 計(除 船 舶 ・電 力)

SETU30合 計(除 船 舶)

%建 設 工 事 受 注

SETU38建 設 工 事 受 注 合 計

SETU39民 間

SETU40製 造 業

SETU41非 製 造 業

SETU42官 公 庁

%設 備 投 資 動 向

SETU35設 備 投 資 動 向(全 産 業)

SETU36製 造 業

SETU37非 製 造 業
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鉱工業生産指数 (SDB5。ID)
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(SDB61.ID)卸売物価指数
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(SDB62.ID)消費者物価指数

消費者物価指数
費者物価(全 国)
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(SDB7.ID)雇用情勢

Xsdb7.id雇 用 情 勢
RODOO1労 働 力 人 口

RODOO2就 業 者 数

RODOO3雇 用 者 数

RODOO4完 全 失 業 者

RODOO5完 全 失 業 率

RODOO6有 効 求 職 者 数

RODOO7有 効 求 人 数

RODOO8新 規 求 人 倍 率

RODOO9有 効 求 人 倍 率
RODO10就 職 件 数
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(PRDB1.ID)電子管 、半導体素子及 び集積回路
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統計情報解析文
生成事例

ここで は、統計 解析 文生成 システム(SIAS)に よ り、生成 出力 され る解析

文 の例 を示す 。例 示 した文 は、下に示 した国内 マ クロ経済統 計(SDB)と 生産

動 態統計(PRDB)の 各統 計情報 にっ いて、 それぞれ実数 値 ベ ー スの記 述 文 と

特 定時点 文 を生成 させた ものであ る。

[実 数値 ベー スの記 述例]

国内マクロ経済統計(SDB)よ り

国民経済計算

個人消費

住宅建設

民間設備投資[機 械受注実績]

民間設備投資[設 備投資動向]

国際収支

鉱工業生産指数

卸売物価指数

消費者物価指数

雇用情勢

生 産動 態統 計(PRDB)よ り

電 子管 、半導 体素子及 び集積 回路

電 子応 用装 置

[特 定時 点 の記述 例]

国内マクロ経済統計(SDB)よ り

国民経済計算

個人消費

住宅建設

民間設備投資[機 械受注実績]

民 間設備投資[設 備投資動向]

国際収支

鉱工業生産指数

卸売物価指数

消費者物価指数

雇用情勢

生 産 動 態統計(PRDB)よ り

電 子管 、半導 体素子及 び集積 回路

電 子応用 装置
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統計情報解析文
生成事例国 内 マ ク ロ経 済 統 計(SDB)よ り

(実 数 値 ベ ー ス の 記 述 例)国民経済計算

国民 経済計 算 につ い て90年 第1期 ～93年 第2期 に お ける動 向 を解 説 します 。

難
　　　　　　　　　　　　　

一204一



(実 数 値 ベー スの記述 例)個人消費

個人 消 費 につ い て90年1月 ～93年10月 に おけ る動 向を解 説 します

籔

麟一205一



(実 数 値 ベ ー スの記 述 例)住宅建設

住 宅建 設 につ いて90年1月 ～93年11月 に お け る動 向 を解説 します 。

灘
灘
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(実 数値 ベー スの記述例)民間設備投資[機 械受注実績]

民間 設 備投 資 につ いて90年1月 ～93年10月 に お け る動 向 を解説 します 。

羅
謙
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(実 数 値 ベー スの記述 例)民間設備投資[設 備投資動向]

民間 設 備投 資 につ い て90年 第1期 ～93年 第2期 にお け る動 向 を解説 します 。
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(実 数値 ベ ー スの記述 例)国際収支

国 際収 支 につ い て90年1月 ～93年6月 に お け る動 向 を解説 します 。

懇
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(実 数値 ベ ー スの記述 例)鉱工業生産指数

鉱 工 業生 産指 数 につ いて90年1月 ～93年10月 に お け る動 向 を解説 します

難
灘
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(実 数 値 ベー スの記述 例)卸売物価指数

卸 売 物価 指数 につ いて90年1月 ～93年11月 に おけ る動 向 を解説 します 。

灘
灘
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、

(実 数値 ベ ー スの記 述 例)消費者物価指数

消費 者 物 価指 数 に つ いて90年1月 ～93年12月 に おけ る動 向 を解 説 します 。

欝
欝
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(実 数値 ベ ー スの記 述 例)雇用情勢

雇 用 情勢 につ い て90年1月 ～93年12月 に おけ る動 向 を解説 します 。
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業 率 は90年1月 の 時 点 で は2.3%(前 月 差O.4ポ イ ン ト)で あ り 、90年9月 に2
1%前 月 差O.1ポ イ ン ト 、 前 年 同 月 比95.5%)と 続 騰 し 、90年11月 に2.0%(前

月 差 一2ポ イ ン ト 、 前 年 同 月 比95,2%)と 著 し く 激 減 し 、90年12月 に は1.9%(前

月 差 一1ポ イ ン ト 、 前 年 同 月 比100.0%)と 期 間 最 小 と な り 、91年1月 か ら3カ 月 連 続し
て 漸 増 加 し 、91年3月 に は2.4%(前 月 差0.2ポ イ ン ト 、 前 年 同 月 比109.1%)と

な り 、 年4月 か ら3カ 月 連 続 し て 漸 次 減 少 し 、91年6月 に は2.0%(前 月 差 一〇.1ポ イ ン

ト 、 前 回 月 比100.0%)と な り 、91年8月 に2.1%(前 月 差0」 ポ イ ン ト 、 前 年 同 月

比105%)と 続 騰 し 、91年9月 か ら 横 這 い と な り 、92年1月 に2.2%(前 月 差0.2ポ
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差0.2ポ イ ン ト 、 前 年 同 月 比104.8%)と 続 騰 し 、93年1月 に2.4%(前 月 差0.2ポ
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生 産 動 態統 計(PRDB)よ り

(実 数値 ベー スの記述 例)電子管、半導体素子及び集積回路

電子 管 、半 導 体 素子 及集 積 回路 につ いて90年1月 ～93年10月 に お け る動 向 を解説 します

鰻
灘
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(実 数 値 ベー スの記述例)電子応用装置

電 子 応用 装 置 につ い て90年1月 ～93年10月 に お け る動向 を解説 します 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～　　　　　　　　　一214一



国 内 マ ク ロ経 済 統 計(SDB)よ り

(特 定 時点 の記述例)国民経済計算

国民 経 済計 算 につ いて93年 第1期 にお け る状況 を説明 します
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(特 定 時点 の記述例)個人消費

個 人 消費 に つ い て93年4月 にお け る状 況 を説明 します 。
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(特 定 時点 の記述例)民間設備投資 〔機械受注実績]

民間 設備投 資 につ い て93年4月 にお け る状 況 を説 明 します.
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(特 定 時点 の記述 例)民間設備投資[設 備投資動向]

民 間設 備投資 につ いて93年 第1期 に おけ る状況 を説 明 します 。

93年 第1期 に 設 備 投 資 動 向 の 設 備 投 資 動 向(全 産 業)は12.99兆 円 で あ っ た 。 そ の 内 訳

と し て 、93年 第1期 に 非 製 造 業 は8.45兆 円(構 成 比65.1%、 寄 与 率64.8%)で あ り

、 製 造 業 は4.53兆 円(構 成 比34.9%、 寄 与 率35.2%)で あ っ た 。
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(特 定 時点 の記述 例)国際収支

国 際収支 につ い て93年4月 にお け る状 況 を説 明 します 。
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298.12億 ドル(構 成 比251.9% 、 寄 与 率114.6%)で あ り 、 輸 入 は179.77億 ド ル
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(特 定 時点 の記 述例)鉱工業生産指数

鉱 工業 生産 指 数 に つ いて93年4月 におけ る状況 を説 明 します
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(特 定 時点 の記 述 例)卸売物価指数

卸 売 物価指 数 につ い て93年4月 に おけ る状 況 を説 明 します 。
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(特 定 時点 の記述 例)消費者物価指数

消 費者 物 価指数 につ いて93年4月 にお け る状況 を説 明 します 。
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(特 定 時点 の記述 例)雇用情勢
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生 産 動 態 統 計(PRDB)よ り

(特 定時点 の記述 例)電子管 、半 導体 素 子及 び集積 回路

電子 管 、半 導 体素 子 及集 積 回路 につ いて93年4月 にお ける 状況 を説 明 します

懸

欝欝219一



(特 定 時点 の記述 例)電子応用装置

電子応 用 装置 につ いて93年4月 にお け る状況 を説 明 します 。
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時 事 フ ァイ ル

統計解 析文生 成 シス テム(SIAS)は 、外部知識 利用 の1っ の試 行 と して、

時事情 報 の参 照 機 能 を持 つ。 ここで は、SIASが 時事参 照 で用 い る時事 情 報 の

内容 を例 示す る。 なお、時事情報 は分野 ごとに分 けて下 に示す フ ァイ ル に準 備 し

た。

時事分野 時 事 フ ァイ ル

国民経済計算

経済月例報告

金利 ・公定歩合

個人消費

住宅建設

民間設備投資

国際収支

貿易統計

鉱工業生産

卸売物価指数

雇用情勢

GNP.TXT

GETUREI.TXT

KOUTEIB.TXT

KAKEI.TXT

JYUTAK.TXT

SETUTOU.TXT

I(OKUSAI.TXT

TUUKANN.TXT

KOKOU.TXT

OROSHI.TXT

ROUDOU.TXT

－221一



国民経済計算 (GNP.TXT)

レノイ

事

ア

時

フ

%GNP.TXT国 民 経 済 計 算

9312117-9月 期 、 年 率2.O%成 長 、企 業 の 景 況 感 は悪 化 一 －GDP速 報 。 日本 経 済 新 聞
931210来 年 度 経 済 見 通 し 、官 民 格 差 一 段 と一 一 政 府 は 思 惑 含 み 、2%台 の 攻 防 。 日本 経 済 新 聞

9312077-9月 の 実 質 国 内 総 生 産 一 一 連 続 マ イ・ナ ス 成 長 か(市 場 の 焦 点)日 経 金 融 新 聞

931202景 気 対 策 、7日 に も政 府 ・与 党 一 致 一 一 所 得 税 減 税 を先 行 、土 地 流 動 化 も盛 る 。 日 本 経 済 新 聞

931008所 得 統 計 、GDP中 心 に 一 一 企 画 庁 、GNPか ち変 更 。 日本 経 済 新 聞

930920公 定 歩 合 あ す に もO.5%下 げ 一 一 過 去 最 低 の 年2.O%、 日 銀 、景 気 底 割 れ 回 避 。 日本 経 済 新 聞

930915実 質 成 長 マ イ ナ ス2%成 長 、4-6月GNP年 率 一 一 円 高 で 外 需 が 急 減 。 日 本 経 済 新 聞

9306191-3月 、2.3%成 長 、景 気 底 入 れ 裏 付 け 一 一 公 共 投 資 に依 存 。 日本 経 済 新 聞

9306191-3月 年 率 、GNP実 質2.3%成 長 一 一92年 度 は0.8%ど ま り。 日 本 経 済 新 聞

930314日 銀 短 観 、2月 も悪 化 「業 況 判 断 」5ポ イ ン ト低 下 一 一 足 元 暗 い が 先 行 き期 待 。 日本 経 済 新 聞

93031310-12月GNP、 内 需 崩 れ 景 気 底 は う一 一 名 目成 長 率 、最 大 の 落 ち 込 み 。 日本 経 済 新 聞

93031310-12月GNP、 年 率0.5%低 成 長 一 －GDPは3期 連 続 マ イ ナ ス 。 日本 経 済 新 聞
921204来 年 度 成 長 率 政 府 見 通 し、3.3-3.5%で 調 整 。 日本 経 済 新 聞

9212047-9月GNP、3年 ぷ りマ イ ナ ス 成 長 一 一 内 需 減 で 年 率 一1.6%、 設 備 投 資 不 振 。 日本 経 済 新 聞

9209234-6月GNP年 率1.1%成 長 に 鈍 化 、民 需 、大 幅 マ イ ナ ス 。 日 本 経 済 新 聞
920922企 画 庁 長 官 見 通 し 、 四 一 六 月 が 景 気 の 底 。 日本 経 済 新 聞

日経金融新聞920916経済 成長率 と債券相場一一金融緩和促す要因 、底堅い展開が続く。
9206211-3月 のGNP発 表 一見好転、年4.3%の 伸び一一実力見掛けの3分 の1。 日本経済新聞
920617企 画 庁次官 、今年度実質経済成長率政府見通 し、達成 「厳 しい」。 日本経済新聞

920617GNP、1-3月 、4.3%成 長 一一設 備投資減少続く、 「うるう」要因除き2.7%。 日本経済新聞
920529景 気対策で大蔵省首脳、4-6月 成長率見て判断。 日本経済新聞
920320景 気 、エンジン役不在、91年10-12月 マ イナス成長一一 「秋口失速」裏付け。 日本経済新聞
92032010-12月 、GNP2年 半ぷ りマイナス成長一一91年 度、年率で0.2%。 日本経済新聞
9112057-9月 年 率換算、GNP、1.6%成 長 に減速一一設備投資低い伸び。 日本経済新聞
9109204-6月GNP、 内需に不透明感一一設備投資、息切れも、企業、資金確保に懸念。 日本経済新聞
910920GNP、2%成 長 に減速 、4-6月 期 一一設備投資が微減 、外需低迷、消費が下支え。 日本経済新聞
910619企 画庁次官見通 し、金融緩和なくても景気拡大は続 く。 日本経済新聞
9106191-3月 年率 、実質11.2%の 高 成長一一個入消費が復調、設備投資堅調。 日本経済新聞
910320経 常黒字の対GNP比 、昨年1.2%に 低下一一8年 ぶ り低水準に。 日本経済新聞
91e320昨 年10-12月 のGNP減 速 、景気のカギ、金融政策一一設備投資を下支え。 日本経済新聞
91032010-12月 、年率2.1%に 成長減速一一内需マイナス響く。 日本経済新聞
901209内 需主導色薄 まる一ー7-9月 の経済成長実質年率4.1%に 減 速。 日本経済新聞

901205来 年度成長率 、政府見通し4・0%軸 に調整一一3%台 の民間より高め。 日本経済新聞
。 日本経済新聞9012057-9月、実質成長年率4.1%に減速 、内需の伸び鈍 る一一企画庁は 「巡航速度」

9009234-6月 の実質成長、年率換算3.6と 堅調一一10月 以降は減速か。 日本経済新聞

9009214-6月 、年率3.6%の 実 質成長一一政府見通し上回る5%軌 道 、引き締め浸透徹底。 日本経済新聞
900624ト リプル安 、ダメージな し、成長率高い伸び一一1-3月 国民所得統計。 日本経済新聞
9006231-3月 の 成長率5.7%一 一 「いざなぎ」は射程距離。 日経産業新聞
9006201-3月 実 質、年率10.4%の 高成長一一外需、プラスに転換、3年 連続で5%台 。 日本経済新聞
900317"高 原"景 気、気迷い局面一一巡航速度は維持。 日本経済新聞
900317GNP、 年3.0%に 減速 、内需軸に拡大基調は続く、89年10-12月 実質。 日本経済新聞
8912077-9月 実 質GNP、 年率12.2%の 高成長一一列島改造時並み、力強い設備投資。 日本経済新聞
8909224-6月 、1年 来 りマイナス成長 、消費税導入の反動一一前期比0.8%景 気拡大続 く。 日本経済新聞
890620内 需 主導定着9.1%成 長 、1-3月 年率一一昨年度も5.1%達 成 。 日本経済新聞
890318昨 年 のGNP実 質5.7%、15年 ぶ り高成長一一設備投資が リー ド。 日本経済新聞
8812077-9月 実 質成長年率9.3%、 外需、一転プラスに、内需好調。 日本経済新聞
8809214-6月GNP、 成 長率マイナス1.0%、 前期比一一外需落ち込み響く。 日本経済新聞

8806171-3月GNP統 計 、主役代わり大型景気一一建設から個人消費に。 日本経済新聞
880617昨 年度決算見込み、防衛費のGNP比 一%枠 内に収 まる。 日本経済新聞
880617内 需主導、1-3月 年率11.3%成 長一一11年 ぷ り2ケ タ、昨年度は4.9%成 長 。 日本経済新聞

880410賃 金 コス ト1.2%減 一一景気好転 ・生産性上昇映す。 日本経済新聞
880318昨 年のGNP、 「実質」が 「名目」抜いた、円高で逆転現象一ーーー一差益還元 を映す 。 日本経済新聞
880318昨 年のGNP、 実 質4.2%成 長 「名 目」上回る一一内需景気はっきり。 日本経済新聞
871205債 権大国…為替変動も影響、海外投資収益大幅に膨らむ一一企画庁国民所得統計。 日本経済新聞
871205来 年 度4%成 長実現探る、7-9月 高 成長過熱感なし一一企画庁強調。 日本経済新聞
8712057-9月 のGNP、 年 率8.4%の 高 成長一一住宅など内需主導 、前期比伸び率2%台 。 日本経済新聞
8709194-6月 ゼ ロ成長、輸出の減少、内需で補う一一経済企画庁発表。 日本経済新聞
8706171-3月 、年率4.9%成 長 一一消費が リー ド役 、景気底入れ と企画庁判断。 日本経済新聞
870318GNP統 計一一10-12月 は0.8%の 低成長、12年 ぷ り消費マイナス。 日本経済新聞
8612067-9月 の 成長率 、年率2.6%に 鈍化一一61年 度3%台 微 妙。 日本経済新聞
8609104-6月GNP、 前年比2.2%の 低成長一一企画庁次官、4%成 長 は難 しい。 日本経済新聞
8609104-6月GNP前 年比2.2%の 低成長一一消費 ・住宅堅調、前年比では0.9%伸 び 。 日本経済新聞
860625GNP発 表 うけ、債券相場が急伸。 日本経済新聞
860625通 産 省首脳示唆 、選挙後に景気テコ入れ策も。 日本経済新聞
860625大 蔵 ・日銀 、景気、底割れせず一一財政出動 ・利下げに消極的。 日本経済新聞

86062511年 ぷ りマイナス成長、円高で前期比O.5%一 一1-3月GNP速 報 。 日本経済新聞
86e32310-12月 のGNP-一 前期比1.7%、 年率7.2%成 長 。 日本経済新聞
86031910-12月 期GNP速 報 、前年比は伸び鈍化一一輸出 ・投資勢いなく。 日本経済新聞

860319昨 年10-12月 期GNP速 報 、実質7.2%(年 率)成 長に一一内需が押し上げ。 日本経済新聞
日本経済新聞860203明それとも暗、迷走する景気指標一一国民所得、四半期ごとに乱高下。

8512201人 当た りの名 目GDP、 初の1万 ドル乗せ一一59年 、先進国で第9位 に。 日本経済新聞
8512077-9月 国民所得速報、景気、ヤマを越す?、 輸出依存なお一一力不足の投資 ・消費 。 日本経済新聞

7%に 低 下。 日本経済新聞850923国民負担率、肩 を並べる一一日本 ・36.0%に 上 昇、米国 ・36.
850316消 費不在の9.6%成 長 、10-12月 一 一外需依存に批判も。 日本経済新聞

6%成 長 。 日本経済新聞850316景気拡大テンポ予想 を上回る一一59年の 所得統計、10-12月は年率9.

8412067-9月 の実質経済成長率、3.O%成 長 に減速一一輸出鈍化、内需は堅調。 日本経済新聞
840318国 民所得速報一一個人消費なお迫力欠く、58年 度3.4%成 長確実に。 日本経済新聞
8312217-9月 期 の国民所得、実質6.2%成 長 、内需回復を裏付け一一企画庁発表 。 日本経済新聞
8309174-6月 の実質成長、年率3.6%、 景気は緩やかな回復一一企画庁が国民所得速報。 日本経済新聞
8306181-3月 期 の国民所得統計、実質成長率はO.2%一 一企画庁発表。 日本経済新聞
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金利 ・公定 歩合 (KOUTEIB.TXT)

XKOUTEIB.TXT金 利 ・公定歩合
851230固 定 型住宅ローン金利、改定は年2回 に一一5月 と11月 、利用者に便宜。 日本経済新聞
851219日 銀高め誘導解除 ・短期金利、先安観強まる一一手形2カ 月物、1月 末には7%程 度 も。 日本経済新聞
851219日 銀 総裁、連動下げに慎重一一金利高め誘導、徐々に解除。 日本経済新聞
851219日 米協調利下げ検討 、首相表明一一内需拡大策を強調。 日本経済新聞
851218日 銀 、金利高め誘導解除一一 「円」安定、米金利低下 うけ。 日本経済新聞
851216ス ター トから2カ 月、雨のち晴れの債券先物市場(イ ンサイド)日 本経済新聞
851215米 、公定歩合下げれば金利高め誘導解除へ、日銀、景気に配慮一一協調利下げは見送る。 日本経済新聞
851230固 定型住宅ローン金利、改定は年2回 に一一5月 と11月 、利用者に便宜。 日本経済新聞
851219日 銀高め誘導解除 ・短期金利、先安観強まる一一手形2カ 月物、1月 末には7%程 度 も。 日本経済新聞
851219日 銀総裁、連動下げに慎重一一金利高め誘導、徐々に解除。 日本経済新聞
851219日 米協調利下げ検討 、首相表明一一内需拡大策を強調 。 日本経済新聞
851218日 銀 、金利高め誘導解除一一 「円」安定、米金利低下 うけ。 日本経済新聞
851216ス ター トから2カ 月、雨のち晴れの債券先物市場(イ ンサイド)日 本経済新聞
851215米 、公定歩合下げれば金利高め誘導解除へ、日銀、景気に配慮一一協調利下げは見送る。 日本経済新聞
851214金 利高め誘導 どう着地、 「澄田日銀」まる1年 一一円高不況の副作用。 日本経済新聞
851210G5合 意 と不協和音(十 字路)日 本経済新聞
851210コ ールレー ト急上昇 、日銀調節で目先大幅下げ困難か 。 日本経済新聞

851206政 保 ・地方債、12月 債 利率0.5%上 げ 。 日本経済新聞
851206日 銀の金利高め誘導、在 日外銀各行に打撃一一融資残1ヵ 月で11%減 。 日本経済新聞
851205円 高 による経常黒字縮小 、金利高め誘導で効果は弱まる一一三井銀が分析。 日本経済新聞

851204短 期金利 、先安期待強まる一一日銀 、自律低下認める構え?日 本経済新聞
851130政 府系金融機関、基準金利2日 か ら0.5%上 げ 。 日本経済新聞
851126短 期金利に先安期待、市場、日銀の誘導緩和予想。 日本経済新聞

851126竹 下蔵相の会見内容。 日本経済新聞
851126澄 田総裁の会見要 旨。 日本経済新聞
851126金 利下げ余地 、大場財務官に聞く。 日本経済新聞

851126日 銀総裁、円高定着、楽観せず ・蔵相、秩序ある是正期待一一景気に らみ円高定着へ。 日本経済新聞
851126景 気 にらみ円高定着へ政府日銀、 「協調利下げ」探る、大蔵省。 日本経済新聞

851123三 千 億円、日銀、一 ヵ月物買いオペ一一金利調節変更 に含み。 日本経済新聞
851121手 形金利が低下、1週 間ぷ り8%台 割 る。 日本経済新聞
851121円 高推進から定着へ、日銀の金利誘導弾力化。 日本経済新聞
851121ド ル高是正、日米通貨 当局、再び政策調整、金利高め誘導 を弾力化。 日本経済新聞
851120FRB議 長 、内需拡大で円高実現 を一一日銀高め誘導に不満e日 本経済新聞
8511201-3月 期 、都銀、貸し出し抑制へ一一金利高め誘導に対応。 日本経済新聞
851118金 融一一どこまで続く日銀の金属高め誘導。 日経ビジネス
851116米 へ の金利下げ要求、政府内では議論はな し一一大蔵次官。 日本経済新聞
851116石 原 同友会代表幹事が批判一一金利高め誘導、経済デフレ化懸念。 日本経済新聞
851116波 紋広がる金利高め誘導一一債券相場でヤケ ド、中小企業 しわ寄せ、米金利しだい?日 本経済新聞
851115プ ライム上げに本音の壁一一建前自由だが 「慎重に」(底 流)日 本経済新聞
85111468回 国 債7%乗 せ 。 日本経済新聞
851114短 期プライム、都銀 、0.25%上 げ打診一一大蔵 ・日銀は慎重。 日本経済新聞
851112手 形 、短期金利 、一段と上昇一一高め誘導以来のピーク。 日本経済新聞
851112コ ール ・手形レー ト上昇 、手形2カ 月物7.8125%に 一一都銀、資金調達急 ぐ。 日本経済新聞
851112短 期金利高め誘導策 、政策不況招く恐れ も一一三菱銀 リポート。 日本経済新聞
851110日 銀 、短期金利高め誘導で実験、貸 し出 し・公定歩合 ・資金調節一一市場機能を活用。 日本経済新聞
851108大 蔵省、長期金利全面上げへー一11月 発 行分国債、表面利率0.5%下 げ 。 日本経済新聞
851107東 京市場、円高加速202円 台一一 日銀誘導策で拍車、投機色 、一段と強 まる。 日本経済新聞
851107都 銀13行 、短期金利高め誘導の負担増一一3ヵ 月で600億 円 。 日本経済新聞
851101蔵 相見通 し、金利政策なしで も円高定着。 日本経済新聞
851031東 京外為、円先高観強め る、210円 突 破予想 も一一米金利低下を注視。 日本経済新聞
851031も う一段の円高めざす、日銀、介入 ・金利誘導策で。 日本経済新聞
851030債 券先物市場、多難な幕開け一一暴落、6日 目で商いス トップ(NEWS追 跡)日 本経済新聞
851030ド ル高是正、金利調整型に一一東京市場 、円、211円 台 に続伸。 日本経済新聞

851026短 期金利、高め誘導、長期化 も一一佃 ・日銀営業局長が示唆。 日本経済新聞
851025短 期金利高め誘導 日銀総裁が表明、介入継続も強調一一長期債の投機色には警告。 日本経済新聞

85102211日 にさかのぼって0.1-O.3%引 き下げ、住宅公庫金利一一政府決め る。 日本経済新聞
851016来 年5月 中間報告 、 「小 口」検討を開始 、預金金利自由化で大蔵省研究会。 日本経済新聞
851012MMC上 限金利0・03%低 下 。 日本経済新聞
851010澄 田 日銀総裁の発言要旨。 日本経済新聞
851010円 高安定内需拡大綱引き、金利、据 え置 く、べ きか一一下げる、べきか。 日本経済新聞
851010日 銀総裁、円一段高へ積極介入一一定着 まで利下げせぬ。 日本経済新聞
851005大 蔵次官、財投金利再下げも。 日本経済新聞
851003蔵 相厚相、財投金利O.3%下 げ 合意一一政府系貸出金利は0.2%。 日本経済新聞
850930中 小企業庁、基準利ザヤを調整へ。 日経ビジネス
850930具 体 的ルール年末 まで詰め、財投金利を市場連動に一一大蔵 ・郵政が基本合意。 日本経済新聞
850927輸 銀金利7.7%に 引 き下げ、原発プラントなど競争力を増す一一〇ECDで 暫 定合意。 化学工業 日報
850925政 府 ・自民、内需拡大策固め る一一住宅減税など検討、来月に も財投金利下げ。 日本経済新聞
850914小 口金利自由化を検討 、大蔵省が私的諮問機関。 日本経済新聞
85091110億 円超す定期預金金利 、来月からの自由化決定 。 日本経済新聞
850907決 定 方式を郵政省見直 し、財投金利、市場に連動一一10年 以 上、変動制に。 日本経済新聞
850905日 銀総裁会見、長短金利逆転続こう一一現行政策の堅持強調。 日本経済新聞
850905政 府 系機関の金利弾力化財投研報告書 、開銀は変動制採用一一住宅公庫、低利分 を縮小。 日本経済新聞
850824走 り出 した預金金利 自由化(下)ど うなる小 口金利一一郵貯におびえる銀行。 日本経済新聞
850820小 口預金金利自由化は郵貯 自主運用が前提一一佐藤郵政相示唆 。 日本経済新聞
850817MMC上 限 、0・04%上 昇 。 日本経済新聞
850816大 口定期預金10月 か ら、市場基準に自由金利、大蔵省通知。 日本経済新聞
850813公 庫 、個人住宅向け利下げ一一11年 目以降7.15%に 。 日本経済新聞
850808小 口預金金利の 自由化、段階的に実施を一一日銀総裁会見。 日本経済新聞
850803政 保債など表面利率下げ発表。 日本経済新聞
850725通 産省要求一一財投金利下げを、中小公庫など利ザや縮小。 日本経済新聞

一224一



個人消費 (KAKEI.TXT>

iili灘1欝 欝1欝ll羅 騨 織 瀞 日本経済新聞
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住宅建設 (JYUTAK.TXT)

%JYUTAK.TXT住 宅建設
931229千 葉県内金融機関 、貸 し出 しの低迷続く一一千葉財務事務所 まとめ 。 日本経済新聞931229北海道の羊要経済指標

一一住宅着工 、金利低下を背景に2ケ タの伸び続 く。 日本経済新聞
931225JA、 農 住調和を推進一一市町村との協議会、宅地化農地、住宅建設の指導強化。 日本経済新聞931223近畿

、住宅資材 、伸び好調一一着工増で窯業製品など。 日本経済新聞
931221ち ば ぎん総研調べ、11月 の千葉県内景況 、住宅建設除き低調。 日本経済新聞
931218静 岡県内、6.0%、10月 の住宅着工2ヵ 月ぶ り減少。 日本経済新聞
931218市 売 り市場、米材 ・北洋材が上昇一一好調な住宅建設で。 日経産業新聞
93121890年2月 以来の高水準 、米住宅着工11月16.8%増 。 日本経済新聞
931216米 材 ・北洋材丸太、国内卸値8ヵ 月ぶ り反発、住宅建設伸び需要急増。 日本経済新聞93
1214住 宅 業界、否況対策で活況一一受注残は半年分以上(経 済ウオッチ) 日本経済新聞
931211実 質 購買力&め る政策を一一視点変え不況克服(経 済教室) 日本経済新聞
93121110月 住宅着工 、中国5県2ケ タ増一一伸び率全国最大に。 日本経済新聞931211北米 製材品の対 日価格

、1月 積み値上げ相次ぐ一一 日米の住宅景気が追い風。 日本経済新聞

＼ 器{;}晶韻6巴早口竿 鷺 轡三面鍵 裂磯 薄墨羅 昌麓鱗 屑
931209徳 島県 ・県労金 、融資利率引き下げ。 日経金融新聞

＼931209都 会 の定年退職者向け住宅、西興部村が建設一一菜園と 「自然」付 き。 日本経済新聞
＼931208愛 知 県10月 の 住宅着工2.2%減 。 日本経済新聞931206桝倉 建設

、手づ くり木造住宅第2弾 一一強度高め広い空間。 日経産業新聞
931204住 宅金融公庫融資、 「マイホ=ム 新築」好調一一中国の11月 応募7000件 超 す。 日本経済新聞931204徳島県と県労働金庫

、住宅建設資金など10日 か ら利下げ。 日本経済新聞9
3120411月 統計 、米雇用 、改善の兆 し一一ペースは緩やかに。 日本経済新聞
931203桝 倉 建設、床面積広げ割安 に一一手づ くり住宅で第2弾 。 日本経済新聞

7-9月 、カナダ2.4%成 長 。 日本経済新聞93i201
931201住 宅着工、10月 は7.8%増 、分譲37.7%の 急 増、貸家不振。 日本経済新聞
9311303日 に設立総会 、浜松で県内初の農住組合が発足。 日本経済新聞
931127ち ば ぎん総研調べ、百貨店の売上高減少一一10月 、住宅建設は増加。 日本経済新聞931125新日鉄八幡社宅跡地に

、環境共生型の集合住宅建設。 日本経済新聞
931123近 畿の賃貸住宅受注残大幅増加、住宅公庫の建設動向調査。 日本経済新聞
931123緑 住 タウン支援事業、泉南市で相次ぎ始動一一3地 区で農住組合設立。 日本経済新聞931120墨田 区3人死傷

、クレーン折れ作業員に落下。 日本経済新聞

;霊 鑑 瀧 難欝 欝 習論竃 暑8誌轡 警護欝 傷謁欝 新曹本編 聞
931118中 国5県 、 住 宅 着 工18.9%増 、9月 前 年 比 一 一8000戸 超 す 高 水 準 維 持 。 日本 経 済 新 聞

日経産業新聞
930916大 和ハウス工業会長石橋=(シ ュ ン)一 氏一一住宅建設促進(景 気浮揚私なちこうする)日 本経済新聞
930914ゴ ル フ場開発汚職 、宇都宮地裁が判決、前高根沢町長 ら有罪。 日本経済新聞930909米軍住宅問題

で最高裁 、 「行政の提訴不適法」逗子市長の上告棄却。 日本経済新聞
930909静 岡県住宅課まとめ、7月 の県内住宅着工、3.1%減 に とどまる一一持ち家増加 。 日本経済新聞

931118米10月 住 宅着工件数13.9%増(海 外経済指標)日 本経済新聞
931117戸 建て注文住宅の受注 、半数近くが下期 「増加」一一道内建設業者住宅公庫調べ。 日本経済新聞931117サンウエーブ、松江に郊外型ショールーム。 日経産業新聞
931117賃 貸住宅の受注残拡大 、着工戸数安定へ一一近畿圏の住宅業者住宅金融公庫調べ。 日経産業新聞931113愛知県住宅着工

、9月 は10%減 。 日本経済新聞931112静岡
、9月 の住宅着工持ち家34%増 加 、公庫融資利用伸びる。 日本経済新聞

931112道 内 、オール電化住宅増加一一年内に7000戸 突破の見込み。 日本経済新聞9
31109道 内9月 、住宅着工31.6%増 加一一持ち家 ・分譲が好調。 日本経済新聞931108住宅着

工 、10年 累計戸数一一人口増の首都圏が上位(ザ ・リサーチランキング)日 本経済新聞
931107地 域別分譲住宅着工動向一一地方 も 「分譲」建設活発(景 気ピックア ップ)日 本経済新聞
931105顧 客 名義で過剰ローン、興栄ホームを詐欺容疑で家宅捜索一一福岡地検。 日本経済新聞931102童谷大学助教授白石克孝氏(

10)ピ ッツバーグの再生(終)(街 づ くり私の視点)日 経流通新聞
931102局 知 銀、9月 の県内調査、多くの業種で減産続く。 日本経済新聞
931001い ま この街で ・新浦安駅周辺一一中心街区施設の完成間近。 日経 リアルエステー ト931030池子 弾薬庫跡地米軍住宅建設

、米政府、調査を約束一一逗子市長の中止訴 えで。 日本経済新聞
9310309月 の九州 ・沖縄、新規住宅着工前年比14.2%増 。 日本経済新聞
931030道 、住宅建設資金金利下げ。 日本経済新聞
931029六 甲アイランド、95年 春 に住宅400戸 一一第4次 開発が始動。 日本経済新聞93
1029米 景 気、持ち直 しの兆 し、金利低下で 「住宅」好調一一年末にかけ3%成 長 も。 日本経済新聞
931029住 宅 公庫調べ、住宅建設業の業績好転一一経常利益DIプ ラスに. 日本経済新聞9310
28大 阪 府まちづく り推進機構、初の木賃住宅共同建て替え、あす着工 。 日本経済新聞

931026米 の 木材先物7ヵ 月ぷ り高値 、好天 と建設需要好調で.日 本経済新聞
931026民 間 住宅事業者向け用地分譲。 日本経済新聞
931023ち ば ぎん総研まとめ 、千葉県内の景気低迷一一住宅建設は増加。 日本経済新聞
931023住 宅 金融公庫大阪支店長永井陳雄氏一一住宅建設、低金利で続きそう(景 気問答)日 本経済新聞931023土屋 ホ

ーム社長土屋公三氏一一住宅需要の楽観戒め(北 極星) 日本経済新聞

931020平 成 不況の断面静岡からの検証(5)低 金 利で住宅活況?一 一高額物件は敬遠。 日本経済新聞931019静岡 県ま
とめ、8月 の住宅着工7ヵ 月連続減に。 日本経済新聞

931018ノ ー リツ、リフォーム受注を強化一一首都圏、推進室を開設。 日経産業新聞931015制度 融資利率引 き
下げ、静岡県、きょうか ら0.2-0.4%。 日本経済新聞

931013山 形 しあわせ銀行、建築関連向けロー ンー一国の経済対策に対応。 日経金融新聞
931013東 北6県 、建設省まとめ、八月住宅着工前年比19.3%増 。 日本経済新聞931007山梨 県内

、景気足踏み続く、甲府財務事務所一一住宅建設は回復傾向。 日本経済新聞
931007北 海道財務局報告、景気回復足踏み一一公共事業、住宅は好調。 日本経済新聞9
31007跡 地 にマンシ ョンもうゴメンー一手放す人建てる人家造る会、景観 ・コス ト熟考。 日本経済新聞931004景気

、来春回復なお手探 り一一心理好転、減税カギ、早期 ・大型で消費にテコ。 日本経済新聞
93093093年 度住宅着工 、微増の見通 し。 日本経済新聞
930922豊 島 区が来月開始、住宅建設などの資金、利子の一部を補給。 日本経済新聞
930922米 の住宅着工8月 は7 .8%増 。 日本経済新聞
930921ち ぱ ぎん総研、投資 ・消費 とも低迷続 く一一8月 の県内景気動向。 日本経済新聞
930916建 設相、住宅政策のあ り方諮問。 日本経済新聞
930916イ ンポー トハウジング ・ソー ドシステム、輸入建材使う洋風住宅拡充 。
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民間設備投資 (SETUTOU.TXT)

器{;隈響 白§漂 職 弊㌍蹴 纂 魏 麟 チ言 顯嬬 強イヒ旧 本経鞠問
謬 ㍑講 笠懸 譜 諮ζ雀曄 纏縫 認 識ピ望郷嬬 ・本舗新聞
器{;鍔灘6漂 鶉棄繊 些些膿謡 確認糟㌶麟晶繊 教室・日本経済新聞
器}li緯㌶歳霜雀羅竺萎霞蝶§㍊要;㌶は 鶏鱗屑

1灘 竃 違 曝 雛:認 竃灘 繰 藷終・日麟 讃覇闇
路{;撚脇 聲驚 き調 麟 蕪 ㊨魏1篇 軽羅 紹1強ほ 本舗 新聞

i繊 蚕篭 ㌶ 警8驚1藷3露髄 ㌶ 案騰 繍 経済新聞
931216リ ース料率引 き下げ競争激化 、史上最安値、1.9%割 れ も.日 本経済新聞9
31216西 友 、代替フロン使 う冷凍配送車導入。 日本経済新聞931216東北電

、波力発電 を実証試験。 日本経済新聞

il鱗竃i‖璽 ㌶ 篭議竃鰹 ㌶ ㍑整編 鐘瓢 ・本経綱
開}1懸籠 煙 ケ鍵 易祷 韓 藍「・1罐翻 聞1%田 本締 綱

i耀講灘 翼 塁:灘耀 懸 竃 繊竃懇聞・櫛新聞

1灘総総lll璽鱗 灘羅1瀞
llii総ill灘;11!1講㌶1竃 鎌継 　 本　
　嶽 欝 鱗 誓響騰 ご鋸i麟逮 竺圭誓罐 経曽魏済新聞

liil灘瀞 苔鑛 璽 響講 参遷 蟻 寳瓢 虫罐 繍 本舗 聞

ilミ麟lll難聴{欝編ll耀聯聯弾

XSETUTOU.TXT民 間 設 備 投 資
931231企 業 収 益 二 財 務200社 分 析 、 資 産 効 率 ・負 債 構 造 が 悪 化 。 日 本 経 済 新 聞
931231公 害 防 止 設 備 投 資11%増 。 日本 経 済 新 聞

i灘諜 無 難1畿 鞭i欝 季騰欝譲繍 経済新聞
ll騰 礁 籔 駆 算撲議蕎 着機織=鷲 議嬬に・日本経済新聞

1竃諜 無1難1鰹 璽辮 繕 繍譲蹴 済新聞
li竃懸燃 議 璽 三:撫講 義繍 警㌶欝 日本経済新聞

i灘ll蟻i蝿ii轍 慧 熱 灘 購 日本経済新聞
;謬 蕪 鍵 裏 編 ㌘ 聯 巌漕 麟 編 高級品も生産移管ほ 本経済新聞
931223オ ン ラインで受発注、阪急百、本格導入へ。 日本経済新聞
931223ト リクロロエタン全廃目標、日立 、来年夏に前倒し。 日本経済新聞

lllilll灘愛撫i灘ll竃ll羅 濾il蘂臨
931222ボ ブソンが岡山市に大型物流センター。 日本経済新聞
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国際収支 (KOKUSAI.TXT)

%KOKUSAI.TXT国 際収支
931229上 期 、対EC経 常黒字11.3%減 一 一欧州経済低迷背景に。 日本経済新聞
93122911月82億 ドル 、経常黒字20.6%減 少一一貿易黒字も縮小。 日本経済新聞
9312041.4%増 、 ドル表示 も頭打ち一一10月 の経常黒字。 日本経済新聞
93110693年 度 上期経常黒字11.7%増 一 一円高で輸出額膨張、円表示では5半 期ぷ り減。 日本経済新聞
9310068月 経 常黒字、前年比7.4%増 一一8月 で過去最高水準。 日経産業新聞
931006貿 易黒字 、8月1.3%減 一一輸入は好調 、輸出頭打ち、 「増加は峠」の分析も。 日本経済新聞
931004経 常収支の推移一一 円高の浸透で黒字伸び鈍化 日本経済新聞

930904経 常黒字 、118億 ドル 、7月 で過去最高 、大蔵省速報 。 日経産業新聞
930904経 常黒字 、7月24.9%増 一一円高でJカ ーブ効果続く。 日本経済新聞
930831国 際収支の黒字高水準一ー7月 の過去最高へ、ドル買いは依然困難 日経金融新聞
93q830国 際収支 、円表示に一本化、政府経済見通 しで企画庁検討一ー ドル対外公約化を懸念。 日本経済新聞

謬!鴇 ㌶鴇 麟 藻三品稟齢藤 隅 ジ翼鵯 二夢器 計智嚢i編昌本経漸 聞
930703経 常黒字 、95億9800万 ドル、5月 では最高。 日経産業新聞
93070392年 、対米経常黒字11.1%増 一 一対ECは 最高の48.4%増 。 日本経済新聞
930703経 常黒字95億9800万 ドル、5月0.9%増 一一貿易黒字は1.0%減 。 日本経済新聞
9307025月 の 国際収支黒字予想一一 「前年割れ」が大勢、拡大基調変化判断まだ先 。 日経金融新聞
930611黒 字削減は日本の責務一一カ ンター米通商代表会見、政府調達に指標を。 日本経済新聞
9306044月 過去最高 、経常黒字、112億 ドル一一貿易黒字16%増 。 日本経済新聞

930509海 外直接投資3年 連続減少一一92年 度172億 ドル、ピークの3割 強。 日本経済新聞
930507大 蔵省発表、経常黒字 、昨年度1260億 ドル一-86年 度 抜き最高 。 日経産業新聞
93050792年 度の経常黒字過去最大 、対策に手詰 まり感 も一一93年 度削減も見込み薄。 日本経済新聞
93050792年 度 、経常黒字、最高の1260億 ドル一一円高で輸出額膨張。 日本経済新聞
930413円 、110円 に らむ展開一一協調介入、大勢は懐疑的。 日経金融新聞
9304032月 、経常黒字118億 ドルに一一92年 度見通 し超す勢い。 日本経済新聞
9303061月 経 常黒字 、82%の 大幅増、累計で年度最高超す。 日経産業新聞
930306経 常 黒 字 、過 去 最 高 を 突 破 一 一92年 度 、1月 ま で で952億 ドル.

930226日 本 の 貿 易 黒 字 、1%の 円高 で 年10億 ドル 増 一 一 大 蔵 省 が 試 算 、G7で 説 明 。

930206昨 年 国 際 収 支 、経 常 黒 字1176億1500万 ドル 、61.3%増 。

930206経 常 黒 字1176億 ドル ー ー 一 人 勝 ち 、 高 ま る 批 判 。 日 本 経 済 新 聞
930206経 常 黒 字 、 最 高 の1176億 ドル 、92年 一 一 「貿 易 」 も28%増 。

930201技 術 貿 易 収 支 比 率 、 科 技 庁 が91年 度 分 析 、 「実 際 の 値 は0.6」 。

921229今 年 上 半 期 経 常 収 支 、 対 米 黒 字 は0.3%減 一 一 対EC、81%の 増 加 。

9212291-11月 経 常 黒 字 、1000億 ドル 突 破 一 一 対EC・ ア ジア 増 加 。

921205経 常 黒 字 、 年 間 最 高 を 突 破 一 一1-10月 、73%増962億 ドル 。

921105上 半 期 の 経 常 黒 字 、 過 去 最 高 の575億 ドル 。 日本 経 済 新 聞

921003経 常黒 字 、 昨 年 の 総 額 突 破 一 一1-8月 、通 年 も最 高 確 実 に 。

920905経 常黒 字 、

920806貿 易 黒 字 、92年 上 半 期42.
920806'今 年 上 半 期 、 経 常 黒 字 、最 高 の561億 ドル ー 一 前 年 比 ほ ぼ 倍 増 。

920709経 常黒 字94億 ドル 、5月 、 前 年 比2.28倍 に 。 日本 経 済 新 聞

920601国 際 収 支 ・経 常 黒 字 の 構 造 的 な 拡 大 基 調 は 続 く.日 経 ビ ジ ネ ス

9206e64月 の 貿 易 黒 字 、16.

92050791年 度 貿 易 黒 字 、 過 去 最 高 の1134億 ドル ー 一 経 常 黒 字 、

日本経済新聞
日本経済新聞

日経産業新聞

日本経済新聞
日経産業新聞
日本経済新聞

日本経済新聞
日本経済新聞

日本経済新聞
7月 も最高一一前年比89%増 、円高も影響 し96億 ドルに。 日本経済新聞

7%増 で 過去最高一一景気後退で輸入低迷。 日経産業新聞

日本経済新聞

3%増 、米の需要拡大映す一一経常黒字は22%増 。 日本経済新聞
900億 ドルに急増。 日本経済新聞

92041491年 度 貿易統計 、出超883億 ドル、史上2位 一一輸入減で62%増 。 日本経済新聞
920404経 常黒字、2月 、最高の107億 ドルー一景気後退で輸入減少。 日本経済新聞

9202291月 の国際収支、経常黒字急増、30億 ドルー-68倍 、10ヵ 月連続前年上回る。 日本経済新聞
920201経 常黒字倍増725億 ドル、昨年、 「貿易」も最高1032億 ドル。 日本経済新聞
920106為 替 ・ドル高の長期サイクルに入 る。 日経ビジネス
920122貿 易 黒字、バブル精算に消える一一邦銀 ・在 日外銀が債務返済に充当。 日本経済新聞
920120日 銀見通 し、一本調子の円高ない一一株価下落には懸念強める。 日本経済新聞
911227大 蔵 省まとめ、91年 上半期、対欧経常黒字8倍 に。 日本経済新聞
91122711月 、経常黒字4.3倍 に一一72億 ドル、8ヵ 月連続増加。 日本経済新聞
911205経 常黒字、10月 前 年比2.5倍 、67億 ドル一一原油価格低下響く。 日本経済新聞
911102上 期 、経常黒字2.5倍 に 、380億 ドル一一政府年度見通 し突破。 日本経済新聞
91102191年 、基礎収支8年 ぷ り黒字に一一海外への投資鈍る、世界的資金不足に拍車も。 日本経済新聞
911005経 常黒字、8月 、前年比6.5倍 一一4-8月 累計 、史上3位 に迫る勢い。 日本経済新聞
9110031MF年 次報告、日本の黒字拡大 「懸念せず」一一慎重な金融政策要望。 日本経済新聞
910831経 常黒字、7月 前年比2.6倍 の50億 ドル一一資金協力要請で海外から圧力も(解 説)日 本経済新聞

91080391年 上 半期、経常黒字43%増 一一8期 ぷりに拡大.日 本経済新聞
910706地 域別国際収支 、対米経常黒字昨年20.7%減 少 。 日本経済新聞
9107065月 前年比、経常黒字3倍 増一一貿易黒字の拡大定着。 日本経済新聞
9106014月 、貿易黒字が倍増、経常黒字、昨年の4倍 に一一大蔵省 「特殊要因大きい」。 日本経済新聞
910530政 府 、輸入促進へ外国企業か らの苦情処理体制を強化一一本国でも受け付け。 日本経済新聞
910510国 際収支上の円高要因増加、貿易黒字は増勢に、資本の流出も減少。 日本経済新聞
910503経 常黒字、4年 連続の減少、昨年度338億 ドル一一今年度は反転も。 日本経済新聞
9103302月 、経常黒字26.3%増 一 一輸出好調で縮小止 まる。 日本経済新聞
9103021月 の経常収支、1年 ぷ り赤字一一90年 度黒字250億 ドルに。 日本経済新聞
910202経 常黒字37.4%減 る 、90年 前年比一一358億 ドル、原油高な どで。 日本経済新聞
901228経 常黒字 、90年 上 半期 、対米17%減 り東南アは急増。 日本経済新聞
901228経 常黒字57%減 少 一一11月 、貿易外収支が悪化 。 日本経済新聞
90120110月 前 年比 、経常黒字26%減 一一4ヵ 月連続で前年下回る。 日本経済新聞
90110390年 度 上半期の国際収支、経常黒字47%減 少一一旅行赤字 ・湾岸支援で。 日本経済新聞
9010e68月 前年比、経常黒字、72%減 る、9億4200万 ドルに一一 「旅行赤字 」最高に。 日本経済新聞

9009017月 前年比、経常黒字63%の 大幅減、貿易外赤字最高に一一海外旅行ブームな ど反映 。 日本経済新聞
9008046月 、経常黒字、12.2%増 加一一貿易外収支赤字、史上2位 。 日本経済新聞
900803大 蔵省、日本の資産凍結対イラクは困難。 日本経済新聞
900711米 国の要求拡大も、NTT設 備投資9兆 円(ス コープ)日 経産業新聞
9006305月 の前年比 、経常黒字57.5%減 。 日本経済新聞
900625構 造協議第5回 会合 、日米 「土地」 「流通」で応酬一一公共投資増額詰め。 日本経済新聞
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貿易統計 (TUUKANN.TXT)

%TUUKANN.TXT貿 易 統 計

93122811月 、IC対 米 輸 出 額 、 伸 び30%超 え る 。 日 経 産 業 新 聞

11月 の 金 輸 入 量 は 微 減 。 日本 経 済 新 聞931225

93122110月 ア イ ス 輸 入 量 最 高(Pickup)日 経 流 通 新 聞
931215大 蔵 省 ま とめ 、対 米IC輸 出 額 、10月 は27%増 加 。 日経 産 業 新 聞

11月 貿 易 黒 字2.9312152%減 、 ドル ペ ー ス で3年 ぶ りマ イ ナ ス 。 日経 産 業 新 聞
93121511月 の 貿 易 黒 室 減 少 一 一 市 場 「円 下 落 には 限 度 」 。 日本 経 済 新 聞931215出超 額

、 ドル 表 示 で も 減 少 、11月2.2%減 一 一2年11ヵ 月 ぷ り 。 日本 経 済 新 聞
931214円 表 示 出 超 額 、 前 年 割 れ の 公 算 、93年 一 一 円 高 で 輸 出大 幅 減 。 日本 経 済 新 聞11月の 貿 易 統 計(今週 の 材 料)931212 日 経 金 融 新 聞

931211合 板 、北 米 産 の 輸 入 急 増 。 日 経 産 業 新 聞

931208門 司 税 関 、10月 の 輸 出 入 減 少 。 日本 経 済 新 聞
93120710月 、 ア イ ス 輸 入2倍 に 一 一 国 内 生 産 は13%減 少 。 日 経 産 業 新 聞9312069月17%減

、 北 朝 鮮 向 け 輸 出急 減 一 一 国 際 的 緊 張 を反 映 。 日本 経 済 新 聞
931203長 崎 税 関 、10月 輸 出56.3%増 。 日 本 経 済 新 聞93120
2米 粉 調 製 品 輸 入1万 トン に 、10月 、代 替 品 需 要 で2倍 に 。 日本 経 済 新 聞931201米菓 輸 入

、 初 の1000ト ン乗 せ 、10月 、 コ メ 凶 作 で36%増 。 日経 産 業 新 聞
93113010月 衣 料 輸 入 額19%増(Pickup) 日経 流 通 新 聞

;謬 即言皆あ§嬬 謹 誌 晶 三・藤 ㌶ 騨 こ一一大手量販店買嚇 ナ・日雑 業新聞

;謬 論 羅 議 繁 窟 麗 労1樫㌫ ㌢ぢ煙 灘 覇辮 怪)日本経瀞 聞
93111710月110億 ドル、出超額1.7%増 、伸び鈍化一一円高で輸出減速。 日本経済新聞
931116山 口県下関港9月 の輸出額、中国向け好調で前年比4.5%増 加 。 日本経済新聞

li講1灘繍i灘 羅1螺 撫三鷹 ㌧
10月110億 ドル、出超額1.7%増 、伸び鈍化一一円高で輸出減速 .日 本経済新聞931117931116山口県下関港9月

の輸出額、中国向け好調で前年比4.5%増 加 。 日本経済新聞931110新潟 税関支署まとめ
、上半期外国貿易816億 円の入超に。 日本経済新聞

器}}li讃 司綴 織 き}曙 減漕 運 霧静 れ一－va入も10%落 ち込む・ ・本締 鯛

闘{}腸 管2晶 撒 輸翻 鷺 §!日・,関灘雛4%増}一 米凍 南ア向1・繊 ・本締 新聞

撒遵 鐵 慰 §璽 遵竃震嵩已 隻亘纏 縫 討議端 本蹴 聞
i;}1舗 欝 鴉 天綴 瀾 難 昏雇三R替』1:し遠 鏡蹴 ・'gh七私の予測)日本経潮 間
931010円 で見た貿易黒字一一輸出不振で縮小傾向(デ ータで読む)日 本経済新聞
931007山 口県下関港8月 輸出額前年比27 .5%の 減少。 日本経済新聞930
9298月 、門司税関管内貿易、輸出入とも大幅減。 日本経済新聞
9309298月 、長崎税関管内貿易、輸出入ともに減少。 日本経済新聞
9309298月 の米粉調製品輸入37%増 。 日本経済新聞

ilii繊補 羅:㌶ 畠高議 鎌 匡(難款 蘭翻 試算・日麟 聞
930908静 岡県清水港、7月 の輸出額7.8%一 一4ケ 月連続減。 日本経済新聞

器器;1闘繍嚥麓 亨筋鶴昌》㌶=論 難鵠歩:昌泰麟輪
;撒 曇撒 罐 鱈 購 歯養鯉 ぎ魏撒 艦 撒 謙 蝶 絃謡新昌本締新聞

lliii離離 騨 暴 …き運 鰭 繊 総 総 鍵瓢 ・本経済新聞

ii騰灘 二㌶ 難8耀 ㌶勝 闘蜘 ・本経編

i耀1灘R難 灘 讃誰 欝 欝 藻灘 雛 藷少・・本経編

iil総懸 辮 欝 璽㌶竃饗=5灘 醗 徽鶴 間日本経済新聞
9307319旦 年上期、中部5県 輸出額 ドル建て過去最高。 日本経済新聞930730神F港上半期

、輸出8.5%減 、輸入9.6%減 。 日本経済新聞
930727今 年上半期、東京港 と成田 ・羽田の貿易一一輸出入 ともマイナス.日 本経済新聞

器;;臨書鑓 古撲㌧ 魏ま鋳 鶏 チ鞠 雛 新昌本鯖 新聞
9307063ヵ 月連続前年割れ、千葉港の5月 貿易額28.4%減 。 日本経済新聞

器;;躍層遍 麟 §召あ雛 額蓼1鬼2ぱ 犠 認購 鰍 ・日本経静 間
930623近 畿の貿易概況、5月 、輸出入とも不振続く. 日本経済新聞

il§罵 竃 羅遵;i㌶ 警護 鴛 操 樵 顯 鑛.(離塁輪編
930609門 司 税関管内4月 輸出6 .9%減 。 日本経済新聞
930526近 畿2府4県 、4月 の輸出入額 ともに前年割れ。 日本経済新聞
930526横 浜 港の92年1.5倍 、ホ ップの輸入急増。 日本経済新聞

一229一



鉱工業生産 (KOKOU.TXT)

9311・30景 気 対 策 、 蔵 相 ・通 産 相 、 会 談 で 合 意 一 一 土 地 流 動 化 へ 課 税 緩 和 。

931・130マ イ ナ ス5%台 に 、 鉱 工 業 生 産10月 は 最 悪 。 日 本 経 済 新 聞

93・1125鉱 工 業 指 数 前 期 比 、 生 産 、7-9月 横 ば い一 一 年 内 回復 は 困 難 に 。

g'31122景 気 動 向指 数 一 一 一 致 指 数 の 上 昇 一 時 的 と の 見 方(今 週 の デ ー タ)
931120鉱 工 業 生 産 指 数(9月)一 一 中 間 決 算 前 の 頑 張 り(デ ー タで 見 る)

/ 9311179月 の鉱工業生産指数、0.6ポ イ ン ト上方修正。 日本経済新聞

%KOKOU.TXT鉱 工 業生産
93123194景 気 を読む一一1%成 長 の低空飛行、資産デフレなお重く。 日本経済新聞
931228在 庫 調整は足踏み続く、鉱工業生産1.8%上 昇一一11月 、前月急落の反動。 日本経済新聞
931226長 引 く在庫調整一一最終需要、明るさ見えず(デ ータで読む)日 本経済新聞
931225来 週 の視点一一11月 鉱工業生産指数上昇に転じる可能性。 日経産業新聞
93122211月 鉱工業生産指数上昇へ一一金融市場、2%台 予想(市 場の焦点)日 経金融新聞
931222景 気 動向、一致指数 、10月 は20%一 一3ヵ 月ぷ り50%割 れ 。 日本経済新聞
93121710月 鉱工業生産指数5.5%減 。 日本経済新聞
931208株 価 、当面は一進一退、目先、好業績企業を物色(国 内型ポー トフォリオ)日 経金融新聞

931204鉱 工 業生産指数(10月)一 一輸送機械の不振響 く(デ ータで見る)日 経産業新聞
93120110月 の指標、悪化に歯止めかからず一一景気、鉱工業生産動向、最大のマイナス幅。 日経産業新聞
931201縮 む企業活動、出口見えず一一鉱工業生産5%低 下 、減産歯止めかか らず。 日本経済新聞
931201鉱 工 業、生産冷 え込み急一一前月比5.1%、 出荷5.6%、10月 、最大の下げ。 日本経済新聞

日本経済新聞

日本経済新聞
日本経済新聞
日経産業新聞

93111611月16日 一 一政府税制調査会総会 、9月 の鉱工業生産など(Today)日 本経済新聞
931110月 例 経済報告、消えた 「回復」景気底割れ水域一一 「弱気」が低迷増幅。 日本経済新聞
931029企 画 庁長官表明、景気回復はズレ込み も。 日本経済新聞
931029鉱 工 業生産 、3ヵ 月ぷ り上昇、9月1.5%一 一今月は大幅低下へ。 日本経済新聞
9310198月 、鉱工業生産指数0.5ポ イ ント下方修正。 日本経済新聞
931001鉱 工 業動向8月 前月比、生産指数O.7%低 下一一在庫調整足踏み続 く。 日本経済新聞
9309309月30日 一一9月15日 現 在のコメ作況指数発表、関係閣僚懇談会など(Today)日 本経済新聞
9309288月 の鉱工業生産一一低迷続きマイナス1%台 か 、足踏み続く在庫調整(市 場の焦点)日 経金融新聞

930927鉱 工 業生産の推移一一動 き鈍い企業前月割れ続く(今 週のデータ)日 本経済新聞
930926地 域別鉱工業生産指数の推移一一鉄鋼の対中輸出不振(景 気ピックアップ)日 本経済新聞

930918鉱 工 業生産指数0.1ポ イ ント上方修正。 日本経済新聞
9309017月 、通産省まとめ、鉱工業生産指数前月比0.3%低 下 。 日経産業新聞
930901鉱 工業動向7月 の前月比、生産指数0.3%低 下 一一乗用車の減産響 く。 日本経済新聞
930801鉱 工 業生産指数は回復基調一一 「その他」項目にチャンスあり。 日経ベンチャー
9308277月 の鉱工業生産指数マイナスか一一景気の弱さ裏付け(市 場の焦点)日 経金融新聞
9308254-6月 鉱 工業 、生産指数2期 ぶ り低下一一個入消費の低迷響 く。 日本経済新聞

9308176月 確報値、鉱工業生産指数0.6ポ イ ント上方修正。 日本経済新聞
930814鉱 工業生産指数(6月)一 一上昇だが底ばい続く(デ ータで見 る)日 経産業新聞
9307306月 の鉱工業 、生産指数1.3%上 昇 一一底ばい状態は続く。 日本経済新聞
9307276月 の鉱工業生産、前月比プラスの公算一一景気回復力は依然鈍く。 日経金融新聞

930726鉱 工業生産の回復速度遅い(今 週のデータ)日 本経済新聞
930716通 産省まとめ 、5月 稼働率指数、前月比2.2%低 下 。 日本経済新聞

930703鉱 工業生産指数(5月)一 一鉄鋼除く13業 種 低下(デ ータで見る)日 経産業新聞
9306305月 の鉱工業動向、生産指数、2.4%低 下一一6、7月 は上昇予測。 日本経済新聞
930625鉱 工業生産、5月 も低下へ一一債券利回 り低下も、連休の生産調整など響 く。 日経金融新聞

9306224月 の景気動向指数、底入れ判断の材料に一一市場は5月 以降を注視 。 日経金融新聞
930617通 産省まとめ 、4月 の稼働率指数1.9%低 下 。 日本経済新聞
930605鉱 工業生産指数(4月)一 一輸送機械、大幅に低下(デ ータで見る)

930603円 高が遅 らせ る業績相場移行、中小型の製造業を中心に(国 内型ポー トフォリオ)
9306014月 の鉱工業 、在庫調整一段 と進む一一生産は前月比2.2%低 下 。
930528在 庫調整、4-6月 にほぼ終了一一通産省見通 し、3月 末指数、3.
930524雇 用調整の波、今後本格化 も(今 週のデータ)日 本経済新聞
9305213月 の 鉱工業生産 、生産 ・出荷とも速報時より改善。 日経産業新聞
930521稼 働率指数、2ヵ 月連続上昇一一3月 確報、機械など好調。

日経産業新聞 、
日経金融新聞

日本経済新聞
2%低 下 。 日本経済新聞

日本経済新聞
930515国 際連関表を通産省が発表、日本の鉱工業生産10%増 な ら、米か ら輸入8%増 。 日本経済新聞
930512景 気 、一部に回復の兆 し、月例経済報告一一 「低迷」認識変えず。 日本経済新聞
930508鉱 工業生産(3月)一 一最終需要財の生産増加(デ ータで見る)日 経産業新聞
930501日 経平均が年初来高値。 日本経済新聞
9304293月 鉱 工業生産指数、2ヵ 月連続上昇一一在庫調整、4-6月 に終了。 日本経済新聞
9304282月 景 気動向一致指数 、2年 ぷ り50%上 回 る一一企画庁 「底入れの可能性」。 日本経済新聞
.93042393年 度 、機械工業生産0.7%増 。 日本経済新聞
930416通 産省まとめ 、稼働率指数1.4%上 昇 一一2月 前月比、5ヵ 月ぶ り。 日本経済新聞
9304084月 月例経済報告、景気、一部に明るさ一一全体では低迷続く。 日本経済新聞

930406残 業 時間減少幅 、3ヵ 月連続縮小一一2月 の製造業は20%減 。 日本経済新聞
930403鉱 工業生産指数(2月)一 一5ヵ 月ぶ り前月比増(デ ータで見る)日 経産業新聞
930327鉱 工業生産指数、5ヵ 月ぶ りプラスー-2月1.9% 、出荷 も増える。 日本経済新聞
930318鉱 工業生産確報、設備稼働率1月 横ばい。 日本経済新聞
9303123月 の産業動向調査、 「素材型」再び在庫増加一一加工型の減産響 く。 日本経済新聞
930306鉱 工業生産指数 、1月 一一一般機械、一転 し低下(デ ータで見る)日 経産業新聞
930227減 らぬ流通在庫、長引く生産調整一一素材各社、減産強化 も。 日本経済新聞

;1協㍊舞 藷罐 哩誤 生㍊鍾工鍵 顯 犠 手縫 減蟻 産苦難瀞 聞
930227鉱 工業動向1月 前月比 、生産指数0.3%低 下一一 「在庫」1.0%下 が る。 日本経済新聞
930218鉱 工業生産動向 、3カ 月連続ダウン、稼働率指数12月 も低下。 日本経済新聞
930213鉱 工業生産指数(12月)一 一化学な ど10業 種低下(デ ータで見 る)日 経産業新聞
93012812月 の鉱工業生産、在庫 、前年比マイナスー一好悪材料が交錯、先行 き不透明(解 説)日 本経済新聞
93012812月 の鉱工業生産、在庫 、前年比マイナス一-2年 ぷ り、電気機械、調整進む。 日本経済新聞930
121鉱 工業生産動向 、11月 の 稼働率指数、前年比で9.1%低 下 。 日本経済新聞
930109鉱 工業生産指数(11月)一 一電気機械 ・化学が低下(デ ータで見 る)日 経産業新聞
921226鉱 工業生産指数 、2h月 連 続低下一一11月 、在庫調整 も足踏み.日 本経済新聞
921217製 造 業の前年比 、稼働率指数10月9.2%低 下 。 日本経済新聞
92120510月 鉱工業生産指数一一9月 の反動、2.6%低 下(デ ータで見る)日 経産業新聞
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卸売物価指数 (OROSIII.TXT)

%OROSHI.TXT卸 売 物 価 指 数
93123012月 中 旬 の 国 内 卸 売 物 価 横 ば い 。 日本 経 済 新 聞931222日銀 発 表

、今 月 上 旬 の 卸 売 物 価 横 ば い 。 日本 経 済 新 聞
93121511月 の 国 内 卸 売 物 価0 .2%下 落e日 本 経 済 新 聞
93120111月 中 旬 の 卸 売 物 価横 ば い 。 日本 経 済 新 聞93
112011月 上 旬 の 卸 売 物 価 、 横 ば い 。 日本 経 済 新 聞93
111610月 の 卸 売 物 価 指 数0.4%下 落 。 日本 経 済 新 聞93103010月中 旬

の 卸 売 物 価1.8%下 落 。 日本 経 済 新 聞
10月 上 旬 、国 内 卸 売 物 価0.2%下 落 。 日本 経 済 新 聞931022

1淵 嘉㌶ 鍾 警醒 欝 脅懸 鱗 轡 下基調は続・・今週のデー・・
93eg.25卸 売物価指数横ばい。 日本経済新聞g30β
158月 の国内卸売物価0.2%下 落 。 日本経済新聞9309018月中旬卸売物価指数

0、1%下 落 。 日本経済新聞
9308218月 上旬の国内卸売物価横ばい。 日本経済新聞

日本経済新聞

9308147月 の 国内卸売物価横ばい。 日本経済新聞

;嬬 ÷璃 閣 議2薮 潜 原詩 糟 難翻籍(デー・診断ほ 緩流鞠 問

i濡 晶 晶 指教 胃轡 雛 ♀二2蒜轟 新昌本経済新聞
9307016月 中 旬 の 卸 売 物 価1.4%下 落 。 日本 経 済 新 聞9306236月上 旬

の 卸 売 物 価1.4%下 落 。 日本 経 済 新 聞
930616国 内 卸 売 物 価 、5月1.3%下 落 。 日本 経 済 新 聞

器ll;矯 鶉 あ目端{;饗 曇空一議 薮鞠 ほ 銀が介入旧 本経漸 聞

;灘 驕 藩㍊ 寧 麹 雫緊 う日當 新昌本締 新聞
930519麺 年比、国内卸売物価4月1 .2%下 落 。 日本経済新聞

;温 認 鵠 価醗 岬 耀Tl瞬 購 §ナ1リ・トル50-6・ 銭・ 日本翻 新聞
9304224月 上 旬 、卸 売 物 価1.1%下 落 。 日本 経 済 新 聞

;淵 曹酬 あ編 寄 ㍉ ♀藷碧 羅 蹴 景気低迷を反映旧 本経瀞 聞
930310サ ー ビス価格窪向 ・前期に続き、新規賃貸料下落。 日経オフィス9303233月上旬

の卸売物価下落。 日本経済新聞

器;;鵠罐 綬 鶏 欝:脇 手獣,囎 繍 支援材料に・外為旧 経金綱 聞
930302卸 売物価指数、前年比1.O%低 下 。 日本経済新聞

930223上 旬の卸冗物価、別月比横ばい。 日本経済新聞93021
6卸 売物価1月 は前年比1.0%下 落 。 日本経済新聞

器鵠 鵠 男留 縫 瓢 漂鋸 屑昆}:8多書:目 雑翻 留
930115卸 売物価4年 ぷ り下落、92年 、石油など値下が り。 日本経済新聞

謬;畠 纏 騨 纈 中葛詳 藷難 燕 認齢 表一一景気判断遅れ批判に対応ほ 本経潮 間

器1;盟 麹 璽嚇 議 麟 、竺鍵 麟 議1の顯 映す一一工撒 な・下落続く・日本経潮 間
921219卸 売 物 価 、90年 を 基 準 年 に 。 日本 経 済 新 聞92
121511月 の 卸 売 物 価0.9%下 落 。 日本 経 済 新 聞92120211月中 旬

の 卸 売 物 価0.9%下 落 。 日本 経 済 新 聞
92112511月 上 旬 の 卸 売 物 価O .8%下 落 。 日本 経 済 新 聞
921117国 内 卸 売 物 価 、10月 は0.8%下 落 。 日 本 経 済 新 聞

1温 糟 璽鍋 馴 舌些㌧♀藷穐 本星嬬 新聞

鑑罐 淵議 撫;}竃欝欝繍 綱開
9209239月 上旬の卸売物価横ばい。 日本経済新聞

1聯 灘 騙売硫臨2鳥 竺群議 翻滞旧 本締新聞
920821上 旬の国内卸売物価横ばい。 日本経済新聞

器II榴礁 年毘閲謙 酬デ撒 ㌔ 懸 輪聞
9208017月 中旬の卸売物価0 .7%下 落 。 日本経済新聞

器;;㌶晶鶏 灘 騨 鵠♀落エ類纂済舖 経漸 聞
9207016月 中旬卸売物価 、上旬と同じ。 日本経済新聞
920615卸 売 物価 ・製品需給緩み沈静化傾向が一段と定着

。 日経 ビジネス920613国内卸売物価
、5月 は横ばい。 日本経済新聞92

0523豆 月 上旬卸売物価、前年比0.8%下 落 。 日本経済新聞

1搬 難 句閲覧翻駆 鱗昆糖%隷 経醸墨瀞聞

ill鱗籍㌶ 輸i簸 幸輔 ㌶ 轡 礪産業輪繍 聞
9203253月 上旬卸売物価0 .7%下 落 。 日本経済新聞

;18;i鴇顯 ㍊ 醗 酷 智禦 ㌘ぎ」歳 ⊇輪 瀧 在庫が漱 ・本締 新聞
9203032月 中 旬 の 卸 売 物 価0 .1%下 落 。 日 本 経 済 新 聞

930226外 為市場+購 買力円価でみると円は過大評価一一卸売物価156円 ・輸出物価136円
。 日経金融新聞
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雇用情勢 (ROUDOU.TXT)

%ROUDOU.TXT雇 用 情勢
931217管 理職 、戦後最大の減少、総務庁調査一一1-10月12万 人減る。 日本経済新聞

931125サ ー ビス業雇用伸びる、7-9月 、57万 人増一一製造業の減少分上回る。 日本経済新聞
931123管 理 職数、リス トラで減る一一高所得だけに消費に響く(デ ータ診断)日 経流通新聞
9310018月 、完全失業率は2.5%で 横ばい一一総務庁発表。 日本経済新聞
930921パ ー ト女性減る一一在宅増え外食消費に影響(デ ータ診断)日 経流通新聞

930827完 全失業率横ばい2.5%。 日本経済新聞
9307306月 、完全失業率は2.5%で 横ばい。 日本経済新聞
931217管 理 職、戦後最大の減少 、総務庁調査一一1-10月12万 人 減る。 日本経済新聞
931125サ ー ビス業雇用伸び る、7-9月 、57万 人増一一製造業の減少分上回る。 日本経済新聞
93・1'123管理 職数、 リス トラで減 る一一高所得だけに消費に響 く(デ ー タ診断)日 経流通新聞
9310018月 、完全失業率は2.5%で 横ばい一一総務庁発表。 日本経済新聞

/iiil繊璽 鷺 諺竃 禦霧鐘 ㌫ 『断)日経流緬
930706雇 用は増えているが一一心理冷え込み、消費は低迷(デ ータ診断)日 経流通新聞
9307015月 の建設労働需給ほぼ適正 。 日本経済新聞
9306294年8カ 月ぶ り高水準、完全失業率5月 は2.5%。 日本経済新聞
930623労 働力余剰感、生産 ・事務部門で2割 、名商調べー一研究部門は不足続く。 日本経済新聞
930528完 全失業率4月 は2.3%、4ヵ 月連続横ばい。 日本経済新聞
930518総 務庁調査、ホワイ トカラー減少続く一一3月 は前年比42万 人減。 日本経済新聞

、完全失業率3月 は2.3%。 日本経済新聞930430高水準続く
930408子 持 ち共働き世帯 、家事にみる男の鑑別法一一する男のタイプは気が優 しく責任感強 い。 日経流通新聞
930330労 働力調査、就業者数が減少、2月0.4%一 一7年2ヵ 月ぷ りe日 本経済新聞
9303071月 の 有効求人倍率、22ヵ 月ぶ り反転上昇一一求職者数が大幅減(日 曜版)日 本経済新聞
930302完 全失業率O.1ポ イ ント低下、失業者は増加。 日本経済新聞
930202完 全失業率 、6年 ぷ りに上昇、昨年2.2%一 一製造業の不振響く。 日本経済新聞
9302022月2日 一 一92年12月 の有効求人倍率、92年12月 の労働力調査(Today)日 本 経済新聞
930126愛 知 ・東三河地方 、JA愛 知 中央会調査、企業農家 、平均4人 雇用一一規模拡大に意欲。 日本経済新聞
921225総 務庁 、労働力調査一一完全失業率2.3%に 上昇 。 日本経済新聞
921201愛 知 県の完全失業率0.1ポ イン ト上昇。 日本経済新聞
92120110月 、就業者数1.2%増 。'日 本経済新聞
921129愛 知 県内企業、4割 が人手不足感、名商調査一一中小の採用難続 く。 日本経済新聞

921030完 全 失業率9月 も2.2%、3カ 月連続横ばい。 日本経済新聞
921002完 全 失業率2.2%、8月 、就業者数49万 人増。 日本経済新聞
920917広 が る雇用調整 、ホワイトカラー"標 的"に 一一大量採用が収益圧迫。 日本経済新聞

920828完 全 失業率は小幅上昇2.2%に 。 日本経済新聞
92e8046月 の不足率、建設労働需給が緩和一一6年 ぷ り1%割 れ 。 日本経済新聞
9207316月 労働力調査 、就業者増加幅縮小傾向続く.日 本経済新聞
920724総 務 庁調査、2月 までの1年 間、転職者、最高の277万 人一一女性パー ト再び増加 。 日本経済新聞
920630完 全 失業率5月 は2.1%、 低水準続く。 日本経済新聞
920529労 働力調査、4月 の就業者数1.0%の 小幅増加。 日本経済新聞
92050191年 度 完全失業率、横バイの2.1%。 日本経済新聞
920424日 本 建設業団体連など、首都圏の専門工事業を対象に労働力実態調査結果をまとめる。 日経 コンス トラクシ ョ
920402北 海 道91年 度 、53%が 労働力不足。 日本経済新聞

920331完 全失業率2月 は2.0%。 日本経済新聞
9203031月 労 働力調査、就業者増加数90万 人 下回る。 日本経済新聞
920225愛 知 県、91年 の 完全失業率0.2ポ イ ント上昇の1.8%。 日本経済新聞

920131サ ー ビス業、2位 に、91年 就業者、製造業に迫る一一農林業は減少 。 日本経済新聞
日経流通新聞920123長 野 県の中小企業 、人手不足深刻だが一一経営は 「普通」。

91122711月 、完全失業率2.1%に 上 昇。 日本経済新聞

911226女 性の労働力率(ゆ うゆ う座標)日 本経済新聞
911129完 全失業率は2%に 下 がる.日 本経済新聞

911127完 全失業率O.3ポ イ ント上昇。 日本経済新聞
9111019月 は2.2%、 完全失業率低水準続 く。 日本経済新聞
9110018月 労働力調査、就業者数 、12ヵ 月 連続で100万 人増。

910830失 業 率低水準7月 は2.2%、0.1ポ イ ト上昇。
910730完 全 失業率6月 は2.1%一 一就業者数増加幅、
9106295月 の完全失業率0.1ポ イント低下 。 日本経済新聞
910531低 水 準続く、完全失業率4月 は2.1%。 日本経済新聞

日本経済新聞

日本経済新聞
10ヵ 月連続100万 入 超。 日本経済新聞
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